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は じ め に

兵庫県内には、現在埋蔵文化財の包蔵地として確認されている遺跡は、約

15,000の多くを数えることができ、かくれた未発見の遺跡も含めるとなおそ

の数が増えることが想像できます。

又、兵庫県内の遺跡の うちでも、須恵器の窯跡は、他府県に比ぺて数多く

遺されております。

この報告書は、 一般国道250号線 （明姫幹線）建設に伴い明石市魚住町中

尾において、 昭和54年度に多量の土器とともに発見された須恵器窯跡の発掘

調査の記録をとりま とめたものです。

本書が、中世須恵器生産の時代背依等の解明にいささかでもお役に立てれ

ばと思う次第です。

最後になりましたが、発掘潤在はもちろん報告書作成にあたって、何かと

御協力をいただいた方々に対し厚く釘礼を申 しあげます。

昭和 58年 3 月

兵胴県教育長 森 脇 隆



例 言

). 本畠ば、兵庫県明矩幹線建表事務所から事業委託を受け、兵庫県教育委員会が翼査主

体となり実施Lた明石市焦ft町中尾字向ィ康、字中原、国道250け繊バイパス明距幹線

這予定地内に所在した、古窯跡6基の発掘調布籟告胄 （本文編）であるc

2. 発羅調査は昭和54年 4月16日から10月25日まで行ない、昭和55年4月1f:lから昭和認

年 3月318までを遺物菫旺・籟告書刊行に費した。

遺物整理1文、昭和56年8月31日さでを王子分館で行ない、引き続き魚住分館で報告富

刊行までを行なった。

3, 発掘調査及び遺物整珊ば兵庫県教育委員会 大村数通、水口富夫が担当者となり実蒐

した。

発掘調査時の遺構実測は、 二菓滋、黒田慶一、 吉川啓子、遺物の匿合・復元は主とし

て、吉川、和田早芳子、森岡みゆき、山田法子、清水洋子、遺物実測は、吉川、和田、

森酬、清木があたった，

遺構の襲図は、和田、遺物の襲図tl、吉川、和田、森岡、清水が行なった。

,. 発掘作業にあたっては、佃松本組の協力を得、遺物水洗・ネー iングには、大手前女

子大学考古学研究会の諸氏の協力を得た。

s. 本欝の編集は大村、水口が行なった。 執筆分担は以下の通りである，
第1章、 第2章・・・・・・・・・....…..... 大村数通

第1章 調査日誌・・・・・・........…•吉）11啓子

第 3意・................................*口富夫

特jlj研究 I ・．． ． ．． ． ．．． ． ．． ．．．．．．．． ．．•三辻利一

特別研究 u .................... …•中島正志、牧野智志恵、渋谷秀緻、慶原信義

6. *言に使用した航空写真ば、日木序業航空によるものである。 遺構写真の撮影11、人

村が行ない、遺物写真の撮影は、森昭氏にお願いした。

7. 本得で使用しに水叫灯は、 IJ]姫幹線道の工事用BMであ り、方位は、磁北を示す。

8. *召を作成するにあたり、調任中、聾理期間中多くの方々に指導及び助百をいただい

た。記Lて感謎の意な表わすものである。

赤松啓介・伊藤晃・今里燈次..I:: 原真人・棚山茂・大矢義明・木村捷三郎・黒田義隆・



篠原芳秀• 清水芳裕・鈴木重治・千Ill稔・舶井悌三郎・丹治康明・手塚直樹・寺島孝一

・楢崎彰ー ・橋本久和・慶井直正・麟沢一夫•森内秀迭•吉閾康鴨 ・山下俊郎・渡辺九

一郎、明石市教育委員会、紀伊風土記の斤．賣料館

また、誨あがりの片口鉢I'!以下の方々から僧用した。

明石市散胄委員会、井上繁広、多木建具店、閥酉薔誓油、岩本三郎
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第 1章調査に至る経過

昭和53年6月、明石市都市計画怒の企繭,.:.l:. って、明石市魚忙町中尼地区1こ土地区画整

河事菓の計画が検討され始まるとと<,iこ、椰市計画蔀から市教育委員会社会教冑課に対し

で同計画地区内に珊蔵文化財リ）布焦9こついて問い合わせがあったっ当地区内にIt、地元の

人達の間で古項がある と言い伝：とがあるところから、市教育委H会社会教育課の珊蔵文化

財担当専門職員であるfl「F俊郎氏が、現地確認閃在を実施Lたと ころ、該当する古墳は存

{Eしないことが判明しら しかし皿池谷の踏行に.t.• ., て、谷の木田而に須恵器が多量に散

布していることが確認され、須恵器 ）ヽ宵跡の可祀性があるため、皿池谷全域及びその周辺

部の詳しい分布謁仕を尖節・rる必要が生じた。この踏在結果にも とづいて、再度都市計画
部と協議を実顧した結果、±地区画整珂事業予定地の中央部は明姫幹線道路の建設予定地

で、昭和55年度工事が実黛されるこ とも判明l.I.:"このため埋馘文化財の取り扱しば、稲

の阪り入れ後に、明石市都市計画部、同jfj教＂委員会及び県 十．木渾加古Ill土木事務所、限

教冑委員全の四者にて協讚するこ、しで一致Lた。
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昭和54年1月23日、四者による環蔵文化財の取り扱いについての協議において、前回の

現地跨査では須恵器の窯跡であるかどうか明らかにされていなしところから、改めて旱急

に明鱗幹線道路建設予定地を含む士地区圃整理予定地区全域の詳細な分布調査を市教育委

員会が甑市計画萬の委託を受けて実施することを決定Lた。

土地区國聾珊事業予定壇の9月辺部では、地元の人達、また一部の研究者の間で古くから

須恵溢の喪跡が仔在することが、知られているところであるため、当然予定地内にも窯趾

の存任が考えられるので、明石市教育委員会が主体となり、県教育委員会および神戸古代

史研究会の協力によって、昭和j.f年3月17日から同3月25日士での間、分布調査を実庫し

た。その結果、明編幹線道路建設予定地内において、須恵澁の窯跡が三基存在することが

判鴫jするととしに、 土地区國整運事寮予定地内においても、同様の黙跡及び瓦、須恵醤が

散布することが明罐にされた, CM I図.I

.::.の遺跡詳細分布調正の結果を受けて1ri度、四者にて埋蔵文化財の阪り扱しについて協

議をしたところ、明姫幹鍼建設予定地については、開教育委員会が加古JII士木事務所と協

c
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颯の上、調査を実篇することが決定した。なお、 土地区嗣整理事業予定地内については、

明石市敦育委員会が窯跡の有鶯、寛跡の数等を把握するため稲の阪り入れ後に調査を実篇

することも決定した。 （第2図）

県教育委員会と加古JII土木事務所の協議の貼果、 1fl駈幹繊道路子定1也内の発崖調査は昭

和54年4月当初から分布調/i.tこよって明らかにされた：：：：：基の窯跡及び須恵器散布地を対象

に開始することになった。

発掘調査ほ、窯跡の存在が編認されてし・る圏池谷の東西斜曲：：先がけ、西丘酸地全面に

わたって道路恵殷予定地内の罐認調布を実厖したn その結果、皿池谷を除いた地誡におい

ては、遺物の散布は認められるが、憲跡及ぴ遺捐r)'J存在が認められたかったため、この地

域の工事11差し支えたいとの回答を出L、IDL池谷に存在する窯跡の全面躙忙を昭和54年 5

月7日から開始Lた。当初三基の憲跡と考えられていたが、路線幅の全而発掘調査実崖の

結果、皿池谷西斜而に匹基及び東斜面に二基の合計六甚の須息器衛跡を険出するに致った

ため、当初に調在終1・を予定していた6月末から大きくずれ込み、 10月末まで延長する

ことを余儀なくされ、 10月25日をしって明姫幹縁建設予定地内の窯跡諷査を全て終了したc

なお、県教育委只会の調忙ガ法及び潤査結果に基づいて、噂lfi市敦育委員会が窯跡の罐認
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鋼賽を実艇すること とな り、今後の調青の成り行きが注目されるところである。 しかし、

明石市教育委員会によって実崖ざれる霞認調査及び全lii発慟鯛在により、当魚住古黙跡の

中尾）II支群のほぼ全域が士地区蚕璽還専業計画堪内にあることが1flらかにされたため、遺

躊の販り扱いによって纂窯地形が変貌する可範性があった。

その擾、昭和57年皿池を中心とする地区の区画整理事業が完成した結果、中尾JII支群を

形成していたIDL池谷CJ古窯跡群の地形i1大きく変化し、当地区一帯が魚住古癌跡群の中尾

JII支群の中心部にあたるこ とは、今とfょ...,ては判別山来ないく らい地形全体が変化Lてい

る（第3図）ことは、●磨における窯菜生産地の解明にとって悲しむぺきことであるっ

遺構の取り扱し、

昭和＂年 10月1日、現地の調忙も粁―rに近づしたので、県文化財保護審●委員会埋識部
会を開催し調賣籟告を十るとともに、遺構の取り扱いにつして審讃した結果、六基の憲跡

の内、五基については近世の水田面形成時に大々的に破績されているため、記録保存もや

むを得たいという答中を受ける，なお、第38号黙跡につしてば、須恵器窯としては全国的

に鯛例をみない直焔式の需管状烹で、小皿、塊を中心に覺成された窯跡であるため、この

楽跡は、路線の法面に位四十ることを考え合わせて、加古JII士木事務所と協議の結繋、窪

跡全面にわたって砂を入れ、地下保仔ヤるこ とが決定したn また、加古）II土木事務所との

協畢では｀第38号窯の位瞑ば、区画整哩事業が実籍されると、道路と平面になり区画整理

事業地となるので、区画聾理実算後の取り扱いにつして、充分注意していくことが必賽で

あること も罐認し、今擾の問題とLて、区画整理事業組合と充分連絡を取り合うことにし

た＂
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調査日誌

昭和54年 4-16 現地に事務所（プレハプ）を設履。

4.17~20 煩斜而裾用水路内の土器採集。

4,23 躙査請全景写真。

瀾量開始。

ふ以ー25 測量。

4.26~27 llll. 池谷西斜面上に20•闊隔で坪掘りをするため、杭打ち。

5. l~ 7 酉斜面J:.の坪掘り (18カ所）。

（各坪とも絣作土直下が池山、賃灰色シルトで、遣構はなかったo)

s. 8 雨のため作雙中止o

s. 9 西側斜面の感士畦畔を垂直に削り、癌の確認な開姶する。
魚住町中尾字若宮で出土Lた瓦と土匿を見学し、現地へ案内してい

ただく。

5.10~14 用水絡にl::.ューム管壇霰。

2 "'間隔にポーリング調査を開姶する。

西斜面窟上畦畔隕る。

5.15 盛土畦畔を削る途中赤色醸化層を罐認し精雀Lた結果、烹であるこ

とが判明した。 32号窟とするっ

5,16~17 32号憲の窟土畦畔断曲を清掃し写真懺影後、士層断面図作成。

ポー )l ・／グ調査にて22 •30•29•33号憲の灰原の一部を霞認0

5.18 32号癌菫土畦畔を掘り下げるn

ポーリソグ調査を続行して灰層の罐認を急ぐ()

今里畿次氏来訪。 （今里氏一若宮出士の軒丸瓦は平安後nではない
か。）

5.20 中世土器研究会・木村捷三郎、鈴木重治、中JII信作、編本久和、}II

越侵ー氏、その他7氏来訪。

5.21 32号窯胄傭の嘔士畦畔を削り、灰層を纏認したので33号窯と Lた。

ボーリング調査を続行し、 22•30号憲の灰属の藝囲を 1Ill間隔に＊

さえる。
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5.22~25 蜜上畦畔を削る。

ボーーリ・ノグ調l.f.。

32号荊を検出 し、33号黙の調布にとりかかるe

fi.25 是）II長、藤井直正氏来訪。

5.28 西Nfi:陵中腹りつ水田rniな精査中、 30•34号嘉体の一部を霞認したョ

（“け・窯は後に寅艶rlJプnックであることが判明した。）

5.29 西側丘駿過士畦畔の断面、写真撮影っ

5.30 32• 33号病の癌体、写真撮影。

横断上円断面図作成。

「魚住古究ニュース」 1発行。

5.31 33り盛、窯体上面写真撮影。

35号惣包含層にて軒乎瓦 (566)出土。

6. 1 22号癌、窟体の全容がほぽわかる。

藤沢一夫氏来訪。 （藤沢氏一若宮出土瓦11平安前期ではないか。渡

辺九一郎氏から明石三本松瓦癌の冗を償りる。同袷瓦が匹天王寺に

あり。）

6. 4 j()号窯!I)窯体上1fli、写真遭影＂

6. 5 認サ窯、憩体内掘り下げ。

6 .6 32号寛、ブラン検出3

写真撮影。

JII西宏幸，櫨山茂、喜谷美宜氏来訪。

（三条西殿出土の片口鉢11、赤根"'クイプと判りlo)

6. 7 lffのため作彙中止。

6. 8 22号需の怪土畦畔な隕る途中、窯体慣の灰原を検廿I。

6.ll 

6,12•13 

6.12 

6.14~20 

期石市文化財保護審瀾委員全員、高井悌三郎、中田興古、五十JII伸

矢氏来訪っ （五十川氏一若宮出土瓦1文平安俵期・ではなIいかふ

雨のため作震中止n

32号賓~33号窯の関、霰土畦畔繊断士層断面図作成。

今里幾次氏来訪。

西側Ei:陵最上段の嘔土畦畔n11る。
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6.15 吉田冑遺鷲属査団来訪。

「魚仕古窯ニュース」 2発行。

6-20 22号欝付近から初めて椀が出土する。

6.21 

6.22~25 

jfiのため作業中止。

32号憲、床面検出。

写真撮影，

6,2.f 中世士器研究会にて藤原宮内中世遺構で、赤根JIIクイブの）ヤロ鉢纏

認。

6.25 籟明h窯業、井厚氏来訪。

6-26 32号窯実襴。

6.'l'T~29 雨のため作集中止。

6.29 清水芳裕氏来訪e

「魚住古窯ニュース」 3発行。

1. 1 田辺昭三氏来訪。

7. 2 32号窯~33号黙間の盛土畦畔が雨でくずれたため土のう讀み。

7. 3 雨のため作菓中止っ

7. 4 22>}窯～認号窯間の粘士採集鰊掘り下げ。

22号燕～碑窯の霰土畦畔の横断士層断面図（乍戌o

7, 5 33号欝、灰原J::ffiiまで掘り下げる。

畜谷雙宣氏来訪。

;. 6 22号烹~30号窯塵土畦畔まで蝙り下げ中、 22号窯の北璧を検出。

7. 9 32号窯実瀾c

32号需、 33号窯、灰原写真撮影っ

7,10• 11 32号憲、レベル記入。 (iffのため作彙中止J

7 .12 33号窯、窯体の一部、前庭部を北鋼で検出。

7 ,13 33号窯体焚口掘り下げ、 33号窯の灰康を水田下に罐認。 （ポーリン

グ）

八賣晋氏来訪。

7 .)6 30号窯、窯体付近掘り下げ。

33号寛、震体内掘り下げ。 （焚口直上、三巴文瓦出士）
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7.17 

7.18~19 

7.19 

1.20 

i.23 

荻野繁春氏来訪。 （荻野氏ー33号薫の段豊11熱効半を良くするため

ではないかo)

32号窯の灰層を再確認するため、ポー リング調Ji.。

33号窯、窯体内、縦断図、槙断面図作成後、畦とりはずL。

30号窯灰層の一部確認" (30号窯藍土で鬼瓦出土）

33号黙実渭。

22~, 窟、憲体の一癌（贅口？）を検出。

22号寛、全景写真撮影。

33号窯実瀾。

篠累芳秀氏＊訪。

7. 以 33号窯平面図曳測。

22号黙～初号窯間、盛土畦畔讀断士層断面図作成。

7.25 22号窯、焚口部 （？）写真撮影つ

7.26 22号癌、憲体内掘り下げ開始。

鑽断面図完成。

30S}窯、需体平而プラン確認。

1.21 32号烹、窯体肛上の土塁阪りあげ。

●井直正氏来訪。

7.30 30号憲の竃土畦畔績断、鑽断士層断面図作成。西側Ii:陵、遠景写真

撮影。

7.31~8.8 22号需~30号窯の問、掘り下げ。

7 .31 冑挨家 竹内厳氏来訪。 （竹内氏一鉢1'1ロクロ こズピキ成形ではな

し、かo)

8. 5 中尾蝙雲寺で説明会。

8. 6 千田稔、山中一郎氏来訪。 （千田氏一魚住泊；t江井ヶ島港で、魚仕

港11汐持ち港として存在したII)ではないかo)

8. 7 木村捷三郎、鈴木重治、百襴正恒、中村浩氏来訪(¥ (,t.; ・村氏一若宮

出士瓦は平安後期ではないかへ寛寺、四天王寺に出十〇りあり，， 平安

京東市で赤即II支群の片口鉢ltl土との情暢が入る。軒平瓦 <594) 

は平等院に出土例あり。平安後期o)
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8. 8 竹内鮫氏iJI寧の胄賽教室の生徒＊訪。

8. 9 33号窯、平面図作成。

29号癌｀漬土掘月9開始っ

山崎信二氏来訪。 （山崎氏一興福寺に播唐系瓦の出土例あり。：l

8.10 22号窯、甕体内握り遺む。

今里覺次氏来訪。

8.12 「魚住古憲ニュース」 6の販材。 （水童試験場、林崎、東二見、西

二見港取材。）

8.20~22 22号窯、掘り下げ。

29号憲付近、塵土掘り下げる。

s.21 間僚忠彦氏来訪。 （轟あがりの傭前鉢は15世紀のもの。）

8.22 上原真人氏米訪。 （軒丸氏、軒平Jiほともに12世紀末に近し。若宮

Ill土瓦は古い型式を模造したもので、平安末か？）

8.23 22号窯、憲体内擢り下げ終了。

29号窯の烹体一置検出。

8.24 29号窯、窯体上圃検出。

22号烹~34号煎、違景写真、 22号癌全景写真撮影口

「魚住古窯ニュース」4発行。

8.'l:l 29号窯、憲体内掘り下げ。

加古JII史学会来訪。

8.28~29 西傾斜面、乎板測量。

29号窯、嘔土縦断土層断面図作成。

ュンポにて、水田面鱗土掘り下げ。

8.28 木村捷三郎氏来訪e

8,30 29号窯、写真撮影。

謂り付け、杭打ち。

波毛麟宏氏来訪。

8.31~9.3 29号窯、憲体内厖り下げ。

30号窯、灰廉瓢り下げ開始。

8.3) I・引',f:j市欝市計画課課長来訪。
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「魚住古窯ニュース」 5発行。

9. 3 福本遺跡調査団｀森郁夫、立木修、山本忠嶋氏来訪。 （轟氏一若官

出土瓦は12世紀後半（終末）、 13世紀には入らたい。棗誨市加木屋町

社山古窟より古い。三本松瓦憲の軒平瓦11平安後期より古い。）

9. 4 雨のため、午前中にて作婁中止。

9. 5 22号窯~30号窯闊灰原 （？）撮り下げ。

22号憲、窯体実瀾。

29号齋、窯体内掘り下げ、績断面実欄。

9. 6 22号憲、憲体内土器実贋。

29号寛、窯体内憤断士層断面図作成。

38号窯の窯体の一部と灰原纏認。

「魚住古窯ニュース」6亮行。

9. 7~ 8 29号罵、灰原掘り下げ。

38~f際、灰lJl(掘り下げ。 (38号窯の窯体下へ灰原がもぐり込む。ヽJヽ

IB1、碗をともなう灰原を38号憲と決定。）

9.10 38サ窯の窯体のほとんど全容がわかり、直焔式の平窯であることが

判明。

9.11 38号窯、灰原績断、縦断土層断面図作成。

●沢一夫氏来訪。 （藤沢氏ー38号窯の鯛例は大阪府岸昴瓦窯躊、冑

邑にありQ

9.12 38・ 凶号窯、清播。

29号懲、灰原掘り下げ。

森昭氏来訪。

「魚住古憲ニュース」7発行。

g, 13 29• 祁号黙、 全景写真撮影。

赤松啓介、吉岡康暢氏・来訪。

9.U 297}窯、実瀾。

荻野繁誓、森田稔、 吉田恵二、巽淳一郎、安田麓太郎、浅岡鐙夫、

葛野豊氏、明石瓦組合闊理事字野氏＊訪。

9.15 29~ 窯、実瀾。
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松藤和人、竹内厳氏来訪。

9.17 航空写真撮影。

「焦住古憲ニュース」 8発行n

9.18 38号需、胃り付け。

29~}嘉、憲体内土醤実瀾。

30号霜、灰原 (A• B区）掘り下げ。

9-19~21 30ft窯、灰原掘り下げ。

灰原を撮り下げ途中、の号憲の窯体の一部を検出。

9.19 B区灰原から軒平瓦 (5紡）111土。

明石市市会議員 川崎九左衛門氏＊訪n

9-22 30号需、灰原を翻り遣めるが土器大量に出土する。

岩本圭輔、西村康氏＊騎。

9.23~'1:l 30号窟、灰原掘り下げ。

中世土醤研究会メ;,バー来訪。

9,24 初号憲、灰層から軒丸瓦 (5以）出土。

9-26 ●沢ー＊氏来訪0 (II沢氏一9,公出±の瓦は尊欝寺、 平安宮内裏

回罵で出土c)

9-28 雨のため作業中止。

藝井直iE氏来勤。

9.29 22号憲，灰順掘り下げ。

9.30 田辺昭三氏＊肪。

台凰通過のため、灰原全面水びたしになる。

10. 1 38け窯、実瀾作寮n

県文化財審議委員、視察。

10. 2 梼水作業。

鴻号窯、実瀾作婁。

10. 3 30号照灰原、鑽断・縦翫土層断面図作成。

22号窯、黒灰色士から下駄出土。

浪貝敦氏来訪。

10. 4 22号窯、灰原掲り下げc
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30号窯、窯体内横断土層断面図作成。

10. 5 30号窯，断而取りはずし後、全景写真。

10. 6 29• 38~ 窯、全景写真。 （カ ラー写真）

木村檀三郎、百瀬正恒氏米肪。

10. 8 22号窯、灰原の縦断・讀断士層断而図作成。

簾トレンチ掘り下げ開始。

10. 9 33号窯、fit褻隠掘り下げ。

30号煎、欝体平面図作成。

績 トレンチ棚り下げ完了。

褐閾置男氏東訪。

IO.JO 33号憲、前鎚薦灰厚撼り下げ贄了。

22f}窯、 前艇藁灰原編り下げ終了。

紐憲、干面図終了。

真野修氏来肋。 3〖野氏一甕の蠣憾叩き目は神出古窯跡出土遣物に

もあり。）

JO. 11 22号凛、前騒藁掘り下げ。

地磁気測定。 （漏井大中島正志氏）

「魚住古需ニュース」 9.l~f和

10.12 33号窯、前庭邸土層断面図作成o

畦藻分析を行な う。 （神戸大熊野茂氏）

櫨山茂、佐々木英夫、冑博史氏来蒻。

（纏山氏一軒丸瓦 (551)は尊勝寺、平安宮内裏回廊と同陀瓦と認

定。）

10,13 29・紐窯、窯体床禰翫ち欝り。

遣物1.200籍、王子分館へ蠍出。

襲沢一夫、蝦治氏釆訪。

10.15 33号露、窯体断ち割り。

30号憲、灰原棚り下げ。

10.16 30号黙、灰原縦断畦をはす可ー。

楢崎彰一、荻野繁誉、藤沢一夫氏来訪。
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10.11 30号甕、灰原巌断土層剛面図作成。

30号窯、床面下灰層を確認する。

10,18~19 雨のため作集中止。

10-18 上原真人、中村友博氏来訪。 U: 原氏一軒丸瓦 (551)は尊勝寺、

平安宮内裏回廊出土瓦と同陀。）

10.20 現場の樗＊作業。

29•30•33号窯、窯体断ち割り閃作成。

10.21 嶋元住民180名を対象に現地鋭明会e

10.22 匹窯｀灰厭鑽断・縦断土層図作成、写真撮影0

10,23 22号窯、窯体断ち讀り。

38号窯、前烏藁灰原編り下げ。

10,24 22号黙、前庭褐灰原断面掘り下げ。

東傭斜面、平板瀾量。

10.25 泊号喪、南灰原、 30号甕、床←ド灰層掘り下げ。

38号憲、窯体内の石を取り上げ、砂をつめて埋めもと・す。

10.26 遺物を王子分館に鑽出、現地引上げっ

三辻利ー氏に胎土分析賣粁を覆す。
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整理日誌

昭和お年、.l~ 9.30 土器洗い、 *-iング。 （コンテナ約2,000籍）
10. 1~10.19 坑・小凰の接合、復元。

10.20~昭和5随~1.14

班窯、鉢の接合、復元。

1.16~昭和57年 4.7 
訊罵甕の畿合、復元o

3,16~ 3.25 
30-号嘉、鉢・甕・瓦類写真撮影。

4. 8~ 8.31 22号嘉、甕の接合、復元。

ぷ溝憲、鉢の実瀾。

9. 1~12. 2 認号窯、鉢の接合、復元s

22号嘉、鉢•甕｀初号震、甕の夷濶。

11.30~12. 2 
22•29•30号憲、鉢・甕・小皿・椀写真撮影。

12. 3~12-28 士霧の重量計瀾。

昭和5砕~1-15~ トレース、レイアウト、表作成、累稿軌筆。

1.12~ 1.18 特殊遺物、赤根Ill支群の遺物写真撮影。
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第 2章遺跡の位置と環境

(I) 地理的環境

明石）IIと加古）IIに挟まれた平坦な丘駿地は、東西20細、冑北15細にわたり、西から東へ

向って艤やかに高まり、神戸市西区神出町の雌岡山、鰺買山へとつながる地鍼一帯が印南

野台地と呼ばれている。

この印甫野台地は、鑢岡山を中心とする高位段丘から播磨●にいたる中位段丘で、第四
IJ) 

期洪積層から形成された播磨層群である。焦住古窯跡群はこの印磨野台地の東部に位●し、

中位段丘が侵蝕によって形成された侵蝕谷の赤根IIおよび中尾川の清口郎、標高10霞前後

の傾斜面据部の西八木層に纂かれた古窯跡群である。

(2) 歴史的環境

印冑野台地は、直良信夫氏によって日本最古の人顧と考えられる明石原人骨が発見され

た台地であり、この地域闇辺撼において人問が生活をLた事を知る各時代の遺跡、および

遺物が存在することが古くからよく知られている。

それらの遺跡を各時代ごとに見ると、先に述ぺたように直良信夫氏によって明石原人が

明石市大久保町西八木の調岸で発見されたことは、歴史上あまりにも有名な事実である。
¢ 

旧石署時代のナイブ形石器が出土した遺瞼として知られている大久保町大窪の喰ケ池、野

ふ、大久保町西脇鳥ヶ§、大久保町谷八木水各、松I~等の遺腱があり、野々池遺跡に
おいては有舌尖頭器が知られ、明石市内における唯一の出土品である。

縄文時代の遺跡では、軍創期と考えられる円形擾唇、罵形隋四、長肩石鏃、模形石硲を
ff) 

出土する金ケ崎遺跡や、井島I形のナイフ形石器、石核、鯖片、井島皿形の石織、縄文早
(Ii 

間の鰍形石鏃が採集された長坂寺寺山遺跡があげられる。なお大久保町大窪字高丘の丘駿
＊ 

中にある新築池から、縄文時代と考えられる石織が多数採集されてし、る。しかしこの遺跡

(• は、住宅・都市警●公団による団地迭成によって消減した。縄文土器が出土する遺跡11麟

江字出の上（青竜神社撓内）がある。出の上遺跡は、鵬江川の渭口郡に突き出た印冑野台

地の隋端部に位置し、縄文中期前半の船之元式、中期後半の里*JI式、後期の元住吉山I

式にあたる石鏃、楔形石醤、唐石等が縄文土醤とともに伴出している。

一方弥生時代の遺跡では、明石"'右岸のti:駿において＊集状文のある壼形土溢を出土す

る播磨吉田遺馳が著名である。魚住古窯跡群の周辺においては、顧著な遺眺は発見されて
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いないが、藝江山王神社東丘験地や、藤江の新池から石鏃が多数発見されているにもかか

わらず、内遺跡とも士際1:1:I lヤも伴うことなく石鏃のみであるので、遺跡の性格等11明ら

かでなし、つ

古墳時代になる と 明石川減誡で11、 山i~R時代中期の大型古墳である王塚古墳を中心に、

後＂の古墳群が急讚に増加 し、これは本遺跡の周辺部においても同様である。藤江JIIの

上潰約1.2細の左岸、西斜面の頂J:::部に古くから地元の人達によって 中尾千壼古墳と呼

ばれていた古頃の存在が、昭和44年11月に山陽新幹繊の工事により明らかにたったため、

明石市教胄委員会によって斬たに発撮胃査が実籠された結果、謂径16~18●の円墳で、円

饒壇輪、器材埴輪、須恵欝の出士から木棺謂葬を主体とする6世紀前半頃に築造された古
⑬ 

墳であることが明らかにされた。この中尾千甕古墳の対岸丘贋の甲池中においても鳩綸片、

須恵器片の散布が認められるところから、向池にも同時期にあたる古墳が存在したとも考

えられるn さらに甲池の北にある新池中t::も、横穴式石室を主体とする円墳および木棺直

葬を主体としたと思われる円墳が4蔦わずかに存在していたが、明石市地方卸売市場の建

設に先だち調査された， しかし憤穴式石室である円墳は設計変更によって、明石市指定文

化財として市湯内に保存され活用されている3 今日では、麗江川直誠において保存存在し

ている唯一の古墳である。

藤江JII瀧蟻同憬に谷八木JII直域においても填輪をもつ後期古墳は、谷八木）II左岸の丘陵
鳩

伍斜面の突鴻節、 大久保町宮I先化吉神社内の宮I先古墳、 谷八木111右岸の隋北に延びた

丘慶の冑端部に下ケ谷古墳が存在していたが、神社建設ならびに大久保小学校建設によっ

て綾墳され、今日では認めることがlU来ない。

古墳時代の生崖遺跡として、魚住町鴨谷池に長脚二段透しを中心とする須恵器壽が4基
4l 

罐認されているが、..:.rl)地も丘贄の関墾によって綾糠が遍み、憲本体の存在は認めにくい

が、灰原等の存在は認める二とができる。また大久保町高丘においてほ、 7世紀を中心と
G !l) 

する古窯跡が20基存(fLていたが、 住宅団地土取り工事、道路建殷によって消諷Lたもの

を除き、 住宅団地の公園内の 5基が県指定文化財として保仔されているn このうち特に高

丘古凛躊から出土した閲尾ti,四天王寺から出士している薩尾との結びつきについて、地
鯰

方窯の解明にあたり重要な賣料である。

さらに、魚佑,,憲鰊を解明していくについて、上紀の鴨谷池古嘉跡及び高丘古隕跡11、

隈史J:::重要な意義を示す生産遺跡である。
@ 

Ji凛瞼で11大久保町林崎に三＊松瓦窯跡があり、平安時代後間を中心に●倉時代に生童

-16 -



。

・1. 明石匝人出土地
z. 噴ャ池遺闘
3. rt• 泡遺騎
4. g 過
5. 全ヶ嶋遭防
6. 長ポ守守山遍給

；ー●江｀出（り上遁＂
8. 駈饗池遺片
~ . 別臀遺托
10. '"~ 選14(T畳＼
Ii. IJl池占鳩n,

21,,n 

12. 宮ノ先古墳
lJ. 下今谷古墳
14. 虞r;池古窪...
15. 高丘占;ll(fllf
16. て..~J(窪H
＂．碑窯編
18. 長坂9遺"
l!l. ,._住i(I謁
'!:f>. i/r. 隈JII遣＂
21. 皿液itlf
z:. tll /下遭＂

鯛4園亀住古竃●●と層辺の量麓

ー じ・ -



され京墓へ運ばれ使用されていることが判明している。なお江戸時代から明治にいたる寛

繭と して大久保町松低新田には、登 1バ賢が存在する。

• 奈良時代に入ると、魚住町長坂寺に長坂寺跡と呼ばれる寺院跡の存在が知られていたが、

゜現在では釈寮跡として長坂寺遭跡と言われている。

一方奈良時代に僧行基が西国、四国への交過の要衝として築いたとしわれる嬌唐、摂津

の5泊の 1つである「魚住泊」は、長らく廣港として放置されていたが、僧重蠍によって
嶋 ⑪

修復された 「魚住泊」が、現代の江井ケ鳥港あるしは中尾Jll河口圏に比定されていること

iふ魚住焼の流通経路を解明Lていくにあたり｀非常に重要であることは言うまでもなI,ヽ0

大久保町江井ケ鳥の赤根111遺跡では、労生式土訟、土師醤、須恵馨の内でも蛸壼が多量に

出土し、須恵器は明らかに魚仕古憲跡群赤楓111支群の第16号憲にあたる遺物であり、赤

゜根川遺腱中に混入していたものと思われる。

大久保町西島の皿池の開辺に＊いて、平安時代から鐵倉欝代にいたる須恵器が多量に散

布しているところから、このJlll滋遣腱11魚住古窯跡の中尾JII支群の窯婁生童にかかわる人

連の生活躊である可紀性が充分考えられるが、今日では、水田絣作地及び池の開墾によって

関発されているため、遺跡の把纏が出来ずまことに残念たことである。大久保町大久録字

山ノ下に土鳴、羽釜を中心とした遺物の包含地が認められ、この地域に中11t社会の生活を

• 偲ばせる遺跡が存在しているものと思われる。

(3) 魚住古窯跡の分布

中世須恵馨嘉腱の分布する範囲は明石市大久保町江井ケ鳥字東鳥から明石市魚住町西閾． 
にしたる東酋約 2•、冑北約 1細の地誠で、中世荘園の.«,住荘に比定されている箇囲であ

るn

嘉躊の分布は、大久械町江井ケ品の赤l!lJII流域および明石市魚住町中尾の中尾111攪域の

丘慶斜面に集中している。緊跡が分布する範囲は、幡唐轟の澱岸繊から北へ約1.2細まで

の丘験末嶋部であり、順高t:t濡ti:15111以内が予想される。現在までのところ、窯跡の分布

が認められるのは、赤根111および中尾JIIの河口部から約 1細以内である。

(4) 窯跡の名称

魚住古窯跡は、我々が発蠣調査を実崖するまで、地元の人達および一郎の研究者によっ
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て、鴫箭から赤根川渭口部と中尾JII河口部の潤辺部におして、須恵器窯跡の存在が明らか
~ 

にされてし・たが、古甕跡群としての名祢ほなかった。

現任まで1こ湿芹部の侵蝕等による自然的屡囚と、住宅地の俎成による人為的要因のため、

窯跡の存在は翼査・纏認されることなく消誡していったが、日本各地に討ける中世須恵器

の研究が、楢崎彰ー氏によって活発に進むとともに、襦轡地域における魚住地区の窯跡に

ついても、研究者の間で調査デークを必要とする声がたかまってきた。

昭和団年頃になると、赤根JI(、中尾111流域において需跡の数が増加したため、窯業生慶

地としての名転が考えられ始めた。古憲跡の分布する箇囲が、中世魚仕荘 （住吉神社頓）
鯵

誡にあたることから、魚住古窯躊群の名祢をつげる とともに。赤楓JII漬繊に所在する癌跡
鶏

を赤横JII支群、また中尾Ill流域に所在する憲跡を中尾川支群と正式に命名 Lた。

(6) 窯跡の数と支軒

中尾111支群におして窯跡として躍認、発見した散11311'、さた赤根川支群における罵瞼
食

は16甚であるn Lか し` 需跡として確実に罐認されている以外に、須恵醤の散布地がかた

り敷多く窮められることから、各々支＂において現在羅認されている以 上の烹跡が存在し

ていたことは闇らかである。また今後、人為的な地形の変化等に件なl. 発見される需跡ヽ）

散が増加するものと思われる。

なお分布躙査の納果、現んまでのところ、憲跡1139基発見されてしるが、窯跡と Lて羅

実に断定出来る基襲基學としたのは、 (I)需体及び灰尿の編認 (!)憲璧片を含む須恵器の包

含層および須恵器の散布地 (3鳩E土、焼け顎れ、焼けひずみ、な文焼けたど、焼成時の不

良品を含む須恵器の包含層さた11散布地の3種類である。

中尾 JII支欝

中位段丘が侵蝕1こよって出来た侵蝕谷である中尾川は、大久保丘駿の南端から撼唐灘に

流入し、北東から剛西に向って出来た河幅の狭くて浅い小洞JIIである。この河川の河口部、

西段丘において冑北に延びた小支谷が形成され、この東西斜面を中心に、築かれた窯跡評

が中尾川支騨である。この支群の憲跡は、支谷の臭既に構秦され、順次、支谷の入n隠あ

るい11河口部へと移りゆく窯馘群である＂

この中尾JII支群の窯躊は、中位段丘の西Iじ幻層の粘土層中に纂窯され、魚住古憲鯵群の

中では、示根JII支群より先に撮婁された憲跡である。その操集開始は、神出古窯脇群の生

産のビークが過ぎ、末期近くになった12世紀後期末頃にあたり、 13世紀中頃にはすでに愕
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u部に移り、末期を迎えてしたと思われる。この中尾JII支＂が河口部に移動した a.t;WIであ

る13世紀中頃に、赤根JI!支群ヘ一部が移り、操震を開始したと考えられる。

壽楓 JII支欝

中尾JII支群と同じょうに、中位段丘の侵蝕によって出米た侵蝕谷である赤根川11、大久

保町大霞字轟丘丘陵の支谷を甑とし、東から西にfi,Jって出来た川幅の狭し・河）IIである。

この占廃跡群は、赤根）IIの西殷丘に出来た小支谷を中心とした窯跡群であるっ中尾JII支

孵の形成とは異なり、 この憲腱畔は海岸部の最も近い段丘の末鳩部に形成された小支谷の

入口隠に築窯され、谷奥郁へと顧次移動したものと思われる。

中尾Ill支群9こおいて生麿が終末を迎え、完全に牛産を終了した13世紀後半から14世紀に

入ると、赤根）II支群の生産地は一つの限られた小支谷を中心に11業され、他の支谷に築窟

されるこ とはなかったと思われる。

その操業りl問は、 13世紀中頃から始まり14世紀末から 15世紀前半頃まで絨く 。赤根Ill

支群の最ら生産が嘔んであったと考えられる操業時期は、 14世紀後半頃にあたると思われ

• 
るn

中尾!II支群およびil;,&Jll支群の癌跡は、近II!:から現在まで、水m絣作の開墾および明石

瓦生序のための粘土採集として、鱗地が開削されて来たため、窯跡の極く一部、または灰

厚の一郎が僅かに残存している現況であるが、今悛窯跡の増加する1iJ艇性が充分考えられ

る。しかし近年の住宅建設および区画誓理事業に伴い、状況が変化している今日、早急に

窯震生蘊地と Lての状況把握とともに、中世須息器研究、追求および解明のため文化財保

裏行政の指導が必要であろう。

(6) 海あがりの魚住焼

誨あがりの遺物は、戦前から戦後にかけて、江井ケ島、林崎、魚住、 二見等の各轟港の

瀧編の人連によって、蛸壼、鉢、スリ鉢 （●前焼）などがさかんに引き上げられ、濠港閲

辺の人連の置き物として償人の家に鯖られてし｀た。近年江井ケ鳥を中心に、播●●の「慶

ノ躙」に鯖壺とともに須恵器の片口鉢が多量に引食上げられてくることが．新聞紙J:.で紹
il≪I 

介されるようになり、文化遺産と してr/)璽要性も考えられる様にたってきた。

その後、魚住古窯跡群の一都が道路工事および土地区Iii整理事集などにともない、文化

財の発掘調査が開姶されたことから、誨あがりの片口鉢が考察される様になり、文化財と
10 

しての価値が見阻され、研究論文に紹介されるに至った。そこで今回、魚住古窯跡群属査
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（ ~ ） 

“ お ケ 々

゜゚゜゚
中尾川支群（区画璽運予定地内）

36 ,0, 字長谷

゜゚゜
々 79. s. 18駅発見

'II 

38 ，，， 字向4剛

゜゚゜゚゜゚
r昭~“m．支兵群庫県教冑委員会翼査）

39 ,,. ..,, 

゜゚゜゚゜゚
ヶ

鯖1裏 負住古ii馨騨一覧褒

- 21-



ニ―_--
I 

I 

- ~ 

- -
3 

10 

12 

。
30 .. 

饒5図 ii犠寅測図 滋 あがり）

- 22 -



報告書に、薔あがりn・ロ鉢として輯告するものである。今日まで江井ケ鳥沖から魚住沖に
かけて引吾上げられた片口鉢は、おびただしし履l数にあがると思われる。同様に演路の一

宮町富鳥沖においても、魚住焼の片口鉢が他の遺物と同じく引き上げられているので、こ
豹

こにその一墨を紹介して＊くものである。 （第5図）

(I)は、誨あがりのJI・ロ鉢の中で最古の時期に比定されるもので、また器形として最大の

ものである， u径Z'/.()ea、醤高9.()ea、庄径12,()caのもので、底謡から口径都にかけて体部

が少し内彎ぎみである。口唇は丸く細めている。内外面とも鑽ナデによる躙整仕上げによ

り、器鞭11麺＜匠郭It糸切り仕上げである。 (9)--(1●ば、醤“及び口径が小さくなり、口縁

褐11肥厚し、内面郁で段をつけたのち直立して端部を丸く納め、塁璧の内外面ともロクロ

調整が顕著で、回転糸切り底である。

この重の）f口鉢11、誨あがりの主流を占めるもので、淡路富鳥沖(5)(1)のものも、この片

u鉢にあたり、 14世紀後半に赤根JII支群の窯によって焼成されたものである。

(8)は全体的に小さく、口縁部外面において体部が大きく外反したのち内傭に入りこみ、

内面では大きく内鯛におれ曲る器形であり、魚住古齋跡群の最蔚末にあたるもので、赤根

JII支詳の憲によって生蘊されたものである。その生崖年代は14世紀末頃から15世紀初期に

あたると思われる。

(7) 東播における古憲跡群

魚住古憲饒群を考察するうえで、この古憲跡群に先だつ憲彙生産地の追求が重更な位置

を占めることは、東目の一致するところであるので、神Ill古窯跡＂および三木市内に所在

する古欝跡群について、若干籟告するものである。

神出古寛鯨群は、神戸市西区神出町に所在する鍾岡111および雄岡山の隋斜面を中心に、

高位段丘が侵蝕によってで含た東西に入りこんだ支谷の斜面に集かれた窯跡である。

行政区画から言うと、神出町東、北、老ノロ、田井に広がり約70基からなり、今後調査

が進むに従って窯跡の総数が増加して、 100基を越える ものと思われる。

この古窯跡群は、近年各地（特に京都市内）の古代から中世にかけての発蝙舅査が盛ん

に実施されるようになってから、東擢系緊跡（神出烹跡）として注目されるようになって

きた。特に瓦が撓成されることは、消費地である京都の寺院鯵から出土する同茫瓦から、

院関係と直結する慶史賣料として、一部の研究者によって追求されてきた。この憲躊の

存在が広く知られる様になったのは、 1971年9月に山口卓也、●本亮ー氏によって「老ノ

口窯跡遺跡」として籟告されたのが、神出古驚跡群の第一輯であった。その後、真野修氏

—•おー



によって （「鑢岡山周辺の古憲址一神出古黙hi:群」 「神戸古代史」］ ー:nが報告され、
神出古烹跡が全園的に広く硝究場によって注目される様になったのである。

さらに、上原真人氏によって京摺市内出土互からみた「播唐系瓦」の研究に件い、各地の瓦

屋の追求がなされ、論文としてまとめられたことが｀神If!古窯跡群の重賽性を決定的とし
囀

た。また、山口鑽告から今日まで神出古煮跡の発掘調査が実厖されることがなかったがた

めに、窯跡の実態が把樫できなかったのであるが、農業基鑑璽傭事業に伴って、神戸市紋

"' .. 育委員会が事前の発掘閾査を、昭和56年から厄年実編するようになった結果、急速に古窯

躊の実態も把蜆され、今後この調査の成果にぶづいて、古代後期における凛業生産の解明

が進むものと思われる。なお各々の黙跡から、須恵器生産に伴い瓦が多量に生産されてい

ることが解明されつつある。 当古窟跡群~;>fl秦期間11、 11世紀末頃に閲始され、少くとも

13世紀前半までは存綻していたと考えられているが、各地における栢費地との結びつきに

ついて追研が待たれる。

三木市内の古藻跡野が報告されたのは、是Jll長氏が「三木市史」の中で「三木市の古

霜と経塚」として紹介されたのが最初である。 この古窯跡群は、神出古薫跡群および魚

9七古憲跡群とは分布傾向が具なり、広憂囲の中に分散的に照が存在している。この古憲肱

群によって生匿された瓦は、神HI、.((tit.古窯跡詳と同様に、京都六勝寺を中心に寺院園
(I, 

係に伴う遺跡から出士していることが、 l:.原真人氏によって明確にされた。今日まで発掘

躙査による遺物、遺綱の確認I!.なかったが、神戸市と同様に●彙基盤整備事婁に伴なって、

三木市敦育委員会によヽrて調査が実厖されている現在、三木市における古窯跡訂の解明に

重要な賓料として整埋、追求されることが待たれるのである。窯跡から出士する遺物は、

糸切り底の小さな贔台を持ち体団が内彎する塊な中心に、回転糸切り底の平底であるn・u
鉢や甕及び小llll.、瓦等があり、神出古窯跡に先行Lて操業が開始され、操東期間は11世紀

(i 

から12世紀末tこあたるものと考えられているっ

{81 魚住焼の消費地遣跡

近年日本全固各地において、古代末期から中世の遺跡を道路建設、宅地造成、ピル建設、

河川改修およびほ場整傭事業に伴う埋識文化財を、工事に先だち事前の発蝙調査が量んに

実籍されて来た納果、中世遺膚に伴い中世須恵器の出±が、各遺腱に多量に含まれている

ことが明らかにされつつある。特に京嘉市内に＊しては、ビル建設等による纂市改造が実

簸されるようになり、中世遺跡の実隠が把握されつつあるなかで、遺跡に伴う各櫨の遺物

の中に、中世須恵器も含まれていることが判明してきた。
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これらの状況の中で、兵庫県教育委員会によって昭和54年4月から10月にかけて、西日

本における唯一の中世須甕器窯である魚侶印窮跡群の一部を、道路建設工事に先だち発爛

潤虻を実論した結果、西日木各地の中世遺筋で魚住撓の襲品が出土Lていることが判明し

てきた。

それは私連がれ接現惣で確認したり、あるいは兵庫凩教冑委員会に持ち込まれる遺物を

実見してきた結果であるが、製品の流通範囲は、実に広轟囲にわたっている。今までに私

逹が確認したところでは、西は山口県から瀬戸内湿地域一帯および大阪湾開辺、さらに淀

川問辺地から京都、滋賀． 奈良県橿原市内、和歌山県紀のJII流域頃l6図）、鎌倉市の中世

遺跡までおよび、敗近では楢崎彰ー氏の罐砒によると埼王県内にまで東限が歓がってい

ることが明らかにされつつある。今後さすます各地の遺跡から、魚住古惑跡群で生湮され

た片n鉢が出士することは明らかであろう。この広範囲において出土する魚住娩の生産年

代は、 12世紀後半末から13世紀前半の町期のものは極く限られた遺跡からしか発見確認さ

れてし、なし、が、赤

根川支群における

13世紀検半からl'1

世紀後 'f, ~'.)襲品が

圧倒的多歌を占め

~か疇、 る ことが明ら

かになってし、る。

rn)~」、結

近年、全国各地

の中世遺跡の調行

によって、須恵器

が発見、報告され

るに従し・、これら

の須恵醤の一部は

魚住古窯跡におい

て焼成されたこと

が明らかになって

来た。この魚仕古
第6図 和欧山県大藪経壇出土甕
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需腱によって焼成された襲品が中世須恵器と呼ばれる様になったのは、諭崎彰ー氏が「シ

ンポジウム15、16世紀を中心とした出±陶磁」における「出土日本胄磁研究史」の表の中

で、須恵醤系の焼物と称したのが最初である。

平安時代後期に入ると、中国磁器が当時の社会支配層であった宮廷、寺院、国衝などで

使用される一方、日常雑器である中世須恵溢ば民衆の間にも広く使用されるようになった。

曇業生童技術が向J:.することによって檀壼、大甕などが利用され需妻がたかまり、丹浪焼

に依存する傾向が強くなり、丹波饒は13世紀後半に生産が大きく展開する。一方、中世須

恵醤は次第に甕の生産が減少し日常生活に必要な調題溢具である捏鉢、摺鉢の増産へと生

産体鵠が移行してし・ったのである。

これらの現象11、直品滝通に付随する貨幣、商婁資本、市場等の多くの関遍した問題と

浸くかかわっている。さらに壇方荘園内の市場成立，涵品交操の展開等にも関運し、社会

経済史上重賽な問題である。今後、魚仕古窯跡群を通じて、中世社会に於ける繭品滋遍経

済史の解明に一歩でも近づさ研究を続けていく必要がある。

駐

〇薦田和夫、雙聞太戴「六甲山亀とその層辺の亀貫J 1m年。

① 兵庫累敏青委員•r糟刷嶋攣糎董文化財分布嶋園及び嶋名賽」露2分11U 1973年。
R ①に胃じo

ck'1IIJら

(I) (I)に胃已

R ①に胃じo

⑦ 田石霧麟語会「兵庫累18石鬱鴫代遭鯵分布園＊よび嶋名賽」「旧石彗考古学」21 1鰍洋

10月。

R 響虞嘴爾r舅ふ市買鶴遭菖の1B石●」 r旧石曇考古学」21 I闘びF-10月。
@@に胃じ。

⑩ 擢井英治flJIJ石裏斤嶋区壇重文化爾胃査略輯J 兵摩景敦冑詈員会 1~3月。

⑪ Rに同じ。

⑬ 「舅石市史J上署 1960¥3月。

⑬ ⑬9こ問じ。

⑭ 大村霰通、阿口和彦採集。
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⑲ 中谷糧治「明石市中尾古墳調査贋暢J兵庫犀穀育委員会 1971年3月。

⑲ OOに胃じ。

⑰ 11)に同じ。

⑱ 伊藤晃、大村駐過「明石高丘亀区壇鳳文化財胃査略鑽」 兵庫県教胄婁員会 1968年3月。

⑲ 浅岡鑽夫．大村歌遍「轟丘5鵞址群調査概轍」 n兵庫累教育委員会 19乃年3月。

R 井内功、井内欄「高丘露三憲腱覺墨翼査籠告」明石市敦胄委員会。

＠ 鳥田清「量轡因東置鱚．方に於ける出上古瓦に応・て」 ア重」鯖19111 「綜合古瓦研完」

嬉2分llB 1939年。

⑬ ●谷木三次「播胄上ft寺院社の＂売」 19心年。

衿 高蝙美久二 「古代の山陽遍」「小林行纏博士古隠記念論文集」 196研,.7月。

＠千田稔「痩もれた港」学生社 197~5 月 。

⑳ 千田稔 「魚住泊の位置」「怠住古欝ニュース」 6 1979年9月。

3 • 井裕介、高鳥信之「剛石市赤鼠JII遣躊の胃査」「兵庫累壇鼠文化財肩査集籟」撼3集

197呼 3月ヮ

⑰ 井内功氏の鴨好鸞により大村歌遍が実見。

遍石田善．人 「荘●史の研究曰、日」 「兵庫史学」 26号・m号。

竹内糎三編「荘躙分布図」下雹 吉JII弘文鰭。

⑳ 「彙住村誌」 19:;i年9月。

が松啓介 「東盪の古賣址について」「魚ff.古憲ニ...—ス」 9.10 1979年10月。

⑳ 黒田頓騒「明石市史」」：讐 1~3 月。

竹内躙＝編「荘遍分布図」下暑 古JII弘又鱈。

R 大村敬遍「鳥住古鵞鑢」「魚住古薫.,,..,.ース」 2 1979年6月。

@@と同じ

〇 魚住古憲躊肩査事襲所「彙住古露:."ース」 1ー11 197~5 月~1962年6 月。

大H敬通 「擢層の古代霜」 「a本やきもの集成」9 平凡社 1郎1年9月。

⑭ 1975年9月17Bの神戸衝聞紙l:に、江井ヶ鳥沖から潰IiiII)底りII!嗣によって、鯖賣とと

l> IこJt-ロ鉢が;;1き・ヒげられたことが紹介されてしる。

⑳ 1977勺,12月22A の誕 H新聞により、江井ケ島沖から水賽 i,•から7""")所で、海底ヶープ

ルの遵霰中に、建穀省の●員により蜻壼とJtn鉢多敷が発見され．沈船の讀み冑か住吉神

社の神事に偏わるものかと紹介されて1,ヽるn

⑳ 井上繁広「井上コレク ・ン ．ンの壽あがり遺物」 「摂河襲文化賣料」纂冗号 1961年10月。

＠浸謁の北淡町置史民俗賣料鮪に11,地元の漁師によって富鳥沖から引き上げられた片口鉢

が、多量保管展示されている。江井ヶ鳥沖から出七-tる遭物についても、鳩元明石市の賣
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料として保管畏示する必憂が急がれる。

⑭ ．ヒ原真人「古代末期における瓦生痙体編の変革」「古代研完J 13-14 1978年5月，

⑳ 神戸市敏育委員会「神出古嘉址群、宮ノ買支群」覆蝙鼠胃会賣料 1981年8月。

⑳ 神戸市数胄重員会「神Iii古壽砒群、釜I口支騨」楓嶋鼠鴫金賣＂ ＇鑓1年12月。

@ (i)に同じ。

社 三木市義胄賽員会「三木市宿厚5号瓢址纏重翼査曇璽輯告」。
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第 3章遺 構 と遺物

第 1節 逍 構

今国の調査に入る以前に分布鼻在によって

確認されていた路線内の烹i!ffll池谷西傭斜j(1i

l基と東佃斜1fii2基の計 3基であった。 しか

し姐斜面（特に西鯛）岨の用水路には慰しし量

の土溢片が散乱し、小一時間も採集すればコ

ンテナ2~3笥にしなるという状況から｀こ

の窯がかなり大規模なものであり、窯数も当

初考えていた数より多く存在するのでばない

かということが予想された。

・ ・ア • —__ ,, 
-~· 鼻幽...~ ● .~~----
ャ~. -・:  -~ 

→ ● . ----~-一.. .• -., . 
.. . . . i 

，、し、．；； 、̀． 
::0--:,_ *~-~ ゞ―~-~" • 

.、
’ 

第7図木田置土断面

こう した状況をふさえ、躙企予定をたてるにめに早急に

凛餃の実態を把握する必賽が生 じたため、試掘綽を用い木

田下に残る灰層の残存状況を 1m間隔でチェ ックするとと

いこ、水田畦畔を呈直に切り蕗 L,盛土を餘去するこ とに
(I) 

よって窯数を把握するという方法をmいた。

これらの潤虻の結果、ボー リング調位で灰層は阿憫斜而

2ヵ所、東闘糾iiil力所が罐認でき、水田畦畔の惑士除去
•1 

によ って西胃斜l面で4基の窟が判明したc 以下各閑につい

て記述するっ 鋼 8図 ポーリング調査風景

(1) 29 号 璽 ⑮翡反5、l

本隔は通称皿池谷の東＂ 丘崖に位置Lている。現在、＊田が丘駿の上面と谷部に開発さ

れていて、窯は厘道部と焚ロ・燃燒部と欠損している。窯は直上に水田が開発されてしな

いため西傭丘陵のよ うな盛士ば存在量＋、約60caの流土を除去する と際の上ifliを検出-rる
ことができた。 窯体の残存長5.15111で、凛体の残存 L、ペルは8.5111~10.0躙の範囲にあり、

中軸糠11N95°F. を瀾る＂
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本窯の存在する位置は徴地形なし細1こ観寮すると、 29号烹のLTF鯛で若十の谷状のくぽみ

が認められ、北傭、すなわち29号窯へ向うにつれて斤，険ば憂りだす。 29号烹を攪にして1i:

夜の張り ti-I しは東へ折れ、 39•n緊へ連続する。 したが.,て29号窯は、1i:験の張り出し部突

漏；こ築かれているといえるn

憲体床而の最大幅は 1.6m"I.{測り、煙道部方向へ向 うにつれて狭くなる。現存ナる最も

狭い床面幅は1.3胃である。本窯の床面傾祈角11今回肩在した中では最も急傾斜で焼戌部

下方は16°、上方は200を瀾る。

痛体の縦断断ち綱りの麟、床面下に杭裏が縫認できた。鐘認した杭匝116本で、需体r/)

中輪縁に沿ってほぼ等閏隔に打ち込まれてし・ふ杭察の酎径はいずれも 4~6口で、杭問

の距離f1下方の杭から 7釦•、 7釦鸞、邸〇、 1邸c●、 78t鵬である。 下方か ら 4 本目 と 5 本目

の間隔が長いのは断ち割りの麟、杭裏を掘り切って L.さった可能性が強く、本来は70~80

aの間隔で杭が打たれたのではな•.•かと推定できる。

爛璧11張り壁が 1枚存在する。少くとも残存Lている藝囲では、床面を再講築した頂跡

はない。床函は青色遍元層が約4caあり、その下には約81.'11の厚さで赤色醸化層が存在す

る。床面の約1.2ca下で地山である黄灰色ツ.,レl・層に達する。

床面直上には、完形の平瓦2点、小型片口鉢を含む遺物が残存していた。

さて、本窯が贅ロ・燃焼部を欠損Lているii)は上記の通りであるが、中輪線に沿って断

面を灰層堆績嵐点まで観察する と、この29号窯の存在する寛憚丘慶の張り出LIょ予想外に

大きく （国版4)、下力谷部の水囚を開発する際1こかなりの範囲で灰層を肩9平したことが

わかる。したがって酉傭tこ灰層の仔在する範囲は東西2.3111、附北11,0111-の扇形で、厚さ

も1年糧にしかすぎたい。ーカ、寛体の南側に11灰がほとんどまじらない貿灰色粘土を主

体とする甫灰厚が存在する。 29号憲に伴う遣物のほとんどはこの地点から出土Lt.:(,ので

ある。

(2) 38 号 黛 （図版5)

ヽ~/

本憲は29・け窯の北側約s.s鵬に位鑓する。窯の形態I:よ貞餡式の平憲（煙管状漸）であり、贅

ロ・燃悦室と焼成奎をもっている。今回の調査では、燃燒室の上方は削平されていたもの

の、それ以 Fの部分は、良好な状憩で検出てき,~., 烹体の残廿レペルは、 8.9膚~9.6mの

間にあり、中軸縁11N55°Eになる。焚口11高さ 40c.の楕円形を呈し燃焼室と連続する。

燃焼室ほ饗行幼～、潟さ40c.を測る。奥壁,1焼成室へ向って外鋼に傾斜し、左右の懺,,轡

-30-



はほt!垂直に立ち上が焼成室の床面下11厚さ 4CIIの青色還元層と、厚さ2caの赤色鑽化

層が認められる。焼成室It燃燒室との問を径44x 50c. の楕円形に挟<Lぼり、大,Jヽ7謂の

鐸影石の角霞で問仕切りを鮨している。(t切り方法は基本的には3償の大きな石（最大長

約15c■)と中型の石 aし大長約lOc■)で仕切りを行い、 2債の小さな石あるいは小鳳片で
空間を蠅めている。石材11熱を受け、いずれもよく燒1tている。

焼成室と燃燒室の間をしぼり込んでいるのは間(J:切り用の石材を安定させるためであろ

％今回検出で食た焼成室最上罐の内径は63x74c竃の惰円形である。問仕切り用の石材の

トから熱を受け変形した小鳳が出土したことから、上澁しつ焼成は石の上に讀み重ねて行っ

たものと撞察でぎる。

蘭庭郭は焚口を下方1::築く必憂があるため、地山である黄灰色粘±をカットしてU字形

のくぽみを作っている。燒成毎に灰層が堆讀し徘水が困霞になるため、灰層を左右にかき

分け、講築当初にはなかった檜水調を中心部に設けている。灰層の増讀It巖も厚いところ

で公虹を欄るn

灰原内から出土する遺物は椀と小皿が圧倒的に多い。しかし癌体内埋土あるいは灰層で

は、 H· u 鉢•甕・凡の蔽片が出土した。冑接する29号窯出．士士器と対比すると29号憲と38

号黙は同時期操業と考えられ、 29号廃の遣物が入り込んだ可能性もある。いずれにし・（も、

＊窯が魂と小llD.を主体に焼成する窟であることはまちがいたい。

(:t) 33 号 璽 （図版6)

本窯は22号窯の廟約20鴫に位鎧する。現鱗作面を32号窯と同じくしているが窯体は32号

窯より低い位置に焚口を構築しているため、焚口と前庭部の一郎が残存している。 このこ

とは32号憲でも触れるが、本窯が丘陵の啜り出し1l11に位置Lているので焚nの位置が低く

なったのではないかと捲定できる。

現＃する漑体は焚ロ・燃撓部下方と燒成部の一置である。焼成都の一鐸は、遍略用地墳

界付近で検出できた＂現存する 窯体全長1ょ6.3囀であるe焚口の下嶋の最大幅117-tc■で

ある。 焚口から上方にかけて開き気味に帽壁を講集しているが、約 1-2• 上方で●轡をし

ぼって幅1.0.にしてしる。おそらくこの偏壁の張り出した地点が、焚口と燃鈍部を区分

する地点であろうa凛体内の灰層の拡がりは、ちょうどこの地点を境にしている （罵2次

撮菓時）。 焚n内で杭棋を2木纏認した。 1本は憲体のほぼ ・ヒンクーにあたり、もう 1本

は北側慢の下端にあった。29号窯と同じような性格をもつものかどうか、今後の検討諫題

である。
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燃燒謡から焼成部にかけて1が引瞭な段差があり、明らかに同者を区分している。＊窯に

おいては、断而断ち隕りで、焚口灰層あるいは床面が最低2時期にわたって操東されてい

たことがわかる。この段差は断面観寮によって、第 1回目の憲構築問にすでに存在してい

たことが知れる。第 1次膚築時の段差は比高差約40四 （傾斜角300)であるが、第2次の

烹体構築の際、窯雙の纏片をつめてlt腐差約50c鑽（．傾斜角36°)にしている。床面の焼け

具合は、今回調在した6基の中でこの段差J:靖のほぼ水平にな、・た地点がもっとも堅く焼

けてし・る~

●雙の畳り甍は、焚Uで認められ、第2次鵜築の補修壁が両頂iにある。

焼成褐の床ffii幅を測:ii;できる地点はないが比較的残存状態の良し・地点から推定すれば蝙

約 1.7m前後になる。燒成部の喪存状態は良くなく 、水!fl開発時，，...,削平のためほとんどを

損失している。しか しJ:方ば盛土畦畔下にもぐり込んでいて、賂繊内で床面の一都を検lll

するこ とがで食た。焚n方向からこの床面へ向う推定床面傾斜(()1112°である。

窟体内の喪存する範囲で床画の罠高を抑定すると7.8111~9.3111である＾主た窯体の中軸

纏ttN68°Eの方向を示す。

凛体床而直上にはほとんど遣物がなかったが、平瓦の完形品 （図版71-613)を 1点検

出Lf.ふ焚口灰層からは三巴文軒丸凡 （図版65-561)、小Ill(図版19-204)が出土Lた。

灰原は寛体中輪線から南に約3"'、北に約 ,1Ill、東は1.2111の範囲で罐認できた（東限

は削平されているため残存長である）a 残存する灰層の堆積11、最も厚い場所で30niを襴l

る。

(4) 32 号 嘉 （図版7)

本窟は、 22号癌の南約10mに位匠 している,,; 杞竪の＃在は当初まった＜予想しておらず、

畦畔ヽ）盛士を呈紅に削り、盛士断面を圃察する際に窯体の一部が断面にかかっていたこと

から明らかにされたものである。

窟体は 2 度にわたる箪讀を受けている。第 1 回の駿讀11、切り合し•関係から判翫すると 、

痛の上方 Ct'!成部～煙道部）を掘削されたも ので、7.0x7.0mのくぽ地になっている。

このくぽ地は、おそらく良買の粘土を庖する当地点付近の土を瓦粘土として採集したため

にできたものと考えられるっこのく瓜地は後に、暗茶灰色土を入れて埋めそのJ-ぶに饒作士

を入れて、現在は水出として利用されている。

第2回目の駿壊は水田な俎成する時のしので焚口から娩戌寇の一部が削り坂られているc
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こ の地点の燕壁11塵土畦畔中に多く散乱 していたn こ の水田造成は33~黙を削乎・した関崖I

と同じである。 したがって本需11、これらの破順のため、焼成部の一部が*面輻1.55111、

全長1.00.の範囲で残存しているだけであるc

娩成隠について観察するふ側壁は、南餌が1加｀り高さで喪存しているのに対 L、北側

が1!11IJ阪られているっこのため焼成部床面幅11不1Jlである。Lかし焼成部のまわりの赤色

讚化層を糟査した際、径約9<"11の決化した杭浪があり、この杭箕を29サ窯と同襟の窯体中

軸線に打たれた構秦時の杭と考えると、 床面幅は約1.61!1と撞定できる。

窯体の中軸線Ii鯛璧の方向から判断するとN38°Wで、32け窯や22号窟に比べて隋に振

れてしか床面の傾斜角は約110で床而の残：存鑽出ば9.4胄ー9.5111である。床而は 1枚L、

か鍾認できず少くと し残存状況から精断すれば、 2時期にわたる撮東は認めえなし・n

先に述ぺたよ うに、 本窯1133号烹と同関馴の木Ill開発時に侠口を損失Lている。 33号窯

の焚口が残存し、32号憲の賛ロカ,l'IIJ:,Y.されているじ）は、 32け窯が33J}嘉より“位に講驀さ

れていたからである1) また残存する地山の等高線から判断すると32号寮11若干＜ぽんだ谷

地形を利用した窯で、そのため焚nな谷入I.J)j/u]に向けな1tれ1:::ならなかったのではなし

かと措定される。

床面直上からは甕の蔽片/J~W± しf.:.nn紬の形状から判断して3償体分（図版20-211・

212)である。

灰罰•よ、下股の水田盛土中に灰を含んだ鳩が若干什在するが、純粋It.灰層とは考えにく

＜遣物も少ない。このため灰層~')4',C,・部は削 り取られたと考えるぺきであろう。窯体南俣l

においても灰層が存在するが、 33号憲の灰眉との識別11困離であった。

(:.J 22 号軍 （位1版8)

本察は32号窯の北約10111に位既する。窯体構築時の丘履斜面は、すぺて水田開発のため

損われ陽段状を呆する。水田駐畔下の盛土は約 1m堆積する。憲体は水田閲発のため水平

にnり平され、煙這部と賛口を欠損していがこのにめ窯体の全長は不明であるが、憲体残

存長は5.40• 、 仄而最．大幅 f !.l. 、l:i 111 な瀾る ，

饒成部の床I釘幅i!.、約1.、"'で・§!成室を通じてほとんと変化がない。床面には傾斜変換

点があり、床面傾斜角ば、侠nから続く斜面11l2~、傾斜変換点後は 9,;でゆるやかになる＂

傾斜変員点11、 33~}窯と幡相が員な り焼成室内にある。

床而It-1カ所で断ち削りを行った，その結果、本窯は少くと(,3回の大饒模な改修を行
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し、操婁した痕跡があるっ横断i酎A-A'で鯛察すると第 1次の操業は赤色饉化層を残し

ている,I)みで、床而tt.第2次操業の際に削 り辰られ残什していないc 赤色階化層116 CIIの

厚さであるゥ第 2次操業iふ第 1次の操寮床iiliを渭り取り、14c冨程の焼土層、窯屯の編片で

檀み七を行い、床而を情築している，， 第 1• 第2次の操婁は、同一窯の修復の一糧と考え

ることができるが、第3次操彙面iは大規模な修復を加えていが第3次操業の床面11,-

闇第 2 次操藁床而を＂り販りその上1こ れ•の糟み上を行い構築 している。 第 3 次操賽は傭

壁の張り壁の戌子がよ くわかる。南側壁で2度、北憫墜で1度の張り甍修還を行ってしるn

績断 B-B'で鵬察すると、床面の構築は2回、張り璧は隋傭璧で 1回、北鯛璧で2回

行っていて、横断 A-A'でみられたような 3回にわたる直鑢な操業の凧鱚はなかった。

焼成室床面には約2c●の厚さで、貨灰色砂層が堆讀してした。こうした床而直1:の砂の

堆績11他甕においても認められたが、本窯における堆讀が最も厚い

第 1次操業時の地1」」の掘り込みが著L-<浅いのは、第 1次操彙時の灰層の堆積が側璧下

端付近まで及んでいる断面A-A'を●察すれば明らかである，， 第 3次操業時の際の蜀り方

は鵬認できなか....,t.:,. 

側墜は、 日り平をほとんど受けてL• ない続成部下方が、もっとも残＃状態JUfで、床面か

ら最大roc,.の高さで残っているe 天井潟を携定するの11困鼈であるが、約 1瓢位と帷棚で

きるn

賛口から床面傾斜変換点付近までl:t天井から濱下した烹雙が多量に認められたn

賛ntt、悛世の剛平と円形掘り込みによって損失しているが、灰層が床而f≪J:に増槽す

ることから、最終操業時にこの地点が燃焼邪の一恙と して織能していたかも知れなし。

遺物は焚Uから床1rri傾斜変換点までの一ff(図版21-220~228}と傾斜変換点から廂道

方向にかけての一群 （図版21-229~図版26-291)とに大別できる。焚口付近のものは

2伽•極の厚さで堆積する灰層直上で出土したものであり、＊憲の襲品の中ではもっとも新

しい時期に属する。臼斜変襖点から煙道方向にかけての一群にn.土馨が密につまってぶり

窯雙と焼土の堆讀は少ない。,t;.m鱗作土直下であるところから遺物が後に遺棄された可能

性しあるc

灰層は二つに分顛できる，， • ヽ)は鱒璧の下へもぐり込む灰層で、第 1 次•第 2 次の操秦

の際の灰層と考えることがでぎる。この＂勢の下へ,, ぐり込む灰層には遺物は多くない。

Lかし殿終床面iの下へもぐり込むと判断できる灰層（龍庭部）に11遺物を多く含む。第3

次操賽の際の灰原は寛の下方に躙状に分布 し、棗限まで約7Illである。
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(fl) 30 号 窯 （図版9)

本窯I!,22号窯の北方約13,5 111 に位霞するn~窯も32号窯と同檬、木田造成と互粘士採

聾によって窯休の一部を損失Lている。窯1:方の焼成当の床1面(1,町）販られてし・るが、

赤色醸化層が喪存しているので窯体の復元はある程饗可能であるn現存する憲体の全長は

10,3鴫、中輪繊t!N町咄を削るe

＊憲の位置11、今回躙査を実擁した窯の中では最北鳩にあたり、西傭の丘讚1130号窯の

焚1:1付近を壇にして35号窯へ向って谷都を形成Lて＼る 。旧地形を復元すれば、①号薫は、

22号癌から連続ナる豪り出し椰の北靖にあたる。

本窯の最鍔床面最大幅111.•o鴫であるっ床而ばなだらかな傾斜をもって連続し、帷定床

面傾斜角は110を椰る。床面の断ち割りは6カ所で行った。そのうちもっとも良好な断面

をA-A'で示す" ~而は2枚存在し、第 1次操粛時の床l面な町）瓦）第2次操業時の床

面を講築している。打 1次床面と第2次床面の間には22号窯、33号需でみられたよりた憲

墜の編1:・11入れずにそのまま第 1次床面直上に第2次床面を構築Lている。

第2次床面の鋼雙I:t隋北と もに3~15caの厚さで張り鞭をして竪の修復を行っている。

床而の下は赤色醸化層が約10(111認められ、その下は貧灰色シルトである。

讚断面において観察十ろと、 灰層は明らかに側咤の下へもぐり込んでいる＾縦断而にお

いては、床面下に灰層がもぐり込ふ第 1次操乗時の焚口が現存の焚IIより上方にあった

ものであることがわかる。

最終の烹構築の際、灰陽を掘り込み、憲を策いている。この際北鋼にだけ賓込めとして

暗灰色の砂をつめている。今回謁IfLた中でこうした「裏込め」の存在する例はない。

r.t而I~ 上．に11完形品の片口鉢 •I 点 と 三足H土喝が 1 点， t.H上 L た＂

灰票I!憲体の績からひろがりを開始し、冑へ4綱、北へ4"'、東へ11111の藝1!11で厚さ最大

1.2鴫で増讀する＂灰原は大きく分·•·すると、床面の下へもぐり込む床面下灰層、床面下

灰層から繊＜純灰層1~3、純灰層の上に堆積する灰褐色砂に繊別で女る。

(7) ,Jヽ 鯖

今回調査を実綸 L た古憲納 6 基l:t、魚住古窯鰊群のうち中~,11支群に属するものである。

中尾Jll支，，は、中尾JII況域に派生するいくつかの小谷によってグルーブ分けを行う ことが

可能である＾現在主での分布躙査•発掘翼査納果によれば、今回の躙責池点である通廊Jlll
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池谷は、中尼JII支群の中でt-,• ., とも窯数の多I.ヽ 遁点である3 今後、烹数の増す可蛇性はあ

るtのの、凛敷19基は中尾JII支群中約60劣を占める＂

皿池谷ば＊文中でもすでに触れたように．旧地形を霞元ナると．谷内でいくつかの小さ

な丘陵張り出し地点がIt:在する。現在はこの丘験あるいは谷部を水田と して利用L.ている

ため地形をとらえにくいが、肩査結果によれば丘験の張り出しが願清であるり）は、 30号窯

と29・38け窯の問である。特に29号憲II)存在する丘陵ば現丘駿崖より 5Ill駄凶へ張り出す。

この増点と22号憲の地点との谷幅は約訟Illで、 33号窯付近の谷幅が28瓢であるのに対じこ

霰靖に狭くなるっ翌の賛口はこ うしt.:.fr. 陵の曇りWL喧点に設定するのな基＊としている

ようである。烹の焚nが確実に畳り出し地点に存在している例は29•30号寛の 2湛だけで

あるが33・ね号癌の梵口も張り出L部に設定していると考えられ、 32号無のみ若=f<ii"ん
だ地形に存在しているのであろう。

次に窯体繍1こ堆積する灰層について考えてみたしn 濱体績に堆禎する灰層ヵ；床面下にも

ぐり込む例が 3例ある。

灰層が窯体横に厚く堆積するの1之、窯体が地上に多く露出しているためである。少くと

も、 22号凛横断A-A'で観察する限り、この憲の第 1次鳩叢訪の地山編り下げは251!111こ

しかすきず黙休のほとんどは地上に露出していたと考える力が妥当である。もっとも、こ

うした灰層が痛体下へもぐり込むのは焚口付近から約.(111.l.:方までであり、それ以上の想

道 1句についてはこ うした事実は認められない。

完全に恵体のドに し ぐり込む灰層（例えば22~ • 30号凛）は窯体を阿構纂する際に偶聾

外爛に堆積した灰層を需体掘りJiのペースとして再利用Lているためである。削平を受け

ているために本来の灰層の厚さは纏箆できなし、が、もっとも良好に残存している22号烹で

は50carを濁る。

窯休構秦時の掘り方の存在力凜冴窯において羅認できた0 30号窯の最終ベースの傭艶裏

には遍常認められる赤色醸化層は存在せず、幅24,む竃、探さ50.0caで砂層の堆積があった。

この砂層t:t掘り方の貴込めに使用されたと考えることができる。この砂層が確認できたの

は30~}照のこの地点 （長さ 1 .86■ ) だけであるの

以卜.の窯の構築方法から考えるとこれらの窯は｀意識的に級傾斜の床而を構築していた

のではないかと攘定できる。すなわち急傾斜の床面を意識的につく りだそうとすれば、綬

斜而地形を利用した当憲鶯詳では、当然、焚Uから燃饒部にか！ナての地山を慄く掘り下げ

ねばならない＂ところが積み .I.:あるいば灰層を深掘り して贅ロ・燃燒部を構築した摂篇ほ
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なく、むしろ、地I11の掘り下げは少ない。こう Lたこ とから、当古憲跡群の窯は級傾斜・で

も熱効果のある構滋なもっていたと推定できる.,33~ 窯の燃焼翌と焼成部の段は緩鱈斜而

を利用して熱効率r/).t l, 緊 をつくる絢設の一筋ではないかと考えられる。

床面傾斜度は別友のように、すぺて 9~20°/T.)範囲にある。ただし焚口の残存状態が良

好である33号烹では燃焼褐と焼成部の境に傾．斜度36゚ の急傾斜面が存在する。こうした燃

焼部と焼1/i.混の急傾斜面が、 33号窯だけに特殊,..:.....,くられたものかどうかは他の憲の焚ロ

が欠損しているため不明である。この構造が覺成室内の温震を上昇させるのに効果的だと

すれば、これらの緩傾斜の窯に1'1もっとも選した構造といえるだろう0

38号憲は「煙管状窯」で直焔式の半窯である。窟で生産される襲品のほとんどが小皿・

碗の須恵器であり、焼成は他窯と比ぺ若I叱「い。南接する同時期の29)')窯と醤重によって
心， 蓄i

焼き分けを行っていた可能性がある。厨例は神戸市神出古窯跡群、塵野市大陣原古襄跡
•I) ® 

群、相生市相生古照跡群、閾山県沖の店遺蹟におし・・(も確認されている。

最後に窯体内に残存していた土師器についてふれておく。本古甕腱畔出土の土師器11,

30号窯体内床血直上に三足付土過(370)、29号窯体内床而直上に羽釜 (109)、22号烹体内に

塊・小皿 (229•330)があが これらの器種は窯体内、灰層の山土品IJ)中でも特異であり、

形状、器形、燒成がまったく異質で当古窯跡群で牛究されたものでないことは明らかであ

る。 これらの±師器ばし・＋れも窯体内で焼成を受；ナた紺跡がなく、他の器種と同時に焼成

したものとは考えられなし。 じゅ うぷんな順例潤企はしていないので、癌廃絶時に祭祀を

行った可能性を指摘するこ とにとどめたい。

32 ,,.. 

22 ,., 

30 .,. 

残存長 岱大日 床面牧散岱側閤贅口虹節燒成艦灰順. _ I I 
0.95 0.74 I 1 木 平 Ci O o 0 

: I . 

ロ ニ
鵬29■体別遺●一覧賽
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駐

① r薫住古壽二＂ース」 3 197呼 s
① 当初、 2号霊と田号齋の中閻に、窯璧あるいは聾土層が堆讀していたので、 U彎寅と考え

て＼・たが、 属査が進むにつれて、焼土層が編土によるものであることがわかったc

(l) 「鍾管状薫」という名転について1ょ盪鰭彰ー氏に御教示を受けた。

④ Ill池谷付近の巧士を瓦粘土として利用していたことは、舅在明石瓦の生痙を行っている鱚l

元への閾き込み躙査によってし・る。

R この時鵡に、清費鳩で霧霞童の鉢•聾の出士11徽多く鱒告されるが、嗚・小凰攣のLLI土"

はほとんどない。霧・によって鑽出先が違っていたと考えるならIf,38• 29号霊のあり方

は、襲品の r,eき分け」＝「戴出先の違い」ととらえることができるカ・t知れない。

⑥ 神戸市散育委員会に躙教示を得たっ

① 古m昇•纏定淳介氏に敏示を得た，

R 轟内倉遺氏に教示を得たo

R 舅山闊履青萎員会 「小製i!li.沖の店遺馳」 「山麗自動庫道建霞IC.伴う発●翼査」 2

鯛山黒珊颯文化財胃査織告42 l嗚1年。
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第 2節遺 物

(I) 、Jヽ 皿

小llllは、 3糧に分類できる。

A顕11圧祁が高台気味に突出し、内轡する体部をもつ。n縁濯萬11丸く納める。底墨11

回転糸切りのしのが多い。閥縁ば未躙整である。口径8.()c:11、器麻2.()c:11のものが一般的で

ある。

38号賽灰原に多い。

Bt順I!、平底の底部と内彎気味の体邸をもつ。 休部は、外反覧味に口縁部へ玩くもの

もある。口縁端瓢1む丸く納めが底隠は回転糸切りのものが多く、肩縁11未調整である。

n径7,7ca、器贔l.9c:wのものが一般的であるn

38号窯灰灰、 29号烹灰尿9こ多l•~

82鯛11、平底の庄藤と内彎気味の体鶉をもつ。口縁靖祁11丸く納める。匠部は回転糸

切りであり、問縁1文未調蟄である。悩高It低い。n径1.5c璽、器高l.汝冨のものが一般的で

あるe

22号窯灰順、 30号震灰厩に多い。

(8) 壌

塊は、 2糧に分順できる。

A劃は、澤い器高と匠菰に円盤状の突H:1部をもつものである。体部は内彎気味に立ちI:

り、 U縁端躙は丸く納める。底部は回転糸切りであり、闘縁は未躙整のままであるo ll佳

15.5<'11、霧轟5.Jc: 翼のものが一般的である。

38号窯灰原、 29号窯灰原出土品に多い。

B顆は、体部が内彎気昧に立ち上るものの、 A類に比べて外開きになり、より旺繊的で

ある。口縁端閲ば、丸く納める。底部は阿転糸切りで、周縁It未躙璽であるが平底である。

ロ径}5.9<'11、器高4.4<'11のものが一艘的である。

22号痛灰原、 30号需灰原出土品に多い。
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(3) 静

鉢には、 n部(})数によって、片口鉢・両口鉢・ 三口鉢に分類できる。このうち、量的に

しっとも多いものは片u鉢で襲品のほとんどを占める＂疇実に両 n鉢として薇合できたも

のは 4点 (115、178,431、492)で、 ヨロ鉢111点 (339)のみである。

鉢11その形慧手法によって大きく 4糧に分顧することが可能であるが、以下の点では形

懲・成形手法を問じく している。

D順を除いて、いずれのクイプにも大型品と小墨品がある。

u紘部はク fプこよってさまざまであるが、口萬111え形悛2本の指（親指と人差し指あ

るいは中指）で外方なつまんで突出させ内面をナデて仕上げている。口部外傭に指押えの

脱跡な明瞭に残すものも多し。

体部は、すべてョコナデによって調整されており、内面の仕上げナデ11嗣郎下方に縦位

に篇すしのがほとんどである。内面に仕上げナデを編した後、不定方向の刷毛目によって

仕上げ・cいる例が：：：＜わずかであるが存在する。

底闇11、回転糸りJりと静止糸切りがあり、回転糸切りであるものが大多数を占める。底

郎潟縁は、ヘラ削りやナデによって整形している例もあるが、分頻別の時に静Lく述ぺる。

底躍には、高台をもつしのもあるが、すべて糸切り後の貼りつけ轟台である。以上が片口

鉢に共通する漏特徽で、 9イブ8JJに分頗する規摯は主に口縁部の変化を甚本としている。

A 類

A類は、大きく分ければ2糧傾●る。

A1類は、 n緑内鯛をつまみIllさヤに蝙面に貌く。体部内側と n紘端而とは、ほぽj{.{角

をな Lている。体昂内面とU鰍端部it、鋭く鞭をもつものと丸くゆるやかに院くものがあ

る。口縁蟷面It、匠練的なものと凹而をもつものがあるn端而と体闇外爛は、鴻部を外側

に明瞭に突出させて連続する。端箕をゥ出させるため、体部上方は大きくくぽんで靖部と

連鋭する。

A:1績は、口縁燐饂外偏をA1顧ほど突出させない。口蘊端而11、J:下とt直繊的あるい

11: 丸味をもつ。

A顛に共通する特徴として、次の点をあげることができる。体部11、底部からいくぷん

内彎気味に立ちJ:.るが、口縁部にかけては、ほぽ直線的に続く。体郡It、•コナデによっ

て成形される際の凹凸が叩厭である。体部内側の仕上げナデは、てし、ねいに籍されるのが
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一般的であり｀厠毛状の道凡を用いてじる場合もある。庇部は、完全な平底ではなく高台

気味／こ吹出させる。糸切りは、回転糸切りと静止糸切りとがあり、小型品のほとんどは静

止糸切りである6 底郁覇縁11、糸りり後のヘラ隅り・ナデ仕上げを崖すことは沿とんどな

く未翼整のさまである9

A類の器種Ii、片口鉢がほとんどを占めると考えられが大塑鉢の法量l:t、n径27,6~

33. lc■ • 四高9.2~13,6f'IIの範囲にあり、口径30.む• ・醤高 tt.4~ が一般的である。

（第5,~) 

A籟ば、 295'}寛南灰原!ti土品にもっとも多い。

B 霜

B扇の特徽は、 n馘蝙面を上,.:1-:: つまみ出すことにあるっこのため、口縁靖面は凹面を

もつものが圧倒が1に多い。 9糾部内側と口縁鳩i紺は鋭角をなす。口縁端而!f)外鋼へのつまみ

出L.はA刷ほど暑しくなく、むLろ靖部を上方へつまみ出すことが特徴的で、外傭へのつ

まみ出しがたいものもある。

体部は、正蔀から内彎気味に立ち.l:-.tJ直線的に口縁部へ鱗くものと、そのまま内彎気昧

に続くものとがある。体瓢ば、ヨコナデ戌形される醗の凹凸面が著しい。体部内●の仕上

げナデは、 A順ほどではないがていねいに崖される。仕上げナデは、内面下方で特にてい

ねいである口庄部は、高台気味に突出させる例もあるが、問縁をナrlt上げあるし・はヘラ

Alりして平庄であるものが庄とんどを占める。糸切りは回転糸切りと鱒Ir.糸切りがあるが
回転糸切りが圧到的に多い＾

B類は、溢櫨が豊富であるo貼り付け高台付Ji・n鉢・員口鉢・三口鉢はいずれもこのク

イブである。 n径● 醤高も大型化し、 U経34.5,c■• 器高 13.7ni以上のもの11.B順にLか

存任しない。法量は、日径28.6~38.lna・器高9.4~ 15.:kaの範囲にあり口経32.Sc• ・硲

高12.3atが一般的である。

30号窯床面下灰層出土品にもっとも多い。

C 類

C順の特量Iょ、口縁靖面が丸くなり上下へのつまみ出しをれとんどしたいことにある。

体部11i鯛と U緑端面ほ鋭角となす。体部内而と口緑端部1勺側の接．点1文稜となすことが多い

のに対し、体部外而と嶋躯外鯛との橡点は丸く仕上げる。

体部は、底部から内彎気味に立ち上り、直織的に口縁躙へと運観する。底部からの立ち

上りは、 B順に比ぺて内彎気味になり、内彎11体郎中位まで及ぶ。体隠t1、 !Iコナデ成形

ー 必一



される際r/)凹凸而があまりなく、 (:I:上げナデも襄跡が明騎でない"LかL,C顛は、底邸

内面から洞部中位にかけて指押えによるナデが特徽的で、上記の内彎気昧の立ち上りや仕

上げナデを厖さないのはこの手法が原因である。底邪11回転糸切りが圧倒的に多く、閾縁

はヘラ削り・ナデによって、てしねいに平底にしている。

C頬の器糧ほ、 n· n 鉢に限定できる。大塁鉢の法量ほ口径 25.6~34.JCII• 器高8.0~

13.0c-• の範1111にあり、口径28.8'-II• 器砧10,7C'IIが一般的であるn

認号窯体内、 30号憲体内にもっとも多い。

D 類

D類は、内彎 lヽて立ち上る体藩と水平に近い！」縁部をもつのな特徴とし、形態によって

3種に分如できる。

D1順は、回転糸切りの底隠をもち、内彎して立

ち上る体部をもつ。口嶽爛面はやや外傾し、鴻躙は

外方に若 r-~:.i 主み出す。 内外面とも曰コナデによっ

てていねいに成形し胎土も良好である(531)。

D2類I之、内彎して立ちkる体部をもち、 n柑鴻
D
 

20,a 

面をやや外閲させる点でItD1類と共通するが、底

部は丸底である。内外ともヨ コナデによって成形さ

れている (532)。

D3類は、内胃して立ち上る体部をもち、口払靖面11やや内悶L、端部をやや内傭につ

貫1011鉢D霞鯵●園

士み出す。内頂iヨコナデであるが、体部外面に叩きを施す。

（ヽ ）璽

今回調膏した窟の中で、 38号を験いて他の窯,1、量に差はあるものの明らかに甕を焼成

Lている。

魚住古憲跡群で生序された甕11、以下の点で同じ特徽を示す。u絃部から頸隠にかけて

は、内外ともヨコナデ仕．ヒげを崖す。璽コナデの際、頸邸の平行条繍叩きがじゅうぶんに

渭されずに残っている場合が多い。嗣部の外曲は、 平行条饒の叩きによって戌形されるも

のがほとんどであるが、少量のものにつしては長方形の格1• 目叩きが認められる。胴郡it

長胴形と丸胴形がある。匠萬Itすべて丸底である3
U〉

甕の成形技法は、以下の順序で行っていると槽定できる。
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(1) 粘士紐を巻き上げて、目的に応じた形をつくる。

(I) 頸部を平行条繍叩食飯で叩く。

(8) 頸部を曰コナデして，口縁駕を整形十る。

c,> 胴部を叩いて成形する。

(Ii) 底部を叩いて丸底にする。

<•>内面を仕上げる口

(I)の成形の際、底卸:r.n緑部の曰コナデ仕上げに響合が良いため、平底のままであろう

と考えられる。

(1)の頸部の平行条繊叩きは、 口縁藁の鬱コナデ成形によって一部消されていることや胴

部の叩きが上iこ紺されることから、これらの成形段階に先行すると考えられる。特に、 劃

祁から外反してn騒畢にいたるカーブに運鋭する叩きが籍されるのは、極めて祷殊な叩き

具でも存在しないかぎり不可紀である。このため、成形(I)の段陪では、頸都は頁立も しく

は内傾していたと考えた方が妥当である。頸親の平行条繊llflきけ．、胴恙が格子目叩きの場

合でも同様な叩き目が蒐される。これは、頸部と胴篤がまった＜別の工程であることを示

している"

（畠）は、 (I)で頸墨iこ叩きな崖した後、口縁部をヨコナデ戌形する。ョ コナデ成形は、頸郁

下鳩の内外さで崖すのが通例である。この時点で口縁tz,:,成形ばすぺて終了していたと考

えるぺぎだろう。

<•>の叩きは、胴煎全休に籟している。平行条繍,;')叩き目ば祖い tの (3~4•間隔）と

細かいも II) (2u間隔）とがある0 lf<行条線叩きの他には長方形の格子目叩きがあるcこ

れらの叩きは、頸鐵下端の•コナデの上に一萬重複して崖されているっ

(s)の底部成形は、胴部の叩き籍め後底部を即き出す。底部は丸底である。底薦の彗壁は、

洞部に比ぺて厚いのが遍例である。氏部の1叩き目は霞なり合い、叩き目箕し胴駕ほと・探＜

なし・ロ

(Sゆ内面のtl:J:げは、縦位あるいは斜めのユビナデ仕上げと憤位のナデ仕上げ、鯛毛目

仕上げがある。これらの仕上げのうち、もっとも多いも(1)1文績位のナデ仕上げである。ただ

り・
し、大型甕｝こついてIt胴薦下半をユビナデ仕上げ、上半を檎位ナデによって躙整L.ており、

小型甕1こついては、内血全体を横位ナデで仕上げている。嗣毛目仕上げを内而全体に纏し

た例はまれであり、むしろ償位ナデの擾部分的につけられることが多い。

-≪-



A 類（第11•12図）

ロ縁部は外方に開

き気味になり、 J::

端は上方につまみ

出す。頸部上半から

u縁下端へは丸味を

もって連続する場合

が多い。頸部の三つ

ナデは、ていねいで

はなく平行条線の叩

さ目が明蒙に残る。

胴部の叩き目は、粗

い (3~4皿間隔）。

29号南灰原、 22号灰

原に出士品が多いっ

A頬とよく似た口縁

形態をもつもので超

大型のもの (363~

365)がある。

B 類 （第13図）

n緑部は、松ぼ垂

厄に立ち上り平担面

をもつ。爛面は上下

とも若干つまみ出

すc体部は丸胴形の

ものが多く、球形に

0 30..,, 

貫11図甕形● 図 (1) 下段底邸拓影

近い形態を示す。頸部のヨ：：：ナデはていねいにナデられ、 平行条線叩きは、牡ぼ消されて

いる。胴部の叩き目は粗い (3匹間隔）。 22号窯体内に出士品が多い。

C 類 （第14図）

0縁部は外傾気味の面をもち、上端はつまみ出し下端は垂下する。頸那のナデほてい
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ねいになされるが、叩

き目はうすく残存す

る。中型甕、大覆甕が

多い。嗣葛I:!.、閃郎を

大きく彊りだLた丸鼻1

形である。平行条線の

叩き目は細かい (2a

以・トご）C 

!-. —• 

甕胴墨には、平行叩

き目のJ:に押印文幡を

付けているものがあ

るっ第15図上段に付さ

れる文機は3櫨ある。

第15図第 1段左2つの

押印文は文様の形状が

4ッ葉状になったもの

で、 4饂の卵形文が中

心を同一にして結合し

ている。第15図第n及
右3つの押印文は文様

の形状が車輪状になっ

ている。文様112問ヽ）

同心円を4本の直線で

8分削したものであ

る2 第15図第 2• 3段

＾
 

。
3(Ja, 

● 12111 璽豪 ■II (2) 下段圧瓢拓影

の押印文は籾状で卵形文を5分割したものである。

押印文様が付されている胴部の平行叩き目は、いずれも叩き目幅2a蘭後であるeこう

した平行叩き目が饉される例はC類に多く、これらの押印文様もC躙と共伴するのであろ

う。
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甕胴郎には平行lljlき目をもつも

のの他に鑽杉叩きが掩される例が

ある。いずれも畜上からの出土で

あり、共伴遣物1よ1逍りであるっ

(~)壼

置の散は、他の四櫨1こ比ぺて非

常に少なく計6点を散えるのみで

ある。 そのうち塁形の全様の知れ

るものはなし、n ¥, っとも残りの良

し、22号憲体床面“上のもの (220)

で形慧を鑑霰すると、n縁郭11内

傾して丸味をもつ。 細く しぼった

頸部から大きく体郡、肩部で張り

出す。体部には10彙のヘラ沈線を

横位に厖すが、 (457)ではナデ

仕上げで沈線はない。底部 (23-4)

ば平底で回転糸切りを嵐す。

(6) 瓦

軒丸瓦 （図版65)

A頚複弁八葉蓮軍文軒丸瓦

(551~557.J 

A顕1文、瓦当径1こよって 2重類に分顕できる。A1顕 (551~556)は、径15.00Iである。

。
30ao 

鯛1311 ● 鰤● 園 〈3) 下殷氏澤拓影

中房内に1.tI+ 8の運子が配されている。花弁は中央にわずかの覆をしち弁内に形骸化L

た子葉が配された複弁である。珠文帯に1文弁嬬に対応して8僅の珠文を配する。瓦当裏面

はナデ調蜃を行っていて丸瓦との接合部に指押えの壽が認められる，
, l' ~ Ill 

尊勝寺跡、 平安宮内夷回廊論-~同佑瓦が出土している。

A2順 (557)は推定径 12.6eaの小型品であり、 文操手法11Ailに 同様で珠文は存在し

なI.ヽ0
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30.,. 

第14図甕影震 1111C 4) 下段庇部拓影
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B霧単弁七薬軒丸Ji15認~560)

B艇11径13,0t-を襴るっ

中房は一段低く作り、 1+(ヽ ）の蓮子を配する。中房内の運子は残存散以上である可能性

tある。いずれも生焼けの状態で裏面1よナデ調繋を行っており、丸瓦との巌合憾に指押え

の溝をもつF

C類已文軒丸瓦，_561、563)

C ,a (561、563)は、小蘊片であるためあきらかでないが、おそらく右巻合の三巴文
であろう。

C2類 (562)l.t、小蔽片であるが、おそらく右讐きの三巴文であろう。残存している鱈

所が円孤を昼してしないo推定径19,0cao裏面はナデ仕上げされている。

軒平瓦 (図版66,67) 

軒平瓦な瓦当面の文様によって7糧に分順でぎるっ瓦当と平瓦との接合は十ぺて 「包み

込み式」である＾

A鶏宝柑葦唐草文軒平瓦 (56.、565、邸9、570、571)

l::廓に形鰍化した輯手を配した宝相華の半霞花文を中心鰭とした盾草文である。唐草I:!.

左右に3反転する。

瓦当圃が完形で喪るものが2点あるが (565)は、平瓦の端面長より長い瓦当面をもつ

ため瓦当面が平瓦よ ')絨1こ突出している。上弦幅Ii(56心が23.0naであるのに対し、

く565)は26.5心と大き¥'o凡当と平瓦の揆合舶ti績方向のナデによ.,て仕上げられているが、

一躍に瓦当上面から ・•t'·J研ltfriにかけて不定ゾj(i..J のナデ仕上げが籍されているものがある＂

B類宝柑IJI唐軍文軒平瓦 (566~5邸、 5i3~581)

中心鰤に半敲した宝相華文をおき｀その肩部から庸草文が2反転するもの (B1霞）と

反転後さらに左右へのびその先に子婁をつけ足すらの (Bz鯛）の2者がある。

B渾 11、上弦暢18.5口であるが、 82震11B1類より蝙広であろうと撞定できる。

瓦当厠縁、平瓦部との複合面は慣ナデ仕上げされている。 (566)は、平凡が瓦当裏面

..I:靖よりも下にずれて扱合されているため接合撼の平瓦凹面が著しくくぼんでいるe

C類均.iE崖草文軒平瓦 (582~589)

唐釦1左右に3反転し、さらに小婁をつけ足してしが中心の巻食が下向きのもの C1

類 (582、583>ーと、 .I:向きのものC2順 (5以）がある。+瓦との換合面が創離したものは、

ぃ十れも指押．えによる壽をつくっている。
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。 ｀ 軍1611軒平夏霧影

〇類均正唐草文軒平瓦 (590、591)

C顛を祖型とするものである。中心●には珠文をおき、 その下から左右に3反転する も

のであるa

E類宝相華文ff平瓦 (592)

文様は、半霰した宝相軍文を左から士．向き、下向きと交互に 4償配するものであろう。
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ヤ瓦郎との接合部．—: ,ti'酎押．えによ る溝がある＾

F類宝柑車唐蘊文軒干瓦 [593)

力強くらり .I:,., に半蔽花文を中心館とし、左右に唐軍文が配される ものであろう。

G類遵巴文軒叩{(59-1) 

三巴文を交万に配する....のであるc

京墨市北野廃寺1こ煩ff1があな

丸瓦

A麺 (600、601、603')

凸面は全Jfri漏縁と平行のナデによって仕上げられている。凹面に11すぺて布目棋がみら

れ布月の・ンワや乱れが多し。凹面には糸切り真が明騎に残る。玉縁と丸瓦藩の段は回転ナ

デによって養形される，

B頸 <602) 

凸面に属縁と斗行の叩きが一部残が 他の部分は端縁と平行のナデによって仕上げられ

ており、ナデfl:上げがていねいになされればA類となるのであろ％ 玉縁と丸瓦籐の段の

整形~:tA類と同様でii',る。

平瓦

干瓦は、凹面にはすぺて布目の痕鯵，糸切り摂があるが凸面の仕上げの分類によって 2

檀順ある。

A類 (605~614)

平瓦の中でもっ とし多い紙順で、 大、小の2暢類があり凸面ほ叩き締め後全面ナデによ

って調整されているn成形の順序は端傭縁なヘラ切りした後、叩き篇めを行い内外而をナ

デる。はみだした粘土は折り曲げたり、ナデていか面取りは十ぺての面について行うと

は限らず不規則である。靖縁の―}jにワラ状f.E摂が認められる例が多い。

B類 （第17図下段、第18図）`

凸面を粗い乎行条線r/)叩き板で叩芦縮めるものである。本蹟11叩きHの形状から2重舅

に分順できる.,B1類は粗い(3nr.謂隔）叩き目をもつもので、凸面全体に崖される。凸面

はA頓のようにていねしなナ・ftt:上げをする ことはなく、内ffijのナデ11布日の.I・.に欝縁と

平行に施されるn B:i類は細かい(2●●問隔）叩き目をもつもので、疇手の瓦である。布目

箕は明瞭にのこり、血販りしてし・ねいでナデ仕上げは認められないo良fftt.成形である。
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鬼瓦 (595~599)

いずれも珠文帯の部分である。脚部の残る 2点 (597、599)か

ら判断すると、大、小2種顕があるようである。 (598)胃、賑

球、頬の一部であろうと考えられるo裏面の周囲111.、＋れもヘラ

隕りされている。

(7) 、J、結

遺讀c!:出土遺物

屠編
‘ 6=:da, 
纂1811平J[拓膨

当古窯跡群の出土遣物を遺構jljに分霞Lてみると次のようになるnすなわち、 38号窯体

内、 38号灰原、 29号窯体内、 29号西灰厚、 29号甫灰頁、 33号窯体内、 33号灰原、 32号需体

内、 32号灰原、 22号凛体内床面、 22号照体内、 22号前庭郎、 22号灰原、 30号窯体内床面直

上、 30号床面下灰層.30号賃灰色粘土、 30号A•C灰層、 30号B•C灰層｀初号灰褐色砂

層の19糧である。

傭＊の遺鱒とそれに伴なう遺物について考察を加えたいが、遺構の残存状況あるいは出

士地点によって資料の少ないもの (29号函灰原、 33号憲体内、 33号灰屎、 32号窯体内、 32

号灰康）については、補足的に説明をするr

38号窯体内出±器糠（図阪10~ は、小皿と片口鉢である。 ,J、111lについてみれば、匠親が

高台気味に張りだすものは少な く、主体は丸底のB霰である。片口鉢は、 U縁部外鯛を極

端に突出させないAi閑である，，

38号竪灰原t:l:l土の昏種（図版10、11)は、小皿・坑.Jr a鉢•甕·瓦である。これらの
うちもっとも出土量の多いものは小皿である。小皿にはA順• B類があり、 両看の比半1文

ほぼ等しい。椀はA順・B顆両者があるが、その中問を品ナる形のものもあり｀量的な把

謂は困蝙である。片口鉢はA2躙が仕とんどであるが、若干口緑を内側につまみ出したB

類に近いクイプ (89)もある。特量的なものは (94)で、内面に●毛目を有するo甕は量

的に少なく、 A順のみである。 38号癬埠瑾式干憲償管状窯）であるため、構造的に甕

を焼成したかどうか疑間が残り、 38号繋出土の甕がいずれも小破片であり凶号憲に同クイ

ゾの甕が多いことから29号嘉で燒成した甕である可能性が襖l,•o 瓦についても甕と同様い

ずれもヽ Jヽ薮片で瓦当11認められたい0 38号窯では遺構には伴わないものの灰層が漬れたと

判断できる賀色盛士から小皿と呪が完形品に近い形で多数出土している。

29号嘉体内出土器櫨（図版12)は、小皿・大小の片口鉢・ 祉f1:.1 鉢• 甕.Jiである。 4、IDl
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は平底のB順である。小型の片口鉢は口縁部が体部に対して直角となるA2順と体郎から

n縁9こかけて丸く納めるものとがある。口縁靖面から体椰にかけてな丸く納める例it.29号

窯では籠に認められないが、体膠が外方に嘱りだすスクイルから判断してA順に分躙す

ペきだろう。大形の片口鉢はあぎらかに口縁内側をつまみ出す特徽がみられるB順であ

る (112、114、115)。 (112)はまだ A2類に近い口縁形態を残すが、他の2点はいずれ

もB類である＾口怪 ・器高ともに大型化の傾向がみとめられる。 015) ti両口鉢である

が、30号窯のものに比ぺると小應である。甕の量は多くたいが、口縁内傭に凹部をつくり

上方につまみだすA顛のみ存在するo甕の1-1りき目は粗いo瓦は小型の平瓦 (605、606)で

あるn

29号癌隋灰原出土器種 （図阪12~18) は、碗・大小の片口鉢・両口鉢•甕・瓦である。

塊ttA癬とB順が存在するが.38号窯灰原ほどのばらつきはな く、A類が主体を占める。

小型の片口鉢はすぺてA顧のもので、 A1類とA2:順が共伴する。大型の片口鉢は口緑部を

観察すると、 A1順とA2順がほとんどである。典型的なA紹の特徽である外開きの体部を

もつものが多いが、内彎気味になる場合もある。口縁部は口縁内鯛をつまみ出すB類の特

徽を示すもの (175、176、179)もある。こう したものの体国は、体簡中央から口縁部に

かけて外開きにならず、直縁的に口縁へ連観する。両口鉢 (178)の口縁部はB類の特徽

をも つn 甕は、いずれも口緑内面に~_IJ面をもち、 口縁端部を上方につまみだすA顆である，，

胴部外面には粗い叩き目を厖し、内面は同心円叩き目をナデにより消しているo底榔まで

器形のうかがえるものは3点しかなしが、大きく肩が張りだし嗣部は丸嗣に近い長胴形で

ある (188、189)n 

29号照の攪乱土から11、鬼瓦の破片が5点 (595~599)出土した。29号窯;/)ものと考え

た方が妥当であろうが、北舅りの39号窯の遺物が滉入したものかも知れなし。平瓦1文凸面

に平行叩きをもつもの (604)が山土した。

22号窯床面頁上出士霧糧 （国版21)は、壺・大小の片口鉢・甕である。壺は底部付近ま

で完全に残る。体部は大きく張りだした肩部からゆるやかな曲輯を措いて底部に述饒する。

体隠には10条の沈縁が認められる。小塑片口鉢11c順 (223)とA蠣 (221)が共存する。

大型の片口鉢11B顆とC類が共伴するo甕ttr.i縁嬬部外面が唾下せずに頸薦と遍筐するB

鯛と靖部外面を垂下させるC順が共件する。

22号窯体内 （図版21~祁）からは、壺・坑・土網器の小Ill.• 坑・大小の片口鉢●甕●軒

平瓦が出士するっ塊は、 完全な干底であり、口径に比ぺて溢高が浅くなるのを特徽とする
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(B頬）。壺ば口縁撼 (233)と底褐 (234)があるが、欝体内床面のもの (220)に比べて、

ロ縁をいくぶんツャーブにつくりだす点で異なっている。小型のII口鉢は、 A1順 (238)、

B顛 (240)、C韻（加）が存在するがC鯛が多い。大翌の片口鉢はB類とC類があるが、

B類の特徴である貞繍的に外方へ開く体郎とつまみあげる口縁端面をもつものは数が少な

く、 C類の特量を示すものが多いn甕は小壇のもの（口径15.ae--22.~- ・岱高刀.1~● 

~30.4ta)がほとんどを占める。こうしf;.,イプのものはB順の形状を示すものである。

B頸のクイプに属しているが、器壁が厚く特異な形状の3点 (284~286)がある。ただL、

実測できうるもので大型甕が 1点出土していて、口縁形状はC順である。この甕 (275)

の頸綿に11ヘラ情きの沈線文が編されている。瓦当は軒平瓦B2鯛 (572)である。窯体内

出土の片口鉢とペース直上の遺物とはほとんど問ーの器糧構成になってしる。

22号憲前庭部灰層出土の霧糧 （図版町~32) は、噴• 片1::1鉢 ・甕・瓦である。碗は、器

高に比ぺて口径が大きく、外間きの体部をもつ (8順） 。底部はいずれも平匠である。片

口鉢It、 B頬• C類がそれぞれ共伴Lているが量は多く tよい。甕Ii口縁部の形状に8鯛．

C類があり、それぞれ大型と小型の2重がある。 B鯛についてみると、頸部に残る叩き目

の跡はナデ消し後も極めて鮮明に残り、叩き目は粗い。口縁部の形状118類を示し端部を

シャーブにつまみあげるものと、肥厚させながら丸くつまみあげるものとの2者があるn

C日は頸部の11[1き目痕ti残るものの、 B鯛ほど顧著ではた＜叩き目は非常に編かい。硲形

の全容が知れるものは敷点しかないが、球形に近い丸胴のものと長胴のものとがある。n
蔀の憂り方から帷定すれば概わ器高の高い大型のものほど、長胴化する類向がみられる。

J{.11軒丸瓦A順 (551)、B'1(559)、軒平'JiB1類 (575、571、578、579)と丸瓦 (602)

、平瓦 (fl!/~610)が出土した。

22号憲灰厚TTL士の器● （図阪33~39)は、小鳳・嶼 ・大小の片口鉢 ・=-ロ鉢・甕・瓦で

ある。小皿は高台気味に底撼を突出させるA順と平庇のB類がある。塊は口径の大きい底

部平底の B震である。小型片口鉢はA頬の特徴な備えている。大型片口鉢はAll • B顛と

C類の3者が共伴している。 A順は口縁椰が外鋼に突出したい、 A2類であるoB鯛は量

が少ない。 C鯛は口縁端部を丸く納め、体部が内●気味1ロロ縁部へ遍続するもので出土量

は多I,.•。 灰層中より三U鉢 (339) が出士しているが、口縁部の形状、体綿の特徴から B

煩である。甕はA顛、 B順が名数を占める。 A撃に11シャーブな口縁蝙部をもつものと、

肥厚して丸<tt: 上げるものとがある。胴薦は丸胴形と長嗣形のものがあるが、丸IIJ形が多

い。甕の中で口径の大きい 82順が3例出土している。そのうち (363、364)は口縁内
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側にヘラ描きの沈縁＇文を撞いている。瓦11軒丸瓦A顛(552)、ヽ f平瓦A扇 (569、571)、B2

瓢 (574)、E順 (592)と丸Ji.(600、601)、平瓦 (61l)がある。

細窯体内床面出土の醤● （図版 40)は、椀.Jヤロ鉢・三足付土塙である。碗U.8霞

⑬邸、 369)である。片口鉢118順（町3)とC籟 (371、訂2、374、初5)があるが，内

胃する体罵と丸味をもった口縁部をもつ、 C類が多い。

30号窯床面下灰層 （図版40~46)からば、碗・大小の片口鉢・ 再口鉢・貼り付け高台付

片n鉢が出土Lている。椀 (376~380)は口径が大きく、器高の低いB扇である。小型H・

口鉢 (381~383)(. B類の諸特徴をもっ。大翌n-,:i鉢は、 A順 (42.f、429)、C頬 (384,
385)の特徴をもつものが餃点まじるもののほとんと・は口縁部に凹面を持ち、靖駕l:下を

つまみlUすB類である。両n鉢 ・貼り付け高台付片口鉢もそれぞれ 1点づつ出土している

が、いずれもB類の特徴をもつ。甕は格子状の叩き目をもつものが2点 （心5、il36)出土

している。口緑蔀のつくりはいずれも靖部をつまみあげるA顛である。

貨色粘土出土の遺物 （図版47~48)は鉢が主体で、床面下灰層と接合する破片が多いこ

とから、両者1'1同一の遺構すなわち床面下灰層出土ととらえた方がよい。鉢11A類 (443)、

C頬 (4.37)があるが、 B類が圧腐的に多い。凡IdけメLT£(557)が出士したn

30号窯の灰原は出士位置により 2者に分顧した。烹体の中軸縁より西側のものと東側の

も のでjl_lj側のものをA•C灰層とした。 A•C灰層出土遺物は床面下灰層と倭合できるも

のもあり、出土位置も床面下灰層にもっとも近い。

A•C灰層出土遣物 （医版・ぉ~58) では、壼・大9卜の片口鉢・両n鉢・貼り付け石台付

'「口鉢・甕・瓦が出土した。壺 (457)は、 22号烹体内1:11土の壺 (220)より口縁郎がシャ

ープで肩謡にかけてよりなだらかである。片U鉢は大小ともB如が圧倒的に多いが、 A順

に属するもの (461)、C類に属するもの (,162)もある。両口鉢 (492)・貼り付け高台付

片口鉢 (494、幽、 498、500)It鉢類の中でしっとも大きな類しでn径38.lc●を瀾知甕

はA順が多く、 C順の小型品 (503、組）もあるが小量である。瓦11軒千瓦 F顧 (593)、

;y: J[ (612、61心が出土した。

寛偏の灰層をB•D灰層とした。 B•D 灰層11 遺物量が少なく出土遺物 （図版 59) は、

壼.,j、11D.・嗚• 片口鉢である。壼 (525)は1,1紘蔀のみであるが、端面を丸く仕上げる点

で他の壺と形態を異にする。小Ull(524)は器訊の低いB類で醤高はわずか1.25c瓢にすぎな

い。坑(526-530) もいずれも口径が大きく、溢高の低l.•B類であるc 片口鉢11D順 (531

~532)とB顕 (533)がある。 D震のもの1よいずれもていねいなつくりである。口縁端那
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を外方につまみだす特徴11共通するが、器潟は低いものと高いものとがある。

灰褐色砂層出．七の醤種（図版59~6-i)は、片口鉢・甕のみである。片口鉢は口縁部を丸

く、体部を内彎させる興型的なC類 (536)であが D頚 (534、535)のものは灰層出土

のものに比べて口縁内面側につさみだすところに特徴がある。甕は大小2糧あるが,Jヽ翌の

ものでB嬰た問様のもの (539)が若干存在するものの甕の多くはC震の大型甕である。

胴•郭の叩きは細かいものがほと んどである。

以上みてきた代夫的な遺構による器糧を整環して喪にすると以下のようになる。

鱒3裏遺欄刑tll土土曇一覧暑

38 

” 
32 o __~ 三饂―

戸贔冒冒□1i:~~=¾ 
三~fmg=I~

B2 
A•E 

゜゚
賃灰粘 士

30'一
A•C区灰層

B•D区灰層

灰褐色砂 。
011-. ごとに主体な占めるいの。軒瓦については9イブ別に分隅
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量嶋の検討 ●罵
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第3表遺構ill出士士 叫— 38号

器一覧表によって得ら

-~ れた資料をもとに各窯 ←〕出士遺物について考察
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灰原出土遺物と窯体
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も同じこ とをくりかえ
奮

せば、 A鯛ーB順一C ↓ 

゜
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-59ー



ただし、鉢の分震 (A、B、C)と甕の分順 (A、B、C)は配号ごとに必ずしも対応し

て同時併存を指ししるわけではない。塊・小凰についても、 A霰ーB蠣の変化がたどれる。

このことから遣織別に時期をたどれば、 29号窯.38号鵞→22号薫 （薗磨薦）．”号罵（

床下灰層）ー22号憲（嘉体内） . 30号窯 （憲体内）のようにたる。

以上の知見をもとに、各暢●の構長をもう一震警運してみよう。

小凰と塊は第4寅で憲別に法量表を作成した。法量喪でみる隣り、墳と小皿の形麟1エ憲

ごとによく似た傾向を示す。すなわち、 38号嘉でバラッキのみられた口径•醤高lt.29号窯

• 22号凛・⑳号憲となるにつれて一定化する隕自があるっしい鑽えれば、 38号憲で湿在し

たA鯛• B瓢が22号・ぬ号需とたるにつれB類 （口径は大きくなり、鬱轟は浅くなる）へ

と移行するということである。四号窯.30号憲では、 B顧が主体を占めるが22号露・田号

鵞で罐認した小皿・墳1文小量であり、ヽJ、IL・碗は、ともにこの時期を撞にして生董を中止

したのではないかと樵定できる。

鉢11鶉形分順別の法量表を鯖5表に示すC A順の大型鉢の法量平均は口径30-~-- 醤寓

11,4cmであり、小型鉢の平均は口径幻.9CII•醤高7.9caであるoB順の大型鉢は口径32.むか,~· 
” 

10 

A

8

C

D

 

0
 
.

.

.

 

゜
20 30 

戴5膏●●胃鉢追量•
≪ ロIIca騎J
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器高12.な属、小堕鉢は口径20.2ta・溢高7,4c●である"C順の大塑鉢は口径 28.む..器高
10,7ca、小型鉢は口怪 19.6ni•霧高6.lcaである。鉢の口織部の変化は、 A類（内傾、外

方へのつまみだし）—•B順（内傾、上下へのつまみだし） 一C霰（丸味をもち、つまみだ

しは心とんどなし）というぐあいにたどることができるっ体部内面のナデはA躙にもっと

も圃嘗にみとめられ、 B震では体部下方のみにナデ仕上げを崖すことが多くたる。 C順で

は内面を指押さえして整形するっしたがって体聾内外の凹凸而はA•B震では体郵全体に

畜1、く'C順での体駕のP.!J凸11体邸上方に限られる。一方、底那l'lA類では問緑が未調整

であるものが多しのに対L、B町・c順では庸緑をナデ仕J:1テあるいはヘヲ隋りを崖すこ
とが多し。特にC●の底部閾●は未調整であることはなし＊。底部の静止糸切りはA順にも

っとも多く、 B顛• C順ではほとんどみられたいo器形,,にみれば、 B順にのみ両口鉢．

，，口鉢が存在し、貼り付け高台付片口鉢もすぺてB顧だけである。

法量喪によって大翌鉢では、 B順がもっとも大型であり、 C順が小型であることがわか

る。大型鉢の口径・醤高は、 B顛ーA顧ーC類の順で小さくなり、 B順を饗と Lて鉢が,Jヽ

塑化していく傾向がある。このことは、涵あがりの鉢（第5図）の法量をみてもあきらか

であり、 B顧を生塵した時期以降に大塑鉢を生産した裏跡はない。 B順の鉢11、神戸市神

出古憲騎群・柏子池古窯跡で同種のものが纏認されており小野市浄土寺創建瓦（建久6年）
直

が共伴している。

甕11匿轟・ロ径の両奢が瀾定できる資料が少ないので法量表にはしなかった"A類• B 

類• C類とも大型甕、小型甕の焼成を行っている。 L/1•L、B顧を除いて甕11大型品に主

体をおいて生産されたと考えられ、 C鯛はそのほとんどが大型品である。

ロ縁部の変化は、 A類ーB顧ーC蒙へと端部下蟷を垂下させる傾向がつかめる。頸部の

平行叩き目は、 A鯛がもっとも残りが良く、 C顛はていねいにロコナデ仕上げするものが

多い。体親の平行叩きはA類が粗く、 B顆.C顧は細かい。格子目叩き11A順.B順に多

く、 C燐には存在しない。底部はいずれのクイプも丸底である。

心2遺構に伴うもので瓦当面の残るものについて考察Lてみたい。軒丸瓦A順It.、22号窯

薗庭部 (551)と灰原 (552、553)で3点出土した。め号憲では、B区の灰原最下層から出

上Lt:¥.554)。軒丸凡B頬は、 22号窯前烏園 (559)、30号窯灰原 (558)で出士した。

これらの軒丸瓦A扇.B順に伴う軒平瓦は、胄地点出土の軒平瓦から判断して軒乎瓦A順

(569、571)、B頚 (573.575、577、578、579)、C顧 (583)、E類 (592)が考えられ

る。これらは、半霰した宝相軍文を中心鰤とナる、宝相華唐草文軒乎瓦が多く、 E顛は宝
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R 
相畢文軒干瓦で、 C順11均正虐草文である。ただし、 B2鯛は22号憲体内でも出士してい

るので．次の時期まで生童されていた可能性がある。さて、 fl丸瓦C頬は三巴文針丸瓦で

あるが33号窯焚口灰層で出土している (563)。同時期の遣構から出士した軒平瓦はないが、

30号窯の灰原東嶋から出土した軒平瓦D顧付近に33号窯と同様の甕が多く認られたことか

らこれを、三巴文軒丸瓦に伴う軒平瓦であると考えたい。

以上のように、各醤櫨の消長を●察して衰にまとめたものを、別極の折り込み図販に示

す。

璽肩生..糧の菖合について

発編調査によって出土した遺物は以下の方法によって饂体数を計測した。計測した遣物

は遺欝に伴うものであり、量土等から出土したものは除去した。また計欄は遣物の大多数

を占める小ll1l・碗・鉢●甕に限り行ない、壼その饂の遣物は徴量であるため扱っていない。

A、債体計欄法 （第 6• 7• 8表左）

小皿・碗・鉢については、底藁が半分以上あるものを 1饂として計瀾し、氏について11

隅敷を量え散値を4で讀った。こうして得られた鱈体数を円グラフ化Lたものを賣料 「A」

とする。

B、重量計漏法 （第 6• 7• 8庚右）

遣織に伴う各器重の総重量を計測し、総重量を完形品の平均重量で割って償体数を算出

したものである。この資料は円グラフ「B」とする。

38号應は、第3軍纂 l節に述ぺたよ うに 「題管状窯」である。焼成室の床面は経≪xso
C●の楕円形であるので、大塁品である甕・鉢の饒成には過さないo円グラフで示すとおり

（第6表上段）、襲品の80~90%tt,J、JDl.と魂で占められる。鉢11.生産量の10劣前後で、焼成

を行ったかも知れないが、甕・瓦は徽量であるため29号篇からの轟入品である可艇性が強

し'o

29号窯11鉢が主体を占める頃〖 6長中段） o襲品全体の60~70劣は鉢である。甕の生童

量は7~10%と少なく、甕の生童はまだ本格的になされていないことがわかる。瓦 .,]'111 

は計測法によって敷値が異t,っているが．全体量からすれば多くない。

22号窯では、鉢と甕で全生童量の80~90%を占め、両者の量はほぼ等しい awfりし下
段）。 29号痛に比べて甕の量が増大することが本窯の大きな特徴といえる。小鳳・璃・瓦

はし・ずれも29号凜に比ぺて減少する。
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30号凛は22号霜と屈ぼ同様の傾向を示す (ffl7表）。特に鉢と甕は全生麿量の90劣を超

えるようになる。小皿・碗・瓦tt薯しく減少し、襲品の主体が完全に鉢・甕に善行したこ

とがわかる。

甕Z.5"瓦3.4"

＼
 

＼
 ．`
 

ヽ

鳳

ヽ

＼

小

ヽ

夏1.2%小鳳1.6'6

小鳳tl.2" 小●I.°" 

軍6襄 38• 29・12号出土遍物暑・濱割合 A: 欄体計漏覆 e: ●量tt漏裏
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さて、各窯ごとに生産量の濱合についてみてきたが、これだけではじゅうぶんではな1,-• ., 

遺物の分鯛では躙托窯が3時期に分類できることは先に述ぺたが、本 グラブは遺綱の性格
:Ii> 

上 2時期にしか分閣で食たかった。この2時期 (38.岱号窯、 22・30号烹）について ．ヒ記

の円グラフを合体させてみる と第8,J;.のようになる。丙看,1鉢につしていえば、 38I 29号

憲はA順であり、 22• 30号窯はB•C類の時期をあらわ十こ と になる。

2つのク ラブを比ぺてみる と、第 1に小皿1と碗の生意量が減少していることがわかる。

おそらく、小JillI 椀の生産量は序々に減少し38• 29号窯をへて、 22• 30号窯に至り、小皿

・塊を1えとんど生席したくなる段隋になるのであろう。12世紀中頃まで隆醤した播唐の碗

生産は、この時期に終膏な辺えるものと推察できる＾第2に小nn• 碗の懺少によって鉢．

甕類の生産量が増大することがあげられる。鉢u.すでに38•29号窯でも生産を行っている

が、甕の生麿1122•30号窯のIL';期になって飛躙的に増大する，

甕の生歎Itこの時期に限られるようで、赤根II支群での表採品ではほとんと例がない。

瓦の生重量も懺少する傾向にある。 前節で述べたように22•30号憲の新しい段隋に入ると、

瓦当而文様はくずれ量も減少する。

以上のよ うに器暢ごとの牛産量の携移をみてみる と,22号、 30号窯の開始時期に生産の

國期をみとめることができる。

註

,:r;. 甕の成彫技注については、鴨111浩一「須恵曇の叩き目」「史淵」 il'/ l鎚Oft'.を参考にしたコ

R 甕内iiiの纂位ユビナデ11、愕高力:H;t,iむねぬ噂を越えるもの1こ庫されるようである。

@ 1/i. 良国立文化財碍究所「平虞（（腱発戴翼査蠍告●」 rJ96t年。

11) 平安博物鱚●「平安京古瓦図饉」 l9TT年。

R 「岡記の認定11日畢真人、纏山茂氏にお麟¥・Lt.:れ

R 六欝寺研究会「六・寺鱒」 1976年。

上瓢真人「古代烹謂における瓦生朧体鯛の変革」「古代研究」 13• 1' 1978年。

⑦ 京●巾糧董文化財晉売所 k矢纏IJl氏に躙履示を得た。

•JI 真野修「氣住古鵞躊匹」ll) 「甕史と神戸」931979年。

@ @によれI!上犀真人氏は軒平瓦C戴を三巳文、軒丸瓦と-,:;., ~ をなすと考えておられるが、

当古窯輩・c11そうしたセット闘偽をとらえるにいたらなかったc

⑲ 遺鱒潤に編年を行なう嶋合、竃●ごとにこう Lた円グラブを作虞すること力凜浅的である。

Lかし当古憲騎騨では、遭●別の計漏を行なったものの、遺構の残存状況等によってIt翼

値が変動し膏麟としてじ●うぷんでないので鸞洞の賣釈によるグヲブを操用した。
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特別研究 I 

魚住窯跡群出土須恵器の胎土分析

奈良貴育大学 三 辻 利

土醤の産地を推定する最も客鼠的な方法は胎土分析による方法である。胎土分析によっ

て土醤の麿地を求めるに11、dtJ以って憲跡出士須恵鶴を多散分析し、生磨嶋の土塁の化学

特性を知っておかなければならない。その上で古墳や遣諭川士の須恵器を分析し、その結

景を窯跡 a濯t地）に結びつけることである。そのため全国の窯躊山士須恵醤を分析L、
どの元累でどの需が織別できるかを前以って知っておかなければならたい。このような青

景をもって兵庫県下の窯鯵m土須恵営の分析が遣められているのであるn本籟告でt:t魚仕

窯躊群出士須，恵霧を分析し、その結果を阿じ兵庫県下の加古m憲跡群、相生凛瞼群、神出

鵞鶏群の須恵醤の分析結果と比較し、相互識別がどの因子によってできるかを検討Lたの

で暢告する。

分析方法はエネルギー分散塁蟹光X線分析法である，憲跡で採集した賣料l:t表而を＂＂

して付着汚物を除去 L 、 9 ・／グ ス テンカ ーバイド躾乳鉢の中で100-200~ ッシュ租度に粉

砕Lた。粉末試料11直径2e●の塩化ビニール襲，｝ソグに入れ、約15トンの圧力を加えてコ

ィ・ノ状にプレスLtふこうして得られた試料にX繊を照射し、その畳光X縁強度を測定し

た。定量分析にIt岩石幌渾試料JG-Iを使用した。デークは次式によって親格化された

値を用いて表示された。

X=― 甚料中のXの全カウント徽
岩石蒙攣試料中のXの令カウント散

XliSi(ケイ素）、 K(カリウム）、Ca(カルシウム）、 Fe(鉄〉、 Rb(ルビジウム）、 Sr(ス

トP ソチウム）であるc

喪 1には、魚住窯跡畔｀神出憲馳群、加古JII窯鯵騨出士須恵霧の分析結果をまとめてあ

る。分析された賦料霰Ii多しので、ここでほ各憲について各元素の平均値を示してある。

表1の分析デー9に甚づいて窯跡群間の相互識別ができるかどうかを図ヒで胃ぺてみよう。

図 1には窯についてRb-Sr分布閃を示してある。 Rb-Sr分布図を描くの11、全国の罵瞼出

土須息唇の分析結果から、この分布図が各地の須息四の特性をよく表わすことが分かった

からである。たとえば、図Iの中央には全国の窯跡出土須恵臨のRb.Srの平均値をとって

斬座標軸を引いてある。そうすると、西日本童の多くの須恵響は新座属軸の左J:.、十なわ
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ち、第1I象隈を中心とした領域に分布し、東R*~多くの須恵器ほ第1V象霞を中心とLf.: 

領誡に分布するっ兵庫県下の窯跡出士須恵器も西日本型であることは明らかである。図I

を全体として誂めると、甕鰊群ごとにまとま って分布し、かつ、加古Ill鵞腱群、相生憲跡

群、魚住・神山窯跡群の 3グルーブに分れることがわかる。すなわち、 Rb量もSr量も多

いのが加古JII憲腑群である。相生震鯵群の中には加古川憲跡詳に似た特性をもつ窯もある

が、 Rb量が多く Sr量が少ないのが相生グループの特性であることがわかる。また、魚住

・神出憲跡群の黙はl{b量し、Sr量も少ないという特性をもつこ とがわかる。このように

3グループ1tRb-Sr分布図上で相互識別される可能性があることがわかった。この可能性

なさらに明罐にするため、 全分析点を実際に図上にブロットした結果を次に示す。図21よ

魚住需跡群Ill士須恵器の全分析点のRb-Sr分布図である。また、図3には加古JII窯跡＂出

土須恵謬の全分析点をプロットしてある。両図において、各窯跡群の全分析点の90%以上

を含むよ うにLて魚住煮跡畔債繊、加古JI(憲跡群頒域な躁ってあるo 若干、重なるところ

があるものの、同グルーブはほぼ完全に相互織別されることが明らかとなった。次に、、((l

住窯跡計と神出窯跡肝の須恵溢の分耀の可能性を確かめたのが図4であるの 神出需騎群の

須恵醤の全分祈点のRb-Sr分布図を示してある。人偲分の分析点11魚住領域と神出頒域の

重複する頒域に分布し、やはり、 Rh-Sr分布図では魚住グループと神HIグループの相互●

別11困量であることを示した。次に、図5Iこは各窯跡群の烹についてK-Ca分布図をポし

てある。この図でも、加古）IIグルーブ、魚忙グルーブ、相生グループの3グループに大分

げできることがわかる，すなわち、加古川グループ11K量もO遭：も多く、相生グループ11

k量が多くO量は少ない。 また、魚忙グループ11K量もCa量も少ないoこれに対L祷出グ

ルーカがぷ量がさらに少たく、魚IEグループと神出グルーブとの識別はRb-Sr分布図より

も可能性がありそうである。そこで全分析点をブP ット してみた。図6には魚住窯鍮群出

土須恵器のK-Ciヽ分布図を示すのさた、図7には神出窯跡群の須恵唇のK-Ca分布図を示すc

そして90%以上の分析点を包合するよ うにして魚化鋼蟻、神出鎮繊を決めてあるn 図7よ

り神出烹跡群の須恵聾の大邪分ほ魚住観誡をはずれ、神出慨域に分布していることがわか

る。したがって、魚住グループと神出グル— -Iの相互●別に1-:. K-Ca分布図の方がRb-Sr

分布図より有効であることがわかる。他の因子についてもみてみよう。図8に11、Si量を

比鮫してある。魚住グルーブ、加古川グループ、相tt,.グループの間には殆んど差がないが、

神出グループにはS量がやや多いことがわがる。図9にはFe量を比較してある。Fe量の

多い魚仕グループ、神出グルーブと、 Fe量の少たい加古JIIグルーブ、相生グループに2分
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されることがわかな

以上の結果、魚住窯跡群出土の須恵霧1.tRb-Sr分布図により加古JII窯跡群、および相生

蕉眺群出土の須恵需より識別され、 また、 K-Ca分布図によっては神出憲諭群HI土の須恵

醤から繊別されることがわかった。これら(/)分析デークに禾づいて、今後、魚住凛跡訂で

生産された須恵爵がどこへ鑽出されているか追跡が可能となる。なお、魚住窯跡騨内の憲

間の相互識別11胎土分祈では困難であるc
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園1 鵠畢下の霞副l出土編竃暑7)1tb-8r分耀

1.0 
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6 号 10 1.98 

10 号 12 J.79 
黛

11 号 10 2.00 

12 号 10 2.02 

住 13 号 Ii 1.84 

14 分 7 1.83 

慄
IS 号 7 1.90 

11 ~ I 13 2-69 
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29 号 14 2.32 

＂ 
30 号 16 1.97 
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札馬 5 号 21 1.73 
加 札馬 2 -9 I 5 1.49 
白沢 2 号 1 10 1-心

古 札屈西ノ谷4号 30 1,41 

投松 2 号 35 1-~•I 

JII 
投松 3 号 15 1.53 

投松 5 号 34 J.44 

投松 7 刃 18 I. 71 
寮
蕉 谷 3 号 14 1.8( 

札馬 4l 号 20 J.Tl 

鯖 I 札馬 44号一 l 13 2-07 

札属 441}-ー 2 13 J.88 

群
札屁 45~ 12 1.59 

札馬 47 号 u 1-76 
札馬 49 号 6 2.os 

札馬 50 母 21 l.il 

神岳 神出釜ノ疇 7 2.46 

神出 堂ノ前凜 7 2.87 

Ill Ii- 神tH 池ノ下窯 7 2.1s 

Rh I Sr I Si I K Ca 
0.,1祁 o.認l 1-14 0-3761 0.169 

0.477 o. 309 1 .07 0.371 0.170 

0-473 0-293 J.17 0-396 0.172 

0-476 0.290 1,09 0,396 0-176 

0,473 Q.309 1.07 0-398 0,180 

0.487 0.337 1-09 0-410 o. 194 

0.502 0.307 1.12 0.38() 0.168 

o.~59 0.291 1.14 o.,ios 0.182 
0.443 o.309 o.986 o.359 0.199 

0.466 0.327 0.982 0.368 Q.178 

().,t!i? o. 笈14 I. 12 0.367 0-174 

0.490 0-298 I .oo 0.392 O. 159 

o.~66 o.2s1 1.00 o.m o. 163 

o.m 0.231 1.os 0.340 o. 132 

0-47-l. Q.250 1.01 0.383 0.123 

0.489 0.287 1.03 0-395 0.110 

0.790 0-5861 1,03 0.454 0.2281 

0.665 o. 心7 1.10 0-452 o. ね31

0,660 0,443 I 1.02 0-476 0.284 
0.105 o . .in 1.02 o.sl4 0.263 

0-711 o. 四 1 o.991 o.s1s o.289 

0,800 0-512 1.13 0.547 0,234 

o. 1.13 o.~93 I 1 .03 o. 姑4 0町 6
0.612 o.m I 1.00 o.s26 0.2虹
0,791 0-446 1.03 0.625 0.319 

o.m o.soo 1.01 o.ss1 o.308 

o.683 o.i161 1.06 I o.498 o. 欲
0.764 0,448 1. 14 0.587 0.202 

0.593 o.452 1.00 o.≪4 0.253 

0.592 0.397 0.994 0.461 o. 加

O.S78 0.521 0.966 0.457 0.295 

0,603 o. 502 1.01 Q,,162 0.292 

0.586 0.4-iS 1.04 0,460 0,289 

o.s99 o.502 o.987 o.m o.'/:16 

091122086 

0

0

0

 

330
幽

395

0

0

0

 

ー

2
2
1
6
2
0
 

．
 

．`且

l

l

214208183 

0

0

0
 

391491418 

0

0

0

 
襄1 兵●県下の●●欝出土須恵塁の●光X繍分折データ

-n-



特別研究 Il 

魚住古窯跡群の考古地磁気による年代推定

福井大学教冑学部 中島 正志・牧野智志恵

大阪大字基縄工学Ill 渋谷 秀敏・夏原 信義

魚住古窯跡軒の22号烹、29号黙、30}1}.窯、32号燕,33号窯、38号窯の計 6基の隔床ffiiか

ら、考古地磁気年代撹定用の試料を、昭和5~10月 11 日に採取した。その熱残留磁化の襴

定結果について輯告する。

1) 考古地磁気年代推定の原理

古地磁気学は、岩石や焼土などの残留磁化を過去の地磁気の化石として利用 し、地球磁

嶋の変動の機fを知り、地磁気に関連した諸現象を解明しようとするものである。特に、

地球の慶史からみて非常に若い時代の遺跡や遺物の残留磁化を利用する場合に、考古地磁

気学と呼んでいる。

土や粘士を焼くと、それに含まれる磁鉄鉱や赤鉄鉱などの弧磁性鉱物が、冷却途中で、

その時代の地球磁湯方1:.1に磁化する。これは熱残留磁化と呼ばれ、再び加熱されたり、化

学変化や落雷等を受けたりしない限り、何億年もその磁化を頑強に保持し続けると考えら

れている。つさり、過去の地駐気の記録渚とLて、その信頼性が保量されているわけであ

る。

地球磁鳩の大部分ほ、地球の中心に小さな欅磁石を且いた時にできる磁場に近似できる

と考えられている。地表で観瀾できる地球磁場は、方向と大きさを持つベクトル量であり、

一般には、地球磁場方向の真北からのずれの角度を表わす偏角(dcclinaLion.D)、木平面か

らの角度である伏角(inclinationJ)、および埴磁気の大きさを示十全磁力(mt.alintcnsity,F) 

のいわゆる地磁気3要素によって規定される。

地球磁場1ふ観桐する地点によって、偏角、伏角、 全磁力が異なるだけでなく 、1司じ地

点においても絶えず変動しているこ とが知られている。その変動の周期は 1秒くらいの短

いものから数十年以上の長いもヽ9まである。地球内部に変動の原因があると考えられる数

十年から数百年程度の問期の変動な地磁気—永年変化と呼んでしる。わが囚において 、 17世

紀以後の儡角の水年変化は、直接的な地磁気観瀾から求められているが、伏角と強度につ

し、ては、本格的な地磁気観関が始まる明治時代までデークがなく 、わずか 100年足らずの
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永年変化しか得られていない。そこで、さらに古い時代については、関代のよくわかって

いる遺跡の焼土などの熱残留磁化を測定し、地磁気変動の様子を復元-r-るという問接的な

方法にたよらざるを得ない既にWatana加 (1959)、Yukutake他(1964)、Hirooka(1971)、

Shibuya 0980)ら、何人かr/)研究奢によって人類遺跡の焼土や火山岩などの熱残留磁化の

澗定が実施され、過去2000年間の饂角と伏角の地磁気変動の様子がほぼ明らかにされ、永

年変化曲線がいくつか報告されている。現在のところ、 Shibuyu(1980)が1979:$界までに発

表された西隋日本における考古地磁気測定結果のすぺてをまとめて描いた永年変化曲線が、

Hirooka (1971_)の結果と大きな差はないけれど、測定デークが最も豊富であり、信頼度が

高し・と考えられる。

地磁気永年変化の標準曲線が正しいものとするならば、逆に、年代の躍かでない遺跡の

焼土の残留磁化を測定し、永年変化曲線と比較することで、その年代の雛定を行なうこと

が可能である。これが考古地尉氣による年代推定である。この方法は、HC法やフィッツ s

ン・ l・ラック法のように、それだけで独立して年代が決定できる絶対年代決定法ではなし。

儡角と伏角の鯖から年代が独立に一つだけ決定されるということはないのであるn 普通、

(D. I)の組み合せで永年変化曲線から二つか三つの年代が出てくる。そのいずれを取

るかは、考古学的推定に頼る L.かない。

2) 試料の採取と測定

地磁気の偏角と伏角を求めるためには、試料が残留磁化を獲得した時の位置（遁理的緯

度、経度）、および方位 （試料の一つの基準面の走向、傾斜）が判っていなければならな

し`^

位股については、 2万5千分の 1程度の編尺の地形図から、その遺跡の緯度、経度を読

みとればよいe 方位ば、焼土を遺構から切り離す前に適当な大きさにして、石膏で固め、

その衷面にアル:の板をあてて--JLliliを出し、磁気コンパス Q・クリノメークーな考古地磁気

用に改造したもの：Iを使って測定していが磁気コンバスでの方位は、磁北に対するもの

であるから、真北からの方位に直すためには、採集地点の偏角分を補正する必要がある。

届士地理院の偽角補正の実験式を使ってもよいが ／シットによる太陽方位の観瀾か

ら試料採取地点の現在の偏角を実測することが望ま Lい。

実験室に持ち帰った試料11、ダイヤモンドカックーを用いて、冷却水をかけながら 1辺

3.5 CIIの立方体に切断する。切断面が削れないように、 一面ごとに石膏で補強し、しっか

りした試料をつくる。
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試料の残奮尉化の瀾定には、鱗定位凪力計が用いられるo無定位磁力計11、極めて戴弱

な磁化を瀾定するのに過した磁力計であるが、その織造が鱒皐で、ほとんどの研究室にお

いば自作されている＾

瀾定にはいろいろな要因での誤差がつきものであるため，一つの窯跡から10~15饂騎賓

の試料を採取している。これらの拭料の傭々の濶定で求めた饂角(Di)、伏角(Ii)から乎均

纏(Dm,lm)を求めるのだが、このとき用いる統計学的方法はFisherによって●セされた

ものであるc

”、 n組の(D,li)より
I N• +ieosli• c叫 DI(北向きの成分）

. E=茫霊Ii•sinDi (東向きの成分）

l z = }Jsinli <鉛青の成分）

を求め、これより合ベクトルの長さR、およびDm、Imは

l 

R =(が+N吐 £2)°'2

Dm=111n -・1 E 
N 

1m = sin・1-{ 

で与えられる。

この時、信鯛度係散Kは、

k= 
n -1 
n-R （大きい程、方向の集中はよい）となるe

誤差角0(四は、危険亭5%として

O<p11=co菖 ーt(I - n~-R {(一!_ )__!_ 
R 0.05 

n・t-11) 

で与えられる（小さい程、方向の集中はよい）。

これによりOm、Imのそれぞれの誤差の蝙として、

JD=CX叩/codm(偏角誤差）

JI =OCoa （伏角麒差）

が求められる。

以上で一つの煎体より一組の過去のある時点での地磁気の方向が求められたことになるn
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3) 測定結果

魚住22号、 29号、30号、 32号、 33号、 38号の6基の窯瞼の床面から計83偏の考古地磁気

瀾定のための試料を採取した＾できるだけ床面全体から試料を採取することとし、 1つの

窯跡から10~15帽度の鬱数を採取した。魚住30号は、上部と下郁に分胃されていたため、

それぞれから11鱈と）2憫の試料を採取した。 38号窯it、憲体が小さな上、 天床が在り、試

料採取のための作農が●しかったため、試料は5鱈Lカ・得られなかった。

魚住古窯跡群での現在の地磁気偏角は、太麗方位の観測から求めた。結果は、 4.8°Wで

あった。

熱残留磁化の薦定11、福井大学の撫定位磁力計で行なった。残留磁化強度は、 10-1から

10―"cgsemu/gr極度であり、窯跡の焼士からの試料の中では、標準的なものであり、高量

で燒成されたことは間違いなく、考古地磁気に選した試料であったっ

測定結果は第 1図と第1表にまとめた。第1図は、それぞれの試料の磁化方向 （偏角、

伏角）をシュ!ット・ネット上に投影したものである。 F'-]の中心と測定点を結ぶ直線の真

北 （円の中心と Nを結ぶ方向）からの角度が偏角であり、この固繍I:で円周から瀾定点ま

での角度が伏角を表わしている（円周上で0度、円の中心で90度）。第 1図と第1喪の儡角

はヤペて、上述の現在の地磁気偏角 (4.8°W)で補正した値である。

憫々の需についての儡角と伏角の平均纏⑨い表）についての信籟度保敷ほ、すぺて10

0以上であり、今回の翼定結果Iしよくまとまった信●度の高いものといえる。

“•古学からの櫓定年代は、 6基とも12世紀後半から末ということであった。そこで今回

の熱残貿磁化瀾定結果を、 Shibuya(1980)による永年変化曲縁 （第2図）の10世紀から15

世紀の薦分と比較してみた。その結果、 22号、 30号下褐、 32号の各憲は、いずれt多少伏

角力環すぎるものの、12世紀末から13世紀薗キ、 291,J窯1112tlt紀中頃、 33号窯1112ttt紀蟻

半から13世紀初頭と考えられる"30号憲の上部については、下郎と伏角は一致するが、偏

角が大きく異なっている。強いて年代をあげるとすれば1世紀という ことになる。これば

単一の古窯とすれば全く矛眉する結果であり、ここではむしろ、削平された際などに動い

た可能性を考えるぺきであろう。また、 38号窯は試料数が少なく、他のデークと比べてパ

ラッキも大きいので、年代を推定するこ とができなかた。以Kの絹果を、第2表のAGE

の●にまとめたっ誤差につし、ては、誤甍角とこの時代の水年変化分から判断して、 土25年

程度であると思われる。
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Site n Dm(0E) lm(0) JD(o) 』I(") k AGE(A.D.J 
:z0(95 

No. 22 11 4.5 61,7 4.7 2.2 415.5 1220 

No. 29 12 -2.1 ぉ．ヽ 6.0 3-3 170.2 1150 

Nn. 30 L 12 ... 1 62.5 7. I 3-3 1n.1 1220 

No. 30 U 11 -8.7 62-7 5.9 2,7 287. l ？ 

No. 32 12 5-1 64-1 i.O 3,1 203-4 1220 

No.33 20 2-9 59. 1 5,9 3. t 115-2 1200 

No. 38 s -1.1 49.2 10.7 7.0 120.1 ？ 

軍 1襄鰊残●朧it漏定綸景と帽定年代

n: 試料撤 Om: 平均儡角 lm: 平均伏角

JD: 儡角娯箔 JI: 伏角誤差 k: 信・度係敷

AGE: 考古嶋磁気惟定年代 (A.D.)
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遺物観察表

凡例

l. 口径、胴径の計算値に関しては~ 推定復元によって計測したものを（ ）で記入し．残

存椿％以上のものは計測fillCID をそのまま記入した。

器高に関しては、（ ）としたものはいずれも残存器高 C111 を示す。

2. 小Illl・塊・鉢・甕は出士地層を末尾に配し、瓦• 特殊遺物については．出土地点と

出土土層を記人した。

3. 出土地点は以下の略号で示す。

窯体内・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・（窯）

窯体内床面・．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．． •〔窯床〕

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・（灰〕灰原

貨色盛士....................................................................・（黄盛）

南灰原・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・（南灰〕

西灰原・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・（西灰〕

：ご：：：：::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: ・・（．焚~=~
床面下灰層・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・（床灰）

黄灰粘土・．．．．．．．．．．．？．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・〔黄灰〕

灰潟色砂・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・（灰潟〕
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・ 匠鬱凪配~UJn.

m-1v ,e ii '" .. 
ー 邸 ー



•J 、Illl(JI

g贋口径 1器高 底 1姜 外 轄 の 特 徴 成形技法 uぅ？ウ徴 駈上 院成1色鋼 傭考

I ・l'-lf.11内彎冑鰊1こ立ち上ヽ． • 内外幽．ヨコナマ． け校を Ji.貫 I I ，灰口色 00 
，鴫f/,1』丸く嗣める． ・底胃 t,j]転泉り）t). 含む．

]flー?Cl <9 (11 l. り J, ,f, 
・l!ft,・干既．

I 
I 

・体郎1エ内反彎帆鍼ヽ:}ら .t•l . n編算で • 湯琶胄1内．嶋 l•l 
~· 中外する． 灰色

10-21 lfl ?I I g I 2 

・噛fl,1』Aく納める．
• 旺胃．亨匠．

1外胄
fふ色

I • 体~U..t Z 牧 fl'I可彎気疇外ヽ~st.ら上I) ヽ ヽ 内.lk 3牧・ね
下It(,; ロ鰺胃でぐべや ~,. 書る． 白色 鴫ー
•濯l瓢11 丸く 納“•る ． 外胄 I• ・1 

,,,-u 7 ~ ・底讐．平ft. !Ji色

M l 
l! 3 I. 9 r :i .-1' • 

・体饗ゃ,; 門.'I\鯰に-rt•d. •―i, 11縁事で 疇 . ． 重f.l:色 （ゃ）
-外fi丸T(,. 

• 疇底闇1: ,; 納ヽ ベ,_

1(1・ ~3 8 J 2 2 IR 
・ 節..霞．

•体量,;l',jA.彎~ 買攣に立.,i 6, ． ． ． 胄圧色 l. l 
・疇直聞ば 歓ヽ 1る．
• 糧i 平讀；、

10 -2~ 1 9 I !.'5 • . JS 

· (今屋,; 1~胃気韓1.:立ら上•L n鍮・で ． ． ． f(彎巳 外面に•
ぐぐ外反する． ●色山g

•JIii厨ビ人・： nヽ心． 鯰●がか

ID-25 I~. !l l. 9~ (, 7 • ltlf.'I'疇． か~-
t • l 

_, 阜瓢J上Zなが内彎しな,,... , [l縁感で . ． tJ.; ロ色 3~ 重U
ヤぐ•4'\-li( r る . f I P'(I』 Iり彎賓鰊に-~- 幌．
らJ:f.. [. J 

ltJ-,s U.PI 
• 疇膠；よ丸 ' " ,ヽ~ .
-11~v.• 斑褐心墨わ沢峠に さらLが

8.& I. 7 鴫.7

"'・ 渇.51 

• i事軍；11'! 彎汽鰊·~il.ら1:る． ． ． 鴫＆色 l・l 
·• 墨；3丸<訥め.(,.
• £1J. 甲匠．

10-i, :, Kl 1.115 4.1 

ヽ

I 
’ 胃灰色 f・l 

10-tH ; 1G I 115 5 u, 
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小鳳{41

＂ 
口径 器“ 匠径 形 懸 の 特 置 成形技法の特徴 納 —:1-. 1 燒 成 色● ● 膏

•体瓢ば内反彎す賢疇に立ら上IJ.n鑢島で • 内外置，ョコナ t'. ~~ を 項甕貫 胃灰色 口●幅に

やや外 "・ ・血彎國転糸切り． 含(J. 自饒●が

• ·II麟U丸<11'1漏め白~- かから．

10-29 II. I ?. 0 5.0 
•lUIIUー冒 気 に立.,上<.. （灰

I 
・体疇,¥'.CJ内彎気恥1.:r,, ち上る． ヽ ， 

゜
． l • I 

・ 聾ば丸く嗣める．
• 既It.Iよ高台気鰊1こ立ら上~ -

10-30 17. ~l I. i ~4 

• 1$闇I!内彎気帖1こ1.り上.f,, ． ． ． 鳳色 (.) 

• 疇II:畢は丸く納める．
• 戴．平底，

10-JI '・9 2會 1 4. S 

• は畠Uf't●'鰊に ~ら上り．口・躯で . 嶋 ． ・灰色 ( • ) 
やや外丸匠する．

• II庄鯵編は く納める．
tOーエ 8..7 1.6 着.・S • . i;t底

・体鬱1』内彎＜尖気載I)に騒．＂らH . ． 鼻’ ． 鴫仄色 r• l 
••111u• 'Jt であ<,.
・血．平IL

l(•- J~ (8.9) !, 15 s. 2 

. (+戴1;;'3彎鰊に立e,LI). ロ編纂で ， . や 冑圧色 (.) 
やぐ外訳する．

10-l-l a. z 1.115 l.9 
●” ●畢｀丸く納める．
• 1.1高台気腱にtらl:.る、

• 1~11111可彎＇彎に立ち上6. ． ヽ ． 灰色 (.) 

·• 胃U丸く＂める． 鳳1111
・置．平虞． -1. It 

10-lll 8.11 l. 95 ~-6 
9!l 

・体fl,ll内彎彎鰊に立らl.11 ロ・聾で ． ． 生 IJ 員次e[.) 
外反9る，

• 鴫冒U鴫く火n買疇であll.

10-JE (8 61 I 5 3 g 
• 置w..平I;.

・体籐<!-l'l胃気鰊に立ら上り.n曇“で
中や外反..-~ .

． ． 訊息胃 鳳灰eI• ) 

•鴫au丸（ 嗣のる．

10-J; 【8.0) 1.85 4. S •eta. 平鱈．

I 
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小皿(5)

已屑口径 謂石 at If. 彫 籟 の 特 徴 成形技法 の特徴 鮎 土 m.~I(!!" ● 考
I • lf:¥11内彎1t&t.iこ 52.らJ:り.n攣響ょヽ •F'I外Iii . ヨコナデ， 妙柁を 須患買 灰口色 00 

(, や外反・rる． • 塁，，．．幽転糸QJI). 含(I,

。̀I? I 
•II畠U丸く 嗣める ．

I0-38 ；ヽ； • 厩聾u島6買鍼1こ立 ら.L6. 

I 
I ・ 体置は内彎慣峠ヽ： ~- ら -1:•J . 1-111闇心 ． . ． l• l 

外旦T!.. 
●●船U鴫<;lj I)気騎である．

I 10-39 1 i l 65 'II 
• 匠鼻．平匠．

・体Ill\ .ヽl. 11i彎気1♦;1こ 0.らJ:り.l::J縁畢↓： ． ． ， "I}; 色 I • J 
や中外反する．
•蟻l船11丸く 納める ．

10-4() 7 7 1.55 • 3 • IE航．平旺．

・体闇に内胃胃峰1:立らJ_IJ. ロ麟感ば
やウ外.fii."1"6,

． 會 灰色 l •l 

• 鴫触1ょ丸く 納め~ -

10-0 8. 3 2 0 Iヽ
・虹船は慮台気鰊 ：ヽ立ら上る

I 

會 ． ． ． 胄灰色 ｛・）

10-42 7. 9 Z.05 3.15 

・体畢U内彎＂疇 に立ら.tる． ． ． ~ ． J'I. 灰 に屋,..
• 底lll&U丸く帆め 9ヽ、 色 に●●e
・ 紙jj風白＂鰊 ；：立ら1.6, 外 鳳 の自然論

10-43 (1. 91 2.1 ,. 5 
仄色 がかかる．

l • l 

・体瓢；“り彎気鰊に2らtlJ.n11艦で ． . ． 冑仕色 t• l 
やや外反する．

IO-U 1, J I ~ 4.• 
•鴫璽は丸く 1!賢¥疇,6 
• 塵膠こ慮台賢 に立．ら」6,

． 灰白色 I・I 

l<l- 4~ ; 8 ?. r, 3. y 

I 

． ． ． ． 胃灰色 （・）

10 - 4~ ¥S 01 2 IS I.Ii 

I 
I 
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小皿(6)

＂い-1怪 器 高 1底托 彫 鰐 <1.) 柑 徴 成彬技法の糟 塵 駈土 焼威 色 舅 傭壽

I I ・体昂u"彎'r＂6織によら上0 Cl鑢●で • 底内外圃．ョコナヂ． it•.~ を 着璽• 灰白色 （灰j
≪べ''I-lit,, • • If,, 阿に争切,;. 含l.t,

• lltl,U丸く嗣める。

Illー』1 18 l I I ~/, 4. ~ 
• ll昂ば鳥h'II鰊1:'Cr.ら1£,_

， ． . ． I・l 

10 - ~a &M  ? :15 :,.o 

・は萬は内彎気騒にこり上ら． ． ． 

• 鴫厚は疇 く 尖 I}l¥鰊であI,.
． 鴫灰色 (• l 

• ft昂•• 平虹?
10--19 ＆ゞ I ~ ＜．五

・に畠は円彎”峰「こ Vら」"・ ． 

・鴫限u丸-:11'1め ~ -

． 胄灰色 （・）

・広繹U.Gぢ沢駄に立、ュ上も．

' 10ーカ

｀`  

I. 8 s. () 

I 

I ， ． ． 
内`色、疇 “量外藝
一畢に●

灰＂色 重 ・色輪の自

lO-Sl 17, ~\ I 9 5ヽ9 閏が!J•
かる，
I• I 

・休息Uf'i彎綺；.:1t. ら上l'J.ロ編厚,l ． ． . ＂釈色 1・：
ぐ・ぐ外t.<rt.. 

• 鴫響1よ丸く嗣ヽ心． I 
10-r.2 18. 41 1.8 !. 8 

• 壼船I-!亀台れ鰊 ：ヽり),._IL. 

I 
I 

. ,.. 畢,J1鳩丸•i彎r.lく 訥気"-峠ご立ら 1:.る， ． ． ． 鴫灰色 1・l 

... ,,, は 、)(..
• 霰厚I~鳩U 輯1:,-.I 6. 

IO-S:l 18-01 I鉛 (. ti 

• 停雇ll内彎気鯰1こ立ら上'l . n●瓢p ． ． ． 胄灰色 ・纂に日
やく•~Hi嗜(, , 然輪~· ,,,

• 鴫蓼lJ.I(.,:.,.., (,. かt,,

10-'-& •IS Zl 1 y I.I 
• ft●U鳥臼沢韓,:.ilら1こ4. (• J 

I. ． 浸A色 ( •] 

10-ss ,s. s, I 1 4、i
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小置(i)

9月〇径 II高 底径 形 懇 (1) 特 徴 成形技法の椅鸞 柏土1愛成 色贋 爛 囀

・体患Ul'11ttt-.1: 立ら上rJ.ロ臓属I~ • F'l~lil . ヨJ-t-+", 砂忙乏 遺雹II鳩IA.(!! I―,,,,,.． , こ
←や外反・tる． •戟戴 llilti. 皐tJll). 含t;. n然 /;I
•鴫摩IJJ,.<嗣のる． かか-1,.

11)-51! 18 (11 1.¥15 ~-5 
• 置昂U鼻6買彎に立ら 1: る． fl>:) 

・体昂U内彎気誌,:2. らJ_C,. ． ． l.1-:1'.1色 2 l'(鳥,.
• lltr.lJJ.l.<訥める． 費
・ 置 U島臼気疇1::g_らJ.fi. I • _ 

10- ~~ 8.? 
R.4 ~ 8 I ;s 

． 
” 
． 胄l)((!i l• l 

ID-$8 a. 1 t.e 5. I I 

• i.111.1内彎気醜1こ0:..,J: (,. ． ． (■I[' 
・蟻璽,:i丸く納め,.
• ft畢 屯at.

IJ -9, Iii.SI I.; ~.. 
I I 

． ． ， ． （疇）

11-96 •:ti. い I.IIS 4-. l 

• は厚ば内彎憤疇に'/J.らl.,; . ロ鵬畢J ． ヽ

ク中外/1{~ 6 ,

， 鴫If.色 llol) 

• 鴫偏↓こ丸く 嗣~'" 、
12・1117 8 2 I 8 • 3 • 輯螂．亭既．

＇ ・ 体冒I~内彎＂彎 1こ立ら上-E. . 
・疇!J,U丸く嗣ll1t.

沃e し・ j

・載氾、平慨”

Ii・IIIM 111. li l 7 5ヽ

I 
1c1c-r, 色r. (6flj 鼻 鼻 鼻•

l?・ll9 R. • 2, 0 着5

・ !'-.tJl't•ttllに旦 ,,上;IJ,ロ鼠船u 會

ぐ↑外反ヽ6.
I.I(!!: I・ I 

• 鴫"'』4<,.,,,~ . 

12・1ZO 17. 81 I. 9 ,. 5 
• 虞層.'fl霰．
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小凰(81

畠暑 口径 闘高 註径 形 懇 の 特 緻 成形仕法の特 徴 崖土 燒成色.● 考
•体畢U内彎気騎に立ら上る． • 内外面．ョコナデ． 砂含R を 漬冒 灰色 洒灰〕
• 鴫艦は丸く 嗣める． •四．嗣転糸切り． o. 
• 甑暮．平塵、

12・121 (9.2) 1.6 16. I} 

・体瓢；＂り 彎気誠ヽ こ立らJ:り． 口鼠皇U ． ． ． 廣灰色 （天灰

1,-幻 (8.2) I. IS S.8 

外反言~-
• 闘冨U平量塵<. n慶 U丸(.,める．
・慶籐． ． 

•体艦ば内彎気峠に立ら上るニ • 内外面．ョコナ，，，． .. 土...帽灰色 (JI) 
• 11•1が平祖面を轡つ． ・塁．序鼻置．
• 匠鬱．平..

Zl-:229 8.3 1.5 , .. 

• Ii: 霧11内丸●く気鵬［こ―::,_.,~ し •内外覆I. ョコ-r-f'. ． 
•鴫籐,: 肥庫する． • 旱E. 園＊り"・

遍●● 纂灰色 lfl:) 

•匠霞1ぷ竃台買峠に立ら上る、

33•3U [7. 81 I. 65 (6.0) 

・体麟感や外Uば内反丸彎,,.く気阜こ立らl:I}, 口●麟で
. ． . 鴫灰色 {•) 

ヤる．
•鴫 納める．

33-3?5 (8. I) 1.75 (5.6) 
・底墓．平匠．

・体籐は内丸彎買疇に立ちJ:る． ． ． 生彎1,・色 (.) 
•鴫塵籐と く納める．
• 雇．旱鼈．

33-326 (1'. ヽ） J.l 16.0) 
•II轟ば量い．

・体厚は内丸●く嗣気疇に立ら上る． ． ． 須慶胃 灰色 l•l 
• 鴫塵麟l;t. める．
• 艦． 旱塵~．

ll-127 (8.01 1.1 (~_ll 

・日体響1、1'111気攣に立ら上る． ． ． 瓦胃 内外． ( • l 
・ は丸く納める． 灰臼色
． ．臀

口縁で
59-52~ (7.81 1.25 5.6 

• ば但い． ．● 

・体躯1:.1'11111鰊に立ら上rl.口纏蓼(; ． 會 盪息● 灰色 ［裏II]
やや外反する．
•蝙籐U丸く嗣める｀

IJ0-8H '・'1 I ,., ~-6 
• 虞廓．平II..
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小皿191

It 口怪 塁高 底径 形 罵 の 特 曇 成彫技法の特霞 胎土 燒成 色● ● 膏

・体藝U内彎It輯に立ら上I).n●鵬U • 内外Iii.!Iコナャ． 紗位を 須●貫 灰色 （負欝）
やや外反言~． • 置麟．国転贔!JJり． 會r.,,
・鴫”● U:il<IIめ6.

瓢XI~ (B. 9) J.8 4. S 
• ．平嚢．

•偉麗11t'tll,t鰊ヽこ 立 ち上<>. • 内外園とら手づ くり 妙を・

Itみ．
・灰色 l• l 

n -e~ .ヽ8 1. 1 I -

I 

境
鳴 I)

1,1口径 器高 底径 形 懇 (J) 特 置 成形技法の糟讚 飴土 覺成 色• 鑽考
•体鵬U内丸彎気鰊1こ立ら上6. . 艦"憾外Ii. 1111 • aコ・トデ． 紗含精<:.そ

盪魔冒 灰色 l灰
●●鵬It． <鯖め6, ・ 転集のり．
• 四は円 に賽山T6.

10-59 Iヽ.8 7ヽ 6.1 

・体曇Iヽ内丸●●彎く量嗣●峰めに立ら上"・
． ． ． ． (・) 

.... , よる．
•慶●、

10-60 (ll. 71 ↓ . 8 I. 7 

・は籐や外は内彎気馳に立ら上り．口●●で ． ， 
＜ヽ 辰..-~ .

． 灰01!! ( • ) 

10-El 15.15 , .. 1.2 ●●厩●・は丸円・く状肥犀にす6.● ↓J 突出でる．

・に薦U門呻丸彎く賣状納鰊めにに立ら上る＂
． ． 生り 貫色 (. J 

· • 霞鯵IJ ~-• u 甕 ・rる零
10-12 14, 7 4.8 6. 2 

・体鬱や外Lt内彎麟ヽこ立ら上り 口●“て ． ． 頭・胃 胃灰色 (• I 
や 尺する．

10-63 OS.S) .ヽ7 ~g 
·• 底瓢u丸く肥.T{,.
• ．平底．

・体鵬UPI彎す気る彎．に立,;_I: fJ 口●艦で ． ， 生,, ●灰色 t• l 
oゃ9反

10-64 US. Sl 5. I 7.0 

•UU丸く 鯖I)"·
•艦艤u円•状1.;賽出言i.
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頃!2)

1,1 ll巨椙ぶIa ff 彫 懇 の 特 置 成彫技法の＂ 置 駈士 燒成 色麟！懺考
I 

I • lt:(t,U内彎＂麟 1こ立ら J_'l 「l●鯖で •内外Ill. ョコ＋デ．
ゃ↑外ti.~る． • ll嵐．酌駐糸切り．
••ff.u丸 く 訥r,<,.

妙含粒む．を
1燒I↑ 員灰eほl

IO-&.~ 15 ~ 5 ~ ~l •霞It-UP}●状l~Q山 J <,. 

． 項患冒 鴫汝色 ( •I 

10-6'1 IS 7 5 d ~ I 

I 
• I傘fi,Uf'I●汽鰊ヽ こ立し上.t,, ’ 灰白色 （・）
• 鴫，，，ull.< 11'1め"・
・ほUl'I饂u:,こ穴出r6.

10-57 I~.~ ｀言~; 5. 9 

． • 内外-II.ョコ＋デ． ． ． 膚Ht!!! （・）
• 匠“駈，贈曇鉦き糸_l:IJげJI). 
•帖土 の●●あ

10-611 I 16. 71 i. T 6.1 
n ． 

I 

·~ ・饂はl'i彎汽鰊ヽ： ~ <,t ri_口縁船で • 内外面． ヨコナ デ＿ ． ． . 1・）
~ J ~• 1¥厄する． • 巨謳隈転糸tJ)ll,

• 噸凰IJ'1L・：納める．

I0-69 ! I•, ぷI 4. ,1~ •~ I , • it畢,J円●杖に突出-,る．

I 

I 
． • 内外面.!Iコナ デ． ． I • I 

• 壼雇．阻転泉切IJ,
•帖上記暑 8J;1fの直●＾

10-rn ,, ? ., s.s 7 A IJ, 

， ． 冑灰[ l• l 
f!l 

10-11 ,, り,61 • s 6り

• ~a;.;r, 彎＂疇 に立ら上I:,.fJ●●で •f•1,.1i . n :>-t'I'. ． 嶋駅色 l •l 
やや外反する． •匠• 囮.,.. 18!). 
●鴫鰻胃l:しく納状小~ .

10-li 16. 7 6. 6 6. J ・ 感と円■ 1こ!2!111言~.
• 塁“は雇い．

• 体釦U内彎気騒↓こ,:,_・,l-.11.U●●で ． ． ~A色 (. J 
かぐ外反する．
•鴫胃1:丸く＂める ，

10-1, '15. ~I ~-; •. 8 • 四 U円・［り賓山 Jヽあしが．平底.
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碗3)

誓賛 口径 器高 底径 形 態 0) 特 徴 成形技法の特徴 胎土 焼成 色鯛 鑓考

・体鄭LL内彎気騎に立ら上り．口馘響で • 内底外ill.ヨコナデ． 砂とを 生 1t貫灰色 ［即
や中外反丸する． ・ 鄭．固転糸切り． 含む．
•疇匿:J ~ 納伏める

10-H !15.01 4. 6 6.~ 
・旺繹ll円鰭に突．出'f6. 

・体暮↓＂内 彎気峠に立ら上り．口縁墓で 令 ． 須豊胄 凰色 C•l 
や中外反.,る ．

to-,, lu. 3 ↓ • 35 4. S 
•疇襲は丸・：訥める．
・底謬．平底．

•体寡,i 内彎気昧に立らl:.り. r:tlltt. で ． ． 

やや外反｀る．

． Ill'灰色 c~1 
• 疇冒Lよ丸く肥厚する．

IU-7~ U.9 ~.5 6.0 
・底算ll円鱚状に突出する．

. • 内底外餡画． 成． ョコナゲ， ． 

・ 彫不胴．

生覗；1 鳳灰色 H 

I0-77 16 l 5.0 6.S 

・体江昂LL内彎気峰に立ら上り．口縁畢で

々 反丸'f 6 • 
• 着 く納める嗜

• 慶内外船ii、. ヨコナデ．
・ 回転糸切I),

. 須患冒 冑灰色 l• l 

I0-78 (15 8ヽ 4 6 6_0 
•底部は円鴫状にぞ出す,.,,.

・体厩11ぽ内彎気疎に立ら上IJ,n繊響で ． ． ． ． l •J 
やや外 ~-rる~． ・疇撃U する．

11-79 IJS 71 5. 0 5.9 
•底/V\11円 突出"t6, 

•体節は内彎気昧に立らJ: •J ' 口縁鰍で •l'I外ii. ヨコナた ． ． ． t~J 
やや外反する， • 底昂．固転糸切I),

II一釦 16. I 4 1 S 9 

•鴫紙昂郭1よ丸鱚く状訥める．• u円 に突出する，
• 帖土紐暑$.l:1;1'の裏璽あ
IJ. 

． • flt外Iii.ョコナデ．
・底郵、回転切1).

． ． ． (• l 

↓ I-ii (IS. 61 l. SS ll. 3 

• 体第U反内賣す気る味に立ら上り，口縁船で ． ． ． • C• l 
やや外 する．．

• 鴫邸は丸く肥厚する．

11-B2 16.8 ,U ~-3 I • 印．吐

！ 
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直り

＂ 
口径 器高 底径 形 懇 の 怜 徴 成形技法 の 持徴 1胎土 燒 成 色調 偏考

• Ii置1』内彎＇鰊 に立ら上る． •円~Iii ョコナデ． ltt含n(.t.¥, iJI息霞 冑灰色 （灰）
・疇馨1』火<111'.• ゐ． • 匠船．回転糸切り．
•鼈聾I~円菖状に央出T~ .

11-83 (16. 41 • . 5 6.0 

• tt餡1ょ内彎気恥1:ii.. ら上o.n縁算で ． ． 
ヤヤ外反..る．

． ． (• l 

• 鴫曽1よ丸く 胴める ．

11-84 ( l~. 61 ,. 4 (6.Z) •匠墨Iり'l■状に'.!!IIIT ~.

. "畠し内●気＂ に立ら上I),n麟戴で ． ． 

外反する．

． ． (• ) 

・鴫瓢,;,ti.く肥厚する．

11-85 (15.81 4-6 5_. 
・屁曇I~円璽状1こ交出する．

・体闇1:内彎悧疇に立ちJ:I)_口鼠墨で • 内外面．ョコナデ． • ． ． l• J 
ヤや外反する．

●底圏、糾国11転!糸.tIJ}lfI)の、霞
•鴫1f,は丸く 訥のる． • 帖土 警あ

11-86 (I;, 2) I .• 6 7 ．｀瓢1Jl'1●状Iこ9.IUヽo, り．

・体鬱I.I円彎気鰊1こ文:~ .I:: 『J、口縁邸で • 内外Ill.ョコナデ． ． ． ， 1賃編1
やや外反丸..-6, • 匠畢．翠＊切り．
・疇墨IJ く訥め{>.

11-99 15.6 t. 1 6.0 
・底墓1.2高台気峠に立ら上る．

・体墨り内彎気鰊に立ら上ri.n鰺靡で . ． 
やや外反-r.<,,

． 灰色 (•I 

11-100 IS. 6 5,. S 6 

• 疇畢し』丸円鑢,:状l'IめI>.
・既馨SJ :: 突出Tる．

・体墨IJ内彎気載に立ら上る． ． ． ． ． ｛・）

・鴫鵬U丸鑢く＂状め"'・
•匠~Uffj Iこ安/11T~ ,

11・IOI I~. 5 4. 1 5. Z 

・体墨ヽ 1内彎気峠に立ら上り.n鑢畠C ． ． 

やや外臣する．
． 胃I);.!!! ( • l 

• 鴫昂uA. く11'1める．
II・102IH 7) 5. 2 5 2 

・正配U円・状に突出1'6,

I ・体魁ll反f'l彎気妹1こ9ち上tl.ロ，，感で ． . ． {• l 
やや外 する．

• W昆u丸＜肥·する．

11-103 15 :i t s tl. ( ・旺閏．平旺．

-98-



碗(5)

§ 屑口径 器高 底径 形 態 の 特 徴 成形技法の特徴 胎土 燒成 色讚 備考

・体部ば内彎気昧に立ら tl>. • 内外面、ヨコナデ．
妙含校u.を

・扇部は丸く納める。 ・ 底邸、@転糸tJJ•l.
須息買 胄灰色 l貧儡）

・底邸1ょ円盤状に突出する．

11-104 (15.4) 5. 7 6, 3 
• 器高11高い．

・体郎は円彎気鰊に立ら上り． 口縁墨で ＇ 
｀ 

• • f• l 
やや外反する．

ll-105 (15. 7) 4.6S 6 8 
・鵡闇は丸く訥状め蜘"'・ 
・庄部11円幅 に する。

・ 体畠1ょ内彎気鰊に立ら上る． 亨 . 生 ,1 貫白色 [ • l 
• 疇迂置ば丸く納め突る．出
ー 闇ll円鱈状に する．

11-106 llS. 9) 3. 9 6. 5 

・体喜11内●気峠に立ら上I),ロ畿槃で • 内外面、ヨコナデ． 砂Rを 刃恵誓 冑灰色 （雨灰
中中外反する． ・庄酪．静止糸切り． 含"・

• 疇屋は丸< .,める． ・帖土紐轡色上げ緬欝S 良．

12-122 (15.0) 4. e (Ul • 底饗、平底． り．

• 体~J高や外Ii内反彎す気る紘．に立ら上り、 口“邸で • 内庄外面、回転ヨ糸コナデ． 砂Rを 瓦冨 氏白色 (.) 
・ 畢． 切•J . 含u. 口繊昴．

• 鴫感12丸く更”する． 累灰色

IZ-l23 (15. 6) 5.0 s.o ・底墨． 平駐．

・体墨：1内彎気疇に立ち上1)、口縁算で • 内外面．ョコナテ． ヽ 須患胃 仄色 (.J 
外反1°Q. ・底饗心不明言
・蟷饗1:丸く 納~.(, .

12-12-1 (16.21 3.8 (Ul 
・底感、平底．

・体響ば内彎気疇に立ら上る． • 内外面．ョコナデ． ． ． 晴灰色 I • I 
・ 鵡暮ば丸く納め~- ・底饗、静止糸切り．
・底霞｀平患ら • 内面、仕上げナデを霧す．

12-12.S I•. 8 ~-6 5.• 

・体厨,:内彎沢峰に立ら.t •J . n犀，，，c • 内外圃.:Iコ'1'1'. • 生燒11 灰白色 l •J 
やや外反する， ・底響．回転糸IJ}I), 口縁昂

・ 看鄭闇I~丸平く納ヽ心． 晟灰色

12・126 I 15. 61 S. l {6 15) ・庇 ． 庇．

''*第1:内彎気軸に立ち.J:1;_口縁軍で • 内外画． ヨコナデ． 砂れを 須恵賃 冑灰色 (•) 
やや外反する、 ●底齢．回転糸切I). 含み．
•嬬鄭11丸く肥厚する． • l'lili. 仕上げナデを轟す． 良．

12・12? 15. 8 5.0 s. 4 ・駐醇．平旺．
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噛ti)

巳忍 口径 林品 ,'.I: It 形 !! Ci) 

” 
徴 成 形 9え法'-'>≫ID 胎士It;,t "~ 色潤 ；； 考

I 
• （阜鼻：ll'I彎只緯 1'. .~ら1:n n綸涅で • t'i外面 ヨコ.,.-r. i1't.'~ 頃色胃 f/,. 白色 ("'f•·: 

ぐ・ ぐ•flt< ヽる． ・は既 曇iJ-/ltt,JO. 六じ．
• Ill贋 ！』 ti... 訥 ＇ヽも．

ぼ・1謡 \ ) < ~ ' '.,.J '4, 』
・又闇 '1'-rlt. 

I 
I 

I 
I 

I 
I •It氾1』 l'lllt1\~Iこ ii ら上 •> n嵐賛C • 内外曲．ヨコナデ． ， 胄伏色 （・）

<, ,;, ~ b( 1 l.,. • !11':ff. ・固転糸りJl1.
I • 囀Ml』丸'if.!,"11.t. • f'llll . ttJ: 1fナ rを鼻噌 ．

lH 四 16 11 r, ,, '.I ., 1 ・旺M.,y沢．

I 

I 

I ・ 体~ll ►1illt-'Jll4.に,),、t11 ri疇信≫ご ． ． 嵐色 l・l 
て9や外f'il G. 

I • IIM. ll丸く訥r,G. 

i n 1ヽ>I I~ 1) • ; l -'-, ・旺，，，. '•Fa . 

I I 

I 

I I ・体饗I!内彎'111l1:i≪.t•l 11譴旱で • 内外蝙．ヨコ＋ぞ． ． ， 胃灰色 I・I 
<> •~ 外'i"f'G. ・庄紀．不明．
・疇N.11JI. く綱めら．

IZl l l • I: ~• : l '5, • Mo 1:-り．

・体息はl'l彎＂輯 1こ立e,I IJ 11艤i鴫で ・内外Ill.ョコヤ1'. 瓦員 炊口色 [ • 1 
.... ゞりf'.lfる． • 駅闇 1iil転糸切り． n艤戴、

・ 悶郎1:11. ~ 爬"t{:. ．灰色

1i • 1J2 1:i. 91 5. ~ 5. !I ・託闇.'f・Iれ．

． . ille貫 胃仄色 （・ ）

12・I.I.¥ H,. し1 5. ~ ~-1) 

I 
． • 内~lil. ヨコづ・ヤ． ． ,~ 色 (・ l 

・庄塵...止鼻UJfl,
., 勺面fj-I Ifヤデ9亀T.

l l·n• ,~; '>.I らo
I 

I 

I ． ． . ＇ ， （・）
n 13!, I I ~ 、,； ヽI 5・1 

， 

I 
， 

• r事釣IJf'l•'胃鍼に立ちJ: り は1it紀で • 1•1~rli. '1 '.J f- ヤ． 胃灰色 (. J 

I 
-:--:• It民す o. ・ぽ昇．．止糸切,,.

• 鴫闇Uit< ll'I~る． I 
!) 1ぶ 1-1 R ~I ~ ri • 庄ff, +tt. 
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1兒li)

岱悶 口径 器 高 底径 形 想 の 特 徴 成形枝法 の 特徴 胎士 焼成 色調 偏考

・体節,:内胃気鰍に立ら上り.n縁響で • 内外面．ョコナデ、 砂粒を 瓦冒 仄白色 UfiOO 
やや外反する． •底誓 固転糸切り ． 含む． 〇鳳縁灰昂色
・嘘It箇1よ丸く肥厚す~-

13-131 15. 6 5. 5 s. 2 ・ 闇．平U't,

・ 体船は内彎気昧1こ (I_ ら上 •l. ロ縁昂で ・内外画．ョコナデ． ． 須恵賣 灰色 (.) 
やや外反Tる． • 匠墨．●止糸切り． 口鯵罫．

・珊鄭1』).Lく副める． ・鳳色

IJ-1直 tlS. 91 4. 9 (5. 61 ・ロ ．平肛

・ 体船ヽl•》~< 外反する． • 内外iii.!lコナデ． ． 十緬謂 貴灰色 （窪）
・響紀IJ..丸く．内11に向っておllる、 ・駐船、未鑽．

Zl-230 12, 2 z. 9 ?. 3 

・体船l外.l反内彎気昧に立<,JI}.口縁船で • 内外繭．ヨコナデ． ． 瓦貫 灰色 l・l 
やや する． ・底邸．仕回上転糸げナ切，，，IJ. 口縁聾．
•暑邸IUtく訥If)る ． • 内面、 を籍す． 鵬灰色

21•231 16~ s J 5 I ・屈船．平既．

・体邸U内:彎気峠に立ちJ..r, D髯部で ・内外面．ヨコナデ． ． 鼻 灰白色 (.) 
やや外する． ・既船．回転糸切"'・ 口騒瓢
・編出l.t く 肥厚•,r る ． 鳳旺

21-232 Iヽ.4 • 6 5 Th ・匠邸．平庄．

・体昂外U反内彎気鰈に立ら上り．口縁所で ． ． 須恵冨 1111灰色 （前）
やや "t°Q. 

2M92 II亀-6) •. 7 5 I 
・疇底閲部l'l丸<Illめる．
・ ．平底．

・体節UJ勺●気峠に立ら上り．口縁昂で ． ． ． ． (•] 
やや外反丸する．

• 疇紐Ll , 肥澤T~ .

?7・293 115. 7) ,. 65 5. ヽ
・碑 ．平I.!.

•体槃l1内彎気駐に立ら上る。 ． ． 

・珊餡IJ丸く訥める．

鼻 ． (• l 

・底掲．平It.
'l'l-294 (IS. 8) ,. 9 5. 4 

・体感ば内彎気駐にtら上I).口縁俎で ＊ 令

やや外反する．
． ヽ ［灰J

・噛昂U丸く11'1める．

33べ328{IS.2) 1.8 u • 匠昂．平1L
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膚SJ

I. 贋口径 器高 底径 形 煎 の 特 徴 成 形 技 法の特徴 胎土 焼成 色 躙 傭考

・ 体屈u内胃賛駄に立ら上 •) . ロ縁昴でや • 内外iii.ョコナデ． 妙tt~ 生燒11 員●色 I輩l
や外反Tる． ・底響．国転糸切り． 含(J. 口鳳繊仄嘔色、
•鴫翌11丸く納める．

~o—箪 U . ~ 3~ 7.1 • 匠船．平庄．

・端体郎11内彎く納気味に立らJ:<>。 ． ． ． 灰白色 （“床J
・ 郎11丸め4-.
・底部．平底．

~oペ169 lヽ_6 4邸 』.3

・体邸船1ょ内彎肥気・疎1こ立ら上ら．
,. ． 瓦誓 内、灰 （床灰l

・噛 1よ丸く ... <:. 白色
• 匠邸． 平旺． 外．罵

f0-316 16、ヽ9 5ヽ 灰色

・体圏1ヽ内彎気隷1こ立ら上り．口縁畠で • ． ． 灰色 じ）
やや外反する． 口畠翫

• 嗜聾は丸く肥犀すQ. 鳳色

~~-371 ll 7. l l ~- 'i [S. 21 
・底部．早in:.

・体闇1よ内丸彎気鰊に立ら上る． ． ． ． 灰日色 (.) 
• 濯fll',Iよ く肥厚する． 口纏昂、

・匠猷5 平既． 量色

40-318 16.2 ~.2 4. 9 

． ． ． • 内． 灰 C• l 
白色
外、鸞

40•379 (16.0) 5. I 5. 4 仄色

・は111は内彎れ疎に立.,t. •J 、 U縁繹で
やや外反する．

． ． ． 灰白色
口騒墨、

(·• J 

・増謬1:丸（納める． 鳳灰色

•0-380 15 9 ~4 5. t ・底感は高台気味に立ら上る．

・体昂は内店彎気疇に立ら_Lり、口縁置で . ． 復患貫 灰色 (I尺l
ヤや外 ~. 口凰霧、

•疇闇ll 肥靡する． 黒鴫色

59-526 1~0 ~ 3 6, 7 ・底船．平底．

• 体駅llf'丸l彎 唸1こ立ち上る． ． ． ． 胃灰色 (.) 
・ 疇闇ば く嗣める．
・註Iii.平底．

S9 !i27 11S.01 ~ 3 ($ 61 

I I I 
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暉91

図 叛 口径謂高圧怪
奮弓

彫 u の
＂ 
lfl 9戊形 技 法 の l,'t!Ii 舶 上 燎 I戊 色’’ 蠣属

I I ・体肥U内ti彎＂峰 1こ立ちLり 口編圏で • l'l外戯. 3コ-r.". i1it2t J,Jf IJ:A!!! (fl'J 
ゃ~" -r (;、 • !tlf.. l!lli:/fi切り． ~(J . I JJIN,. 

•嬬(t.U た<l'!lf') (.. 皇!.I:色

59・5ね 16 IJ • 6 ~ s • ft弘．屯l!'C.

・体昂uri●~ 11:1·J!. ら上る． ヽ 川恵胃 1ft灰色 (• ) 
•疇紀U},. ( .,.,,る．

・巴算 'I'既．

S9 SZ9 116 2) u t S Z I 

I 
I 

I 
- ~ 船IJl'I彎 駄i,:JlらJ:tl n鑢置ぐ ． ． :直 I!(A~ ! • l 
(',;, 外t...・t6, 口“瓢

• llll!U火< ~O'.l る ． - ~ 色

S9・S30 (16, S 4場S S 9 • ほ"· 以立

I I 

I 
・.は..紀船UU内丸彎く訥鼠，，,6.:.,;, らt <, - ． I・ 叩貫l!J;色 ('h. 費）
・旺畠Ul'l●tt.1:1ス出.,.{,. 

直•111 3 ,.~.. , 3. 8 . ~ 1 , 
I 

・に疇托触I.Jill●的に口鰻饗9こ鹸<. ・内外面．ヨコナタ ． 上鯰霧 ll!Jc色 lil) 

• u丸く訥I'll.. ・底艇 ふd)t)復貼り付1/
• 高AU外反気駁1;'5り山し 嘔謳a丸 “白．

72-6む
" ft 

~ 2 10 I 
（訥9る．

l 

鉢
鉢 I)

翌贋 ロ粍 器品 旺径 形 態 /I) 特 徴 成形技 法 の f;j徴 舶 土 焼 成 色 躙 漏考

・ ！＊紀U円彎＂峠に~-ら上Q . A圃的1こ • 内外面ヨコナ，，，． ct・Uを a乞買 ＂灰e1a1 
n縁節に讀Ill.Iii＜． • 印 ．固E糸切りl?l. 含み．

• 疇t,LI平 をP-'ls.f-nを若干つを •内函ていか•(、 {tJ:lf-t R. 

10-10 131.0) 11.S 10.6 
みI!!す． マを●~ . 

I 
・ば紐．平改．

• I&船ua繊的にLIii紙1こ絨<. • 内外面． ョ コナデ． 砂Rを i.:w l'L 皇 図
• 薯位は丸馳をRら．上万に否干->'I.み • f'liii. 馴毛ttJ:11. 含む． 灰色

出 ~ . 外．灰

11-8, (3:?.0) (6. 71 澁畢
a!il!! 

・体岱は外反沢鰈9こV'.,, I一 ~ - • 内外Iii.flコナデ． ． 口患胃 〇仄<!! ( • ) 
• 蟷霧4平印面をりら．外1』Iこ万わ 1 ・内園.f旦 lf-t-1'を編T.
;,tlJす

II —& ば:il.:ilに2)
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U(l • 

g贋ロU a~J~if 彫 慧 <I) 特 徴 成 形技 I去の 特徴 胎 t燎成色躙 鑽膏

・体W,,;r勺彎＂嶋 に立9、1り ~Ii し，" • t't ~tヽ . iJつ十デ． l:l'ti£ !lie. 胃 尋t.!:I!! l!AJ 
がら口鰺隅ill1こ慶杓,:, ・l'I漏 ていnいなIt..t.•ft- 含I.J• 
・鴫饗1:門 ら ら.tT1:・,;t. み:b1". .,~ ●9會

11 -H~ :H. 01 l •J. ~J 

・体軍,J外反気騎に立らヒる． ． ~1·1色 I'll/iiにn
• 鴫瓢U平!!litiif.lら．外方に-;f h.l: 然軸,,,.,.
』． n• る．

ll-叩 130 31 16 lf 
(. J 

1 ・にか戒胃虹叫 る． • l'if¥lil. S :-ti'. 

｀ 
瓦JII 灰色 (・l 

•UIが＂山llli:111',. 91111こお干9 鷺 ・既船．じ剛．
,. 出 ．ヽ • 内ell.-:; いnぃt,: /t.1:: •-f

11-91 129. 61 ll l 19 I 
・庄，，，.'f狂． -t,,. 々 鴫ヽ ．

I i ' I ・はff.I』内彎'Jlllllこでら上<,. •R外幽． ョ コ 1 -f', . <llflll 111111色 IJ馘祀1こ
・疇肥uIt. 恥をM,, . 外r,~-'.1 み出 , . • 底，，，.IHI転 IJ)'l. f、tft.l員が
• ltM. 平a:. •旺闇躙縁. 1"ヤ!Il If. ，，，かる．

11-91 12& o, 10 i 9 • 
• f'I面. It f .f-tf't轟1'. ,,J 

I 
• "flil! 内彎勺鑢にVらlり 曇量的に • t'I外II.ctコナデ． ． . 内 量 ( •) 
口縁闇1こ絨<. ● 霰饗．叫転贔VJll, 灰色
・蟷船ll専柑団~M,,. J. 下に舌ヤン重 • l'lilll. ていnぃ9、(LJ:11 ~ - .!I: 

11-9) ,Jj. 2) 12. • .i:. 21 
み出•ヽ ． 1・イを真ヽ ． 色

• It躯,:.t;む気鰊：-;r_'>i. る．

・仏昂U内彎気疇に立，，J11 tl鯵的に • 内外図.,l―I ,rゲ ． lk~ (. J 
ワ嶋，，，に続く． • 五属．静,t.liitJJ11・
・疇扉・』半!I面ft,¥-ら ヒ下ヽ：・ヽ よみ出 • 在露Rllt.-M·、 ~ n胆1.

II -ill •~-1,l 12.v 10~ 1. • 内“嶋1:.fi! 11. 
• lttl,1J,Gれ訳いにこらl:る．

I . 体11,IJl'J彎汽麟1.:SJ.i:...t ~. • 内外面．ョコナ-t'. ． 円．灰 ~ -型鯵
・鴫昂U平llllllを,.,,. • 哀11.. 飼に糸tJJ•). Cl色 全信：；＂

• 四 ．ギ迂． 外.II~ 輪r,•,,. 

12・110 20.6 7. ~ 6 ~ 
灰色 祐り

I 

I • 体池U~I叉賃駄ヽこ立ら.t~. ． l itR~ ・ 疇灰色 、,,~

・鳴11!,t』平困面を門ら．●鯵!;J,.,.; 丸ん 含み． l・ l 
をA・,. fl. 

I?・I! I 19 & 7 0 7. 6 
• 匠，，•11/ltむ買峰1:立ち16.

・停闇,;.,.●的ヽ；U綸船に鰻く． •l'J,t.“ tli. ョコヤ¥, itt9を・ f• l 
• 鴫鬱,:凹iilを持ら.'11'1・エ下に・）つみ • 内 ていbい(tftl:lf ~(J . 

出1. ←ヤケ論,.. 

n II? J). 11 ・1.1, 
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はJ)

昂磨 口 径 煎高 底社1 形 懇 の ＂ 
徴 成形技法 O)t,S徴 胎土 況成 色諷1偏苓

• 14-t,l:U f'llt'l'tl累に立ら..t., IJW的に • l'I~ 直i ヨコ＋ぞ． re,,含~ を 辺應曰 灰e (Slll 
11縁虹に慶＜． • ftヽ. "'剛．畠白吊.r (I. 

• 匠艦貼り付11Alfl. ぞ仕上uげ．
I?・IIJ -I (13 ,11 11 2 • 門面 J " ~ rを昌｀

I ＂本 陥』ふn●的に口鼠郡に醍・：． • 内n11.ョコ十？ 會 岨灰色 “量1い
・疇出州」凹禰を＂ら.J: 下に・--. ~h lh~. • 内國'Cいわい9ヽ仕上,,

ナヂを庫I.

12・1 ll •J·l. 8 ) ~. 9 • 

・は謬U内彎汽駄に立らJ:I) Ji~ しな • 内外闇．ヨコナデ． ． 冑.bit.I!!曇口鯰
が,,u鑢憾に騎＜． ・庄拓．圏C糸/JJI). [ • I 
•疇旱は1!'1面を樗 ら 上1につ曹 r:llず． ・庄払題i,.ヘ9削り，

\2·11~ 必.• 11.95 9 I ・庄船.!f. 五．
• i'i函 . ii上 •1 1" 3/を冑-~.

I 
＇ ・Wft,I.Lf勺彎”気叫□).r;.J:. る． • 内外Iii.!Iコ-tt'. ． . llllfx色 小型

・悶ftr,Iがド をMr, 外＂こ .)-I,, 出 ・註聾 ltli.JIIIJJ I). (ltibり
喩． ・内iii ていbいな仕上げ

I 
IJ・Uり ZI15 8《5 o. 4~ 

・肛船11P1a状にlil!t!JIる． ・rデを皇 ー`

• ｛い雇 U輪内＂彎気に絨腱に立ら上り． 外m l、 I~ ． ． ． 灰色 小型U
がぅn <. (') 

13 140 Zl I ; _~ 7.2; 

• 疇厚U工平庄圏.f≫つ．
・庄郭 巴

I 
• 体N-111'1彎買導に立ら」.6. • 内外面． ヨ コ ナ干． • 霞灰色 小'¥'IA
・鴫11,U.ll Jo e.., り外万につえん11:'I. • 既"'・ 静止糸U}ll, ( • j 
・底厄.If'既． ・匠饗内“ ていQt>l.lU

I)・141 21 ~ II; ; ~ 
上げナクを真す．

• 既墨勺面に'x,lll『)．

I 
- ~ 厄・lJ平'』冑n只鰊に~ ~-.1: 6 , • 内外面.;i:, ナ兄 ． ． ,Jヽ!¥'!If
・編軍1: 面~nら り方につ2み出 ・庄1£ a.u:.Y.IJJI)・ C• J 

~ . ・匠璽渭鑢 へ'ill'l.

13・14Z ?0.8 S.15 k ~ 
• 旺,r; f-ll, • 内必．ていllいなItt1f I 

1 f'を魔T,

I 
• ~:'l',U贔緯的にL直：：にぼ く． ・内外国 ヨコナヂ＿ ． 瓦買 氏O<!l 小2鯰
・悶氾l1'i'-阻涵を情ら 外方1こ,1 J.IU ・ 底． 鼻tlllttJJ •J . n鯛狐 (• l 

8 I I 7 8 
T. 鳳灰色

lJ・1"3I ?I ¥I 
• 五It:., 狂

I 
I 

・u;:r;u?!彎ヤ輯1こ立らLる． • 門nai.aコ・tt', ． ． 員灰色
戸 “• .II厄じ旱!fl濁" "' ら ． 外 /jに.,1み出 ・壼闇 f町． Uii瓢 •l 

T, • 内面，ていbい9ヽ仕上げ 凰圧色

u-: ヽヽ バ必~~> ~.: 9.0 • 訳后 平It. ナ，，t亀 I.

I 
＇ 
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図版
口怪 塁高 底径 形 懇 の 特 徴 成 形 技 法の 符鬱 舶 土 煉 成 色● ● 彎

書 号

• は屋・よ内彎，，，鰊1こ"!/.ら上る． • 内外園． ョコ ~1'. il't ~ を 囁患胃 圧色 小型鱒
•疇繹は平平担底園を衿-:,. ・庄闇．●11: 集力り． 含C:t. (11100 
• 11尾． ． •1-'lili . C<• tlいな ltJ: t1

13- U~ II. 9 8.6 ll.9 
ナヤを胄ヽ．

I 

I 
・体,,.,よ内彎聾気鴫に立ちJ:.ri.外反し：、 • 円9!.lflj.ヨつ.,.... ． ． 内．胃 l• l 
,,,., 口● 1; 鑢く． •塁愚. IJ!ltr. 糸切IJ, 灰色
・疇舶u平＂薦を ＂ら．外万に・,fみIll •Rfti. (tl;,f-tぞを●●ヽ． 外、及

ll-146 じ紀.6 I ll 3!. 9.$ 
言． n色
・底船．．匠．

・体霞：J内彎賛疇にヌらJ:外{,, • 内慮外扉Iii. ョコ・rゲ． ． 仄色 C•l 
• 鴫畢t..:'fllllllt衿ら. /iiこ-,まみ出 ・ ．静止＊切り．

・紐-r置, 平直．
• ＋内面デ． てい0いな1止•f

U・Iヽ: 30. 3 10. I 11l.8 
t崖` ＇

• は紀11内彎気鰊に立ら上'I.外巨し~ •内外面、 ヨ コナヤ． ， 瓦冒 灰臼色 ( • I 

が如●戴に=<- ・霰Ml . •止_,1'11)II, 口●籐

·• 曽1』凹面を ら．外方につよみ出1. • 鰻肥編.-rャu_!・,r. 鳳 色

13-141 l0.6 13 0 9. ~ 
• 四 ．平a. •内iii. II: t1fナデを綸T.

• 1$昂,:直繍的にm●鬱に攣<. ・I'!外画.3コナデ． ， 須e● 冑灰色 （會l
・鴫紙は'14!,!iliをnら 9カ·~つまみ出 •匠鬱 ・止糸C/JI),
す． • ;ti釦．ていぬいなtt.l:.tf

ll・IO 130.8) 10. 2 9、
• 匠臀 や輯． 1 .yを!IT,

・に幅U内彎9鍼ヽ こ立ら上り曇彎的に • 内外lit.iiコナャ． ． ． . （ヽ l
・口縁鬱~•.:. ll<. •虞昂．圏転糸切り ．

• lJ平uを持ら．外万1こっlhl!I ・底肥閥縁．ョ:J-tダ，
l3・150 立．` II. S '!) 8 

言．． ・匠胃内Ii ftJ_t(-t-デそ
• 匠Ill.'f塁S .. ,. 

•体置,;内出彎慣鍼に立ら上り．最織1こ • 内外ill . aコナデ． 鴫灰色 (. J 
U縁尾に ． •底戴. @I鉦糸切I),

• 層畢,J凹 樗ら．外力につ詈みU!T. • It瓢?!iii.It上・1ナデe

13・151 JI. 9 11., ,,. I ・庄畢.'fL匠．
.... 
I 

＇ 
・に畠U直●但的Iiに口鴫響に纏く． • 内外!II. ョコ・,--?. ． (・l 
• 疇讐U平 を檜ヽ !,,外方に.)'i,,lit ・巳誓．不哨．
T, • 内面. ti』 1: •f-t 'f'を崖·ヽ ．

14- l~Z 四 6 1己2 ~-9 
・既餐 干庄

！ 
I 

I・ • 14:f/.lと内彎気彎•こ立ち上り 鱗●的に • l'l~ii. ヨコナゲ． ． 嶋 l • I 
n●籐；こ綬く． •塵“． 刷鉦＊切I) ,
・疇麿に平l!I面を檜ら、外万につ9み出 • 内鍼 てい0いな仕J:-r

1)-ISJ 31) 0 I0.6 10.8 
言． デそ編....

・虞厄旱霰”
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鉢51

g悶n径 霧高 底径 形 懇 の 特 置 成 形技法の特 徴 胎土1燒成 色.I • 潟

・体鬱Ii員●的に立ら上る． • 内外聞．ヨコナャ． 砂にを JC: 貫 次B色 （胄OO
• Ill畢•~e'Jlliを＂ら．外方1:-,1み出ヽ． ・庄墓．国鉦糸のり． 含o. lllff', 
・塵瓢平鼈． •匠鄭JIii●● -t,,, 仕1:,1. ●灰色

U-1~ 知｀ 10. l 10.9 
• 内函. "Cl • b l•'J. ft上If
-t'I'を●・.-. 

I 
• 体fJI,は編•的に立ら 上り 外liL ヽ』が • 内外ii.ヨコナ・r. • 須息胃 疇灰色 l・l 
ら口縁記に観＜． • 裏If..馳Iヒ贔切り．
・●戴11平粗面を樗，，．外'Jiについ 9出 • It駆••· -t -f'ft llf. 

U-ISS lO. ~ 10 Z 10.0 
T. ・内iii.'C. • IJい !Jft上 If
・血．平直． ナゲ~Jl"f.

•体MUI'!彎気騎に立ら!:'I 外反しな •内外蘊． ヨコナデ． . 灰色 I• ) 
がらU縁“に●＜． •鼈昂．回転糸切"·

• II艦U平を檜ら．外IiにつまIバU • 内聞．ていnぃfllJ:.tlJ

14- 1~ )1.0 11.6 10.8 
t. ャデを亀T.

• 塁馨． 半既．

・体厚は門彎気疇に立ち上る． ， ヽ 鴫灰色 (•l 
・鴫雇ば外力につ重み:ti..-.
•虞雇． 平虞，

U-tS, 捻.6 11. 35 IL~ 

・ 体●は~内ri彎気疇に立．らJ:I).直・的に • 内外薗. 9 コ ~-f'. ． ． ． C•l 
口●鳥 ＜． •匠鵬、 ·止贔切り ．

• 鴫畠ば 面をりつ． • 内幽．ていぬいなtt上If

14・1紅 31 ; ll. I 9. g 
• 虞瓢."'直． ナデを●す．

•体n鴫縁tf孵.響1U 』内彎気鰊1こ立りJ:り． 虜●的1こ • l't~I凰ヨコナデ． ． ． ． f• I 
に●＜． • 底~- .. 止糸CIJI). 

. . 紺血をflt・っ． •内iii. 仕上Ifナデそ鳥す．

14- 1~9 31 0 11.3 10. ヽ
• 虞/Ill.I f-i気韓1こ立ち上る．

・体皇11~彎気鍼↓；'ii.ら上•J . 外反しな • 内外!ti.ョコナ デ． ． K胃 灰0@;. ! • I 
・ がらm縁平畢祖蘊ヽこ贋を＜． •霰"'·lll1転糸tJJ'l. n●畢．
. u "''・ 外方につ9み出 • It躯11i面 仕上,,ナ，，，を

- ~ 色

l•-160 Z?. 1 IU  A.o 
す． 肩ヽ．

・既闇．平e..

・は雇U内彎只騎に立ら tri.ifl●的に • 内外面．ヨコt-1'. ． 須患貫 灰色 (.) 

口縁峯に績＜． ・庄闇．．止鼻のり．

·••u平@illを＂ら ． 外I； とヽつま;,:iJ • 内簡，ていにいなItl. -t" 

U 161 ll.Z 10.6 10.2 
,-, デを働T.
・匠畢．平匠．

・体闇は内彎饒気庫に立ら上ll.員●的1: • 内外面. 3コナダ． 胄灰色 (・) u●螂にく ． •塁鬱、 匹贔りり．
• 鴫躯1:若下凹鰤を衿ら . ~方につ重み • 内iii.ていぬい9、tLI:1:f

.. ,~,I , 虫"'I"' ~- ~ 
出す． ナデを●言．

・匠墨，平旺．
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鱗6)

＂ 
11邑 冨 高 底径 形 慧 の 糟 徴 虞形技法の特徴 狛土 綱成 色 • 鑽 噂

・体重1!1'1彎賢鴫．に立いい）． ●●的に •内外藝. 3コナデ． 妙位を 彊●● 胃灰色 011灰l
n●鵬に彎く． • 虞●● 閾編糸切I). 含u.

• 11•1. .:'fll!I面を怜ら． ．漏•を丸く • 内劇．てい幻いな(1.t ,, 

1• · 163 ll. 1 9 9 t.8 
ti: ifも． 1ヤ亀●.... 
•慶籐亭虞．

・体墓U内彎9鰊に立ら上り．外Kしな ら内外Ill.ョコナデ． ． ん胃 灰白色 (.) 

がら口●平平星蓼塵iiに．績を＜． 
• 霰饒．不明． 口●●●

•鴫●Ll Itっ． • 内Iii.ていnぃa仕上げ 鳳灰色

H-164 3U  ll I 9 ; 
• U . ナデそ●す．

I 
I 

I 
•偉化は内彎気鯰に立ら上り ． 凰●的に • I'! 外■.llコナデ． 須璽貫 !l(l!) (. j 

口鑑に●<. • 塵憾． ＂止,,,.a,り．
● ●墨lil!!lili を＂ら．上下につ t hlh~. • 内●● "Cl'ねいなtt上,,

14・ 16~ ll 9 11~ 10 l5 • 匠躯.'rll, -t-1'£ 纏言 ．^

• 偉●｀●内●憾気鴫鰻1こ1r,J-.1). 外Ii し '• •内外mi.ttJ: . ヨコナf", • ． 疇灰e [•I 
がら口 にく． • 内蝙 If~ テを●會．

• 疇摩ば凹國そ＂ら． 若干外万ヽ： ーフ まみ

l~-1証 ほll.~> Ji). 61 山T.

- ~u門・平厚彎＂ヽ．気：：·麟を こヽ立ち上"・外ぼし“ ． ． ． ． (. 1 

がら口 <. 
• IIIIIIU 糟ら．上万につ1みIll

!S-157 2:11 t U0. 6• 
... 

I I 

l ・体n疇●墨S●Utt内に'f●彎ll面気＜韓．そ帽に立t:,.J:.IJ.●●的に
• 内外■．ョコ-t-1'. ． ． 灰色 (• j 
• 底鯵． 鱒11:.集QJI).

• ち．＂万1こっ:th出 ,.,,._ていぬいな仕上If

IS-16e VJ 4 IIJ.1 り.u ・ 塵T艦,. • 11.. ナデを●-r. 

• 偉籐,1内彎胃疇に立ら上る． • 内外ill.9コ-r"'・ ． ． 鴫灰色 I • l 
• 鴫畢11平 iiを糟ら、門方につ鵞htl¥ ・笠謳。ヤデttJ:11.
｀ヽ． • 内II. ていにい'lti:: 上If

IS・169 us 13 6 9_ 7 • IE• • ギ塵． ナデを●--c. 

・悼鴫隠“U内彎駆＇麟ヽこ立ら ..tる． • 内外(Ii.!Iコナ-r. ． ． 冑灰色 [ • I 
・ は平 ●を糟ら．上Tにつ みヽ出 • 塵”．嗣転集切り．
T. •内聞．仕上•f-t.,.を●.... 

IS・liO z:g, J IU 9 .~ •DU墓tJ,t鰊ヽこ立ら上~-

I 

•体胃Iよ内●気織1こ立 ...I:'I 外反しな • f"I外繭．ョコナデ． ． 轟 ， (. j 
がらロ・籐に●＜． ·• 饂 回転1,,(1,11),

• 鴫，，，U凹圏をもら、上万に.,,み出T, • 門轟，てい0いなlrJ:tf

1;.171 31 I I 11.6 10 l 
・底/t,11富台気諏,.:立ら上る． t ;• そ●會．

I 
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鉢 71

＂ 
口径 器高 底径 形 慧 の 特 徽 成形技法の特徴 胎土 焼成 色調 儀考

・体藝は内11聾鰊に立ら上り.ill■ 的に • 内外面｀ヨコナデ． 砂位を 瓦冒 灰色 （剛灰）

n慶響ぶ：麟！出＜．を • 匠瓢．．止糸切り． 含a.
• 鴫畢ば平重 拷ら．外方に若-fつま • 内由．ていねいな仕上げ

15-l?Z 29.1 II. 55 9.1 
み出す ナ・アを魔"1",
・底瓢．平．慮．

・鴫体が感墨らU,ば;i.●凹内鱒II彎＇にを鰊観槽1<. こ立らJ:I)、外阿しな
． ． 頌恵冒 ． (•) 

・ をつ．

15-173 直.a II. S JD. ~ •底藝、 平底．

I 
・体畢ば内諸●気に立ら1:I). 鍼•的に • 内外iii. ョコナテ． ． ． 冑灰色 C. l 
ロ縁 <. • 墜籐．寧糸切り．
•疇戴It iiiを袴ら．若干外hにつま • 内Ill.ていねいな仕上•f

IS-114 30.1 11.1 ~- ~ み出麒す． ナヂを魔一ヽ．

・底 ． 平底．

•停駆は内彎気彎に立ら上り． 直●的に •内外直．ヨ コナデ． 曹 ， lftt,I(色 (•I 
口縁戴に蒙＜． • 慮厚、国鉦糸切I),
•鴫鱗11平駐面をtts. l:. 下にも干つみ •塵雇員•• ナデ仕上げ．

IS-175 28. 7 11.2 9.1 『
• 内111. ttl:.IH戎嵐....

・ 屠．平底．

• 体曇は内彎気鰊に立ら上り．●繍的に • 内外面．ョコナデ． ， ． ． l• l 
口曇鵬凹に＂面＜． ・既畢、静止承切t),

●鴫出響は そ惰ら．上下に若干つ書み • 内藝．ていわいな仕上げ

15-176 J0.8 11.8 10.2 
す． ナデを11す．

•底墓平註．

•体鴫は内胃気~鰊=1; 立ら..l:•J. 外反しな ． . . ． （り
がら口縁鶴藝 ＜． 
•蟻l謳ば凹 ら...t方に—9まみ出す ．

15-177 31. Z II. 8 ID. 4 
• 底饂ヽ1高台気鰊に立ら上る»

・体畢はu内丸・み賃,をこ疇鰊槽に立ら上I).外反1,な ． ． ． 膏灰色 両口鯰

がら口 <. I• J 
•鴫塁：籐鴫ば ら．上方につまみ出す．

15-118 31. 7 13.• IU ・ ．平底，

・体口轟●麟ヽJ.P'Ir.::平鑽彎面気＜彎．をに立ら上I).II●的に
． ． 氏貫 仄臼色 C•J 

白畠
•疇聾ば 檜ら．若干t下につま 鳳色

IS-179 32.3 12.3 10. 7 虞み出“-.., • ．平塵．

・体響ヽヽ内彎気鰊に立ら上り.Ill繹的に ・内外面．ョ コナデ． ． 頑恵賣 灰色 内面ヽ ：B

n縁艦鄭平に彎困く． ・底霧．●止糸切り． 口縁墨．然輪がか

•疇 1: iiiを＂ら．外方につ虞，，出 ・戯饗員●、へうll'JtJ. 鳳色 かる．

l&・l的 27.6 II.I 9.0 
.... • 内圃．仕1:,,ャ子を鼻.... c~i 
•霰籐、 平底． • 片口船~11、 キズ有1) .

-109-



約81

図.雇ij 口径 爵高 底a 形 霰 の 囀 ． 成形技法の＂霞 狛土1燒成 e● • 1IJ 

・は霧U内気●i..:_iらl:t).aMに • l'i~ili. !I コ t-~. ~t: そ 囁●貫 胄灰e (Ill田
0縁旱に讀＜． ・置.• 11: 贔切り． 含Cr.

• ..  IS.t下につ●み出.... • 四．．．へ,.. ,,, 

16・131”’ 
12. r, 10 0 • JI蓼.'f&, • 内面．ていnいなftI-If 

t'f'そ編T,
・ ~u•内畠．ユ<ナ.,,_

・に鄭u•丸●ん的；：口籐1;●＜． •内外●＂ ヨ ：：.,. 1'. ． 瓦胃 ●灰e C•I 
•鴫薗IJ .. 樗ら- ~1iにつ 直 hlJl"t. • Ill!. 國に切り． 口●●●

・直聾，千虞． • 置畠囀．．へ9胃り． ●灰色

16・1112 29.6 II 5 9~ 
•内Iii. 仕l.•!+'f'を纏T,

＇ 
I 

”ヨ宮＇心 ；，，ヽ動に
•内外■． ヨつ 1-f'. ． 須●● 灰e l • l 

・ロ鴫. . そ糟ら． 外ガI~っ2み出 •置畠． ●止AIUJり．
•l'tlli. ていわいな仕上＂

16・193 ll.lS IUS 161 
T. -t'l't● 1'. 
・霞．平匠

I 
l ・体墨u内彎気織に2ら上.,. ,. 反しな •内外轟. 9コ-rt'. ． l[● 灰 e t • l 

がら~11'11-11Jiに曇を糟＜． •底魁. - Jl:.~Cl) I). ロ．．．
●●鵬 ち．外万 こヽつ重ん出 • 内置． て いねいなに上げ 凰色

16・1以 lU II 8 l<•. 嶋
言． ナデ€●す．
•瓢島． 亭霞～

•体畠1よ内彎鸞諏に立ら.tll • 11.a,Jrこ . "外Iii.!l:J-tt', ． ．吃●II u~ C• l 
n鵬に讀<. •襲饂 ● ll-.4'VJ'l. OU . 
·• 鄭"外鳥万t{9こつ冒l'oillT, • 1'1111 ft t.11-r デ€亀す． allt6 

16・1お !ll.11 12. 記 9., 
•襲聾11 ti鴫に2-.l1,, 

I 

・は鼠瓢e曇は,:内!1日こ彎慶画慎鑢にii.り上1).●●的に
• 内外Ill.!Iコ1'1', 紗包そ 損0胃 灰e ( • l 

口 <. •量饂. (illl,OJI), 8み．
-~ titら．上"ft:-,,み出-r. • l"lili. ていぬいなltJ.lf 良．

15・186 ぼ?.?I IZ. B 10.4 
-t--i'lc.~. 

•停鴫畢u旱貞●的1:ロ縁船に●＜． • 内外藝． ヨコナ"・ 紗~t • ． l灰）
・ 謳1: '・ ●を...,. 下か：詈干., •内蘊. 11:1:,, ナ，，e●r. 魯(J,
tみ出ヽ ．

1, ・193 \ 3(1. • l 0 II 

•は●u曇的1こ口●州1:攣く． •内外鷹． ヨコナデ． ． ． l•l 
•鴫畢L.t'll-11]薦を怜 ら . 1:!JIこ若干つ2 • 内圏．くいねいなtt上 fヽ
n:il'f. -t f't● t, 

It・I~ !)I. • 1 (6. ,, 

・伍霧U量翌・的．`にrnt籐に鑽{. • 内圃． ョコヤ，，． . ． 鴫灰e I• I 
・鴫丸鑢鼻u N.,, 1.・,:1こつ2んIllし

16・19S 130.0) ts. ）ヽ ． 

I 
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鯰~I

＂ 
口往 塁嘉 駐径 影 懇 の 特 徴 成形技法の特徴 胎土 焼成 色● ● 彎

•体Su量●的にn●屋に鑽＜ ． • 内外ill.ヨコ.,.ャ. ~t: を 須患• 灰色 叩
.....、平囚直it糟ら.J:. 下に言干つ鸞 含u.
み出,.

18•1! 渇 il3.!I IS. 51 

・体饗ll直織的に口繊昂に鑢＜． • 内外国. :Iコナデ． ． ． I• l 
• 鴫雇は凹面を糟ら. tTにつ直み出し． • 内繭．は上,,.,..,.i:● .... 
丸験を,..'・

19-197 l3UI lUI  

•停麟U!A平●的漏iこ1ユ●籐に織＜． • 内外II!.ョコナ1'. ヽ 生ヽ9 鳳f;I;~ i • l 
•疇感ば を＂り上下に鼠量コる ．

19・198133.01 lヽ.~I 

I ・に麟U門直織面的を1:.n繊、.L瓢万こに鍵つ<竃. 
． 

・鴫聾U 怜ら ん出1".
I • ． 碁仄色 f • l 

I 

19・1" I l. 16) 16. ;) 

，体摩U直•直的e にユ、ら上上万6に. ． 須患冒 灰色 rai 
'.fl.U(!'.l II¥ら つfhll!T, 口●鳥

●灰e
20-207 は6_2・, 12.91 

• 体鴫艦は曇凹... iiを-JKO. ら上る． • 内外Ill論.Ill ． ヨコナデ． . 生•J 灰色 (,j 
• 鱗ば 糟ら．上下に胃f,-~書み • Pt 11ナデそ●T. □u. 
出,,. 鴫灰色

碕 X ほ8↓I tS) I 

. • 内外．ヨコナデ， 盪患胃 1111灰色 1即

20-211 {28 01 , ~_ 7) 

・体籐は外丸反気疇にロ・畢 こヽ鰊く． • 内外Ill.ョコナデ． 亀 ． 灰臼色 I • l 
•疇霧ば を樗ら．上がこつ ま 9ヽ出｀ —

21)-~lZ ぼ8.0) (UI  

• !t.ll!U内彎気韓に立ら上る． •内a外ii!.:Iコナ;,. ． ． 仄色 ,1. 竪鯵
•鴫霧ば平iii を騎ら．若干つ詈みIU1" . • 雇圃鉦糸切fJ. n●院墓に
・表．平塵． R 諭が

2.1・?21 19. J ,. 6 8.0 
かかG,
（●摩l
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Ull場.. 

§ 麿口径 器高 底怪 彫 態 (!) 持 徴 成 If;技法 (/)n徴 嵐 土 焼成 1色舅 鑽 ぷ

・はIJ,Iよ内彎Ill面＂職 に立r;1る． • Pl慶~ 直．ヨコ＋デ． 妙,iそ 頃患胃 !kl!! 1ヽ堕
・鴫饗1よ千 そ~--, . ・ 畢國転泉切O f ~ • , ~l.J . （鼠~l
・慶IV)1ふ,QI;台れ馘iこ？ら 1_6.

71-?Z2 121.a, 10.? :;;, ]) I 

I 

• u. 船はl'l彎統に'1.ら上る． •!'!ff藝. .3::, -t'!'. ， ， 
小型＂

・疇置1』丸鰊を”う｀ •匠聾．団に糸切り． n輸Ir.<.:
• 匠層.,a. n然●が

21-Z?J IM、8 6, ,, -, .• I 
a,t,.6. 

C• l 

I 

I • It他1いり●気鍼1:¥l ., _t 1). 外反 l~ l:.l • l'l外■． ョコ＋デ． ． . ． n●界軸に
がらIlfl畢1:鑢＜． • 匠鳥 回鮫,f,11.f l) . 日然が
・鴫帆u丸鰊を門.,. • 匠置躙疇、~-'創,,. かり・~ .

? l •!l!t 'El 15 Ill U 1(1.U • 匠置 平a. •f'l !JJ. ti上Ifナデそ●r. （・）

I . -
- ~ 膠I~•● ri1こマら1も． • l't外繭 ヨコt"f'. 
• 鴫Ml!!"i崖を綽ち.I.I,~ つ1;,出す． • t'tlll, ft t1f-t-デを篇1".

• 瓦貫 反臼色 （ゃ）

?1-:?!3 lY,¥Ot 17 ¥1 

• u;~. は内彎胃鴫に立ちJ_I). 外t~ --, .. • 門..111. ヨコ・J•デ． ． 主覆I) 鳳色 ＂`床 ）
がらn●隅1こ鹸~ . • 虞摩.1~1転~C/JI) , 一讚i.
・珊＂ば ,U峠a:そけつ． • 直面隠鵬.f鑓t-、,. , 創 IJ • 貴灰色

21-1.26 ;:!!,01 9. R 9.0 
•直ft,, CL • 内 上11-r'1'4.論T.

・り冒•I 1 illllt'Jに立り上る． -~ 外轟．ョコナデ＾ . 頃息胃 鴫L~色 小型U
· • 麟ヽ 1,1H面t"ぅ．
• 襲聾、'f'llll'!•. 

・厩聾，!ill転糸1,1)1)1'/J. 1鵞J

Zl・Z3; 118.01 9. I (i. 51 

・体艦,;内冑気鴫L;'ii... .I: り．外反Lな 'f'l心 ．ヨ,-r-デ． ． ヽ ， 小野U
がらn縁藝に蒙く會

• II鑑ヽ4 門蜘を惰 r, . 上方；・召＋・—,'1 J, 
•底曇. IUI配糸IJJI),
• 輯鵬囀鱒 -t・f'tl;_J:1f, 

(• j 

21ーエ16 , , ~. 61 5. り (U I 
出1'.
・載置 平塁．

・体畢,;i.丸繍的1こ<r,, rも． • 内外圃．ロ コナ f', ． そ繊H 内灰
r:'ffJ " • 疇感'l を怜つ． ・底響． 鼻l~.,f,f111J . 白色

• 霰墨旱底．~ I @:. ~ - 鳳
21-237 19.5 6 65 7. 7 

・ 体饗.~内芯彎買疇に立ち上') .. ●的に • f'I外直 ． ョコ-r.,., ． Ji.. 重灰色 t:lrl） " 口糧i <. • 虞瓢. 1寧鼻'1)1),
• 疇縁N:t! を拷ら．上li•こ1;:;:っ1h ・底雇躙鍮.~ t'/t bf. 

2H遠 (19. 61 6.8 し＆引
出T. I 

• 霞算は慮む＂駐↓ こ-;,_ヽ≫上る．

I 
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鉢 II

9贋口径 難“ 妊径 形 攣 Jヽ 特 豪 成形＂法の特徴 胎土 燻成 色 •_I ・膏
・は鬱U轟●的に1.e, 1・. l.. • 内外ill.ョコナ¥. ≪)oUを ”胃 電炊e小（直型l鱈
•鴫墨U丸疇をnっ． ・庄続.liil転糸切,,. 含l,.
•墜憾． 平慮

!I・逗 r 15. ~· 6. ぉ 1) 

・体馳11内彎気騎に立ち上 9う．鼻●的に • 内外iii ョコ-tc;,_ ， 瓦胃 ri. 鳳 ,J,p 
n• 艦に慶面＜． • 霰虞!t瓢 Ill! 転糸切り、 灰色 l • l 

•• /1,IJI!'] f "1ち I.方につlhlllT. • 凰騒.1'.Ytt上lfを 外．炊

?I・?.40 21 i fl 6 ' ,~ • 塁,t.Ujlj菫状に安:i\T~. 籍,. ee 
•l'l ili . て し •J. •, 、 r、 lt.Lu

•,I マ€崖"t.

I 
• l'Jr. ↓ 11'11冒気峠に立ら上 •1. 直●的に • 内外ill.ョコナデ． ． 囁隻● 灰色 1I墨•)U 
LI●軍に虞＜． • 霰"・回転糸切り

••ff,UJI. 峠をnっ． •虞●●縁. -rデ仕上ヽ9を

~I-Z41 I~ l ~? ,. 5 •塁贄. 'I'·底． 崖1,

• f,I: 闇；.:•丸at\鍼をJI: ~ ち ．と~- • ! り外ill.ョコ.,.デ. . 生鰻If 凰灰色 ,J-~ 鯰
•II籐ば 糟ら． 上万~ヽ： 言干..,, み ・底畢 IJ蜘皐11)1'), I・l 
山1. • 虞＂＂鰻 .,、9剛I).

Zl・ZH [19. ZI 6. S I;, 11 
•lit曇 半匠、

I 
•四Ul't彎只算1こ立ら 上 I). 外反しな • 内外戯． ヨ コ ナヤ▼ ． 反貫 内Q 重 {• I 
がら口縁1!'.1出1こ麟樗＜． •U :'f1戸1.J~ 灰色

• 疇血幅は 、ら..1:..,;i..:・"み出r. • 内.. f'f, ' 外．仄

%2・2じ9（お，＂ IO. I ~z ・ ．平底． 臼色

I •体甕Uf'tlit,i{I亀1こ立ち It. . •l'I外ill. ョコナデ． ． 生震I! 寡●f!: l. j 
•疇舶U大みを.. , っ． • 匠駆."f町． n諭IJ,
•置Ill q: 匠． •匠舅；＂縁．へ,.. I). 凰色

?2・24' エ.8 8. $ 9.1 ・円iii!l .L ,J-t・-r f● 1'. 

I 

・体聾1よ内胃気鰊に立ら上,. • 内外II,ョコアデ． 煩患胃 ． l• l 
• 鴫出響Ul"llfliを阿ら.f;-f I ft1こ--,1 ;, •甑軍国鉦糸切I)( ?).
す． • 内iiiIt上げナグを轟す．

四・24fi126 1 I 9. ~ ,. 4 
・塵雇 専魔．

• /i/f,tJl'f. t\lt.l.:~. ら_t<t,, • 内外IJl , !Iコすr. ． I ・反冒 l~ □色 (.) 
• 蝙瓢IJ丸鰊そ糟つ． • 戯,._ ~渭 ． n毘
•ft曇↓ヽ裏titl韓に立ら 1-6. ・圧鯵鑽縁.ナデ仕上げ． 鴫擾色

22 2~i ,.2: " IO巧 17. 41 
• 内..ttJ:.tf-t'デを瓢す．

， 

・心llPl9''r.鍼ヽこ:ら 上 ~- • l'I外幽.aコ切1デり．（ 鼻 生硯It■! 又e [ •) 
・鴫““丸馳fRぅ． • 置II',,Hlltr. 贔 ?l. n鑢●
• ロ ．ヰ江． •聾闇II鰻 . -,.1'U:J.:lf. 員t-:!!!

2:? 247 127. ~; g ! I 10~, ・内閲.!l」.Ifナデを轟噌．

I ！ 
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鉢 9

9屑口径 器高 底径 形 霞 の 特 徽 成形技法の特• 飴± 燻成 色● ● 考

・体襲Uf'l●彎気ヽこ'!;讀Iこ立SJ:.り．外反しな ・内外iii.ョっナデ． 砂tl. 瓦賣 灰l!I 直）
,,, ら口 餡 <. • 匠畠．國転集切り． 小石を
•UUr:J縁下万€丸く町¥>. 上か：・フ • 匿鄭肩彎．ナデ仕上げ． 含む．

2:?・248 TT.; JO.I 8.5 
9み出.,._ ・内ll.(J:.L1rすデを霞す．

• 印．半塵．

． • “ 内外Ill.ヨコナデ． 砂含れを 須夏● ． (.) 
・ ． 國転糸切I)• む．

%2・249 28 6 10 0 g 3 

•体算U芸内彎気鰊1こ立ち.t,, . 外匠しな • 内外Ill. ョコナ1'. ＊ 生 It累●色 (•) 
がら口 <. ・底鱗．不綱． 口繊墨•鴫麟ll に£ 袴ら」：方につ1み出す． •内藝． 仕上,1ナ，，，を編'f', 鳳色

22・ お に75) 10.;; 10り
・庄鯵．平底．

・鴫体口彎麟響UPI門1こ鑽面彎＇職に立ら .trJ. •• 的に •• 内外iii.ヨコナゲ． ． ． 貫氏色 (・) 
昂<. • U . 隕転糸切りI?). 口as.

• IJ そ＂ち ．上方につ直みUJ"t. ・底幅・縁仕上． 十デIt.t:1/. ■!! 
公-m 四.o IZ. I 9. 3 • 四 .!jl. 底． • 内II. 11ナ，，，そ●す．

・は畠IJl'I=彎気鰊に立ち上る． •内臼外面．ョコナデ． ． 瓦冑 灰a~ l•J 
·• • 四藝U． ． を樗つ．

・ ．闘転糸切り． n•s・

： 諸勺記ば牡~;.. ．灰色

22・2>2 孤 6S 9. 9~ 8. 5 

•体鱗U内·気鰊に立ち上り．園織的に 讐 ． 生燒11 累畠色 (•) 
口縁．鱗に●<. 口●昌．

•匿II畠9』1!!1平面塁を糟ら．上下,:-,,み出す． 鳳 e
22・ 四 130.3S i 10.~ 9. $ 

・．塁:.

•偉繹戴ば内丸峠彎気を鰊糟に立ら上"'・ • 内外園．ョコナデ． ． ， -~ （・）• 鴫ば つ． ・匹 .llfi糸切り（？）． ー・・匠鵬．平厩． ・塁UPI●状に11れる． 灰Sf!!

22・公 mo 10. 7 V. S • 内由、ていねいな仕上げ
ナヂを纏....

•四日U内彎買鰊に立ち上り 直•的に • 内底外面．ヨコ・rデ． ． 箪息● 仄色 (.} 

船<. . 仕1111上転げ糸ナ切デ,,. 
. ・ IJ．にl'!I平織間底．を情ち、J:方につ1み出す． •内●● を凰オ．

22-255 四.2 10 8 10 3 

・体鴫口底饉饒●饂昂Uは．門1門平こ攣面底彎9韓に立ら上り．轟●的に
． ． 生 lj 累●eC•l 

＜． n●鬱．
• ． ． を樗ち.J: 下につまみ山t'. ．灰色

22・2S6 “虞- ~l JD II n』
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鉢 9

It 口径 塁轟 庇径 形 態 の 特 ． 成形技法の袴置 訥 土 燻漬 色胃 • 1J 

•体畢4暉＇鼻に:l.ら上る． • 内外薗． ヨコ＋子． it~ を 望●冒 灰色 鼻金,:.
• l11J1: 凹藝買鴫で丸鰊を嶋つ. • ll•. • 11:. 晶切l)t'l. 令(J. I!! Lil fl気
・霰．平霰． • 内Ii.ttJ: lf'tデを編1". · tJ• &•C・

ね・ZS7 (27.~I 8.0 8.2 t.) 
I 

• 信墨ば内丸●＂峰 に立．ら1る， I . 内~Ii . !Iコザ・ ． '.L≪ll ．灰e ( •l 
• 鴫纏IJ を糟つ． ・ 置饂． 爾鼻~1) 1,i. m●蓼．
• 虞饂． 旱霰． • 直“●鑢 ナデItt1f. 員!,le~

23-: 四
ほ` ＇`
110 IS) I II .DI 

• i'i■. tt I: げ1't'を重言．

． ． ． ． ． ［・）

:!3・2119 129 31 19 6£1 II 8 

． 'f• 底'l•外國国. 3コ-t-1'. ． 

． 切り．

． ・"IF.I'!!(. 1 

%3・ 如 m.n (I0.2S1 ?. 髯
●●鳳ill ti•上•． ヘ'"'"・
•内 lf-tヂを●言．

． • l'I外II.ヨコナデ． 瓦貫 灰Al!l(.) 
・底駆，lill鉦贔切り．
• 門liJ,tt..tlf~ グを●... 

2.3・2'l Z9.0 10. S ICI.I 

． ・内外II.量コナデ． ． 生鴫11●色 ( • ) 
・底饂．不"・ -Ill. 
• 底....ヘラ剛"・ 反白色

Zl-ZIIZ 126 &) 10 Z 9 i 
• i>t園， 仕上•fナデf.轟 1-

． 

• Pl 外嶋饂Ill蘊“. ft: 回．上転・ヨ•糸ナコ1ナナCl)1'デttデrJを.．.l:t塵fす. ． 
須甕胃 ●灰色 外ilr.:自

• 慮 然輪がか

• 塵 かる．

:!:!•20 121) 2! 10、g I • l'i • (-) 

・体響uri彎気彎1こ立ら上る． ．＂外 ii.ヨコナダ． ． 生鍵Itl:.+. C• l 
●●鯖U平平艇皇嵐．をflt-:>, • 襲饗．不"・ 灰色

• 四 ． ．` 闘ill輯.叫 • -t j'ttJ:. If, F学．

ZJ-264 ほ6.6: 9.8 19.6} • f't j(ナデを●"f". 鳳妖色

•体屋は内・気鍼に立ら上 1) . 外反しな • l'tff.11. ョコ＋デ． ． 瓦● 内． 量 [. j 

がら口a.i.:.翼＜． ・霰曇．鼻止長切I). 灰色

•111•u丸攣を糟つ． • 霰...疇．ヘ.,,...,・ 外．凰

n-m 29.0 10. 紀 8. ~ ・底 ．平塵．
. ,, 直・ていらヽいな仕上If 色
-t'I・そ●す．
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即 u

習屑 口径 霧“ 旺径 彫 景 の 特 昌 成形技法 i'!)特檀 納＋．燒成 色● ● 考

•偉厚ば内●賢峰に-~ち上<,. • 内外Ill.ヨコナデ． 妙1!2{ 爆息胃 灰色 （璽I
·• 畢心皐f.1111を鱗つ． • 底纏．不 ． 含I.I.
•虞畢， 亭厩r ~ >. •屈畢員縁． ナデ仕上,,.

ZJ・?66 !ZS.Ill 9. 9 15.』1
• 内“.,. て1、しいなU上げ
,. を綸｀．

o!f, 胃iJ内~彎=気縁に立ら上4. • 内外面．ヨコナヤ． ． 夏冒 灰 eC..J 
•・ 虞Ill畢響は， そ9 樗 ".,,.L ,.., こIr.tiす"・ •U. 國 1#,i,]l)C1 I. n縁馨、

・内●,tU:.1fナ，，，を量言． 重色

'n・lり5 は!UI 1乙S 10 I 

• 4蓼1』円彎気€鰊＂に立ら!;.la. • 内外面 ヨコナ7'. ． 這順● 灰色 C. l 
• II畢.J .ti.鴫 ・,. ・虞． 嗣~,t,dl'l.
・庄畢．半lit. ・庇暢●●●＾＇剛 •J.

ご•四 ：ぢ.41 1乙3 (5. ~. • 内圃．仕上Ifヤデをa・r.

• ••~u 111• tt11.1.:. 立ら上I).外反しな • 内外直 '.'1:Jナデ． ． 鴫灰色 (. J 
がらU繊蓼に● ＜． •U. 訓駈贔¥IJIJ,

• ••ul!llli を糟ら ...t.fに・ン9み出-r. •置111111鵬．ナ 'l'U J. 11'.

'!;I・w:l:W .1' 13 O 9. (, • 匠墨． 平塁． • 内ii.{lilfヤデを●言．

． ． ． ． 灰e C•l 

?7・Z'.115 ば')Sl りヽ '6 

I 
I • 体疇,e昂U内m彎h気繭峰鯰€ に!l~ J. 6. •I'm• . ヨコナデ． 瓦• 内.If. ぼ！

• u.  Rつ． ・ 厩鑢．回転糸切り． 臼色

• 霞闇U こヽ．＂．ら」:t.. 外．．

JJ-J:!9 I 19い 8.l l 6 
出色

・体聾ll内彎:”胃壮鰊誡に立ら1.I). 外反I、な • 内外“． ヨコ—t .,,. ． 獨●● 灰色 （・ ）

が畠瓢ら口はは●凹裏 く．
•底畢. .tl: ... 切t). 内董ー

・厩鴫 りヒI;Iこ"'.>1J,山T. 鵬．鳳

jl-J刃 ?i.O IU  u • に t ら t~- 色

• lt-S ..: 内胃＂鰊こ立ら上る． • 門＂鰤、 II コ十ぞ． ． ・ ・灰色 （・）

・●塵畢心丸彎titつ呪H． •虞畢． 開転贔のI) ,
. . ,: 円●状に IT~. • 内 Ill . l:l- t· 1f-rf'¼ A T . 

:l.3・331 •2~. ,, II. ~ ~. 6 

•1$~1:1り●気鱗に立ら上り...的に • 内雌 ．ヨコナデ． ． ． 會 C• l 
1-111船に慶＜． • 虞•• “翫皐切りC7 I, 

• 鴫馨IJ丸鰊そN':>. .l:rに・,・三み出.,.. • 内“．ていにいな仕上If

ll-:1.,i 29, 01 II 7 I,. 5 l 
• Ill: 鬱..,... 厩 ． t -f'を●言．
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鉢 9

図奮阪号 口径 11111底径I 形 艶 の 綺 ． 成形技庄の特量 胎土 燻成 色● 爛彎
• 14'艦ui,彎買●に立ら上I)_•• 釘に • 内外置．ヨコナデ． ~12を 盪夏貫 鴫灰en●島一
n●蓼 こヽ贋＜． ・圧曇．厖に条切り． 含c.r. 鼠ヽ ...鳳

•塁••●u~tlilら． 上方に.,fみltlf. •匠冒綱●● ナデ仕上げを 色(/)fl然

JJ・UJ lZ. C, 11.0 (12. o・, 
• • !IL塵． ●言． 論がかか

• f'illi ct-1:.1, ナデそ賣"'. 6, 
ぽ）

•体雇iJ内●気瓢9こ 3 ら t: ri • ● l"iiこ • 内＂置． ョコナデ． ． ． 冑~I!: ( •J 
ロ縁ヽこ慶＜． •虞“寧＊＂＂•

·• 鬱IJ凹面を",,.上下に.,えみ出1. • 内Ii tt:J: 』f-rヤ€皇T.

33-J~ りり.7) II . •~ 10.~ ・底畢．平匠，

•体修ば轟●約1こLI●欅に鰻＜． •内外ii . ヨコナぞ． ． 反貫
内."" 
t.) 

•鴫馨u •111園€糟り 上J1i.:-:、2み出 •底躯． 寧,t,Vjl) , (:!@! ... ・広瓢綸.-tぞ仕上1イ． ，，．● 

l3・lJ~ ll.O II. 4 8. 7 
・底艦．亨I!. •内面. fl: 上ifナデ€●す． 灰色

・停饗•~ l"I彎＂1こ織疇ヽニ~~.l:•l . 外及しな ． (• ) 

が艦らロ,:・電鴫 ＜． 
·• . 惰鴫の學祖II!をMS l下

:13・1箪 131 U 11 S 1/J.1 
こヽ鼠饗言る．

•匠“． 亭底．

12 I 10. 5 

• 体口●置●撃嶋11\●はlばl•f丸1りご鰊彎●t111. を( 鰊.ヽこ.l7.':,..l: " ii●的に . ,, 外漏，ヨコナf'. . 須●胃 IIJX色 !•l 
• 襲響．固に糸切f).

・ 円麟ら．上万につ重みICT, •塵＂鵬●● ナデ仕上 Jヽ.

l3ーエ17 J3. 9 
・ に立ち上る． •内面. flllft7'を●言．

I 
I 

． •内外iii. ョ コ ~1'- ． ． ． C• I 
• Ill&. lilJElft!JJI). 
•l'J面 ． ていねい，~仕上げ

ll-llll 立.6 IJ) 10 I 
ナデそ纏r.

1 ・に艦lll'l!!lif彎そ鰊褐にIt.,t. る． I •内外置． ョコヤ.,._ . • ． 三口鱒
... I.I り上下に•)t J, 出T. • It藝．鑽駐贔切りl'?I, 外■1:0 
• 四 ．平匿． ・IUJ.11纏.~1'仕上（． 艶●がか

JJ・JJll l$.8 l~.z 10.I • 内iiif'. て l •Uいな仕上,1 I かる．
1 t•r. l• l 

-~ 隅は内彎気鰊にa.,,l.'l ●● f'¾Iこ • 内外ill.讐コナヤ． ． 鳳 el•l 
u繊第に鑢＜． ・虞鴫．寧＊り・),
•嶋謳ば丸鰊そ糟ら.I::下につまみ山言＿ ・虞畢●織．へう剛'I.

I 
エ1-340(Z9.8l 12. 75 10. I 

•匠蓼． 平底． .、り圃..: いDいIJ(tJ:If 
ナヤを・-・.

•体畢,:M11●ii的,~n●胃1:虞く． •虞内外幽． ヨコ 't~. ． . 鴫灰色 1・］
・疇襄聾に そNら..L Fl: つ重み出T. • 霧 趾転贔切り．
・ Mi.●直． •慮響内II. ILJ: lf-t,,, 

34-:UI 31.6 10. 7 il.O 
を鼻t
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鯰 6

g屈口径 園墓 底径 形 懲 の 特 徴 1 成形技法の特徴 胎土 焼成 色● ● 彎

・は畢は内彎賃鰊に立ら上I)_幽●約に ・内外園．ョコナデ． litt2を 量患胃 内鳳 叩
0鑢艦に鑽＜． •IUJ. 國鉦糸切り． 含CJ. 色

●●鵬Itキ丸疇置をnっ． •底鄭肩繊． ナデ仕上11. 外．灰

34-34Z 31.8 IZ I I l , 
• 屈畢． 、 • 内蘊,lt.J:lfナヤそ霧． 白色

・停算ば●●的1.:0: ら上し ． ． 瓦胃 知； C•I 
・疇1よ旱訊國を糟ら...t万；：・,,み出 □● , 
す． ．灰色

ふ・l-13 じ真U ) 9, Z 10 Z 
・底墨.lftlL 

I I 
' 

・体r,;1:旱鼻祖螂II!に檜~-りtる＿ •内虞外蘊、ヨコナデ . 濯甕胃 内．灰 ( • l 
●●饂,,: ~ ら．轡千外万につ奮 ・ 畢...Iヒ贔切l)．j? ,. 白色
み出.... •虞籐●●● -t-'f'tt.J:•f. 外，．

34・3H .10. 3 11. 7 10 f ・ 底“• 平e. • f't園仕上げナぞそ●f". •色

・心 u●'l'●Sl的直に立りらJ:1;. • 内外面．ョコナデ． ． 瓦冒 内．● I• I 
•II畢IJ ~ り 上下に若T—,,. •匠鄭. 仕fill上籠糸げす切り． 灰色
み出.... • 内ii. ャe轟-.... 外，凰

:u-~s lll 5 I IL;; t9.2l ・吐塵．平虞． @! 

• U.lt.U内彎気鰊に立ちJ:,, ヽ●的に • 内外園． ヨコナ1', ． ” 1.1:ae: C• I 

n・纏畠響に鑽配重＜i． •厩蓼，．止糸切＂・ 口息
• u平 そ糟ら．汚~fjiこつ ま •塁鵬面.. ｀ 仕.•上' .,. -t'ttJ:.•J. ..色

34・346 33. 0 12. Z 10.6 
み出す • l'I 11ナデを編,..-.

•If: 皇． ．平底

． 

• 体雇1:1り彎鋼馳に立ら上 I)_ ●●的に •内外圏亀ョ コナデ． ． 遍患胃 灰色 {.) 

ロ・屋荏に鑽く． •虞鑑．静止贔切り ．
•疇•1: 面を樗'• ・内藝．ていいいなtt.J:If 

31-34i Z9.~ 11 7 a廷 ・底墨． ． ナデを翼す．

・に闇は内彎気騎に立ち上『）．．．的に • 内外Ill.aコ・rデ． ． 生,,Pl. 鳳 (.) 
口・麟籐に●く． ・慮内饒圏. Ill転糸切りIT). 色

• u丸鰊を糟ら.~11につ 9みIllす ． ・ ． 仕上•f-t-1'を霧.... 外，灰

:M-3'8 (31.6) ll 3 10 ; • 匠畠． 平IL 口色

I 

・体曇は丸内鰊彎賃織iこtら上る． ．＂外． ．ヨコナ1", 瓦賣 灰色 ［輩床I
·• 畠は を檜つ． ・厩聾.I目配糸切り． 口●畢．
・載/Ill.旱置＾ ・慮内嶋II鵬.●● へ.,割り． 鳳灰色

40-371 r,_ u 10.8 8.8 
• ていりいな仕上If
ナデi&T.

． ． ． ． ． I •) 

,I0-372 ,!ft_ 7 10.tl 8. 0 

I 
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的17!

g贋口径 難高 匠径 形 懲 の 特 懺 成形技法の特量 訥士1讚成 色躙 爛膏

• 体畢ば門凹彎面罠彎にマりと下上,る:-. , I • 内外面.il コ ~t'. むRをII 辺恵• 鴫灰色 〔輩）
・疇鬱9よ そ＂ ら． 重l>tt.T. • 匠馨．不剛． 含u.
•底霧． 平鷹 I • 内ii.仕上111・ぞを重ヽ ．

0ヽ・373しZ..61 11.5 16.91 

I 

•偽●1ょ内彎気鰊に立らt<,、 • 1'!~11. !Iコナデ． ． 生娩i:, 皐色 l璽攣I
• II曇ば丸，，馘置を樗つ． •II: 畢 叫＊切り．
• 匠•• ● • 底内畢ill躙. ti: 織上. ,,._ ~ 胴I').

0ヽ-37' 27. 7 10.0 9.l 
• げ"t"1'を●T. 

・は雇口ll鑢!'lltttlいこ立らl:.'l.外ほしな •内“饗!'till. aコt-r, ． k胃 内.!.I; I • l 
がら ●に纏＜． ・ ．不1111. 01!: 
•噛鄭IJ 丸峠を＂っ． • l'ill!. l:t..l:11ナデ4'1111'. ~ . ● 

叡）・375I真.l' 9、6 10.1 
・霰鰍．平匠． 灰色

i 

・体疇算畠U轟藝●的に立丸ら上6, .,,~iii. ヨコt-1'. ． 犠舅冒 鴫!JI色 隣月• u そ＂ら・ ：l'Iめ". • 置駆．繭bWIJ,
・慨・ 平竃0 • 内面 ていnし・ク仕上げ

411・埠1IZO 2) ,。Ill 71 十ダそ●1". 
·• 手IJ)('t『）．

・体鄭Ul'IIII面気t●fitに立若ら上上る． • 内外国．ョコナ1'. 贔 ． ． 
小(•聾l” • 鴫畠U門 ら干 方1:--,"fh出 • 霰鵬.Iii肥糸切り．

言． • 内轟.ii上げナぞを霧....

.c!-382 ll9.8J 7.1 I, 2 
・慶饒UPI鱈状1:安山T{,, 

-~ ●U●●的にtらJ:.る． • 内庄鯵外II!.iiコナヤ． ． ． ． 
翌型）鉢• II曇IJ.l:下につまみ出言． ・ ．寧糸切り．

・虞 ．平匿， • 内面．ていねいなttl:<1

心・匹 rzz. 61 ,.3 11.8 ナデを轟言．

I 
・体畢は内彎＂職に 立ら1:6. • 内外面. IIコナヤ． ． ． 

翡； {.) ．．鑑 :ヽMllltMち上J;につShd! • 底饂→ 亭＊切ri.
言ニ •4艦●●からは艇下Jiヤ 匹色

40・ 珀 'l7.9 IL 2 8. 7 
・底・↓』寓臼気疇に突出.,.. デ仕上げ．

• i"i繭．てし，Uいなtt上1f
ナヤそ● ．ヽ

・体置;薗I"! 彎胃攣こ立らJ.:4. • 内9幽．ヨコナデ， ． JC• 灰白色 (.) 
•鴫纏ll t ~ っ． •塵鬱Ill-、 • 止皐切り． 口●鳳

• 重鯵．皐｀ • 内 仕上lf"t'f'を●T. .,.11色
~O·Jll.'i 27. 5 II. O 9.8 

I 
・体鱗U内.L彎景鰊；こ立ら上6. • l'I外繭．ヨコナぞ． ． 宅鰻,, 糧 e (• ) 
•II墨u Fにつ9み出.,. • 置蟹．国に切"・

口体専皇．皇.t● ． • 鉦鼻．平置・ ・●門面鵬．.ll;J:. ．、 へ9嗣り．
41-3瓢 32 3 12 0 1/),1 

• ,1ナデそ●-t. 
~ 
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鉢 8

9唇ロ釘器 烏 既怪 彫 懇 の 特 徴 成形技 法 の 特徴 納土 燒成 色属 傭考

I •体ロ●學隠は内●気騒1:~ "', l: Ii . 曇●的1こ • l'IJl櫨i.ヨコナ"'・ .. n ~ 辺冑● 鴫9尺色 (lf! 灰）
Jこ絨く． • .... E~l転＊切り ． 合（：．

-~ 隣ば旱叫を嶋：, . 詈干外万1:-,1 ・内繭．ていねいな仕上 げ， 
み出す、 t-・f'を鼻書．

,1-印 JO.O 1(1.6 ~-8 •直躯ば嘔白気鰊；：ユら上6 ,

・体畢↓』内彎＇疇 に立ら上1し 贔●r-11; • 内外面．ョ コナ1'. ． 凡胃 l,¥(ll!: （・）

n縁墨に胴:<. • 江鵬・圃誓:'-11.J"・ ロ●●●
• II畢IJ凹そnり t/fにつLみ出 ．ヽ •II; 璽肩●●ナデ仕上げ． 鳳色

1ヽ-3ふ8 :i: ~ 13. l •-~ •虞戴 1』円 伏↓こ突出't-6' • l'l直 . U:l1J-t-i'を.T.

I 

・は算ば円彎気騎に立",J:., 外反L'-' • 内外Ii.ョコ-t1'. ． 須胄 鴫灰色 （・J
がら . n麟畢に畿~ . ・ロII,.iii低糸切r)(7).
・●畠IJl"I面を持ち.li干t下につまみ • 門面．ていnいな仕上げ

1ヽ・389 直l0 ll; Iり1
出・r. 7 i'を編す．

• llll'll!U高台気砧1ここらJ.:ら．

I 

I •停嶋t;内彎帆鍼に立ら上IJ.~/;( し な •門虞外iiiヨコナデ． ． 夏貫 ~0~ l • l 
がら口纏畢に膿＜． ・ 籐．回転争qり． n •&. 

• 11-•H日iiを" ,:,'.t. fヽ:. .., 重み山T. •虞..... t"デ仕上11. -~ 
41・函 13-1.GI IJ. 6 11. l 

・厩瓢，平匠． • f'fill. f.l:J.:lfナデそ●t. 

・体畢は内彎下 贄鰊·~立ら上る． • 内外盃．ョコアゲ． ． 濯憲冒 鴫灰色 l• l 
・蟷瓢ばt につよみ出す ． ・虞“．不 ．
•虞瓢． 平匠． • II繊 ，ヴ創 f).

•1·391 ill.6! IZ. 9 18,6! 
• 内■, It.I: Ifナデを重・ヽ．

I 
・体~u門彎＇疇に立 ~-l: •1. 外反し：、 ・内外漏．ヨコナヤ． ． 生鰻" 菖灰色 (.) 

・が學ら口u疇凹籐に繊衿＜． • 四 .lillE.11切り(1). [J●戴，
• iiを ち，J:下につ岳み出't, • 鼈饗鴫疇．・ヘ9剛f) ●色

U・l92 M.8 JZ. 6 9. l 
•塵患． 旱直． • 内面.fl l.if-tデを籍ヽ言．

・体響,:!'I彎Iii＂● 1こ立らLる． • 内外藝． ョコナデ． ． 疇 冒灰色 (. i 
・疇塵畢,:!'!I t糟り ，I:下につまみ出T, • 厩“．繭誓皐切り． n●曇．
• 麟．平攣． • I! 戴鯛鱒．へ9創り． ・反e

41·~?、̀ • 32 嶋 I 12. JS 10. ~ 
•内Iii, tu:. げ-ryを編~-

•体感↓lU的に立らJ:6. ・内“外園．ョコ.,..,,_ . 入賣 I'!, 灰 (,) 
•噛鵬J上下に-:』 詈み出T, ・ 内艇繭.-t--f'tt上げ． 白色

•匠麟． 貼1Jl'f l1鳥ti. ・厄戴．・不鵬． 外．●

41 l日 (36 Iヽ 1% 6 nu 11:, 
• l'lii. ttJ:.1ftヤを麗す． 灰色

I 
・体船 .ヽ1l'i彎貫隷1:2: ら上り ．籠IIJl'Jに • 門外iii、iiコヤぞ． • ． 灰aei (, J 
U鑢謳に●＜． ・峰載棒． 不疇． n朧麒

• 11111,Ul!!J面tMら．上力につfnr.11"1". • ff, 鴫鰻.1'1'仕上げ． ●色

41・Jt5 32.0 12 2 {8.?I • Ill駅.f-ll、
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鉢雌

＂ 
口径 塁高 匠径 形 懇 の 特 徴 成 形 仕法 の 特徴 直 1:.1現成 色 • 蝙其

•体饗；“に州鰻胃賢鴫にてら I•I . ●● r-ii: • 内＂幽． ョコナぞ． i:l'ttを k• 内● （摩灰
LI鱈學 <. • 虞“、 訓“贔り<), 含（；． 次e

• 疇籐1:l'!I●を樗ら．上下につ1み出T , •l'l:U繊. ,-, , 酌 'l. ,., ● 

~· . 函
36. 8 H.:-5 9. ~ • 置馨.•1t. • l'liヽ.t1 t,rャぞ€量T . I!! 

・体鬱1:;り彎饒＂＜疇に立らl.•l. 鼻●~ ,- • 内外●● ヨコ1"..,・ ． 生ca,:灰臼e (.) 
n縁瓢1こ ・慶厚 回転≫IIJI), ロ畠畢．
・ 鴫饗I.I.凹圃t．ftら.1: flこつhllJT. • 内面 fl.LIiーナゲそ●T, ●灰e

~l -397 131 Iヽ 12 4 8 1 
• 鉦撼．亨直，

I 

· 体~urり彎賢鰊ヽこ立ら上る ． • Pt外ii.ヨつ.,.,,,, 曇 遍胄● ●灰色 (.) 

• 11~1.l凹直を＂ら.l. ト ,: -~ ,み出 ．ヽ • 内(I).仕上tf'tデそ●言．

,2-3嗚 (31.2) (10 I • 

• I鼻紀ll 饂鑢釣I~ ~. <,J: (, . • ~•t外面 ヨつすデ． ． 五貫 灰白色 (• l 
..  ,,,,』凹面をりら .t"f Iこ・,s.み出-1. • l'I面. r いrJ •. •~ バ±1:.lf 口鼠瓢

ナデを鼻・,. ●仄色

42・l99 又：.0 18. I) 

・位戴1J曇●的に9らI・.る． .,. サ~ Iii. ョコナデ． ． 頃0貫 ・及色 ( •J 
• 11111,IJ曰面€碍ら．上下につ1hl.!l"t . ・底．罠Iii:糸切•> .

・ 11;•・l'~i!, • 内ii.仕.t•fナデ€纏す．

U・400 3-1. l 11.J I. 8 

I 

-~ 畠U内彎気鵬に立ち1:IJ. •• 的に • 内外.!Iコナデ． ． ， 胃仄e l •l 
0縁馳に上鑽I,＜． ・己鴫．傘糸切11.

• 疇•u Iこつ直み止す． ・ 底•織. -t-デ仕上げ．

1%--WI ill. 71 IZ. 7 9. ヽ
•庄畢， 平It . ・ト、iii 下手仕上1<+デ．

．` 畢ば内彎気彎こ立ら上I)_•• 的に • 内外函．ヨコナデ． 生鞭,, 霞 色 ( • I 
口織昂にIi艤i＜． ・旺墨．国飯鼻,U,IJ, ロ艤ft.
・鴫畢ば 怜ら ． 上下に-•·f. J.:bT • • 慮畢．．．へ9創,,_ 重妖色

It-、02 !J. ~ 12 :I!> 10. 7 
• 重：重亭霰． •霰鴫内轟に貼士チ つ !fSl 

~ . 
• rt iil. 仕..t:.if~デ．

•停畢,;内胃賢彎こ立らJ:IJ. 量●的に • 円頑.3 .J 1"デ．
頑琶貫 1I内外 1・）

口縁霧Lに平壼賛万~ i．くこ， •厩冒． 卑~.. , り． 灰色
• 疇畢,: つ重J,出"t", • 置響•• ヘう馴『）． n繊算

,1-い3Ill, SI 12 1 i 4 
・旺算 ・内面 ft.J:.lhデそ●r. et1: 色

I 

I 

・体皇lll'il冒賃鍼心立らJ:.r, _ p的•-: •l't,..• . aコナデ． ． II.貫 知 e (・) 
n縁畢；こ鑽＜． • 底餡， 回転糸VJ1). ロ鑢雇
・疇躯U凹曲を閂 ら ． 上下につよみ出~ - • 霰鄭鱒鑢．ナデ仕上,,. ．仄色

』2・40-IUl 61 12.; 9 Z ・鼈 ．旱塁・
• l'l面 にt11-t"そ●t

I I l 
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鉢 0

＂ 
口径 昌高 匠怪 形 顎 の 特 徴 成形技法の 特 徴 胎土 燒 成 色胃 ● 彎

バ事雇 5ヽ内・彎鵬に立ら上る． •· 内•外曇．璽コ-rデ． -,m• 生鑽り u~ 償灰
• 鴫籐,:上万につ奮み出す． 含lJ, 口●●
• Ill: 重．専艦． • 虞曝謳●鳳、,i● @I吐ii;:1奪へf-t切'1'"'りE．りA． •色

,z-.os ll. 3 12. 名 ~-8 
• i'! T. 

・は畢は内凹●圏気を鳳糟1こ立ら上6. • 内外藝、ヨコ1'if". ． ． ■e. (.) 
•鴫虞II饂IJ ら...I: 下につ f;l~tllf> , ・塁．寧皐QIP)
• ．亭霞． ・置内蘊肩．仕●上● ナデ仕．上11,

u -•oo, 3S.4 ll.O lll.01 
． ＂ナヤ e●'f".

・は霧"'"彎気鰊ヽ こ$1.ち上り． ．．釣ヽこ ． 鼻 瓦貫 灰臼e ( •I 
ロ●學,:鰊＜． 口蓼．

•鴫虞饂鯵Lll!l!IJf情ら上下につ』み出ヽ ． u ~ 
u--10; )l.0 IZ.9 10 (l 

• . lf庄．

． ． ． 宇貴If 員灰色

迂畢
C• I 

42• COlf (S!,, ]I 1•. 8 10. l 

• ~/f;IJ.Pll電気鰊に立り上り． 員●的に • 内外繭-!Iコナた ． 獨●● 灰e C• I 
n纏●に鑽匹＜ • l'tll. ていねいaft.1:11

· • 駆U早 ． そ糟ら． 甚千上方につ璽 ャ亨そ塵~ -

4Z• 四 131 . Kl Ill. お i hlilT. 

• 体艦IJ.1'!彎慣誡1こg_ ら上•J. ●●的に • l"I心．ョコナ.,., ． ． •tx色 [.) 
口・墓に●＜． •門遍 仕上11ナ f't●1'. 
..... ょ上万につ置みl:IIT.

3ヽ・ 1ヽ0 31.0 (1(1.~) 

•偉畢,i内に彎彎＂鑢 1こtら.l:ヽ；．外反して • 内直．ョコ-t'1'. 會 ． ~!! r• l 
u● "'<. •塁“． 幽蝙皐切I)

• 蝙曇吐下に・Jヽみ出.... · • 匹..-t デを€.瓢編.... 
'3·•11 32.% 11 5 11.8 

・底鵬．平厩． ・内iii.ltt1f-rf" 會．

． • ． ． ●灰el• J 

u-ヽIZ 33.0 I ヽ.6~ 9 I 

・仏鴫U内=彎烹疇に立ら上り ..約に • 内外藝.Bコナf'. ． ． 灰色 C• l 
nit饒 ＜． • U . 霞贔fJJI):
．．霧IJ t樗ら．上方につ3み出言． • 塁鵬●●、 ナデ仕上11.

43・413 (33、Ol 1%. ~ 10 . • • 慮鴫， ． • 内面． ていヽ2いな仕上•1
+デを纏 ．ヽ

I 
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即 V

9魯D径 器高 庇径 形 懇 の 特 徴 成形技法の特• 納士 燒成色・ 傭膏
・は鱗1i内彎9載にir,_tf). 幽•的に • 門外面，ヨコナ"'・ 紐を 生蒙It ~t:IC!! (If.tic) 
□縁船に績＜． • U . 仕自上転I糸J-t切デり． 含(I. 口●餐，
・ 鴫畢は上下につ2み出.... • Iり面 ． を朧言． ．灰色

H-414 は-4.0) 14.0 JO. I 
・底畢．平・匠． I 

i 

I 
＂拿算ば曇1:•l'的にに口●ん響出に彎＜． • 内外ill. il :J-t" t'. ． 韻息胃 11/Ji.l!s C・I 
・躙饗I! つf T. •底畢． 寧＊切り ．
•虞雇．亭襲． •内面 仕上げナデ€凰す．

43・115 立｀ Ll ll5 9.1 

・体墨Uf'l瓢ltt¥1會に立ら上り ，外反し.. , ． ． 

がら口，， 』こ織 <.

． ． I• l 

・疇i'falがttl!ilifRち．上 fr:つ詈みl!I

0•415 cw 2) IZ 2 110 21 T. 
・圧船．平st.

I 
I 

I 

・は鬱U重●的に口縁感に鑢く． •内外iii. 9:;;;-,. ャ． ＇ 
． ( • l 

·• ● Ul!'l藝€樗ち . J:万1こっJ.,, 出t. ・u.皿t切ri.
• 塁瓢.'f厩． • 匠編量纏. t'lti:lf, 

o-•11 (JZ.81 IZ.? (8.~ J • 内面．ていわいなit.I:げ
ナぞを■・ヽ．

・体墓11内彎＂鵬 1,::(/らい）. ,.. 的に • 内外it! . ョコナデ． ． 瓦冒
灰n凰彎白鼻色e 
(・) 

口縁瓢に●<. •塵慮畢→回転糸切1)1噌）．
●鴫●1:(ヨ繭置をflt•, .上下につlみ出言． • 籐．．． へ9鼻JIJ,

43・4l8 135, z, IZ. l 10.C ・匠蓼.'t' • ・内●●ていねいなltJ:ir
ナぞを纏T.

・体帆11内鍵彎＂騒に 2らJ_'1.ii●的に • l'I外ii.ョコナ"'・ ． 彊鬱胃 灰色 C•J 
口罐籐1こ く． • 置鬱．回転糸切I).

•II触,:凹面を梼ら.1:/;』こllT-つ鷺ん • 鼈贄鴫●●ナゲftJ:1f,

い・419(32.0i II. 0 9,' 
出言． •内iii ていn,.,な仕上If
・巳鄭．平巳 -r., +. ● -r-. 

•四U門彎＂．気ヽこ鑽●に立ら上I) 外反しな . ,.,、ill.ョっナデ． ． . 11111.ii:(!i l •l 
がら口● <. •U. 厠に糸切り．

•.II幅ば曰llfを樗 ら 1下9こつ竃み出1'. • 門直．ていtJいな仕上If

43・ 着加 :r..o ll.0 11 8 ・u.平虞． 1・ デそ轟~.

• q. 戴U内彎気鰊に立らJ:I).外艮して • 内外園．ョコ-tt', ． 瓦賣 妖白色 (、 J

D●鳳籐瓢．鱒に不鑽e＜ ． •II: 畢，不1111. 噌繹，

• •鴫Ill 上.万I平に底つ"會Iみ出r. • 内國,.It t1イナグを上下 • 色
43-421 ?9 6 IU (9. ll に鼻ヽ ．

・虞畢肩畢．ナヂ仕上,1.

• は襲11●●的にtちtり 口艤畠で外 • 内,Iii、ヨコナデ． ． 須恵• 上．● (.) 

I 
反言る． •塵戴. ~外~"'置・I 灰色

• 鴫~ll.t下1シ）、み出す ． •片口吊 こ攣＂え●あ 下．灰
• 匠島.'I'-匠． I'¥ , • 白色

44・ltt Il 0 12 ; ilO. 看I •t'I面 . Ir上げナ ヤ€上t
に......
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“ 
誓贋 口径 謁高1底礼 形 懇 の 特 曇 成形技法(i)≫徴 IiJ上 燒成 色躙 ● 彎

I ・体讐ll==C.Sl. t, J:~ . • ri外．ヨコナゲ． 妙gi~ 直鬱• ●'尺色 （床灰）
• 鴫曽1.: f揚つ． ●●瓢．鼻止糸tfJll, 含じ｀
• 筐瓢亭艦 ·• 駆鵬織．ナ1'{1:.1:げ．

U ·•23 131 41 1i. 7 j, 8 
• 内II.ていねいなftJ:•1.,.'i'を嵐T.

・体墓IU'f彎気”に立ら上tJ.外FILL、と • 内外蘊. :! コナヂ． ． k賣 灰8色 (. J 
がら口鑢干鵬尉直にを<. • 塁 ．國転糸t,r}f). IJ櫨凰．

・鵬畢u ""'・ §'fl:. 下,:---.1. I • 田)'lllli`肩.tl:縁.1ナデ仕上げ． ●●色

44 -~2ヽ 33.~ 11.8 11. 6 
み出す• • 1f+-r'を●T, 
•塁隅． 平庭．

·体ft,111'llt1t誠に立ら上~ - 須葦貫

·• 畠IJ巴面を＂ら ．上方にll'fっ』み
鴫k色 C•l 

出 ，ヽ

44・4:S J2. 4 13 5 13. 5 
• 匠墨．平Ill,

バ事畢i.:i-i彎庫に立ら上り．直●的に • 門外Ii . !Iコtr. ． ． 灰色 I• l 
口●憾1;;観（． • II籐 ． 不疇．庸台付近ヨ
•鴫鯵は凹●を袴り上 f1:-,重みrl;'f". コナデ．

14~6 32.l 12.8 10. 7 • l!MI. 鮎りNIれ罵む． • 内聞．仕上lf-t't'を●1. 

•体畢は内彎只鰊に立らヒヽ） ． 虜•的に • 内外曲．ヨコナデ． ． 夏● 灰臼色 l •I 
ロ●陀に攣<.

• • 内ll畢直．.t寧.l:上 I糸fナ切デIJ€.重T.•鴫“畢,1日IIを槽ら．上下にグヽ盲み出...

••-ヽ'l7 :ti.I 13. 公 10 I 
・ ．平匠．

I • ． ． ． 内．灰
白色
〔.1 ~-. 

H・t2l! 135, s, U.3 11.3 色

・体重;J内彎気職に立ら上,: Ill●的Iこ ， ． . ．灰色 I・l 
口●鼻に平網囚＜． -Ill. 
.... "'面ff;lっ． 灰色

" -~29 31 9 IZ. i; 10.5 
・駐墨1:裏台賢彎に立ち I.<-.

• ""'Ul'I彎気騎に立ら上IJ.... 『）に • 内外聞. IIコ-r1'. 
Cl縁船1こ慶＜． • 塁籐．圏転糸切I) .

爆恵胃 ●灰色 l• J 

• 鴫瓢LJl'!I曲を惰ら ．上万9こ っ ヽ htil~ . •駐瓢鯛.. -t-1'仕上げ．

+1・130 (36. 2J I l S !I ; 1 ・匠欝.'fill. 
•内Ii . 仕上11ナデを●..... 

I 

・体厚I.I.内鰻彎気＜鍼.~'ii.ら上I) 直•的に ． ． 瓦● ． 繭口鱈

口嶋縁“畢iこ ． C•l 
• 11凹平園匠．を鱒り上下につ重みti!r. 

い・◄JI JI Z 12. 6 6. 9 
・底II.
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鉢四

t号口径 器鷹 庇径 形 懇 tJ) 特 徽 成形技法の特霞 胎 ..t.焼成 色鯛 • 膏

•体謳ば内旱彎圃帆疇を,:; こち上る． • 内外Ill . ョコナデ． li>含ttを 反貫 駅白色 ［賃灰］
• II• ば 怜ら、上方につ冑み出 • 霞塁.• . :f'-'I • o. 停蓼上.... ・ 肩鑢．へ9剛I). 争．●

4:-437 Z9.0 11.7 9.l 
• 匠駆．平霞． • 内●●ていUいな仕上If 灰色

r rt● -,. 

•体触□U織内彎気彎に立ら上り．外反し“ •内外■. IIコナデ． . . 灰白e｛・）
がら 籐Iこ=<. • 塵畠．回~.,,,_切l;IJ, m●● 

• 鴫鱗は凹聞を ら.t.11につ鸞み出す． ・底畢、ナデtt ,1. ．灰色

,1-,: 這 （口.21 II.、lO. D • 霞量；• 平匠． • l'lill. tt..t 1f ~ デを編會．

・体畢は内麟彎気鰊鞭に立ら上IJ.外匠しな • 内外面． 璽コナヂ． ． 

董• ●灰色 〔・lがる口● に く． • 内■. ttJげナデ€●す．
•畢雇は平面そ樗ら ` 君-f界方に ··,t

ヽ7·◄l~ JI.O (9. 71 
み出す，

・体駆111り・貫絨に-s,らJ:ヽ． •門外蘊． ヨコ-t'I'. it~ そ 瓦• 内白色． 灰 [,) • II島9』面を糟ら ． 丸（仕上,,~. •鰻狐面 lill貶泉切〇． 含み．

•塵... "塁→ • 門 . I士上111'デがおお 員． 外．●

,1-1ヽ0 (29釦 II Z 1, 2 '•. 灰色

•体麟u•叩Iこ立ち上~. • 内外面、 ヨコナデ． ~ttを ・ l'I. 灰 [.) 
●鴫匠墓● こヽiiを衿ら．上下につ置み出す． •塁麟．國藝糸切り ． 含(J, 臼色
• ，平匠． • 塵塵,員~● へ,IPJり． 外．●

7ヽ-、"(~ . !I 11.3 Ill. 2) • 内ナ ていぬい，， tt上•f 色
・言．

• 偉麟屋らロ11ば・内亭彎籐11圃気1こ●鰊をに立ち上r)_外反しな • l't外■．ヨコナデ． ． 盪●● 鴫灰色 (• l 
がく． •IE墨．罰転糸切り．
・● を怜ら. 1-. 万につ重み出 • ,till. 仕上•f+'rf;● .... 

47-•t2 29 ; 11. ()5 8, 8 言．•匿蓼U●む9騎1こ立． ら上る ＿

・に戴U●寧●阻鍼的に立＂,:,.tる． •内外Ii. 璽コナデ． ． 灰色 ( • ) 
..  ,,, ば をら．上下につ葦み比 •IS;•. 不綱．
す． • 内園。ていねいなtt:J:1 I 

•T·UJ 134. ZJ II. ZS (11.0) ・庄蓼．平置． -tデ｀属す．

・体馨,:,勺彎鸞鰊に立ら上り ●●的に

•• 底内外隅籐ill•編., tt 艤1．:.1: ,．ヨ1げ,へコナナうデ．
． ． •ロ•纏訳色 (.) 

口●謳にa<.
●罐/llll:t平阻釦そ""'・上下に冒干.,皇 •厩剛9 ●色

47・4-H 31 C 12 I• ,g 1, み出T. •rt'f'~li"f". 

I 
• 霞昂．平底．

・体鱗1J●知1:ロ編に績＜． • 内塵外面．ヨコナデ． ． 瓦胃 擾日e (• I 
•鴫馨U凹面を槽ち．上下につまみIll言 ． ・ ． 鱒艇象切デ仕り． ロ重灰闇色•虞麟． 平匿． ・底曝.鯛.I● Li: ・t 上げ．

•7·415 34, S IZ.~ 9.1 • iii Ifナデを重す．

-125-



~4) 

9号口径 鱈轟 l1E f蚤 形 需 の 符 徴 I 成形技法の特• 胎土 焼成 色 • • 囀

・体響,:内凹画彎気疇に立s,J_6. • 内外園．ヨコ~t'. 妙位を 瓦胃 灰I'.!~ （員幻
•鴫聾は そ幡ち ヒ下につ直み出書． • ill墓，国転糸切 I) . S-<.r. 口●饂
•慮雇、旱霰a •内ii. tt上げナデを編言． 鳳

,:-us 3U 11. J 10,』

I 

•はSUl'JIIMに立ら.l:IJ . • • 酌9こ •内外聞． ョコナデ． ． ， 灰日色 (•I 
n●響に冑＜． • 底饂．霞鉦糸切り． Cl●墨、

·• 皇鳳畢1-11"1面虞をMt,._l下につまん出會． • 霞鯵＿●縁． へ9剛 IJ, 鳳灰色

41·U~ (.!A.?) ll. 5 , .. ・ 、平 。 •内II. it..l:.•f-t デを胃r.

•体f/,IJ rJ彎9職に立ら上る．
• II蓼 1,11'.!J面t ilt ら . .t f;: つ重hlllす．

． ． Urt 貫灰e
n● , .. 

t • I 

■e: 
•7· H ~ 11 (J 1% • 9 • 

I • はMUl'i彎駐1こ立ら上I}.貞●的に • l"t外蘊.!l::rf'デ． ． 瓦• 庚臼色 t• l 
口縁畢に●＜． •塵Ill. 固駈贔り'f'lり.1- ロ●鼠
••11111凹面を樗ら '.t下につ f h出~- • 塵墨躙●● ナ ． 1.:11. ..灰e

45・≪9 29 2 II 8 M • • Ill墨 ． 平巳 • 内禰｀ていnぃ!Jft」:"
ナ1'£.皇"f.

•si~u•• 的に立らとも． • Pl碩 ．ョコナデ． ． 狐書貫 内．妖 (,) 
•• ,v; ば凹●~.. ら．上下につまみ出'f". • 内Iii.ていわい!J1t..t1.r 白色

ナデを●T, 外．鴫

48・(5" 128.01 19,gsJ 灰色

-~ 厩1よ内上彎ード賛鴫1:立ら..L(,, • 内外圃. ,Iコナデ． ． 瓦胃 It.-: 白色 l• J 
• 疇聾は につ璽hllJT. • 底饂．回軍糸切り． LJ●●● 
• 塵算は畠台賃峰に突出"f 6. • 内函．仕上Ifナデそ●.,-. ●灰色

48-..~J (33. 2) 11. 6 10 t •鼈軍． 糟円彫．

•1-lll,U ●門霧彎"賢こ疇に立らL ）ヽ, fl/ii I,,; •内外圏．ョコナデ． ． 内．灰 I• I 
，，，ら('] r・ •直謳．薗＊切IJ . 白色

• 鴫●tll!!JIIIそ ら.t: 方につ1みtll"I". ・らりIi.て~' IJI. • なIt.t if 外，顧

18べ,2 !:O.~l 11. 8 10 6 • 虞饂平底． ナデを霞ヽ， 鳳色

• 14:lt.LJJ't•tt瓢に立 1..tlJ . 轟•的に • 内外面．ョコ-t-'I', ヽ 遍●● ●灰色 （・）
n繊,,,,こ●,. ・駈扉．闘転糸切り．

● 鴫麟~l!l!ii重』tNら，上Flこっヽ hlll't、 • 匠舶．．．へ9剛り．

-11!・』5lllW.nl IJ. 2 9. 9 • 匿蓼 平 • l'lill. tt l: •f ナ.,.を●-t. 

I ・f£lf>ば内彎気駄1::/1.ら上(,. • 内外Iii ヨコ1ヤ； ． i胄 灰a色 (・l 
• 珊厚ば上1'1こつ詈み出..- , • 置鬱，不町． n鼻．，
• II; 鄭．平匠． ・門lli.ていnいなtt1: 11 凰灰e

~-,!">、 3ll I 12 2 WI 
t'i'そ鼻す．
・外Ill.帖土紐,~i•t吐 If

I 
6遭鰺ふり．

I 
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II 口径 器高 底径 形 憲 の 特 覆 I 双彫技法の待霞 1胎上 燒 f貞 色躙 傭膏

・は畢ijf'I彎9鰊i.:: _~ ち _t i') _ ••iに • 内外111.eコナデ． り位を u • 疇灰色 （貴ffj
口●蓼に●＜． • It饂．不囀．属白付近． 含む．

• ●● U('!iit糟ら，上下に‘’‘み出1. 3コナぞ．

411-鳴55 13-1.81 13.6 111. 0) • 匠●● 161JN11鷹廿． • 内ill,虹•f-t.,.を •·t .

•は慮は内彎饒気鵬に立ら上n、亀lft'ilに • 内外釦.!Iコナヤ． ． ●灰e t •l 
u●雇にく． •II●， tl傘l 、糸,.,.切t'り．

• 鴫饂ヽl~llt怜ら .l::下につlみIll會． ・内蝙． を●書．

、い~6 31.0 11. 動 9~ •It畢， 平底，

バ事畢は旱直●的Illに樗立ら..l:6. ・内外iii.ヨコナデ． ． ． ●灰e小型鱗
●●扉心 e っ． • 内iii.ていnぃC仕上•f ぽJ

t rt麗T.
~ -~58 IIHI ヽ- ~ 一

・体鬱9』霜●●的に立ら上~ - • 内外iii.ョコ~1'. ． . ． 
小(.宅I鱈• 疇鼈響i』 を樗ら．上下,:...,., み出,.. • 匠麟．不 ．

・麒， ｀ ・塵内●函躙．. .,. デい仕な上仕げ上． 
,a ,s~ (22. 81 u [9.0) • ていJl Iプ

-t f'を鳳:T,

•体&,i内彎気誡ヽこ立ら上 I) . 虞纏的1.:. • 底内外圃. 3コナデ． . 瓦冒 仮白色 (.) 
n●鯵に蒙＜． • 戴．回転糸切I)•

口●●灰鼻色． 
•II麟ヽヽ凹iiを槽ら.J:.方に-,まみ出... •ll四面， 仕•上• ナデ仕上•f.

t8-4≪1 29. 6 11.9 ~-4 ·• 馨, 'I'•慶． • 内 Ifナデを●●＇・

・体謳鯵は直外•鋼•IL的にに立ら上る． • 内霰外感iii．. ヨコナデ． ． ． 内．． ( • I 
•鴫虞 と つ置み出す． ・ 回転糸切I), t.f.(!! ... • 内!II . ttJ: 1f-rデを崖T. 外．灰

Ul•461 (2ヽ 8り 9 I a., 白色

I 
•停墓に内彎1~彎に立ら上11.直●的に • P'I心 ．ョコナ"・ ． ． 灰日e l• l 
口編墓ヽ こ ． •底慮艦艦.. [ijJ転.＊ナ切り n●●, 

• 鴫籐ull ら．丸く納，，る． . . デを.，.... ●●e 
•鼈瓢旱 •l'l• . ていねいなf止 l'f

~9-46? 、 !8 61 12 0 8、
ナ，，，を皇"f.

•体、は内彎景鰊：：立ら.1:.~ . 置纏的に • 内魔外． ヨコナ.,._ ． 逼雹冒 灰色 然外軸1: 自
口●墨1ご蒙繭.:: . • 馨．回転＊切り． がf;•

•鴫瓢は円 を"C,'.L下につ重み:t:T. • 塵匹iii f•l • ヘ9創 I). かる．

~9 -463 JO I 11.0 10.6 ・峰饗． 亭IL • 内 1:1.r-t ヤ€●"T. (• l 

•体蓼1よ内彎貫鰊・；立ら上り ． ●●的に • 内直．ョコナデ． ． 夏• 灰色 H 
口●に慶く， •騒畢．固藝糸GJ I)t? り. 口●畢．
・鴫戴U凹働を"?. .I: 方に.,奮み出1". •塵躯翼•• ナデ仕上,,. ●灰e

•9-44• 30.6 12. ~ 10.1 ・塵麟.f直． • 内lti fiJ:.1 r-t-デそ●~-
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鉢

g得口径 鯰高 匠径 形 憲 の 特 置 I 成形技法の特鵬 胎士 這成 色● 鑽考

・体爆は外反＂魔 1::0:.., J:.(.. • 内外ll、ヨコ.,.,,,_ 紗校を 瓦冒 内．灰 ~I 
• 鴫鴫IS鵬.....ら,J:fjへつ・よみ出す→ • lE鵬．繭鉱糸切り． 含(;. 白色
• 霞畢．平裏：． • l'lill . ..t下~ti:上•f-t デ 外．鳳

49-,~s 130. ll II . ~ 110 11 がお＂ぃ． 灰色

I 

・体鬱は内彎気鰊に立ら上 Iヽ. •• 的に • 内外面、ョコナデ． ． 遍糎• 灰e （・）
• 虞n鑑縁學．に平●虞．＜． 

• 塵雇．肩あ切り． C縁凰
• 内■． 仕.l:tf~-f'. ●灰色

49-』“ 32. S IJ. 7 9.? 

・ 心 u■■li誓t'9に~ら ，上-下Jこi●＜． • 内外II . !Iコナデ． ． 鼻 鴫灰色 (. l 
●●瓢u門 H こつ鸞み出T. • 置艤．胴t;;... d),.,. 

9.; I • 五- ~虞． ・置●鑢．ナデttl:1f.

49-~67 31.' 11.0 
•内園． ていにい1Jttl:•f
-1"'1'を圃.. 

I 

I •は慧Lll'I.気鍼1こ立ら上t) 外反しな • 内外面．ヨコ.,."・ ． 几胃 灰t'l!l (. l 
がら口鑢響ヽ こ●（． ・艦.lid駈"''JJI). ロ●●、

•II曇U巴面を胃ら．上下：：つ 詈 ht!!『. •置昂鑽． り鵬． へ9剛ri, 凰色

49・1611 心~ ; ; I?. 3 I 9~ 
・匿 ．平IL •I引ill I I(ヤグを纏-~ .

I 
I I ・ ~ll,U内●彎気<.鍼にtら上り ．．的に .... 外園．ョコナf'. ． 灰~l!I (•) 

口繊墨に ・匠鵬.Ii]駐糸切り． n●馨
•璽瓢IJl!I面を糟ら ．上下に-, 1.J.ll:lf .

• 四鴫●●ヘ'"'"・ ・妖＆

•9-'69 I心!8f 11 3 9 5 ・匠學． 平塁・ ・門面．ていnいなtlJ:lf 
ナrそ籍"1",

I 

． •内外園， ョコ＋デ． ． ． 仄白色 t• I 
・寵鼻．罰転糸切り． ロ繊鯵．
・匠畠．へ,inf). •色

•~·•10 3-l Z 12お 10、4 • 内面.tt上l1Tぞを籍t,

I ・体響は内饒彎気く彎に立ら上り 外反して •内外Ill ロ,a-tデ． . 濯息胃 t . • 1・）
n●艇霧に ． ・底昂．静止贔切り． 灰色
・疇 Iょ面を惰ら、上下につ1h出す． • 塵鵬●縁. -r'f'tt上げ． 下．灰

., . .,,1 •. , I "' , ~ 61 ・底“．旱霞． • Riii . 上下に仕上げナダ 色
を●←『．

I ・体昂IJ.辰内彎気馳1こ立ら上•l . ロ疇鰍で • 門外画.010ナデ． ． 反賣 灰a色 l• i 
やや外 T6, •置饗. Iii)転糸切り． 口纏鯵
•鴫響IょJ:reこつ奮みIll會． • l'till. tt J:rfナデを●書． •色

~9-412 工iI I•. 2 10. 6 ・慶餐．早虞．

・体船llfli●気駄に'SI.ら胄上る． •l'I外iii. ロ?Dナデ． ． 潰畢貫 II灰色 （・）
• Ill鼻11 旱阻illtn ら . +上下9こ・＇』ま • 塵學. .止．＊切IJ.
み出す． •鱈饗鱈・、 ナt'tl上If,

49・473 ~·6 IZ.U IO. 6 
• 鼈鵬．亨置． •内面、 ftl—;11-t デそ編言．

I 
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鉢 t

It 口径 器高 底径 形 霞 の 特 戴 成形技法の特量 胎士 焼成 色舅1● 考

•I拿籐U内彎気鰊ヽこ立ち上 I) , •• 的に • 内外面．ヨコナぞ． ~~ を 須夏• 鴫灰色 ぼ1
口●11111こ●＜． • 匠内編鄭．固転糸切り． 含IJ.

• 鴫麟~l!I面台を掲ら．上Fにつ詈み111-r. • . tu:.1fナデを●T. 

50•4.t 〇.2 II. 5 ,. 4 ・匠舅ii.I高 気職に立ら上る．

・は塵ば内l'!I彎園気€騎檜に立ら上{,. • 内外面.Elコナデ． ． ． ． (.) 
• 鴫麟ば ら．上下につまみ出・t. ・庄鯵．國転糸切,,.
・庄墓．平底、 ・If鄭肩縁， へ9剛り．

so-、i5［四.3) 11.6 呵,,ー/ • 内Iii.ていりいな仕上げ
・Iーデそ縄r,

・は軍ば内曰彎薗帆麟に立ち!:~. • 内外閏．ョコナ"・ 亀

瓦• 灰色 (.) ·••ti を樗ら」二9いこっ工み出言． ・庄戴．腿転糸切I)I ? l. 
ロ・IX・• it&. 平匠． • IE畠属縁，＋ヂ仕上げ，． ■ 色

50-•il ll!.O) 10. でi 10. II • 門面.C~ 't~ いな仕上11
ナデを瓢'f",

・は馨ば内彎気韓に立ら上I),•• 約1こ • 内外面、ヨコ・T'I'. 鼻 ． ri. tJ.; し・1
口●饒に門鴫轟＜ ・底慮艦胃．圃鉦糸切,•. . 

I?! 外白色仄●●●は を．袴り t下につ置み出會． • • 1-デfl:l:1f, 

SO:,;; 四.6 IU  9、2
・艦..旱重． • 内■.ft trfナデそ嵐....

●ロ灰●欝色

I 

． • f'l外ill.!Iコナ"'・ ＇ 灰白色 I•I 
・直、寧贔切I), 口●“

•虞内•瓢肩. ●＿ へ 9剛 •tlU• ■fll 
50-419 (32. 11 11.8 ,. z ・ ていねいな ,r 

會.,.を鳳言．

＂ば●蛇 Iこtら上る. I . 内外iii.!I ;;J-t" 1'. ． ヽ ． I • l 
••• IJl!'Jliを糟ら．上万1こつ玄み出言． ・塁 ．圃藝贔切り．
・匠．平璽． •曇瓢鍼鑽. ti: ●上， すデIt上げ．

50-•79 31. 3 10.8 （＆着）
• 内 . ,., 十ヤそ翼言．

I 
• IS鼻U翡l'ftl-1: 立らl:f). 外ほしC •内外II. i1コナデ． ． ． ． (•l 
がらU に●＜． • 五瓢． 寧贔切IJ .

·••"' そ糟ら．上方に.,,み出'、. •匠•員•• ヘ9剛IJ.
印・(I幻 ほ2、ll IZ. ti II. t •塁If . 'fl●● • 内Ii tU:tfナデを●T. 

・は畢1い凹内1:彎纏Ii気そ(庫.檜1こ2ら.l'l.曇●的に • 内外藝． ロコャデ． ． ． 内、仄 (.) 
U繊闇 •霰饂． 寧象.,,,,. 白色

• 鴫艦,i ら．上下につヱみ出t. •内藝． 仕上,,~.,,を●す． 外、疇

II0-~81 32. ヽ 11.8 llB • 霞..専匠． 灰色

•体●ば●●的に口鴫頃いこ・しく． • 内外函、 ヨ コナデ． ．鼻 遺患貫 疇灰色 l •I 
●●慮瓢lJ団直itN'!i. .l:"flこつ竃み山T, •慮内謳、寧贔CIJIJ,
• 籐平鑢疇 . .. てい0いなtt上,1

50-•82 Ill. ヽ ） 10.8 (~. 』 I
ナぞを●す．

' 
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鯰

9号口径 難高 底 径 形 懇 の 特 徽 成形仕法の 特 覆 胎 土1屍成 色・ • 書

• ~IJla l'ftl気彎に立ち上I) _ ••i: •内flili . I コ -t~. 紗'2t 亙 鴫灰色 00 
n馨馨鬱,:m平に•●ill <. •嚢霞 贋瓢..,,,JI • 1, 含o. n囁欝．
．．を＂ら .J:.1'1: つIみtll會． • 内●● IHtf-t'f'を..... 鳳

!,1)-,183 32.6 13.2 a.a 
• 載畢 ． 

． • 内外面．ョコナデ． ． 鑽患貫 灰色 C• l 

••• 載量内.轟鳳.囀. I-● t I 1皐・tf -t-t;IJf'ヤftI) ，, l: ．, , 會.． 霜
50・'3' k.2 ll.0 ,.2 

． 

• l'I置置内ill外肩Iii．.ti 鯛•. 転•ョI,泉ヘコ,ヤ切ナ"f'fデりJf ．． i, ． 

． 灰色 C• l 
． 
． ． 

50・4.¥S 134 0) ＂し2 1'. l 
・ 鼻~-

． ・内外Ill.ヨコナデ． . ． ●灰eC• I 
•ll鼻. II転贔1ilJI). 

SI・1116 (29.6) II. • 9 I) 
• 匿内麟iiiII.It●上● -t-'I'仕上11.
• Ifナデを●言．

・体麟籐UU．f'!I旱PI9こ鑽IL彎III~＜ 剛 ：立ちJ:.tJ. •• 的に
• 内り薗 ヨ=-tた ． 夏冒 灰ae(-) 

•• ロ鴫置.＂嶋 . ＂ら .J:.力につlみ出す．
・底flli.lllE集のり． ~ -
・底鵬●鑢．テデ仕上↓f. 凰 e

SI・ 印 lU 11.6 10. 9 
• Pl薔．ていnぃll仕上げ
ナデそ●『．

・体●Ul't彎鍵に立ら上る． • 門外..!Iコナヤ． ． ． 灰0~ (. l 
•UIJl'.!I藝憂＂ら ,.I:.万につ置み出.... ． ．響．嗣翫~WII, r:ue鬱．
• 置●● 平置• • llU●―纏. ~ntt 鴫灰色

51・ 心は 32.0 11.5 9.t 
,, . 

• 内iii. 仕上lfTデを轟'f.

- ~ 躯U内•債鰊ヽこ立ら上 IJ . • • 的に •内外轟．ヨコナ"'· ． 生 IJ ．灰色 ( •) 
口●に●＜． •襲鄭．困0切り ． u●鼠
●●塵馨Ul!'lilitNり 上下につ9み出T, • 塵馨鴫．．へ9嗣ri. ●灰e

SH息913.c ZI II t IO. • .... 慶． • 内外iii.仕上げナデを●~-

バ拿鳥11内l!!I彎■＂鰊檜 9こ．立．ヒら下Jに:るつ． • fl外●●ョコナ1'. ． 遍璽• 灰e I • l 
• 鴫鯵1: を ら flパh-f. • 置躯．回転糸切り．
•塵.. '厩． •塵麟．．．ナデ仕上.,.

5l・t90 ぶ 、 12 2 9 0 
•内劇. tJ: 上IJ't"デそ●1". 

・偉戴11.内彎気'薗こ鰊鴫€1こ:,t!)_f: IJ. 外辰し’ヽ • 内外■．ョコナデ， ． ． ●灰色 l • l 
がウロ ・ <. •置鑑. .止泉筍I)I? I. 

• 鴫s,:旱!fl t M •, . .J: 下につ土み出 •虞蓼．．． ナ 1'1tl: fヽ.

51 ·• 91 “‘ 
12. ~ 9. 5 
.... •内iii 仕よ:if-t デ€●す． I 

• 直戴,: I']●状に寝ttl ' ~.
I 

I 
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“ g贋口径 翻“ 匠径 形 懇 の 特 徴 成彬枝庄の特冨 胎±-燒成 色翼I，儡溝
I 

・は鴨“内彎9鰊ヽ； ~t; ti). 儡纏釣9こ • l'i~!II. ヨコ-t-1'. (t~ を 濱患冨 鴫灰色 屑ris.
□嶋畠に騎＜． ・ロ鼻.•it.. 糸切り（？）． 含な． n●霞1こ

• 鴫層IJL"I側そ槽ら.t: りにつ1み出す． • 匠暮....ナ，，仕．上,ヽ. 胄然輪,,,

51・492 34. ! IJ. I 9 . • • 虹纂．平虹． • 内函，吐上IJ-tヤそ籍ヽ， かか"・
（灰）

I . 体曽叩IIP.ぷ~".,上n 吠 しな • 内匠湛~ iii. ヨコナデ． ． ． ． (. l 

がら口●平饗酎iiiに鑽そ＜． • . tlli. 集11)り．
・鴫 tJ "名.r i:,: tt干つ夏 • 内面 ftI: しf-t-デを編＇『．

51-t9J 30.U 11.0 9, 8 
み出す．
・atr.、;;:!It,

； 

・ 体肥I.I門彎気騎I,'.立ら上り 直●的に • 内塵外ヽ ヨコ＋ヤ. . ， (.) 
n纏響鬱1こ鑽＜． • 雇．自転＊切り景．貼
・鴫 U凹面を椅ち _L下につ重んIllず． り付It贔古．

51-(!M 工,_ ~ 13. 35 12. r, • 旺昂、貼n付It漏ぢ・ ,a台付近..,. デtt.t11.
• r1面．仕、I:,1-tデを轟f.

．， 

•体尾ば内●賓騒に 立ら上~ .

•内外Ii . ヨコ・ナりrデtlJ:デrりそ．． 鰤lfず, 
． Ji. 貫 llt A 色彗 I • ・

●●闇U凹11を＂＇ら'.t方に・,t J. 出t • If躯.lwl転糸 r』●
•匠観、平1L •塵蟹属.U●l● -;-

鳳色

51・`％ 直)6 II 3 1tJ I 
• 門iii if • I 

I ・体饗はl'l彎饒賛峠1:¥I. らJ:り 直纏的に • 内外.3コナデ， 須琶賣●圧色 I • I 
I.I●饂1こ く． • It蓼， ~"- •1;付iii.
・珊底畢11凹園を＂ら .J:.方に-, まみ出C ナデttJ:.If. 

51-496 35 0 lヽ 4 10.9 
• 餡．貼りNII嘉fl. • f'llii !LliJ-t't'そ●-r. 

-~i,;:;f'I彎気疇1:立，.l.り．直●的1こ • l'i,..il. i1コ-tI', ． ． . l..l慮籐I~
口鱒畢に贄{' •既憾、 同饂駄糸国U)I) - g憲●が

• 疇軍ば団蘊を ~o, . L下9こ -;11 み山~- • 底墓眉 、 転糸t,IJri. かか~.

5HW 32,) 12.6 8.4 
• 筐属．皐翫． • 内iii.仕上,,ナゲを●f. l. J 

・体感は内胃面買鰊樗~: 立ら上る． • 内外iii.ョコナt', 灰8色 (-] 
•鴫鬱は凹を ら 上下につ9みIUT, • 既陀． 亀回台.. ． . OJヽ9緯 貼 ロ縁
• 塁1111 . 帖I')付11亀台． ＂炉

鳳色

s:z-ヽ雌 31.: . ~. 2 11.S 
•庵畠I!ナ.,,仕.t1f.
・内薔． て I •f;jいなtt,t•1 
＋デを鱚＇ヽ，

• i. 霧4内●買鴫に立らl:る． • I"! 外面．ヨコナデ． ． 

1・ 
tl:O!!: （・J

• 鴫戴IJ凹画を糟ら上下iご--,, み出r、 • 匠u曇．寧..f 切り． n●畠
• n: 戴．平匠． • 履 ・Yfl上If. ●灰色

52·•\)9 双 6 II S W,ij 
• IりIi . tt 1-1(-t-デそ鼻....

・信闇U内面＂＂鰊ヽこ tち1:る． •l'I外iii . ヨコ-t--J'. ヽ 生 it内ii外 ( • J 
•鴫l!IIUl"J をりり上下につま,.出す． • ll鵬．不疇． 属も~Nii .

直・外園卜↑色I: ． ・巳饒．貼1)付,,裏ti, ヨコナ千．

~-s心 38.1 IS, 3 OI Oi 
• 内函.il ilf-tデを鱚ず．

卓罵

!!! 
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飩 u

§ 塁
I 

口径 器嵩 底径 1 形 鱈 の 特 徴 成影技法の特鑽 胎土 燒成 色 • i • 青
• 1,1.ll,IJ内彎＇鰊ヽ こ立ら上り．直●的に • 内外園， a :, ~デ．

炉を 瓦貫 内色． 灰 漢｝

n輯馨Uに'tl-●囮＜． • 内面． ていIJいな仕上11 む．

・- llliそtos.上方につ重み出 ナデそ鳥す． 外．灰

SZ-501 Z9.4 (10 8i 
T, a色

・体・棒鱗1.1内平担彎●してtら1."・ • 内外111.aコナ1'. 砂せにを 過患胃 妖色 I• l 
• u を檜ら．外J;につ重みtb • 匿"・llti.泉切,,. 
1. • 直鯵●縁．へ9剛り．

臼・刃I(23.0) 7. 5 (12 81 
• !H,',U冨台汽峠に立ら上.c..

・体饗よ内平彎して怜立ら.t.り • 内ii外面.aコナデ． ． ， ● ~~ "'Illti に日
•鴫饂ば ●を ら．外1』につまヽ ,u1 • I々 . It J-1fナデを量T. 然 がか
す． ，，・る、

&9・53l 1乙 ti) I 11.51 - •!E重．丸． (・) 

・に● 門`日彎蝙気疇に立ら上6, • 塵内外iii．. ョコナ9 妙位を 生農け J'l. fx (. 1 
．．畢l.t t"り上方につ9み出.... • lliNi泉切I). 含(J. l!l 
・塁U冨白彎鰊に立ち上る。 i庄S9・!J3 25.0 9. 25 8.2 

I 
I 

•/,t.j璽は内IIして＂立ら上る． • 内蘊．ヨコ+'I'疇 紗けを 遍患● ●灰色 内外面1こ
．．鵬iい心園を ら．門方につまみ出 ・ 外iii. ~ヽ． 含み． 自鵡論が

-r. ・内編．仕上Uナデを●,. 良 かかる．

59・534 {19.61 110. 71 • 慮鵬丸慮． ぼ纏J

． ， 
゜
． ． ． 

C. I 

;p..53~ {Zl.81 llD. 71 

・停墓1i内芯彎帆鰊に立ちJ:1),•• 的,: • 内慮外ii、ヨコナデ．
窃 ．を
瓦胃 灰〇色 ( •I 

口縁霧纂ば <. • •底鑑籐.・ 園..t-~f'虹'J. ,1 • • 口縁鵬．
•嶋 を檜ら．上下につ2み出言． ・灰色

:,~! ふ 埠.4 10.6~ ~.J •匠響． 平艦． • 内ii.てぃUいな仕上げ
ナぞを●T. 

・体舅ば量織的に立S..t:-6. • P'I外illi. ~ コナデ． ． 生彎11 員灰色 ！痕露l
・ロ鑢腫は平薦を＂ら ．置●言6, □●墨

．艮e
il-i¥59 , 2~a, (5 21 

•停鬱1よ-~平匹に立らJ:6. •内外.. ヨ コ -t~. . 須直冒 灰色 口●麟に
・ロ●●U を＂ら .J:.Fに~!< 自慧軸が

鑢●言<>' かかる．

74・660 （公.81 (5. 91 
{ftl覧）
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鉢 ))

=~ n径 鱈濯 底径 形 熊 の 特 ． I威形技法の特徴 胎土 燒成 色・ ● 考
・は鵬uu的に立ら上る． • 内外園．ョコナデ． itnを 碩息冒 灰色 漬楳）
• n●璽UJ.l,鰊を""-. .l:.1iに筐量ヽる． . , .... 仕上11-rデを●... 含む．

~• ·661 (26. OJ IU) 

・体戴↓“員纏((;1こCちl:.(;. • 内外ill.a :Jナぞ． . ． 鴫~~ 内外iiiに
・ロ縁鶴L1平担繭そ鳩,,. 絋・言I... 倉然●が

かかる．

7HIら2, Z'/.6t (6. 71 
（・）

-~ 屡ヽ:••誓JIこVら!".<.. ． ， ． ． l•l 
・ロ●瓢>1丸鰊を糟ヽ ,.絋饗する．

＂`ヽ 31%7.ol (4. 5¥ 

． ． ． ． I • l 

7•·664 ぼ,.oJ " 7] - I 

I 

會 ． ． ． ． ( •I 

;,-1沿5(?9. ヽ） （ヽ.8)

・体鵬 “`り彎買鰊に立ヽ 9上る、 • f'l11-II. aコナデ． ． ． . C•l 
• n縁墨U字駐iiiを円ら. .t下に絋置ヽ •内圃． 仕上げナデを編1' .
る．

H・ 邸 129. 6) (6. 91 

.,... は．．的にq_ <, J:~ . • 内外蘊．ヨコナデ． ． ． ． l• l 
・ロ畢戴,.1丸峠そ糟ら．区畳する． • 内置. ft.l:11十，，，を●す．

H・6G7 fl() 21 u.;, 

． • 門外戯.31コ1'f', ． ． ． (• l 

1小磁 lll.6) I~.. • l 

• 偉鄭憾U量は●的鍼に立"らJ:.る． ． ． 鼻 灰色 い ）
・ロ● 門 を ら 上卜に人色く戴 口患
.... l., 疇灰色

74-ti6り [3:L』） (C_ 51 

I 
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鉢匹

9号口騒 塁高 底径 形 霞 の 祷 曇 威形桟法の特置 馳土 襲成 色• ● 考

・体...,,, 彎丸鴫気鴫tにエら」-"・ •内外Ii. 疇コナデ． .,~ を 鑽●● ●霰0 直翼j
• ロBil Mら．鼠●Tる． 含u.

7•-GiO IJl.01 l;. 1 J -

I •緯鶉IJ■•釣に”立ら上贔． ~ ． 生 11翡i.t • l 
•口●11凹●€ ら.J: がこつ鸞，，出... ●灰e

H・l>7t Ci5 0) (4. :i -

•停嶋』:••丸瓢i：に立ら上る． • ． 須●賣 ●灰色 C• l 
•ll-U を樗ら.ll .. T c,, . 

1C-f7i 129. o, (5. I) 

•体畢艤U●ば●的ヽ こ¥7,r,_tる． ． ． 生,,l"I. 灰 ( • l 
•• ● 丸鴫€鱒ら．上li•~ ·,iみ出 色
す． 外． ■

＂勺 c:111.01 (4.』）
灰色

•体．鳥1』・-に立ち i4'. . 
• Ll 瓢"U丸靡そ鴨り上下に大9く量
景T•

• 珊●● 灰e I• I 

H-'7't •>l. D) (4.61 

・は、・鯵JQJ911丸疇に"立ら..1:.1.6ヵ, 
． ． 

•口 そらに絋●Tる．

． 鴫 eI.・1 

74-Gao !XI. OJ (3.0) ー

•鯵ロ鼠は．u旱．酌墨画に立奮＂ら上贔・ ら．重．畳ずる．
． ． ． 反e I • l 

I 

7S•61l （注.8.1 11 8! I -

・は畢饒9りは皇日●的ら"il.らよ,6, ． , .. "" ... I,』
・ロ●． 聞€檜ら ， 筐量『る．
•疇 ば丸く仕上げる．

？如 12:..0 • 14.1) 

・心u●に●旱”阻」::ii. ら1る呵 • ． ． 灰白e! • l 
•• ●麟 阻曇を糟ら，鉱置する． ロ・層．

●賢色

ア如 (29 61 tl, ~? 

-134-



即 9

It 口径 塁高 底径 形 隈 の 特 徴 成形仕法 の特 徴 胎J:.I達成 色● 鑽考
• r-.1£1:■ltt'1に檜立ち上~- • 内外itl.島コナt', 紗t2f 遍患胄 疇灰色 ｛震繰1
・ロ縁鯵Ill!'.!面を ち 筐璽すc,. 含(;.
• 疇戴↓3 丸< tt.t 1fる ．

r,,-叫 1%6.ZI (J. l l 

・体響U遍疇丸鵬的に立円 ら 上 ~- ． ． ． ． 内綸画1こf1
・ロ●繹は そ ら ..Lトーに駅曇ず6. 蛇がか

か G.

'lli-1渇512ll 81 I• Zl (. J 

・体畠u●繊的に立ら上る． ． ， ． 
内色． 灰 .. 1111, こn

・ロ●麟,:丸鰊そ＂ ら 上方に・コ詈み出 !SIiiがか
T, 外．． か ll.

TS-686 ば'8) 13, 01 
灰色 {• j 

• は瓢11●●的に.ii.ら上る． ． ． ． lll;l(i'!! ! •l 
・ロ・“は専担!lit槽ち．絋彊する．

'IS-68~ !3U I (3. 71 

・は塵ば●●的に:i.檜... t <,. I ． ． 

・ロ縁11凹圏を ら.J: 下に*8 <鼠
． ． I [. l 

量する．

乃→渇8 i~ . ZI !•. 51 • 漕暮；』丸く仕.tlfる ．

I 

・体畢uuばた的彎に立 ら上~- . ． ． 仄色 C• I 
・ロ●饗 を符r, L―Fに大8{拡
tlTl., 

n,""9 (23. &I I• . 51 

・体戴1よ●●的に立ら..tる． ． 鼻 ． ．灰色 (,] 

・ロ拡量縁鄭すUギ駐崖を椅ら．上下に大~ <
6, 

n-釦 131い 13 81 ・●憾ヽ2丸<!'I:-l:•fる ．

-~-ば●綸約にtち上G. • 内外轟．ョコナデ． ． ． ． l • J 
•n●馨は丸峰を檜 :ヽ, , 絋彊.,.,. ・円園，仕上げ-t-'I'を●T. 

75-(,91 01.8) (•. ~i 

. 
• 内t口t外J●・鯵蘊ヽ9． ョコ.,.デ． ． • • J真そ平111r.::ナデ

. 灰色 !• j 

7$・611% (:W. 81 U.6i 
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紅 (1

g悶口径 ~~l(fff l 形 懇 の 特 置 成影棺法の特徴 胎土 燒成 色 • 1 • 考

I 1 ・に響U饂-~に立らJ:l,. •内外薗， 3コナ，，，． 妙含粒そ a息貫 ● !.:f!! ， I {ft•J 
I • n囀闇ば平Kl而をりら LT-に.,_.,( (:. 

駅費す{;,

でi•693 IZll. I)] 13. 9, 

I I 
I I •体皇1ょ員•的に立ら J:.~. ． ． ． ． (・i 

・ロ編瓢1』丸騎そ＂ ら．火&<駅費'fl:,.

7S・69fl 13』2) I 3 ZI 

・体艦,:畠畔，，に立ら上{,. • 内外tfil-tt , ョコ-r1'. • ヽ ． 内外面に
• IJ●艦U丸馳を樗ら．上下に置量Tゐ． •内國 l: rfテデ€皇T. ＂然● が

かか6,

75・E9i (23. 4) (4 8> 
(.) 

I 

•体響ば外反直＂麟をにVちヒる、 • 内外Ill.ョコ ナ:;•. ． I ． 灰白色 (• I 
・ロ輯触1ょ凹 .... ,. 上下に絋彊iTる．

7"・698 1四.61 U.51 

l ・に鄭U戴織的に立ち_Jー4. . ． 灰色 (.) 
I • 「1疇闇1:凹画を怜ら．上下ら大書 く櫨

景一f<,. 

1s-,,,, I ,t •. s, 14. l • 

. "'蓼1:員•丸”鴫‘ヽ・立ち上(,. ． ． ． ●灰色 (.) 

. ,~ ●鬱は そnら 大~ < 筐璽t'6 .

7~-700 (29.%) (:o.UI 

・は畢ば外反気葺に立ら.1:6, 鼻 ． ． 仄a~ l •l 
• n鑢I』平くII仕画上t!Oら，広畳...心．
●●●u丸,,る．

芯-701 12ft. • I (~7) 

ーに隠ば曇●的に立らJ:o, ． ． ． ． r• l 
・ロ縁慧u凹●を＂ら．上 下に拡曇ヽ る．

乃・iOZは9.6) （ヽ.01

I 

I I 
•体饗U直織丸的に立，，14. ． ． 灰色 (.) 

・ロ●“は そ檜ら.t: 下·~大t<• 
景會"・

7S•;'1)J IZI! 4 1 •S. ul -

I 
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細 9

g贋口径 蒻高 底径 形 墾 の 特 筐 成形技法の特徽 胎土 燒虞 色Ill 偏膏

・信畢縁1』..凹的iiiに"立ら上るこ • 内外Iii.ヨコ1・ヂ． 砂じを
・ロ 籐l.t 會 ら．上下に大●< ll 含u.

生燒11●●灰色 t••l 

.Tも，

巧,-1(/l •:J~. 41 , •• 5) 

• 体..,』,•11r-1ヽこ立ち上る． • 内外ii.!Iコナテ． ． 
• 『1●戴IJ,I!.騎を糟ら．絋彊言6. • 内ill . 11:上；.,.,. デそ●言．

濯琶• fli.& (.) 

76・,0S l'Z1 21 I~81 

＇ 
＇ 
｀ 

• 内外itl.ヨコt--r. ． ． 鴫仄色 t• I 

i&-106 I 19. t) Ct. ll 
I 

• 偉修ば繊●丸鰊的に立情~ .L 4r . ． ． ． 伏白色 内藝U(l
・ロ縁鱚iLJ そ り J:T,こ軍景↑る． n●駆． 黙輪がか

●色 か"'・
16-:rtlば,;.o:, t-t. 3・, 

(.) 

・緯 Ullfl●a的疇に立"ら上，，． •内外Ill. aコナデ． ． lllx色 f •l 
• ロ・“は そら．歓量T6, • 内園．ていnいな馴毛り

上If,

16・11鴻 は9.til (4.. J l 

•偉・畢1:ilば●丸的に立ら上る． • 内外藝．ョコナゲ． ． 

・ロ 霧 鴫そ閃ら .J:下に置量する．
. ． (.) 
I 

76・7印 126. 81 /6 91 I 

・体鬱U●●的こ立ら1-.'. •I"!~ 遍．ョコナヂ． ． ． 
“ ( • l 

・ロ鑢暮Iヽ旱厨面そ糟ち．絋嘱1る＿ • 内圃. tu,r-tデe●'f.

76-710 (32.B) (7.fi) 

・体重iこ●●的にでら I: ~- 鴫'

・ロ縁璽；u火鰊tMら．筐饗,r"・ 
鼻 灰臼色 （・1

76・711 l~I 8• ,1 o, 

． • 内外●，ョコ-tf'. ． ． 鳳灰色 内外箇輪こヽ
目然が
かかる．

1,-112 134. e I (l. 91 （・）
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鉢

＂口径 塁高 底径 彫 態 の 杓 徴 成形技法の持徴 I，馳± 燒成 色● 傭膏
， 

・体馨,:内彎平担気Ii鰊·~M 立ら上る． •内外編．ョコナデ， 窃:遍甕冒 疇灰色 lftll) ・ロ●LILL を ら． 上ト・1こ絋畳書 •内面． 仕上,,ナt't編す．
る．

'6・71l 'J,4_0 I l8. 0) 

I ・体蓼U外奴気鵬·~~- ち上.f.. •内外Ill. ョコt-r. ． ． -~ 内匹外面に・ロ縁畢,:丸鴫を檜ら．上下に駆量ヽ~. 目が
かかる．

76-711 (%1 ,, ,. 6• (• l 

・体墓；』凰•的に立ら H.
• r.J縁胃1』l"IIAiを衿ら．上下に絋量ヽる．

． ． ． ●灰色 (• I 

7~ ・718m .2.1 （着.?; 

I 

． ． ， ． 疇灰色 (. J 

7C-719 (2ヽ 6) !4. 9) 

-~ 闇u外Ii気瓢1こ立ら上~- ． ． 

・ロ織“‘“凹重そ糟ら．上下』こ暮饗1'<,-
． ． ( • l 

16・720 (32. 01 ri. ,> 

•Uu,t反気鰊1こ立ら上る．
•f'.l疇學ば丸峠を＂ら．上下に大8 く筐

． ． ． ． C•l 

量't'6,

76•1ZI f Z! o, I~ ~) 

• 体畢1:●●丸鵬的；に怜立ら 1:も． ． ． 嶋 ． l• l 
,n縁學U を ち．上下に大eく翫
量1""・ 

11i-12Z :3>.0J l~-21 -

I 
． ． 會 ． 震色 内外國に

自然軸が
，，•かる．

76•7?3 tl31 8• (5. 51 l• J 

•偉薦1よ纏●的に立ら上6, I ． ヽ ， 疇色 C•I 
・ロ縁舶11丸鰊tMら．歓景"t"<,. 

1E・'7A (34. ¥)¥ !S. j) 

I 
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鉢 n

9麿
I 

口径 闘高 底径 形 憲 の 特 徴 成形技法の杓巖 胎土 焼 成 色 鯛 ● 考
I 

• (.jlfiU鷹畔平桓）鼠iふl 1:.o. I . 内外面．ヨコナデ． 砂ta 環患冒 灰色 ｛洩露）
• ロ櫨畠l.l を檜ら..I: l ,1~ 筐饗す 含<r.
る｀

;6-7%5 I J4, 01 r•. ,, 

・停舶・1よ．．千的駐に立ら上~. • ． ． 内貴 外由に自
・ロ扉t』 “そ衿~ - .t. f1.: s•· 『

仄外色鳳
烹輪がか

し、、 か も．

77・/Z6 118. 8) ｛ヽS) 色 (.) 

・に厚U直iが.lll'J引gに立ら上る． • 内外藝. :lコナデ． ． 生彎I! 貴·~色 ( • l 
・ロ讐’疇’畢 面をt:1,;.tド,.:大會 ＜ • 門面．仕上dナデ€●f. 
すら．

;7.rz; (24. ~I {5.2) 

• 体鯵,iu的1: 'i,_ r,..t:6 疇 • 内~Ill . ヨコ・t-r. ． 潰息賣 内．灰 外遍に自
•n繊冒1と丸隷を＂り 上下に＊き く 菫 色 然•がか
優する． 外．属 ，，， る．

1i-1埠 ,:2-&、) {~. 8) 灰色 ( • I 

•体雇ll●●的に9 ら t ~. • 内慮外直．ヨコナデ． • 灰色 ●内ね震．
・ロ●畢1』平岨.を袴ら..t下に鼠饗... • 籐、童寧璧付糸●切り． Iii. ロ
る． •l't• 1/Hこめ不 ●然麟綸にn

7i・1お ,22.e• i7.8) t.8 •載● 平匠． "・ がか

かる．
l !0. 6 • (. 1 

・体學と鼻•的に立ち上も ． • 内恒.3コナ？ ＊ ． 内．貴 外然面輪にn
• U●謳ば門面をn ち J. l' に大" ~ 寡 灰色 がか
璽する． 外．． I)ヽ <,.

77-,: 記l<~8) 15. I l 灰色 [• l 

・体節u■•的に立ら上4, • 内外●，aコナデ． ． ． ・灰色 (. j 

・ロ鑢襴●響1がl'-!ll面tNら、上下に大,8< • rt面.tt上げ-t-1'を編す．
'tヽ ．

n-131 IZll 2) 1~2) 

•it. ● UH的に立らl:る． • 内外fl!.ョコ-tr. ． . 灰色 [•l 
,n疇畠1』丸彎を愕ら、軍量.,.る．

:7・732 lぉヽ l (6.0) . 

• 偉瓢ば●●的に~- ち I <>. 曹 ． 

・ロ11艇U平担編そ檜ヽ :,. J: 下,:x&<
， ． (.) 

誓量｀る．

77-733 (23. ZI (~. ~I 

-139-



鉢

g閤,-, 径 器高 底径1 形 襲 (,') 特 徴 成彫技法 の 特徴
I 
狛上 燒成 色鯛 傭膏

• 体，，，U轟●約,~ J.ら上る．． • 内外貨iIii. ョコザ. I妙粒そ
•口厄は平1!l面を糟ら 上下に砿彊.... • 円 tilrf-tデを11言. • 含ヽ：．

頃息冑 ．灰色 ＂＂喜）

る．

77. 屯 12'8 ?l 1, ? • 

I 

・は讐iUil螂 1.:立 ら 1· ~ - • 内外...3 :J-t'Y. ． ． 寡●e I• ! 
・ロ編謳IJ平m薦を..., ヒ下に女倉＜
鼠tl--r<,,

li-7.lS 1JO,OI '5 31 

・は鵬1:嶋u纏平的llliliに立ら」：(,. 鼻

•n•f'II ~ 怜ら.J: 下に舷彊｀
1虹色 [,) 

ヽ．

I n -7J6 •JU.1> • 4. I 1 

I 

・は馨1:av~a:立ちJ:る．
・ロ縁讐,U'f'llliliそ＂ ら．上t'に大I'!<

. 疇 ． ． ( • ) 

広量言~ -
7~•73, ぼO.?l 1-1. 91 

・は雇は直●的に立ら上る． ~ ． 

・ロ縁記は丸昧を＂ら ．上下に置量す贔．

． 鴫灰色 〔・）

17・7ヽ0lZ3、31 cs.; I 

I 
． ． ． 灰●色 （・）

77 :&I tzsが ,s; ヽ

・体饗ば門彎気鰊ヽこ~-らJ~·-l,. • 内外園."コt-1'. ！・ ， 鳳11;4!!内外雰櫨輪iに
• ロ●謳ば丸麟そ怜ら. T•~*! く鼠 ・巴畠．不"・ 薗 が
量言も． h•fl· ヽ．

11・i42 (i).01 (10 01 ' ~Z ) 
• II. 皇．亭巴 l• l 

I i ・体響1』轟•丸的疇に立ち上る． •門外iii . ョ:rナデ． ． ． 内．灰 外國輪に自
•n編扉IJ f Rち，上RLこ誓,.,(,. st!! 然がか

I 外．． か る．

,7.;43 IZ/l.111 ¥6. ~' 灰色 (.) 

， 
• ~-.,1皇●If.iiこ 立ら上~- ● ． 

• n-u.ll, 鰊そ樗ら l. f にx.~ く拡
． 峯11色 l • l 

債9る．

;,.,.』 12'1. 員I lらIt
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鉢 9

9悶口経 塁高 底経 彫 懇 c!J 持 徴 威 形技法の特鬱 納土 燒成 e■ ● 囀
・体昂llf¥li気鵬ヽこ立ち上"・ •門外重．ョコナテ． 紗tif:
•I遭雇ll丸鰊そ＂ら， J:Fに大0くは 含u.

孤琶冒 ●灰色 （負櫂J

璽...,. 

17・HS 130.』i !E. 8• 

・に饒U圃瓢的に立らJ;.6, ． ’ 生llllJ 員灰色 (• j 
・ロ●學ば丸鴫を惰ら．鉱量書4-.

17・7ヽ6 1四，8) (7. 21 

•体畢●；』轟●丸的攣に"立ら上~- ． ． 

・ロ 畠U を ら．上下に重量する．
蠣●胃 II灰色 (• I 

r:-7ヽ7 (31. ヽl (J_~, 

• 1$••1•• 釣にtら上る． . 
＇ ・ロ●瓢1J丸鵬を梼らt;.,tく鼠書す".
． 灰臼色 (.) 

)8 -7~ 1? ヽ.01 (S. II 

・体雇U●●的に檜立ち上6, ． 

・ロ纏墓ば凹■を 5 菫曇1'6.
生鐵II ・ (.) 

7ll・it9 123. 61 16, Gl 

・体鼻U員u●平的釦に立ら上る• • ●触 li1そ＂ら． ．鉱量言ふ．
． ． ． ． (.) 

78-7511 (Za.Cl 14.0l -

•偉畢1、..丸的麟にSI.ら上-6. ． ． 
・ロ艤響U を符ら 筐量する．

． ． l•I 

●●闇1:丸く仕上げ.c,,

78-751 1?1. OJ {4 DI 

・体麒u■•的に il..•,.tる． . ． 
・ロ縁畢U平担國を糟ら．上下に大きく

盪●● 灰色 c• l 
筐景T6,

78・,S? (?T 4.' (3. 3,,' 

・鉱饒U●●的に立らtli.
・ロ・“は丸鰊を＂ら．艦曇する．

． ． 生負け 鑽灰色 ( • I 

刀—1SJ , ... 81 (3. 91 
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鉢切

9贋ロ往 器潟 庇 径 形 鰐 の 特 徴 成形技法 の 特徴 胎土 焼成 色● ● 考

. ~-•:--•r:)Iこ立 らJ:る． • 内外iii.3コナデ． 妙けを 囁息胃 灰臼色 ぼ櫂J
・ロ麓墨U平lliiそ円ら． 誓量する． 含u.

1K·™ IJI.O) lJ. 4 l 

・体幅,!庸繍凹が面/`Iこ9ら上(.,, ． ． 鴫灰色 I •I 
• LI鼠皇1』 を糟,,• J:./jlこ-,.,_み出
1. 

i ~·1B IJZ.Ol [l I! 

・体鴫lljl●的にtち上る． ． ． ． • l •l 
・ロ鰺算U丸鍼を檜ち． 筐襴 ＇`る ．

75-156 12(1い け 01

・体響9』貞●的に立，，上る． ． ． ． ． ( •) 

． ・ ロ鱒~UJU]jljを け ら QT6. 

.S 15, (28.• l 13. 61 

・体鵬ば外反気彎に立ら.J:.る． • 内外函.f. 旦gコナデ． ． ． 灰e （・）
•17櫨鄭1』 l"lltiを 111 ; . 駅畳-r(.' • 内iii げ·t f'を●"(". 

78-758 (2U l 14.0) 

・体鴨,1●●的に立ら上る。 • 内外盪i.ヨコナt'. ． ． u~ I. I 
・ロ●厚IJl!'lili£糟ら 置量tる．

78・759 (32.dl (4.21 

• 信鴫は●蛇1::. i): ら 上~- ． ． 生,,O"- I • I 
・ロ艤畢l.t丸騒を檜ら．鼠置す6.

'i8•76(1 (21.U) {3. ft> 

バ拿畢;l量●丸的棘に立ち上6, ． ． 遭息冒 灰a@! C• l 
・ロ縁，，，U を騎ら..J: -y: に大&<鉱
蟹すo.

78・763 '.29 0) !4.A> 

・ 体馨I~ 轟•的に立ら上~ . •内内~Ii. ヨコナデ． ． ． 鴫灰色 （一）
・ロ鰺學U丸臓をりらl下に戴●To, • ■ ft.t1f7デを編言．

;a-1e-1 •30. !> (S.O> 
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鯰ヽ I.I

＂ 
口径[■iGli底径 形 懇 "' 特 瓢 1 成形技法の特盪 胎土 燒成

色’’鋼 考
・ 体廓u••的に立ら上る． • 内外iii.ョコナ1', i>~ を
・ロ..,: 和国EN">. .tドじ絋量す 含(S.

濯e冒
-~ 色
直●1

る．

78•71iS (21 0) 15, 6) 

・信闇ば外反買鰊に立ら」；る．
• I-I●嶋u門面€樗ら ．上下に筐：tlT'-, 

． ． 會 ． C• I 

7~-7" 135 81 (3 6.1 

・体響UOll'lに立ら.t.<,. • 内外蘊．ヨコ-tf'. ． ． 内轟．鵞
・ロ鵬惨ば!"Iii!を＂ら.J: Ftこ-);!<鼠 • 内戯．仕上ィナ1'を編會， ●●が付
.... る． ．． 内繭

78・767 {24.4) I'. 7 10.0 口n輪慧雇論にが
かかる．

( •) 

• 体餡1、•纏Jに立ら .L(,. • 内外■．ヨコヤデ， ． ． 門 鳳 nit畠t;•
• n●畢1』平担直iを怜ち. L下·~ J; &< 

灰外色は ら内iiiに璽畳Tる． 自然輪が

78-r.J IZ7.6) tr..el 色 かかる．
(.) 

・体謳1.1••的に立ら上る． ． ヽ

・ロ縁凰ば門聞そ..... .l下に>:..t(絋
． 灰色 [. J 

彊｀る．

73-772 llO 51 (4 61 

•四u••約1こ1.ら上る． ・門外面．ヨ つナデ． ． ． ． r. l 
・筐ロ織讐籐1.:fll~t JII ら ． 上下に＊會<
すl,• 

.11-173 ぼ4.• l (J, 8) 

- ~-,、■llt-'l'-111Jに立ら上る． ． ． 

• U●鵬は llitftら．筐●T~ . 
． 胄灰色 (・l 

1S・T:'4 (ZO.O) '3,0) -

・体麟IJ.. 9'~•~V t, I必． ． 

・ロ鑢畢1』A鰊を檜ら.l.:1,1:: つ奮み出
． ．灰色 C• I 

言．

;9-ns (Zi. 41 (1. Ml 

・体塵,:曇●凹的璽に立怜ら1.る． ． ． ． l• J 
・ロ・.IJ を ち、上方に.,,み出
す．

19-1811 Iii.Ill ll, ~) 
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由 9

＂口 径 IIll高，＂ 彫

＂ 
の 特 鬱 成形技 法の 袴徴 訥 ．七 饒 成 色. 懺考

• 体~11量•約に~- ら上 る ． •内外奮i. aコ-t1'. 妙食行を 遍I!■灰色 ［衷膿J
・ロ鼠朧心.It.鼠€糟 r』 ..t万に・)詈み出 (;. 

す．

79 781 ぼS.ZI (l, SI 

・は響ば·•lf'鰊11: 立，， I'-. ． ． 主慶；9内貴 （鴫）
• O鑢,r.uit を記 ． 仄色

外．．

19-1訟 (r,, :1 I 3. 7> I 
色

I 
・に鄭U●●的にユら1.6. ． ＊ 

・ロ●籐1い込疇を＂ら .ti; につ2み出
頃蒙胃 疇灰色 { •) 

T, 

79.;113 (2:11.6¥ 14. 4 l 

•体墓11●■的に立ら上る． • ． 瓦胃 ． ( • ! 
・ロ縁蓼は平薦をnち 厭量Tる．

1~ 18-1 llU Iヽ tヽ !,)

・ 体闇ば直•釣』.:.2-ら上る． ， 
• U縁，，，は丸馘を＂ら ． 上万につ董み出

． 環隻● ． ( • ) 

... 
79・785 (30.01 13. 5) 

・は墨lll'l-fi."-疇に立ち上<,. ’ 
． 

・ ロ●雇LL凹園を衿ち． 上J;,~-,fみ出
． ． 1・）

1". 

1V・1晒 (J0.0) 1 l, 6) 

- ~ 鬱U贔●丸疇的に立~ J: 6 , ． ． ． . い ）
・ロ疇厚l.l f. .. ,. 

万・i言f ( JO ~ ) 13. (It 

I ・体鑢鰤鄭Ill員織中的駐蝙に立ら上~- . ． 生彎11『内．胄 l • l 
• n Iよ を惰つ．

7幻誌11四 81

．● 

!ti.II 色

-~ 鴫i1鑽●的1:.2: ら上~- ． ． 

• 口●11,UJL鰊を祠つ．
濯恵胃 疇灰色 I. J 

19・196 l29 11 (2 5 I 

i 
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鉢 3

lt i 口径 I • 16 匠径 形 懇 の 特 徴 虞影技法 の特鑽 訥 土 饒成 色・ 鑽＊

I I ・緯聾は内彎阿彎l1!臓に立らl:る． •内外圃． ョ コナデ． U粒を 攘息冒 鴫欣色 1a111 
・ロ●麟1J を持ち．内方に苦干つi 含u.
ん出T.

印・l',e 07 0、1 ,. 5,l 

I 
・停墨Iよ曇lfj<Jl"I直iI: 立ち上(,, ． ． 夏貫 員fol:~ ( •) 
・ロ●瓢IJ t!IJら 1下につまみ出 口鱒量．..... ●灰色

融）-7'9 131 21 14 JI 

・体戴u11•丸的鰊に立ら上る． ． ． 須患● 灰色 (•) 
• n●麟ば を糟ち ． 歓畳.-~. 口●量．

・色

8v・IIOO ぼ:2.41 13, 41 

・は躯↓い量•的に立ら上．る． ． ． ． 知色 ( •) 
• l1●航U門面を糟ら．上下に大t,翫
鸞tる．

ぶ・lllll132 DI (~ 01 

・体戴!l 慶繍的·~ ~ ら上る． ． ， ． t I • l 
• Q縁l£1J丸鍼tit-->.

閲約2 ( I•. O> (3. D> 

・偉●,: 内111!1彎賢•r.:: ll.らJ:tら， ． ． ． 疇灰色 (. J 
・ ロ纏~ llltMら. J, につth山
會．

鼠卜紀3 (2~. O> (~.', 

・体•縁1.1量U●平覧llil1こ立ら上4, • 内外ill.lilコ-r"・ ． ． ． c~1 
・ロ そ惰ら. 1"1fにつ重み ＂勺●，It:Hf-t t'を亀.,.-
出'f'.

110-1四 (ll. 7) (6.SI 

＇ • If. 鵬置U直Uat9凹幽に2ら上る． • 内外ill.ョコ1・t・. ． ． ~ (•) 
• n鱒 を＂ ら．上方につ鵞みtl!
T, I 

IIO・邸 ほ6.41 Ct. 71 

・体纂：：量的に立ら上る． ． ． ． 鳳Ell.t'!＂外 Iii.'.
• 口縁艇11丸鰊を衿ら．上下に駆量ヽ6, 餞然諭が

かかヽ ．

覆］・心 ば17) (4_ 8) [・J 
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Ut,() 

g百口径 器萬 庇径 形 蒙 の 特 ． I lit~ 技法の特徽 胎土 網成 色● ● 考

・停i,u•i:•l'!J的liに立ちJ:ぃ • 内外111.ヨコ＋デ． ~含nls,を 須●貫 ●灰色 〔●畢l
・ロ纏雇 を＂ら ． 誓量す~.

裏ト如 1直］ヽ I (4 Z! 

• lf.lJ1l曇•丸的鰈に立Hちt(,. ． 

•n●響U 令ら嵐董t6. 
． ． （・）

的ぬ (30.6) しI71 

・体響u●織的に立ら 1ー4.
• n●墨·~門藝を袴ら.l:liにつ予み出

． ． ． ． C. l 

ず．

IO・aot (32, 61 13 7) 

． ． ． ． ． I• J 

証 810¥ 32. 4 I (3.Sl 

・に口縁掲Ul'ilHt馳に立ら上り 鼠•的に • 内外置．ヨ コナデ． ． 瓦胃 灰色 [ • I 
塵に●<. . 底.lilEAIIJ'l{?!, 口●●●

·• 戴U丸鰊t肩ら，F方l~fi干つまみ ・円面.tt.J:.1.fナ アそII~ . ●灰e
濱l-8161公.o, 9 . • 9 2 出ヽ．•底戴1』萬臼気鰊に立ち上る．

・は馨llf勺彎ill底気峰~に立ら上る． • 内外圃．ョコナデ． ． 薫雹貫
内灰外色．． 鴫灰
(.) 

•疇艦llM を ,,'.t方につまみ出ず． ・虞謳，1111転贔，I),
一慮繹，平 ． •霰戴層縁. .,. 1'仕上;f.

駁)・81;IUOI !10, V) 19.8) 
• 内ii.tt..tヽfナ干を●す． 色

., 引響學（UPI丸彎買霞に立ち上{,_
・心.~~=8· ． ． 反色 内慧iiiに自

•• u < ft~ げら、 • II内饗圏． ＊．．． 輪がか
• 鱈 1,. • 内 ．ていnいなナ,,.仕 か~-

7'Z,&34 ．．． ヒ11.

海あがり鉢
薦あがり鉢m

ll 口径 難高 IE fl I 形 鱈 の 朽 徽 成影技法の特霞 訥土 燒 成 色・ • “ 
•体口纏fr,Ul'I彎麟ヽこ立ら上り 直●的に ... , 外●，ヨコナデ，

窃:
獨裏冒 灰e 井上●広

“‘こ●＜． a氏井ケ●... ,』平II函そ,.,.,,t-万1:っtみ出
I ぷ.3 8 ~ 

I 

9 1 
・r. 

• 霞昂.'I'塁．
沖

I 
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漏あがt)t.$1,21 

9魯口径 嘉“ 匠径 形 霰 ）ヽ 特 徴 1 成彫技法 ())t.i曇 舶十，燒直 色鯛 蝙考

• /.S疇-触U/'!平11(! .... ■ をに立筐ら壼1:る. I l • 内外illヨコ't.,,,. ~~ ~ を 濯甕胃 ●灰色 i.li多•木鴫員• u 衿ら し．上下に-, . 置鄭．自転贔Illり． (:. 
2み出.... • 内iii.ユピ＂えによる t[片ケ●

2 25. 3 9. O ~-,, ・底軍平霰， !t I ,r r,, そ編T, 伸

I 

· 体感は 1'111気鰊1こ ~ら上る．
I 

． ． 鼻 灰色 町青石委市わ
● 鴫響は丸鰊を閂ら筐嘱する． 員会
・底畢平匠， ． 

3 ,22.n ;, 6 IL J 

•体記,:内彎気馳,:"・ ら上1).虞纏的に ． ヽ . . ． 
口縁螂に彎 :ヽ, I遭慮外
•電~i.;凹面を樗ら置量し ' .t下じ • •f ■,:(st然

｀ 

ぉ.; a. o ~-1 
み出t 輪がかか
・底闇平I!. る．

I 

I • 澪属1:内彎汎峰•こ ·:r. -.1 t,. • 内nw.!Iコ・rr', ． ． 會 北讚IT■
• 疇籐は•Ill面をりち絋畳し ． 日鴫u内 • 111111. ユピ岬え：：ょ ヽ

史... ロ．..  ．岱籐.．● 』がこ

/iiこ')1み出"t. it t •f -t- 'i' を 饂... .

> ?2 ; ~I ,.o ・匠藝．旱霰．

かかる.

I 

＇ I • ~!f,11f'!:t1i1: _2'. ~_t I). 外反しな •門~•- ョコナ ゲ， ． ヽ ． ． 

がら口● に く，
・慮内畢●， 固ユ転ピ糸,.切..."・ 

・鴫闇ばr,り を 、≫量饗し. L•u内n ・ によ6tt

fi 23 5 ! ,) l! 9 
につ1み出... !: i r •r~ を●言．
・ 匠”．平虞今

＇ I 
・ は畠Uf'l彎胃峠~llり上t. . , .. , 直．ョコナ ~- ． ． ． ~ 1-• 11: 
・鴫8¥出Uk鰊を＂ ら筐儡し，上f,・-,1 •匠艤，回転糸切1) . II; ● 
h l'. • 内iii .iピ＂＇．による tt ロ誡船1:

• 2-1. ~ 8. 2 9.、•Ill.Ill!, lfl塁． J.l(fマそ●『． 自然論が
・慮鴫内幽中央．砧上●き かかる．
ur鴫fj"t).

・体艇IJf'l●気駄ヽ ；-0 ,, .l: ,, . 外尺しな •l't外編 ． ョコナi'. ． . 繹jfj;t,ft
がらn纏戴に纏＜． ． 冑費●介

• 鴫腎U平酎面を樗ら嵐嘱!.. .tllllJJ'l 

8 U.8 8. I s., 万につ9みl!lt,
・虞＂、平f!.

・ jef!IIU輪内旱彎船•気に鰊鑢をに立りい1 外反しな • l'i外国、ヨコ1デ． I ． ． ．． }! J: ●広
fl .. ．． ,u~. ・底~- 罰転糸切 'l . 氏量

••Mu 檜，'筐襴し .1:噛IJ内 n: 紅， Zl.8 ;. 応 T 7 ”‘こつよみ出1. ＂ 輪llく
・庄e.平匠． かかる．

・に●は内彎気職に立ら上ll.'11:i.しな ., り外Ill.ヨコナデ． tt~ を・ 鴫，；；色 ● IGifi歓
，，“、口●厚 攣く． 酎 ：書員会
．．麓U和•を怜ら鼠饗L . 1・・ ドくつ

10 四.l g_ 5 7 9 :th:b'f"• 
・庄鯵、平匠，
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海あがり鉢(3)

II 口径 塁高 匠 怪 形 懲 ＂） 特 徴 成 形 技法 の 祷徴 馳 土 屍成 色属 傭考

• 1$11¥1こ最1"1●11的に立ら上る． • 内外戯． ヨコナ ヤ 如を

・鴫饒Iょ e樗ら筐蠣し 上-~Plヵ 會Cf.
嚢• 灰色 ． 

につ 竃み山~.

11 立 。 6 R ~-7 •虞“． ●置

，体曇Ill-'!●気騎 こヽ立ら.l:G. ． ． 疇灰色 #t鸞広
• II鰍Uk鰊を糟り筐曇し..tT1こっ3 氏量
ん出T

12 tt.? 7.0S 7 9 
• 置，，，，、．平塁．

・ 体重~rt●気鼻1こしら上る．
• 曜螂IJ ,丸騎を糟ら鉱量し..t:)111F'1 /; 

． ． 
＇ 灰色 氏片・上量広

13 ?0.1 6. J t.O 

1こ-)會み山匠... 
• 旺畠.'I'- • 

． ． ． ． 鴫灰色 兵r●贔歓
•会

I• 21.0 0.' 8. 7 隕霞沖

• はば艦は・内ぶ彎＂沿鴫に立ら上I).外反しな • l'I心 .:Iコナデ． ． • ． 
内鋤式会論

がく． • 慶戴．国鉦糸切り． • u 
・鴫 ら筐畳I...t鴫ば内方 ． 

15 2Z. 4 6.9 ;, 2 
につ王み出言． 江井ケ●
・匠鼻．平lt.

I 
沖

． • 内外II.ョコナデ． ． ． 炊色 岩本三郎

氏

II Z2 0 7. 0 ,,, g 

甕

聾(I)--

g贋
I 

口 捐 馴 径 器麿 形

＂ 
の 特 讚 成形技法の特霞 胎土 燒成 色● ● 考

・ロ繍戴は専担置ぽ．綺ら. t.1;1: っS:h ・ロ●麟から●鬱U内外と 砂含じを 鴫息● 鴫灰色 外iii•こ自
出.,. もヨコナゲ． む． 然輪がか

•II墓．欝いflー）平行叩 かる．

11・95 Z6.2 tS.8) t. （灰］
•鯛鱒内1111 . 1"デ仕上げ．

． • n鴫•から●●●鵬u"外と ・ ， ． I. l 
もヨコナデ. ll己
f)の平行叩Sが残る．

II .9,; !27.8) I 10.41 ·• 瓢、11い (4.S.)旱行
叩色

• 鵬饂内fll. {いわいなナ
ぞ仕上,1.

I 
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甕(2)

旦贋 口径 嗣径 糧瓢 形 雙 d〉 杓 徴 成彫技法の持徴 飴土 燒成 色鯛 傭膏

I ・ロ竃●は平1!:1面を" ~• . 上方につ重人 ・ロ鬱聞から●ir.u内外と ~含~む．そ 生 l'I 員灰色 ［富床）

12-IIJ 129.21 

出"t', もヨ コナ・"・

If 8 I 

・ロ編畢ば丸駐を檜り上方につ'l,, 出 • n縁鵬から冒冒U内外と ． 鳩●● 胄灰e l• l ..-. しヨコナデ．
．＂餐．阻い《 9ー）Hii-!J 

(2-117 ば16_.) 19 0―I ~. 
・嗣鱗内面．ナデIt」,＂’
t,p,i,i_.P)ll!l Iり<,a<,.

I 
・ロ鑢霞,l旱咀団を椅ら．上方に-,まJ, • n縁畠たら●1111: 内外と ． 反賣 ． ( • l 
出T. もヨコナf'.

•IIC鬱. Illい ( l •) 'flillll

ll・ll8 132-り 17 8'1 8. 

・ロtH●•饗. は平堕面を怜，， l方につ三み ・ロ・“から●慇内外とも ． 遍舅● ●9尺色 外i11、こ“
ヨ コナデ． ●墨u ~上ヽ 9 鰈●が1)ヽ

· • 襲．畏 I?l. の平行さが鴫る． か.≪,.

I~· 157 Z6 9 4<18 l:!<j fil 
・嗣● 屋い1ヽ 一,,n平け （疇灰）

• II叩聾!内, 藝．ていn,、な十
デ仕1_,i'

•n●畢U'fl!I面をもら j方につ置み ・ロ●陀から●聾は内外と ． ． ． (・l 
111言． t,3コ十デ．●籐ユ平行

... 底ft,闇_曼"・ lltllがる．

17 11111 Zl6 (I ~6 約．ヽ ・ ・丸 •嗣曇，鴨い1 :i.1専斤叩t.
•匠鬱噴紐のユピtデ，
• 騎量仕上上専 ていnいな十
デ(l. 11. 

， 
I ・ロ●鬱から蠣..響ば内外と }(胃 ヽ t• l ” しヨコナデ 霧は平h

＇が鴨<. .

Ii・1119 2•. j 41, I u .• • 麟艦.IIいr,―)/1)亭行叩
き．

• 胃餡内Iii.■位u:,ュピナ".
•胃鬱内面上専． ナぞ仕上げ．

・ロ・・r:専僭面を糟ら..l: 月に・~,み • n●饗から●鄭U内外と ． 生賃lj 灰r'l色. 茶 [,」
出ヽ ． しヨ コ十j'.11量<,_響るは．左J:

りの平行碍l(I 外．●

18•19() ( ~ ~ I I Ii. 01 • 11115 Illいi4一）平行叩 色
き．
・胴饒内fffl.-r ,'ti; 上tf-

I 
・ロ●籐ば皐捐園を糟ら, .~.fj lこっ2み ,n●昴から・聾u内外と 鼻 ． ●灰色 r• l 
出す． しCL• JJ L •·'.、 ;J :J ナデ．
・胴航．員舅I?l. ・馴響．尉いI4―) if'fTIIIJ 

1g・191 ?5 0 43. 1 Ill. JI 
eが重な,,合う．

・ロ出・言隈．ば平fflillf衿ら l―”につ置ん •IJ• 触かり●饗,i内外と ． 遭Ill● 灰色 ! • l 
してし •hいな ヨ :)-tデ．

• 隕肥．不明． ...... 11,''"'■l平行叩息．
!H・l究 :!!i. 55 •5 8 :w 6 • 匠II,.丸． • ll畠．叩t t,! が●9、HIJ&にうt,， 

• 置戴円山から●瓢 ． 
II て●位の1~1u1, .

I 
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甕は）

9号口怪 胴径 喜高 形 態 の 袴 撮 威形技法 の特 書 飴 土 焼成 色・ 鑽彎

・ロ織U平担●を＂ら ．上万1こっ:l;, ・ロ●曇から●●．は内外と 砂IQ£ 蠣慮胃 疇灰色 四
山す． しヨコブヤ． 雇I!●行 倉(J.

叩9が鴨も．

1~· %00 m.01 {8.H) ·• 厚．圏し(lー＂＂＂ り~. 
·• 瓢薗.-tデftl.1f.

・ロ●舅U、1"1面をN下ら、筐璽饗下...ら. tJI • 口●曇から●墓Lll't外と ． ． Pi. 仄 (•) 
1ょっヽみ出し． ．ば ↑る． もヨコ-t1',・墨It亭行 I!! 

叩9が贖る． 外、・

l~-ZOI <Jl.01 I,. 4) • II畢．事行叩!. 灰色
• 舅鄭内面．ナぞ仕上IJI負
，，属心円lll~IJ1Jl6.

． 

I 
． ． ． ． I• I 

I~-~ 沿 t36. 0) 15.0) I 

． • n••"' ら●1u内外旱行と ・
, ． C•J 

ら日コナデ． 鼻,:
叩6が114.

lt-四 {]I. 0) I,. i J 
..  ,._平行叩き．
•胃戴内•• ナデ仕上げ．

． ． 

• . ． 會 内．灰
白色

(• l 

外． ．

19-~ (lll.ll (8. o, 灰色

・ロ縁昴l.t平み出担面しを灼鴫り筐曇1"~. J: ・ロ●“から●“ よ`内外と ttnを・ ．灰e (• I 
鴫1::つ,. . 下ば璽下する． もヨ コ-t-1'..●；が斧け 含 U

• 鯛極． 丸嗣I?l, -1tが預6, み，良．

19-?06 (30,0) (42 8i 120~, ・鵬鬱．字斤叩8.
·• 籐内iii.・t-f'讚L畿も
員心円叩＇が 糟 り 馴6
tt.tげ．

・ロ出曇言麟．ば平駐面を樗ら.J_万につ重み ・ロ●鑑から■慧は内外と け咬を・ ． ［露諏）
もョコナデ． 含I.:.
・嗣籐．屋いIJ.:, 平行買J

21)一四 Cl7. 6) ID 01 •• ●●鬱内iii、ナデ勇L畿1
鯛円劇 ~ tJ'!ll(,.

・ ロa•uff!ilitM ら ． 上；；に・）鷺 h ・ ロ●聾{J•i)•tilは内外と ． ． ． [•) 
出す． もヨコ＋ぞ．

• 胃船．亭IT叩會．

却・ZIO(2.3,¥!! 16. z・, • 鵬廓1'1111.-rデft.i:lf.

・ロ艤墓tl旱邑國を...,. 上月に・J,.み • n•,r,tJ・ら●響1ヽ内が ． ． 灰色 00 
出... bヨコ-r-r. ・鼻u fi 

剛IIb'ft 6. 

20・Z1J !ZS 6』 IJS,61 IJS.ZI ・●戴.IllいIJ一1旱行叩

I 
t. 

I 
• 馴躯!'till.ナデ仕J:.↓f. 
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甕(◄ I

g屠口径 嗣径 器畠 形 態 の 特 徽 成形技 法の 特霞 訥土 燒成 色躙1● 彎

・ロ鑢璽下艇IJ.旱Ill面を糟ら．絋鸞し． 、F●
1』 ・りる．

• LI縁畢から●雇U内外と
もcl:, ナ1'.

砂n~
含む．
這息● 賃f)((!l ［応

・嗣麒．平行叩●．

20・214 11~.0l t~.0 ) 

• 口●饗U半＇］翼そ＂ら. I万につ皇ん
出言．

・ロ●霧から●廓●U内外平行と ・
もヨコ tデ 紀,.:

生 It灰色 (. J 

叩隕9が糟4.

ZO-ZIS (26.0) (11.2) ・ 聾、111ヽ(lー)'fl.tr剛
:t. 
... 1員,,. 内面．ナデ贋し讚し
心円叩eが糟る．

． • n鑢鬱から●畢．Ul't外と ・ 須恵胃 Ill灰e (•) 
もヨコナデ． 塵·~左上
I) rJ)平~ilU~が鰻る．

硲 zu “~ m .2, (13. ?I ・順瓢.Illい(3.,-)平行
叩さ．
・綱蓼内ill. .,. デ仕上げ．

・ ロ縁鯵U上方につ誓み出•ヽ ． ・ロ艤藝から●●ば内外と ． ． 灰色 外111に自
もヨコナデ． 然輪がか
・鯛鬱．覗いl:lS-1平行 かる．

20・?17 し17,Ol (?4. ヽ I 113.51 
剛曇．
・鬱饗内lli.ナデ1.1:.l,r. 

r. l 

• ロ u平担謳を＂ら ．上がこつまみ ・ロ縁撼から●麟ュ内外と ． ． ． （・）
出1. しヨコナデ． ●艦U虹

nの平叩9がJIる．

20-Zl8 tZ'I 2, ！ぷ.Zl は5.8J • 舅畢． 帽I • I 3 — 1 亨行叩
き．
．＂蓼内面．ナヤti.tヽf.

． ・ロ鰻患l)・ら蠣暮は内外と ， 
もヨコヤ そ ●塵に平H

． ． C• l 

貫I きが鰻~-

加 Zl9 OB 1) C2S. 2.i （幻．＂
• 嗣墓． 帽い.. ., .. 行叩
t. 

'"• 内画・位のナダ仕
上：，r'

・出ロ．す．，ば平園面を糟ら 上方につ會み ・ロ鱒畠から●•wり外と ． 震 ● ●灰色 内外国に
しヨコナデ． l!I然籠lが
・"'"'・ 亭lr~tl. ,,, かる．

%1-2Z1 は40) 112 51 
•IIM内●● ナデtt:.r.げ． （童床）

・ロ縁畢は旱祖面を糟ら.IC置＇る ．上 . ． ． ●灰色 口鰺然1/.1こ
鴫1:つ言み出し 1'.1.1●下 るヽ． 日が

かかる．

Zl-l28 (21. 6) C9.6i 
(, I 

• 口繊艦ば旱姐園€糟ら. l: 下につ皇み • t.:1-から●●u内外と ． ． 内，● i童l
出す． もヨコナデ． 灰色

・馴塵戴．丸丸． • II鵬，平け叩• • 外.iii 

23-26; (Iり.8) はP.l!I IJl.l) 
• . (? ,. • 置響．剛9目が重なり台 -~ , >, 

·• 饗門薗.t ;"膚し量し
躙('.•円11!1!が~ら．
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甕田

図翫
口 怪 胴 怪 認高 彫 壼 の 特 徴 成形技法の袴徴 納 土 覗成色・ 鑽 溝

書 号

・ ロ鼠戴U平捐li~Mら．上下につ 冒 み • r:l.11\b• >i●籐,:内外と ttn~ 中lltll内.II U冒l
出.,. しヨ っtf'. ~ti. 灰色

•胴鵬． 丸馴． ●●畢、＂行叩9 外．員

23-2118 1(1 2 .~). 2 ほ8.~I • 匠冒 丸紐． ・馴愚l'l園.-tデ内し撞し 仄色
~q 、i.-1'1叶I ~が鴨る．

・ロ鑢雇ば旱旬璽そ鳩ら.J: fにつ "" • n•., から●●Ul'I外、と ． ． 内.II C・l 
出.... らヨコ・rぞ ●厚1よ平行 仄色

• 舅謳.~ 鼠． 叩きが糟6, ~- 藁
U 2(,? 21.0 31. i Z!1 tl • Ila. : 丸厩． •鯛摩 平ll(1 ~ . •色

• U . 不疇．

I 
• 鬱紀内面．い'tJIヽ9』ナ
¥ft上げ．

L I 
・ロ鯛隣ll亭＂＂国を 怜ち．上下：こっ.f.J, • rl●墓から・響U内....: ． ． 内.II (・) 
山.... もヨコナ.... 灰色
・鋼M.心 ． • II 讐． 平面lr ~I I! , 外．．

%4・?70 ね，8 ::3.:> 131 I • ・鵬;'f聾t., 'いnいな・t 灰色
I ,r. 

•n •• は平困it!•R ら 1―Flこつ皇み •l:J鍮.,,... , ●隠11内外と ， ， l'l. 帽 { • I 
出す． もヨコナデ．． 炊色

·•~ ・丸 ． ・ 血． 平r四 it. .... 贔

2ヽ・'f:11 !l.U 工 tヽ 埠.9 • 虞降．丸底． • 匠“ 町J』uが重1;I)合 鴫色
ぅ．

•1111算門面. t -t'jf・11,. 

f ・ロ●紐から璽聾ば内外と ． a!l: 色 l• l 
しヨコナデ．

・嗣匠畠 ＇行剛さ ．

2ヽ・272 20 9 31. l ~ 2 
. .. 叩含目が●なり合
ぅ．
・馴●;';Iii, ナぅ・渭しl亀ら
綱心l'I叩 ~1>'1.16 ,

． • n鰺墨コ,,. ら●畢IJf"lfl .~ ． 
しヨ .,, デ．

轟 ． I • ) 

ー・饗，旱fj叩&. 

z~-2; 1 21 .• 30.S (Jll.<11 •底畢， 叩き目が● り fぅ う ．
• 麟學内國.Cいbいな+
デ仕上げ．

I ・ロ●饗ば旱＇！闇を 鳩ら．上下につ史J, ・ロ●●から●鄭Ul't外と 逼息• 内仄 ( • ) 
tllす． もヨコナデ．

色外． 貴・胴幌．丸麟． •舅饗．平行叩＇

24-27ヽ 2乙』 ~,. ]Cfヽ ・霰艶..ti. 庄． ・直昂.Ill)き目が．1なn合 釈色
，，． 

•Ill船内ilj_ .,.デ11'1し11も
閥心1•J~tが賓6 ,

・ロ鱒畢i.lM画をII)..,.A: 8く拡量可も． ・ロ●.,,. ら●鵬u内外と ． ． 帽炊色 ●陽外面．
L疇Uっfみ山L.下疇l.l電下 る`． もヨコ-rt', ヘ→●き．

• 胄墨．研llllf, l • J 

乙・Z7S(39 . • I ,8.、 ・鯛聾内Iii,-t・ ¥IL 1;1r. 

I I 
I ,n●●U平劉iiiを"'5,. .lトにつ鸞ん ,ue111から●鱗ば内外と ． 内．累 [ • I 

出言． しヨコナデ． 灰色
・騎If..丸 (?・,. ・ 胴“• 平行膏,.. 外．贔

お•T/6 19 8 JI.I （公.S> 
・馴●内繭．ナデ し繊ら ●色
lilliり心叩@,,,,. ら．

I 
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聾：6) 

g贋口径 胴怪 雛漏 形 慧 の 袴 鬱 成影技法 r/J';'徴 舶上 娩 成 色・ ● 彎
・ロ●饒U平担蝙を糟ら.t下につf;, • 口縁響から●●Ul"l外と 紗＂を 遍息胃 内．贔 （鸞）
出す． しヨコナデ． 含(I,

灰外色． 曇• 鱗畢丸綱I?1. ..... 平行叩8.

Z!>・!H 印,0 31.e lZO. YJ 
•馴雇内藝. -r-デ潤 し櫨も
問円.(,叩きが鴨る．

●色

； 

・ ロ●饗U早1l蘊~ ,.ち． 卜下につ重み • 口●畢か ら●墓L1内外と ． 
l'i片色. 鴫 (・1 出T. もヨ:,ナ1'.

·• 霞．丸.. • 舅鵬.'l1・行叩＂9 ．長

ZS..2i8 16. 7 27.6 21 1 
• U . 丸 ． • 置.. ~ I@ fl\● なり ~•: 鵬色

う
・馴．昂内面．ヤデ讚しRも
I 問•I洒叩”鴨9.

I • ロ鱒響1』平仙iit !It.,. t下1こつまん ． I • 門．● (. I 
出.... 灰色

•II闇． 丸． ＂．纂

Z:S-219 :Zl.8 JZ.6 tZ.3. S) 
●色

・ロ●●ば平囮iiiを樗ら．上 ドに・つ奮み ・ロ●!Ill'• ら霞昂U内”と ． ． 灰•色 [. 1 
出.. 嗣もヨコナ行r. 

• 舅・・丸． • 尾． 平~-

%!>・ 四 n•、 • I 稟JI t:M.01 
・嗣舶内薗，ナデ罰し最も
閥心JIJ町●が鴫る．

・ロ繊瓢山平担直iを糟ら．上下に'c>I;, ． ． 竺鑽II
- ~ 色

l• J 
出ーL

• 馴胃．凡鯛I?I, 

M-Zl!I ?Iヽ 11 a く25.SI 

・ロ曇饗に平侑薗を＂ち .t: 下につま,, ・ロ縁蓼から●su内外と • ． i憂●色 (•} 
出1'. しヨコナデ．

・鯛墨 •rr叩&.

26-%82 ?¥. 0 (3(), o, Illい •II置面. -t ;'jlJ ,, • 

鼻 ・ロ罐鑑から●蓼U内外と ． ． 内．． (.) 
しヨ コナデ．

II(•"~ 色曇

ぷ・埠3 IS.8 !2~. 81 (9 6) 

・ロ輯!JU平lltbそ”ら.J-. fにつ冒I, ・ロ●●から■瓢Lll'f外と 曇 ． 鳳色 C• I 
出.... もヨコナデ．

• • 麟霰“籐．．長丸鯛虞．． ．＂瓢 ．平 8.

26・ 雄4 I I~. ?J V.8 (Zl(i.$) 
• ll蓼．剛9目が重なり合
'1. 

• 鑽戴内1111、J・f'fL1:1f,
·• 手のつ ~I').

． 

＾ 
． ． ． ｛ 冒・1 

蕊・:?l!S IS 8 以 (I (ぷ.Ol

I 
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甕m

§ 悶口程I胴 径 器高 彫 態 の 糟 檀 成形技 法 の 特 徴 舶 土 燒 成 色 鯛 傭零

・ロ●畢ば丸麟そNら.l; ljにつJ:I,出 • n疇曇11•.;■,r.u内外 と 妙そ 主鑽 9ヽ内．灰 （童l
言． らヨコナ千． 含(J,

色外． ● • 鵬氾． 侵丸"底・ · • 畠． 平行叩~-
2・碑 17, 8 i:&, 111 ,26, %) 

・騒墨． （？｝． ・霰船．叩き目が●な り合 色
ぅ．

• Ill駆手内面.-t-ヤtt.J:If, 
• • ill・ヘ』＜り、

・ロ・屋u平嗣國を＂ ら、上Fにつ璽み ・ロ縁編から●●IJl'I外と 會 . "~ (•) 
出r, もヨ コナデ．

2'-W 21.2 (!i. 4J I IZ. Jl 

. "鬱．面平行叩tt・tl:• 
・●●内 ナ 」一げ．

． ヽ ． ． (.) 

x・2邸 五).8 (JI. 6 l (ll.9) 

. • n●麟から●昂11内外と ． ●灰色 [ • l 
もヨコ・rデ．
．＂皇 ．平行町t.

26-m 18.8 f ll O• •11. fl) ・鯛同心躯内剛園，ナ""し黛も
円 8が隕る．

囀 ． ． 碩憲貫 内色． 灰 f • J 

外．荼

t6-函 21. 7 •,3!.35) 'u.') -~ 
・ロ縁昴U'!'組鰤そ樗ら、上下につ1/J ・ロ鑢●から●鵬Lil'!外と ． ． ． (.) 
出す． もヨコナデ．
・馴畢丸肩I7 I. • 嗣●●平行叩a.

コ・四l Zl.8 り4.6) IIS.0) 

・ロ織曇9』上方につ書み出す． ・ロ織麟から●MU内外と ． ． ~o色 外面にn
もヨコナ・，，． 然輪がか
....... 藝い(3ーl'l'n鷹 か~-

力•四 (16. 51 （四.~ ' 117. ~· •• （前）
• 鵬艶門面 ●位のナヤU
上げ．

• 疇ブ仕釦:l'l1: ill. I序 ●位のナ
of. 

• U • ,i,i 亭咀圃~"ら ． 上Fにつ書>, ・ロ●麟から■触Iょ内外と 疇 ． II仄!I • 
出` ． もヨコナデ．． ●●ば旱 l • I 

行叩きが鰻る．

27-30() (19 ., (31 ~ , I 15 ZI ・鯛畢.Illい ( 3— 1平行叩
8. 
・馴戴内Iii.ナデ泊し鑽も
闊心円叩きが鴨~.

• LI縁闇IJ平11を衿ら ， J:下に伍儡 ヽ , n●墨fl•.,,.111,,.1内夕と ~含tiみ ．を・ 灰白色・

"・ しヨコナ デ． l• l 
．＂嶋 ．旱Ill行.111)$. 良．

r.-刃I 18 Z I ?7 Z I . I~. 2) 
• II艦内 纏位のナデ仕
上げ．
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甕(81

畠魯 口径 胴径 器高 形 墾 の 特 徴 成形技法 の 付徴 胎 土 燒成 色属 偏考

・ロ織饗は凹Iiを符下ら．翫彊する．上疇 ・ロ●聾から蠣冒1よ内外と
窃．を
瓦胃 内．灰 ［前］

Uつ重み出し、 疇Ul/i干璽-FTる． もヨコナ"'、璽昂は平行 ヨe、
叫色が喪6, 外、疇

27・302 30. I (34. 3) 16. ~) ・綱ti.用いI•ー）平行叩 灰色
き．

・ロ縁躯は平l!l面を檜ら 上月1,:つまみ ・ロ縁“から順船11内外と ． 須息冒 内．灰 {.) 
出す． もヨ コナデ．●鄭ば平行 色

• ・銅塁畢鄭、． 丸丸嗣載．． 叩色が残る． 外．鴫

2, ベJ03 21.0 31.6 (30. i) • 鯛聾. Illいlfilat,遭l'f'-t;け,,叩合~. 灰色
•祇雇叩内色 ・~-
• 閾蜆 ill. ナデれし鹸も
Iii!£、円叩さが帽<,.

• 口縁皇は平担面を褐ら． 上月につまみ ・ロ縁感から●聾11内外と ． ． 灰色 U縁飴内
出す． もヨコナ1'. 面．へ9

• 胴"・・平行叩~. ・き．

鵡•四 (2Ul {36. 21 (11.2) 
・馴割内蘊.-tデtt..tif. I• l 

． ・ロ編鴫から11節U内外と ． 生tltll内．貫 (.) 
もヨコ＋デ． ●紙1が平行 灰色
叩きが鴨る． 外．灰

28-~ 安.o {39 11 l)l. ~) 
・馴麟．平行叩t.
•舅鄭内ii. ナヂ仕上げ．

色

． ・ロ●厚から賣鄭頸U内外平行と ・ • 門．藁 f.) 
もヨコナデ． 駆ふ： 鴫色

叩き!If;が.霞粗ら． 外．凰

沈-:,1)6m.u (3,.0) l 14. I) ・胴 い(lー1平行叩 色
!. 
・馴船内iii.ナデ仕上If,

・ロ●聾11平目面そ樗ら．上方につまみ ・ロ織感から順餡u内外と . 項患貫 鴫灰色 ( • l 
出'f. らヨコナデ.!lllfl, は平行

• II畢． 丸． 叩きが残る．

28-307 2~.6 [35.2) ほ?.S) 
・嗣饗.Illい{l,S-).lf'行
川18,

• 胴撼内面、 十デIt1:11. 

・ロ縁は平俯園そ袴ら．上ガにつ1み ・ロ縁畢から●瓢U内外と . 瓦冒 Pi. 灰 ( • ) 
出す． らヨコナデ．頸鰍11平行 白色

叩9が残る． 灰外色． 鳳

Z8べ瑯 ｛邸.9) (38. •) {23. tl ・肩ti/..Illい （ ヽ—)平竹胃］
ii, 

・馴1:陪11.内面．竃位のナ-i'(t

・ロ鰻餐11凹面をけら 上方につ三みt.lJ •口疇鴫から●塵は内外と ． . 灰色 (•) 
す量 もヨコナデ．鬱昂ば平行
•騎船． 丸胴I? ,. 叩厨合が鰻る．

四-30!/ 31. 7 （ヽZ.4)rzs.. sl • ti,, Illい（ヽ 一）平行叩
!. 
•舅曇1勺面． 編位のナデ仕
上げ．

・ロ鰺聾ヽ 』門面を＂ら ．上方につ詈み出 • 口鴫響か ら璽鬱馨U内外と ． ． rt. 灰 (.) .... もヨコナf'. 昂I.I:平行 {!j 

・II隣，畏"'r?•· 叩きが覆る． 外．鳳

鵠-310(30.01 (4(¥.2) {211.7) 
•II触． 帽い( 3—)平行叩 灰色
き．

• JI昂内面．てい0いなナ
デ仕上げ．
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賽ぼl

g閤n 径 胴径 監“ 形 態 の 祷 II 成形技法の特• 納土 焼咸 色・ 鑽彎

, nuu平駆面を＂ら ． ーとJi•こつゑみ ・ロ●畢か,..  ● I.I内外旱と i,含Nを 生彎；1内．灰 Ill) 
出言． も日コrデ． 餡は行 (J. 色
・●墨．長鵬． 可l~が鴨<,. 外．●

zg.311 za.o 9疎、6)(41、I)I ・鯛感.IllいI••l 'F tr叩 訳色
き．

• l!f瓢．叩● 目が●なり8
ぅ．
．＂闇内幽 ．ナ-rtLL,, • 

I 

・ロ縁畢は上方につ重み出"f. •n●鼻から●曇9よ内外と ． 瓦●
-~ 色

t• I 
• 馴曇．員． しヨ コナデ．．．ば平行

剛eが籟る．
30-312 127. 01 138~, ｛ 公~.1)

・鯛露．鴨いI3ー,.行llfl
e. 
•麟憾内閾. -rデ仕J:.11曇
も閥4ヽ円叩●が預~-

• LI輯11•nt記． 切につ重み • l-l●畢”ら●重ui,外と ． ． ,.11色 f• I 
山言． も!'Iコナデ．蝙暴ヽ こ左上

りの平斤叩81)1鴨"・

叩・313（お.91 141. SI (Z.1~ ' •鵬II. 11い(lーllfFrlll
色．
・疇内圃．ヤ1'ftJ:ヽ1.

•CUI瓢I』平祖鵬を糟ら．上方i~-,重み • CJ●船9・ら■饂Ill勺外と •. ． 内．灰 （ヽ 1
l111'. 1:, ョコナf'..墓U平斤 白色

• 贖"'・ 丸舅． 叩•がる． 外鳳

ぶ.-3u 211. % 41.1' 142. JI 
• 直at:.丸虞[7 1. •嗣鯵． 鴨I " ヽ一1 平(j11!1 色

會．
•塁•• 印e日が●なり合
・). 

•II霧内直. -tデ仕上；1. 

・出ロ疇す畢は平紺戯を糟ら，l:.1iに.,, ,. • [l●瓢かぅ●IIIUl't,i. と ． 董’’ 仄色 ”藝にfl
T, もヨコナデ．．忽1:平行 鱈論がか

叩9が賣る． かる．

31・315 ば嘱 91(4U) Ill. い
•II畢. IIい（ヽ 一l'l'l'rlll (. J 
t. 
．＂畢 l'llll.ナデtillf櫨．
綱毛仕上,,. 

． •n●麒から●饂ば内は外平と ・
しヨコナデ．●編 斤

生 ,t重灰e (• l 

叩9が鴨ヽ．

ll-llo (26. 7) ,.u, (16. 91 ●●饉．霧い(3ー｝旱行叩
き．

•■..-1園- .,. デ仕上;f.

． ・ロ●鵬”ら●鵬UPI外旱行と ・ ＇夏● l'I . • I・）
もヨコ-t'f".●嶋,: VI~ 
叩●が喪6＼ヽ,（ 外．灰

ll・ll t !0.1 (49 6) t ll 01 •鯛饗. I! ~-1平＂＂ 日色
A. 

I ・鯛＂船 Ill、十デ胴し11tら
毛仕上げが鰻る．

・ロ・麟は丸鰊を檜ら.l:.111こつ量み出 ・ロ縁患からデ●．奮●は内U外平と ・ . -~ 色
I• I 

..... もヨ コナ ・ " 
... 艦．員’’・ 叩0 が隕疇~い-（ 

JJ-318 ~-• lヽ4.?I 132、51 • ••. l-4-)平行

:'・ • 戴内II.ヤヂ清し儘も
霞t•円~tr;<llる．

• ロ●瓢U丸鰊＊＂ら．上 Iiに.,,み出 ・ロ●籐から■●U内外と ． ． ． (.) 
ず． もヨコナぞ．●麒は甲行

m●が頸る轟
32-319 ZII. ~ 141.8) fl7.II 

•綱鵬． 嗣いI 4一)'11-fillll,. 
•II響門直 t--t'綱し檜も
鯛心円叩9が鴫る．
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甕Qot

§ 母口径 肩径 器高 形 鱈 (I) 杓 懺 成彫技法の特置 lkd ・・ 燒成 色.1●溝
• r:u, ●は凹上●•を＂ら．上下に 大t<筐 • l'l●●I)・ ら•e,~ri,s.と 砂粒を ”胃 灰白色 外直I~自
量,．言る. •1』つ重ん出し l'IIJ..18 もヨコ1ヤ.•at•~ 県h 倉(f. 鱈論がか
"f (,, ~I色 9ふパuE. かる．

l2・320(26. ,) (40.4) II~. I) •鵬＂叩I!, IJIII 
·•• -t:"仕.t,., 櫨
し平行11(1~が糟(,.

． • 口縁●から●Sil内外と
しヨコ＋ャ ■&IJ亭行

砂行を
含み．
吃鰻げ・ (.) 

叩9が糟る． 良．

:r:-m はZ.O) l•~.6 ) I 10, $I 
• 馴畠.'t/-i・叩t
•馴鵬内蘊. • -l'fl.Lif. 

• LJ縁舶1』平11.1111を＂ つ。 」こ●11つ みヽ • kl繊“から●•u内外と . 瓦貫 灰色 {•) 
出し ．下鴫は璽下・ヽ る． ら3-:,ナデ．

．．嗣曇・平行~• -

!l・3Z2 （む.Ol Iヽ7.lll120, 2) 
・馴●内面.+f'仕上；f, 

・ ~~1111叩ずが. _LT-1: 大＾＜歓 ・ロ疇麟から●璽麟は門外と ． 須息111 • （會）
4, 下は V1'4. もヨ コナデ、 聾L1平行

叩きが鰻る．

l2•lt.l (J.4,111 し』l.11 (1ヽ.9)
•馴墨．平行叩合 ．
•嗣藝内面． ナデ仕上；f、

・ロ縁曇U丸鰊を符ら．上力につ皇ん出 ・ロ畢馨から●瓢畢饗は内U外左と 砂含りを ・ 疇灰色 頑 U自
言． ＆ヨ コナデ． 上 (J, 黙軸がか

• II曝 lllll丸, りの平行叩!4~ー -6平.行 か6.

3'-349 '.22.11 30.3 ll1l ・底雇. ' 
・胴畠.fflい( 1111 （灰〕
さ．

• II麟内面．ナヂ仕上げ後
し同心f'l叩會が預る．

・ロ縁響ltl!J画を糟ら． 鼠彊する．上鴫 ・ ロ●藝から••1』．内外と ， ． ． I• J 
はつ2み出し.l'疇ば重下↑る． 叩らヨコナヂ．璽麟ヽ£平行

さが残る．

34・35u 12~.01 ill.:!J {21.6) ・1111順麒．平行叩$.
・ 繹内ii.ていねいな●
佗のナデtt:J:11.

・ロ縁 U早星董を槽ら.J:.. りにつtみ • 口縁墨から●戴ば内外と ． ． ． (.) 
出す． しヨコナイ..,,,.J. 平行

叩＄が喪平印る．

34-.151 (ZJ.61 (32.0) (Ill.OJ •鵬響 ~ . 
●●●内iii、ていnじ・'..C■
位のナt'tL「11.

・ロ縁●は平但編を怜ら.-1. Itにつ重わ
出言．

• t:JII饒か'I'ら●.麟.鑑U内外と ・
も」コヤ U左_I:

． ． I • l 

•II瓢. IUl. 1)1/)平行叩●が霧る．

35-: 匹 f:!5.41 (36.41 渇 S • 塁蓼． 丸厩~ • 111• . 霞いrJ—I 'f,filll •• •虞畢 1111~LI 01●9ヽ り合
ぅ．

• 馴厚内面． ナ I'll I ,r. 

． • [1織學から●鳥ば内外平fiと ． • l• l 
，，ョコ-r1'. ●慮1.1
胃J ~が糟6.

35-153 13.1 A I 1&li 01 (』B.?l • 鵬量 tllいI)—1亭l'fllll
,,,,. なり白う．

•U. lll t l!Iが璽3り合う．
●●●内ill ず t'lf'l1..1鵞と
閾 ,f'I叫9が糟"・
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甕OU

g贋口怪 尉径 塁“ 彫 懸 の 特 徽 成形技法の特徴 胎士 饒成 色・ ● 彎

,n●畢1.1上方につ＇，，出 T. ・ロ繊鳥fl,,,.鴫は内外と 紗＂€ 盪雹冒 ●灰色 00 
しヨコ・rヂ 鬱M511亭行 含(1.
~J jりが贖<- .

J6-3S4 29. 7 {lO.J) I IZ. 21 
•麟畢． 平行叩 . .
•馴瓢内iii . ナデ仕上げ．

・ロ縁●は平慰liifNち．上万につ1lん ・ ロ●戴l)• l,.IIU内＇と ． ． ． [. l 
出•‘重 もヨ コナデ．●暮,:平行
・馴讐．長． 叩色が頸る．

~ -3~ 125~) J7 s 工l.': ・既鄭、丸置． •騎學．圃い13-) 旱行叩き ．
・藍、IO~自が重なIJ台う．
．＂“内 ill.ャ.,,.,し盪も日
,<.,AIIIU'雙る，

・ロ縁暮11平岨面を胃ら.1:. 万につlん ． ． 瓦• ・灰色 I • J 
出’ ・ 匠鯵．

・胴...長丸●● 丸く灰

36・356 I?•. SI ''°9) (39. 9) 
・匠曇 （つI. 臼色

・ロ鰻/1.11!広量してネ墨iiiを阿ら．上カ ・ロ●謳から●●UPI外と ． 遍患貫 鴫炊色 C•l 
1こつ直み出1. もヨコ1"1'..鬱U't'・行

叩9が覆る．

m・エ？ Z9.J 139.81 114.91 • 舅墨．屋いI'ー1平fi叩
e. 

• 馴11',l'f面.-t・ テ隋し債も
鴻,fl!IIIJ~が(,.

•n疇艦ヽこ平祖lllを檜り上万につ鸞み ・噂釦ら鴫叩＇ ともヨコf ． ， 灰口色 ( •} 
111..-. ~ . 昌u旱潤8かiJlo.
·• 圏．員舅． ..... ●い16-1-f/'ilD#,

37・ 均 ね，4 35. Z .o.~ ・底 ．丸II:. • It昌~~目が1なり8か

••Ill'! 奮,■Qのt1';111、Itら日
し名,~環 6,

・na霧U'f-囮蝙を怜ら.t力につ1み ・ロ馨響から●墨U内外と ． 瓦貫 鳳 eI會）
出す． u !Iコナデ．

• II闇．畏丸嗣． ・麟触． ＂い( l•I 平行綱）

3,-35P Ut.5 直 2 (J8.-0) 
• 虞闇. I 11. !, 

• 塁狐.Ill-'目が●なり台
ぅ．

• II瓢内薗．ナデ1と上l.f,

・ロ纏駆は9囮filEAち l_T,Iこつ重ん ・ロ●墓から鵬麟""'"と ． 環寒• 鴫灰色 C• I 
出す． らヨコナデ．爛聾ば平行
・馴膏．長麟． 叩•o<Jlら．

追-l幻 (16 ti 葺＆ 1%8. 21 ·• 餡.Illい（嶋一＼平行1111
$, 
●●置内Ill.ナデ仕上げ檀
も関心円lrl1tがる．

・ロ●饂ば平担画を糟ら．上方につ曹み ・ロ縁星から●“ば内外と ． ． 灰色 ;1に自
出言．． もヨコナグ・饒U平行 がか

• 111£. 量＂（？ヽ ． llltが残る． かる．

“一葺I 24.S ¥40, SI (20 31 
•嗣.. 園い(3ー旧LfjllJ (• l 
& • 

·•• 円iii.ヤぞil:t1f,

・ロ●限ば平l!lllそ檜ら..t!iにつ9み ・ロ疇隅,,,,,璽8111.1内外と 瓦貫 鳳色 ( ~) 
/IJT, もヨコtヂ．●艇1よ左上

• 1115. 長駅， りの平行叩8が残る．

夏I・四 {22. 61 140,0) nヽ u; •胴船. IllいIt―)干け叩
$. 

•II聾内iii. すデ仕J:lf.
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甕収

9贋口経 胴怪 認 高 形 欝 の 袴 鑽 l 成 形技法の糟• 胎土1震 成 色● ● 考
・ロ縁鱗Ul"J園を怜ら.Jゴiにつまん山 • w鑢●から●●U内外と 妙~t 遍直● 鴫灰色 内園に＾
言． もヨコナデ． 含(J. 関..

3~- leJ l~. 11 
一

鼻

． ・ロ●●から●●・縁u外門外園と ． ． ． ． 

ら9コrヂ． は ( • ) 
・付の叩9が糟~.

吟ぷ ISJ.21 

． ． ． ． ． C• l 

3'-36S (4~-7) 

• LI●艦11旱阻嵐を檜ら． 上ガにつまみ ・ロ縁●から璽麟は内外平と ・ ． . 
外藝M11<ヽこ日

出言． もヨコ.,.,.,. 麒1: 然か
叩9が頸る． かる．

夏1-368 (26、ヽl(34 8} 11111) ・鯛墨、繭平行叩9 I • l 
＇ 麗内 . t-;'tl:J: If. 

• Cl●饗u平阻面fMら.J: 月につ重ん ・ロ●墓から●艦は内外と
1111", もヨコナぞ． ●鑑は平＂

． ． ． (.) 

•• IIIE鱗鼻・` 心丸．． 
≪It C環る．

l9・367 27.2 )ヽ.ti 39_0 •舅畢．璽い13目が—重J~Cり台 ．ヽ
・慶 .11118 う．

・l..II鬱平位iiの.F ナtデafti位のlfナ,-r. 

・ロ．．は専園iU 糟ら．上力につ書ん ・ロ●馨から1"●.. 鼻1.:.内外と ・ 瓦• 内．灰 偉灰）
出す． もヨ:-t- 鵬1.1平行 白色

Ill言が'fl(,. 外．●

.... 32 (22. 6) 120. 3) llJ. 51 · • 重-IIいf3—)亭行叩 灰

•• • 閾M 轟．ていわいクナ
デ仕上1-f,

． •r.lffから●蓼1よ内外と
もヨコtヂ．

． 須息貫 ●灰色 (.) 

·• 襲．岨いI4―J旱行叩
,s-w ぼ!Ul(t3. 6 '• llZ. 3! ’ー· • • 内●●●位のていn

いなナぞ仕より＇・

・ロ●鵬U旱•を＂ら. .l:1iにつ土み ・ロ●“から●-~., 外と 鴫
． f'l. 灰 r• l 

出す． しヨコナ"・●●U平行
灰外白色色． 疇• 鬱艇．員II. 叩9が'llヽ．

sヽ-亀“ 1%1! 81 4l. z (43.ll ●●鬱．．い!la)亭行llll8が

•·U鯛鴨.ヽ．lll!ill!t. 日下が學重纏,l位~の合ユうピ．ナ
デ.J:皐・位の十デは上げ．

・ ロ●●u丸攣ttf~ . 上 1こつ竃んU • 口●纏から●●饂 よヽ内ll外平と ・ ． ． (• ) 

·• す．椿、心 （？）．
しヨコナデ． “ 行
．品？‘酎ffllll&(¥l)< 

“`ぶ 135.11 (5.2..01 iヽ0、fl :!a). 
... 畢門面..,.'f't.l. 上If,
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1t1口径l胴径l111t1lli 
甕\}~

成 形 技法の特徴 I胎＋●|燒成 1色 ● I鑽考

• n鱒11\U丸彎を記. JJiにつま祉1I • L瀑雇から●#IU. 内外と 紐をIn I疇灰色ll諏灰
t, もゴコ十デ，＂心 1含む．

形態の特 II

• 麟雇＊ 畏·• IJfJ)半I予町曾が残る．

[46•• :u. l ~.6 I 0.2 1ヽ.0I • lt雇↓丸虞． • 閾鄭．略f目llllt 112 >< 
3-1. 

ls2-wl 111 n: I 1?1. い 、IZS41 

52・ 閲JI!IB OJ I <'!.7 2・, I :!II I 

152・5041 IU I Z9.8 I 32.2 

~2-邸 I 11. 1 I ,o, • l l這 ：ヽ

心-r,oel(IZ.61 I (JJ.8) I (:tll.S) 

,r..,-~01 I 1z., ~11 !35. 1) I 119.o・, 

I I I 

S3・ 滋 Iz1.a I JS.O I c31 5, 

SJ-,oo I 19. o I 1JO. ;1 Im. 1, 

i ・ロ鰻鱗11平祖面を糟ら 上万についみ
出疇・.

• LJ纏謳,:平咀面を幡ら．軍彊,f, • .t 
● 1: っよみ出し、下・は璽下 るヽ．

• Ill/.. 丸舅．
• 区ff,. .l!.Jl. 

・ロ●墨ば旱祖園を樗ら．筐畳する.J: 
●1』つ重み山し．下●ば璽下する．

・順"'・暑嗣．
・虹船．丸虞．

• rJ●露U平飢蘊を糟ら.l. 方1こつ宣み
出す．

• 鋼昂、丸綱．
• 底瓢不．

・ロIUIU.平尾蘊を持ら．上打9こっ..,. 
出す．

• 嗣畠．丸鯛．

・ロ●艦ば亭慰園を糟ら．上万1こつまん
出會ヽ．

・ロ●陽,:専祖面を樗!,. .thにつまん

出"'"・•胴“．心．

•n●畢ば丸彎を阿ら..I:. 方につ置ん出
T, 

．＂，，，・ 丸鯛I? l. 

-160-

・馴響内幽 -t f"lil.,/. 

•n●畢か→●鳥U内外 と I•
らヨコ1・t'.●厚I!平行
Iii! が{II.,,

• 嗣“． 千fr叩I!.
•胴船内禰． ナ ダ仕上げ．

,n縁戴から11畠ll内外と I' 
しヨコ➔•デ.•s.1..111'-fr 
印eが...~. 
●●紀．酎いi3-I平斤鳳l， 
・底ヽ．叩!1§1.,il_な1')合
ぅ．
・嗣11,i"lfli.ナデ匹 11.

•U●鵬から●璽,;内外と I • 
しヨ コナデ．●鵬1.1平6
叩0 が預~-.• ,~f. 
•臼 llll l-11'1'•~ が,.
•舅鬱'Ill.n,nい,,~f'II: t.11. 
•M l l-.Mt·-1~ が11i,,

• 日量いらH叩9と らヨコ1 f I • 
・墨U面 9日o.
..... 酎・1.i.1,祠tellヽ．
•塁暮□＊目が●~"台り ．
•II蓼内● ていIllヽCナれi
上,,.,

• 口●畢から●霧ば内外と I• 
もヨコナデ 璽闇11旱Ii
叩きが鰻~-
・胴鯵格T目叩-'I18真
3-l. 

• 舅帆内面． てし•flL•G ナ
ゥ・仕J:,1f纏すが.Iii)心
円叩8t.'-1も．

•n鴫戴か ら●鯵Ul'!,t と I•
らヨコ・rr. ●墨u亭行
叩eが糟6.

• 鵬鯵. If-行叩!. 
•綱●内●● "1" 1'fill'/, 

這息●1, 00 

外面にfl
然●が,,.,

か~-
(. 1 

{. J 

l• J 

C• J 

反冒 I内.fl: I C• l 
白色
外．鴫
灰色

• 111憲胃111灰色Iい）

•U鍮憾から●蓼11内外と 1 、
しヨ つナ~-●馨4平
叩tC'!Iる．
... ,, ..'f-行叩@.
• 麟霧内iii ていnいなナ
召I1_,t, 

( • I 



甕Otl--

層贋 口径 胴径 圏漬 形 懇 の 特 徴 成彫技法 の 特徴 崖土 焼成 色鯛 蠣考

・ロ●●ば平祖画を樗ら．上方につまみ ・ロ縁昂から●艇は内外と 匹を 瀑息• ・仄色 ［灰
出す． しヨコナデ．●響U平h 含む．
・嗣鳥．丸舅． 叩8が残る．

il-~10 19, 5 32.0 (31.61 ・襲撃．丸(?). ・馴聾.111い(3a・い平け叩
1'. 
・嗣畢内Iii-c・.、ねいなナ
デ仕上,1.

•U繊鴫ば平祖111を揚ら．上力につまみ ・ロ縁昂から●船LL内外と ． ． 疇灰色 [•l 
出't. しヨ コナデ・AU平行 底墓外
・胴畠．丸． 11f1さが預る． 面．灰

53•:,l I ~ 15 35.:. {35. 7) •IIE昂．屯 ・馴81.紐-fEIIIPき(14)( 臼色
la), 
・底闇、格子目叩き(9X
3-)が璽9より合，，．
・胴紀11iili.Tデ仕上,1.

． • U●螂から●m,: 内外と ． ． 1111.-: 色 然外園輪が1こnか
もヨ コナ？・畢iJ平行
叩さが喪る． か

r.4-512 四，1 42; •o is ・嗣Ill.111 ·. 、\ ◄ー＇平け叩 [•J 
き．

• ll昂、 胄i~ l'.Iが重り合う．
• 舅闇内iii.-r-., 仕上げ．

・ロ・鬱心凹iiiを愕ら．上方iこつ重み出 ・ロ縁聾から蠣昂11内外と ． ． ． [•) 
T. もヨコナブ．鬱饗ll'l"行

叩含が喪6.

S4-Sll 37. ~ 48.8 135 .. 21 
• II翫．阻ぃ IJ.I平行
叩..
・胴誓内函．ナ-rtt上11.

• [l●響,:•引日面€糟ら . J:. 方につ重み
・'鴻""..-.息曇Iか子蓼目らUMu~栢~!U-'MHX l'e.I.I●1. C.)． ヨ,コt • 

會 内．灰 [• J 
出t 白色

・・肩底1!11．.長丸攣．． 
外．鴫

55-514 お.' 39.1 45 4 
•U I&千目叩きが1が1合う． 灰色
・胃畠I'll.f皐●位0ニピナそ
l: .. 位0ナデtU:•1 .

． ・噂勤り麗睛知1,3コ↑ ． ． 鴫灰色 (.) 

"・ .• Gl!tlJl~ffil!l~ ~tが員ら．
•11111 11?~ %一I ,

SS・SIS ゆ.0 41. ~ 42, 2 ・置畠 q•ft子ぅ目．"13 Ii" 3ー1が：ヽ
•O鳩馳ll'JヤYru,r.
・胃 i上争.1ぞ仕上,,.

． ・ロ蠍膠から●馳11内外と ． ． 鴫灰色 ( •I 
もヨ コナ1'.●麒は平行 駐鱗外
叩さが1!lる． 面．

お・51& 26.0 311.9 41 9S ●●慮鬱饗扇I'ヽ(Iー＇和 叩@, 灰色
- . !',叩Ii邑0が重とり＆う．
•嗣鼻 ナヤ(tt1f籟し同
,C・J11釦き直(,,

・出ロ織T瓢. 1:ffil! を惰ら.I:. 方につまん •ofIJ畠L1►ff'i清i駆きJO'lll'!JI(.と. も~~tr . • ． 内．灰
白色

（・）

•胴學． 丸嗣． •員．駆 •!la溝而.. 外．疇

!i6-5J; ぼ•-Kl にJ_2) oU!.O 
• IUII. 丸 •U.111』 !ID'璽い)ii ぅ． 灰色

•llf'Iヽ t テIi.tit●bl«• 即m
9吠＆，

・ロ輯畠1ょ平組面そ""'・J:万につ置み ・ロ●霧から量璽鱒U内外と ・ ． 鴫汰色
111..-. もヨコナ-r. 算は平H （ー）

叩きが鴨<>.

57・5U 130 Sl 140. り (22 ;) 
・嗣紀、粗い 13.5-t平
行印き．

•JI暢内ii .• ナデ仕上げ．
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聾09

g悶口径 lf ff 111• 形 鱈 の 特 筐 成影技法の特鑽 馳土 燒虞色・● 膏
・ ロ●●ヽ2旱困薔€＂ら ． 上万につ,,, ・ロ●鵬から●艶は内外と 紗れを 嘱霧• 鴫灰色 外ill•こ自
出... もヨ ゴナt'..量IJ旱 含u. 鑢論がか

印·~環る． かる．

57-Slt 12:7. 91 (40.4) IZ2 4) 
●●墨、IIい （ヽ 一If-fi U,:J 
印!,

· • 憾内蘊.・tデ仕上,,.

• 口●瓢ば●ltll• 樗り t方につ璽み ・ロ●●から●饒は内外と ． ． ． (・J 
出T. もヨコナデ ●憾ば旱行

· • • · .. 1?). 叩9がる．

57・SZD (Z,.3) ！ヽI.7) m .1> 
•舅鑢． 平行叩會．
●●鵬内面． てい,~いなナ
.,.仕上,1覆ら111l心円叩e
が預る．

・ ロ●饒u•1111t糟ら．上方につ重み • 口●●から●●Uf'! 外と ． ． 曹

出T. もヨコナデ， (•l 
．＂鑢.IIい (l.S-1平

!>1・521 (Zl!.Ol （ヽ1.0)（公.2) 
!TIO言．

•II艦内画． 中位U上下の
ナデ仕上If

• 鯛霧上牟． ．．にのナデ仕
上げ．

． • 口●●から●●ll"外と ． ． ． (•) 
しヨコナデ．●鬱9がF行
叩eが鰻6,

53・522 (U.81 (.0.6) (22..!) ·•• · 糎い (l一！零行
”き．

· • 艦内■，ナデ仕l:if饒
も躙,(_,円m合が糟る．

・ロ・鵬は丸鰊€糟ら． 上方につ重み出 • ロ・働から●饂内外とも ． ． IU:f!I .... ヨコナデ． (・l 

....鬱・.内Iiif-iifi. .J:. 叩ナ専デ•． • 仕馴上tItlf, 
58・S23 (31.91 U6.Zl ほ9.3) ·• • II .l.. 

1、ヽ•

・ロ縁籐ば亭祖●を糟ち．璽下T(., •口●雇から●●ば内9と ttttt • 灰色 ぽ●J
• II蓼．丸 (?l. しヨコ+'I'.●饉U平斤 含み．

印●胃~ - 良．

5か537 18.0 28.4 (14.01 • II鯵． 平ii . て・・
• II●内 ；ヽbいなナ
デ仕J:lf盪も閾心円11111
がfl~.

・ロ●饂ば旱lllllt:Mら，上方につ重ん ・ロ●饗から●畠1よ内外と 妙＂を・ ●灰e I • l 
出~- もヨコナデ． ~(J. 

• II嶋． 旱I如8 .

59-538 117. 9) 121. Si (27. &5) 
• 嗣“内■. ●位のt-1'11:
上 1ヽ.

・ロ●鬱U丸鰊を＂ ら．上万に・フ直み出 •n●響から·麟u内外と I . II灰色 ( • I 
ず． もヨコブ・デ．

• 順＂・丸 (?) · • 昂.'Ft11118,

58・539 し18.11(26.8) (2'O! 
• •M内面． ていnいなナ
f'ft bf. 

・ロ●鵬Iヽ凹●を＂ら． 上方に-,i,,IIJ ・ロ●畢から●●11[/1外と ・ ． ． ( •) 
・r' もヨコナ？ ・属1:旱行·••·A. 鯛， 叩If/環る．

59・5-40 (20.SJ llZ. Sl (Zl. 6) ·· • •も鯖一-．a＂平面心fj.lll円1"l叩l3/,tl: 9がJ:"If"儀・ 
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甕⑯

g贋口径 胴径 器高 形 態 の 特 盪 咸形技法の特 置 胎 土 燒成 色讀 鋼膏

・ロ縁墓は丸鰊€糟ら鉱量... ~ - J:• 1: ・ロ縁畢から●●•艦11内外亭と 炉を 遍恵冒 鴫灰色 順饒外園
つまみ出し．下tlU璽下する． もヨコナ1'. u 行 (J, に日然輪

• II冒．丸肩． 叩合が賓る． がかか<..

釦-~u 29.0 41.0 31.1 
.... 丸If.. •Ill響. ,-tr叩0

・底學，叩9目が．重1J,り合
（灰•J

， )． 
·• 霧内ili・t-t'ILtcfl負馴
毛仕1:11.

・直鵬み丸守．し面長下鼈袴らは璽下聾1""・ .IA ・ロ鱒雇から・鬱駆雇1ょ内外と
． 生彎IIt'i. 賃 (.) 

はつま . 11 """'・ ,, !Iコ-t't', u平h 灰色
・嗣llf,. 叩きが珊"'・ 外．鳳

II0-$42 算.z 163 01 50. 5 • 四．丸 ・鯛籐．旱斤剛き． 色
• 霰麟． 叩s目が•.なり合
ぅ．
・胃聾内it!.tデ仕上げ．

・ロ上・疇畢ば凹iiiを"''!>,"}..&1<璽饂下賣~す6る.． 疇 ． 反冒 内、灰 C• l 
“つ菫み出し．下疇I 白色

・嗣尾．丸’’・ 外灰色， 鴫
61・S43 お.CJ 39,(1 38.4 • 直皇．丸底

・ロ・曇ば凹童iを檜ら．砿彊言,6.上 ・ ロ・釦•ら· Uヽfll外ともヨ コ ≫ 獨息● ●釈e(.) 
1』つまみ出し．下鴫IU下・ヽる． ・ナ凰デ9．．行瓢平..行叩9が覆る．
． ＂響 ． 心丸・ • 印

6I-S44 146. 41 (58.0l 52.0 
・塵學． • 鼠毘釦引れが璽なり合う．

·•l:Ii皐輝噌眉，の下t這デti位tの:ユf.ピti'
•鑽量下L-trrlflし槍も日(.pjl!I
きが胃-4.

• 口麒ばl!!I●を檜ら鑢tiする ． 上鴫11 ・ロ●鱗から●●戴..,U • 外とも I ・ 夏• 内．● (.) 
つまみ出し．下..~ 星下する． ヨコナデ予 亭行m 仄e
・ 胴屋．艮嗣． 會が頸る、 外．●

G・!.4& （鴎.61(43.1) (31. Bl •胃厩. -.,17叩●● !! 
・肩畢内幽 ナデ調し識も
舅・円叩＇が鴨(, .

•口●長ばま量旱みL担出面を惰下ら．璽鼠璽T,1" 6、上 ・鳴釦ら鱚叩れもヨ：： ・ 犠●賣 ●鴫色 C• l 
.鯛,: つ し．鴫ば する． ャデ.ffjWJUUき'Ffillll． きが渭6, i: ・饒． ． ·• 凰

6:!・541 39.6 54, 7 55 9 ・ 匠．丸．
• ll凰釦U目が璽とり合う． 灰色

•• 鼈II,鳳曇..l'l筐門iiが藝.・下汽毛旱虹U:●位:Ifのf,, 十f'...t 

・ロ●●U直そ陪ら戴璽量下Tる．上鴫U ・ロ●響から●馳は内外と ． 瓦賣 門．灰 ( • ) 
つ曹み出し．下疇U Tる． もヨコナデ． 白色

·• 箪．平向き． 外． 鴫

63・547 C3S. 2l !SJ.fl) (41~ I · • 皇内●● ナデtt.J:げ． 灰e

・ロ・量肇みはl!!I出画しを糟らU．●軍彊下する． 上暑 •• ●墓mら●曇11,'/!II,と ·• 遍．． 鴫灰e[• l 
Uつ肇 し．下鴫 言る． もヨ コナデ ●●a平け

• 鵬・・丸心鵬． 叩!,

6J-S41 真.0 (50, 0) 50.1 • 塁麒． ． ・ 畢 ．平行叩色が．● 
・塵艦．叩＇目 な，，台
ぅ．

· • 謳RIil●位の1',,,仕
上げ．

・ロば●璽籐は旱用置を衿ち量畳...6. 下● ・ロ縁瓢から●●は内外と ． ． 内．曇 {. J 
TTる． もヨコナデ．．鯵U亭行 ●色

11i1墨會が喪る． ft.. 疇

114•54' (30.0) (SJ.2) (42. 3/ • 胃 ．平げ叩書． 灰色

・讀も胃畢心$'t円li叩、ナデ仕上1バ量
!!tJl,..6, 
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聾011

9唇
I 

口径 胴径 器高 形 懇 の 特 ． 成形技法 0)t! 徴 胎土 燒成 色● ● 考
I 

・ロ"l!UIjIlll面下を檜鴫~.i:• 言 l.,.上● ・ロ●畢から●響．U門.,.t守そ 遷患● 鴫灰色 ぽ●］
Uつ重ん し U璽1'1る． らヨコナデ． 欅1.:攣行 <.r. 

叩愚n''-l<>,

“も凶 !CO ~I !ol. 8 1~'1. 11 " 1""咋叩~-
• 閥疇'-闇・円内mIii. -tデ同し11も

I 
きが鴨る．

• J:JI墨4平因lll•A ら . I Fにつt_;. ・ロ●饂かり●鵬は内外と _,.倉~ を・ 灰色 （負繹）
出t". しヨ コナ.,,_ み．

• 胴闇.'l'・l-rlll台． 員．

9』• 7ヽ1 12'1 II H,ZI 

・ロ●聾から・．戴U内外と 砂8そ． ●灰色 (• ) 
しヨコナデ． 昴9』．平 含t.t.
行叩9が預る．

·•-~12 \ ~I~ l (6.01 
... 畢平行叩~-

• U●艦は巴薗を＂ら. J:!Jに-·~み出
・ロもの鱒ll平●コ行か十叩るデき●が●●鴨椙ばる内1工．外左上と ・

． ． !• l 
~-

＂行

？し；.. 12'6. • : I• 3) 

・ロ畢に出専厨し蘭．を＂ら払彊 ...,(,. .l:JI • ne墨•らテ●． 鵬●鰤U内外と ft~ を・ 灰白色 外iiiに自
ばつ重み 下•r1皇下ー、も． らヨコナ 11●行 含ん、 塁論がか

叩9が糟<,. 良． かる．

79-776 ばi.6t •~SI 
... ~ . 平斤叩き＿ ( •) 

． • n●鵬から..は内外と I.t含ilt(;,そ． 灰色 l• l 
しヨコナヂ．

~!1-77, （巧.DI (4.ZJ 

・ロ纏麟U'P、It轟を糟ち．上がこつ玄ん . Ut!l け€． 會 （・）
出.,., み．

I 
良，

7'9・7TK 131.01 (l !l 

＇ 

． ・ロ●饂から●.鱒は内外と 砂駐を・ 疇灰色 n＂鯰露輪がにも!!:, + f'. 編ば平行 倉{J,
叩9が霧る． かか<,.

?,-;:-, (29 0/ IJ 2• （鷹瓢）

・ロ·繊はIl丸lがf-11111を＂•下ら．＂ 『も． 上 ． 灰白色
然外面●にが111か

＜．下・は する．
か-6.

”・？印 ,20. 71 I~?I 
(. J 
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甕睛

g暑口経 胴径 曇“ 形 饒 の 糟 働 虞形技法の特讀 馳土 燒成 色・ • 膏

・ロ●●U平祖園t.. ら．上hにつ1み ・ロ縁麟から●瓢IS内外と
炉を
曇●● 灰色 ＂＂ヽ l

出"f. しヨコナ"'・ む．

79・7'0ば嶋，21 (S. 01 

•.口,:鑑ばfflTllf樗ら、菫重11下1"る.t ・ロ●鯵から●聾は内外と
っgみ出し．下●ば すl.. もヨコ-t-'Y.●瓢は平fi

Illきが霧~-

． ． 疇灰e l• l 

?t・iPI ほ,.~} - l着.Zl 

•口●皇,.:.凹●を符ら．翫璽畳下Tす'-, 上疇 •口●●から●鬱LIP'!~と ． ． 灰色 I • I 
Uつ置ん出し． 下鴫U 6, もヨコ-t'Y,

・●饂平行叩’’

... -111? (ll. 11 (5.2) 

・ロ●鵬U平駆蝙t:Nら．上方につ重み • 口..,,. ら●●lil't外と ． ． 鴫灰色
内自外鰊圏1111がに出T, もヨコナ，，．

.... 'f·fi叩•• かかfl.

79-791 (29. 61 16.0) I• I 

・ロ朧畢U平墨蘊i~" ら ． 絋彊｀る． 下 ・ロ●戴から●●は内外と ． ． 灰色 鬱

鴫U●下Tる． しヨ コナ1'.••u亭n I• l 
叩●が9員~-

79・79! t28~, ｛ヽ.4)

・ロ縁墓1:丸鰊そ糟，，..l:hにつ●1,tlJ • Q●”か，，．戴ば内外と ． 生 I/ ●色 I • l 
1'. もヨコナデ．

釦-7r.(ZU) (5. 01 

・ロ鯵11!!'.J●を怜り 上方につ重みIll ・ロ●●から●•響霧U内外と ・ ． 鴫灰色 C• I 
す． も1i1コナデ． ば平行

叩:tfl環<,.
86-811 (21. S) IS.6) • 麟，霞い I4ー）平行

會．

． ． ． 瓦 門白色灰 〔虞繊J

外．疇

筐1-81?(21. ヽ ） 15,8) 
灰色

• ロ-u亭観崖を＂ら ...t方につfみ ・ロ●鑑から●●Uf'I外と ． 置..疇灰色 外然ililこ自
出.... しヨコナ.,.,. 麟ヽ i左上 がか

l!0-1118 (30 81 (6. 8) 
1)の.亨.ft旱lP• がる．

·• "叩●●

かる．
l•l 
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釜 ．渦類
聾QI

9号口径 胴経 II裏 形 餞 の 精 徴 咸形技法の祷徴 訥士 • at I色● ● 考
・ロ・11,tMして立も上＆． •・体偉麟纏内外外瓢■． . 寧II行~叩目.．... 診曽€土.鱈 -~ 櫨•体••1内彎書 る． 含む． 1111 

毛仕上げ．

IZ-109 （匹.8)

・ll□●●鼻UII丸く籐納かめら内●気載に立ら上る ·'-• 外藝、平fjlll)t. ． ． ． 三鼠Nll
• ばる． •偉口●饒蓼内内面外上園専. !Iコナデ． 体襲界曇
・体籐は内●し．塁鵬は丸厩． • . II壱仕J: に,._). 付

40-JiO 24.0 15. • 
If. •• •体鱗内薗下•から底籐ナ

"・ ca床

つ偉蒻嶋外■~ffl■f:Mっ． 膚石 灰●色 石・
ー ．っば賓I).

72-631 

・体鬱Mi.っU貫!I, ・体謳内外圃..,.,,. 仕上げ 紗を..... 灰l!!l 蝙 I!l 
撞つば~M •t る． 倉む． 9●●l 

72・`立

壺

壼(I)

9磨口径 謁高 底径 形 懇 の 特 徴 成形技怯の特徴 舶土 慶成 色• ● 考

・停●ば外Iiにn彎鰊に立ら上I).肩 • 内外戯• IIコ10ナ彙デの．^  炉を 甕饒ii内．鑽 （重宋
&€tll) 出外す． ・．--~ii!. う沈

む． 駅色

・出が litL~ぷFに主ら． fl I). 外．●

Zl-%20 9.9 CZIOl 
・ 門饂して 持つ． 色

・芸品開しば●1:I6. • 内外iii.!Iコナデ． ． 
躙• ．灰色 （●｝ • て そ糟つ．

21-t,1 (O. ll 

・停鄭U塵饗から外万,:立ちJ:-C.. • l'f外■. :lコナf'.
•厩曇. Iii! 翫糸切り．

． 生懺,,置 e l• l 

Zl・?34 16 ~) 9 S 

・体蓼U内彎景彎に立ら上11.嘱鼻そtl
，，出-r.

• 内外.IIコ-t1'. ． ll息● 鴫灰色 回

411・457 11. I 112.H 

．．厚から外反し口史馘●戴1こ -..~ .
• 鴫凰は内饂し. ~ .. っ＿

ー11111-



壼はJ., n極 霧裏 底径 形 霞 の 特 徴 成彫技法の特• 飴土 燒成 色・ 鑽膏

·•-か ら外反し口丸纏く畢に事l<.. ． 如を

•Ill饂Ul'I鱗 し て 納める． 含む囀
須慮貫 ・色 00 

59-! お 12..l 

●●庫かウ鍾外反し口丸鱒疇鵬をにゑ..
． ． ． UヽJ

●●鵬1:.1勺 I,て 怜つ．

n-、鵡 10.8 

・ロ●霧は9方につ重み出し 丸<IIめ ・ロ鑢墨から●瓢は内外と 妙含0み，を ・ 胃灰色 ＂＂員）
ら． しヨコナ1'.

II.. 
'19・79't 11.61 I•. 8) -

軒丸瓦
軒丸頁nl

lf~•a 左右籍l文訓遣甲房径漣子齢珠文鮫 影憲及び成形技法の特 徴 舶土 燒成 色• 鑽膏

•瓦当〇●鯛に丸n瓦~鯛そ纏＊合させるたのに霧で
”ったと患わ I), U倉較みを． 蹟匿冒 ●灰色 :!l-(編J

•■mu不定方~,i;lf-1'/t上If. 員，

li5・S:il •~o 152 119 ゞ 1 + 8 9 

•．瓦●●当に鯛の丸貫●夏●のの一Iこ饗鼻"覆I). 
． ． 灰色 ?:?-(灰〕

・る．
• ため＋ぞ1111.

豆 2 l'8 12Z SJ I+ 8 161 

•瓦●当薗不員定蘊万ヽこ鼻冑り
・ 虞のt．ヤ仕上If,

． 瓦● u~ ロ・ C•I 

い・” 156 It• ％ I+ 8 (41 

• Ji. 属皇不外纏定上方學臼分欠●● ． ¥l息貫 灰e JO・(.Ill] 
・ のナデはJ;rf.

lss・SS. 

｀`  

I+ S Iヽ｝

• 瓦当のm』こ鴫«•J. ． ． . 夏当●
・匹-t1'方“不疇． にば●

l}(e, の

&S-5ふ5
一 - 胄然•

がか＂．

r.) 
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軒丸 2)

I'. 仄嶋g注も帽 ヌ鬱~II甲房穫遵子欝瞼文騎 彫霊及 び 成彫技 注の 特置 胎土 饒成 色・ ● 彎

•.反胄当iiiIll争とナ丸月瓦状u:iaみ込＂み式で槽合＿ 窃 ．を
珊重冑 灰

瓦リ● 薗• に
・ のワ● り．
• デ”曲不疇． 良． の自灰然e• 

5ヽ・SS6
がかかも．

〔

• 瓦当の専分U欠●● 嶋 ． ． 瓦自の下
·• 蘊ナデカ膚不町． .. 鷹,, ヽ ら賣

にかり

~}-551 - て畠鱈IL

,0-{IJ灰〕

・瓦●●に●青I).
• 璽ill"霧のためナデ不鴫．

． 烹彎け ●灰elO・l灰

~-5埠 IZ9 134 1117 

＂ 
l←4 

•夏瓦含当賣下薗皐9こ●,rl). ． 

• 分欠・のためナデカ囀不剛．

． ． %2-(M) 

広・359

：品品翌翌t:~+ n:i,i. 
． ． • (II) 

~S-5'0 -

•瓦u遍属·F.學.こ●欠青●り． ． 

• 分 のたr.ia璽t-f'Ii貞不帆
... 灰色 33-[llt灰］

~-~• 

• 夏瓦ナFU皇自デの裏加上面に不皐にワ分覆ラナ以切上デ欠．111. 
． ． 量釈色 (ti) 

1&$--56Z -
． . ． .tfl f). 

• 夏■Ill当の上・分以上欠鑽． ． ． ●灰色 江ー（灰
・ ．不定万胸のT'J'仕上げ，

115-r.63 -
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軒平瓦
軒平JOI) 

＇母上弦帽下弦暢 弦 環が？戊謝讀
文厚糧区さ 彫● 及 び成影伎法の特 鑽 胎 土 覺成 色• ● 膏

••. ．真●は瓦蝙不か紐当宣とら●近万亭●ヽi瓦の冑夏鴫U夏0凸U檀圃●,零み,にl真込■. か●みか"●式て→にで●"か●●瓦け合..  て．•9 • にか"て IT=TT~· を
遍●● 鴫灰色 (II) 

"6・564 ZJO 四 埠 5ヽ 匹

” ・ 1'1i:J:
If. 

． ． ． ， !•l 

“印 !6$ 匹 3~ 

＂ 
お9 32 

． ． ． 灰臼色 (. J 

66-~ Ill.'> 11111 ” “ 179 30 

． ． ． 鴫仄色 JO-(鯛I

116-567 185 199 “ ” 
179 31) 

・瓦虐花鴫を霧書小鑢>r. ． . 灰色 (ti} 

... 568 

・·● 作●~及●っ蝙左たU■-●とII息1"~ にわ頸1'専.~h瓦11/t6€●鱒.fi.人llさ.せら←めに11iiで
． ． ●灰色 Z2-(灰

"6•56P 

“ 
34 

• 瓦瓦当中裏画央よりやや左●を鴫書＇小●片， ． 

• 畠 に鵬胄り．
． ｛直

・匹 u_a-,-¥,

116•570 ·— 

• I[当申央からも●にか11て畏る菫片． ． ． 00 
• 瓦●畠璽ITTL■に●青，，．• e -t~. 

116-571 
一
．．． 

•夏専左鋼の一饂€鴨ず小畿片． ． 夏● ●灰色 !2-r富l
• 夏．含麟璽,.t圏.に●胄I).
・ 1"'1'.

56-57Z 
一
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軒平瓦m

g悶上弦幅下弦帽 弦深 瓦厚当面さ文"文鎌区 形露及び成彫技法の特• 胎土 鸞成 色・ ●考犀さ

•瓦当当，，，右a,ば鴫創g菖を鰻のに●..,た膏小め鐵不,,片躙. ． 翌、e反胃 貫 e (II) • 瓦
• ナ ． 良．

11;6-m 

•反瓦当自裏左は欠.員.9こ●のを鰻すす量片． 會

・ 育"・
• ナチ ため不嗣．

矯塵貫 灰色 22-(灰〕

“心74

•• li瓦瓦瓦ili蟻当当中iと平史戦面か瓦上の尋はら匹a平そ預み頁，込育凹す國置みり式片．に． で璽會．
． 瓦● 灰a色 U-[1111) 

66-575 
• かけてば不定方繭
(/)ナデttti:. 

•夏当中央から6●にか11 -C隕る置片． ． 
• 瓦当の裏藝に鵬賓り．

． ． [II) 

●●躯111員ナデ．

111•576 ．．．． 認 lZ 

••瓦夏当当デ『ば婁111l冨かに鼻の祖青た鴫めり不．ま胃で糟れ懺片．
． 獨●● 灰色 22-(饒〕

• ナ．

li6・S77 ” 疇

•瓦夏．夏震~●ぉ●h岬上包・ と平薗又重瓦心かかはら•亭鑓ら左み“鳳込·凹しみ•に．● "て鰻合．●畢片．
. • ●灰色 ねー(•J

・ 式で饉

lio・S78 “ “ 
・ にかけてのナデば不

●定●から凸直にか,1て9よ欄ナデ．
•瓦当左鴫から平瓦に かけ てU虜ナぞIt上
げ．

． . ． ． 庄ー( • l 

~ -579 53 32 

・•●エ瓦量当当裏謂は画鑽にナを＇舅青す勤I),． ． ． ． [IIJ 

• デ．

66・5釦 “ 

•夏当中央か，，左鴫にか11 -cIIJる讐片．． ． 生 11 鑽釈色 22-(11) 

• 畏瓦ナ当台デ墓と11分旱1日瓦霧·~のは包たみ込みスで纏合．• なし．

li6・5BI ー・ 58 “ 
・ め不明．
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軒平瓦131

'' 
上弦暢下弦暢弦礫が~~ 駆＂文犀織区さ 形鵬及び 成影技 法の糟戴 馳土 燒成 色. ●考

• 瓦畠"む●を穴●● 妙鼈を 生 11 ●灰e{II) 
・瓦●瓦會蟻皇●と上分藝＇瓦~l!lみ込み式で糟合． 含み、
• u~ し． II.. 

1&7・S82 
一 “ 

鳩
• か匹らf-Jil'!liliにか,,て,s不定”“
のナヤ．
.. ,,. から9瓦にかll't':J■ナデ．
• 夏当左6鴫から平瓦にかII て U欠鑽J)~こめ
不疇．

•瓦置当当左牟分«霧霞T• ． ． ●灰色 Z:!-00 
・ と平夏層のは んめ込不ん式で膿合．
• 1"デは鯛 た 疇．

切・W 5S ” 

•瓦●内畠左n1:専1tt9ヽ：の下●を鰻T, 嶺 璽• 鴫色 :ID-(11) 
•夏●.,膏_I), ·• 

IIT-584 

• 瓦睾皇合当上左と量平●！瓦にをか頸空ばら.a団すみ．,l込にしみ． か
． ． 貴 eC&J 

•瓦 式で塵合．

~7-585 - 62 - Iヽ : : II ては不定1Jllll~-t
デ．

·• 墓から専瓦凸■1:0-,,, て11●ナデ．
•瓦当む·か.-,亨瓦●●にか•1 て•-r デ仕 l:.
tJ. 

•品瓦過•J>?e●€鰻t"II.片． ． ． 灰e ( •I 
・ と.平JilJ包み込み式に,Z.I)●合．
• u tヤ．

167-516 一
55 鵠

• 瓦当6.-.平夏~ 糧す朧片． ． ． ． (•) 
•瓦当c 11言，，込み式によ I)●合．
●●餞● 3ヽ不宣方貞a>+f'・

157•51'1 
• IJ欠・のたの不胃．

•瓦当中費下鴫鬱そ鰻す小置片． ． ． ． (・) 

釦・逗

•• 瓦瓦●皇当合右籐と直●平分瓦専にか空分はら,ae頸み.,..m込すrJ直転みl式に． で11會．
． ． ． 瓦蟻から

平Jtl'!lill
こヽかけて

167・ 誌9 ~ ~ 

” 
3V 

•夏当 か•1~ - -から a鶯●●
凰平反凸r;-t-麟にかけてU!!コナぞ． ( •I 
. .,, 仕上,,.

・● 心●て、合●とf'l平●ii瓦かl>1らJ.:バ亭9蝙氏み上凸込薗iiiみか式にらかで旱●りl[合てl'!I．は●●にナか11
． ． ・灰e瓦遍曇こヽ

舅黒•”

"'・ かかる．

167-59゚
1製 19!> 16 

“ 
I訥 ll •鳳■な.,.1'仕上,r.

30ー直l
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＂平瓦141

:, l:弦暢下弦暢 弦讚がf内顧•芹緊 形● 及び鴫彫技怯の糟 曇 訥:t: 饒慮 色 ● ● 考

•.• 瓦轡．て纏含●合●とな付瓢1'●近か夏.,のり仕ばlC●包上含夏み,1上凸込.圃園んかに式かりでヽ旱9糟て瓦合1l!'Iよ．ヨ國コにナか.. It • 

匹を 遺亀● ●灰色 JO-I網l
含,..,
良．

117・;91 19" ， 0 1111 lZ 

•反議の左直に嘱•”t鴨言・片． ． ． ． 2%-(灰）
・人鵬● fJ, 
●●● ,:■-r i', 

i&T-S9l! 
一

•瓦当中央t預1'転． ． ． 灰色 JO-l鯛）

• 反当麟と上分編雫瓦か1:U置み空圃込1:み11>スで鯰．．．合 少し ，，． 

167-S93 “ 一
鵡
・反当 らI'!! 11て．●籐から凸園
にか11ては●1" ,,_ 

｀ 誌 ●を霧す麒， 丘胃 貫灰色 (a) 

• 夏当•董に胃育り．
• ナデU鯛膏のIこめ不＂＇・

i7・S94 - ” 
31 

I 

丸瓦 • 平瓦
丸瓦 • 平瓦m

図版
全 さ罪ヽ1形態及び成形技注 の 糟● 納 土遭成 色 鯛 ●貴

● 号

• 凸凹疇へ11編●うの1lltと』 1'1·ャ•>疇Utのとll·門,&'l'ら鯛fin． ． '1'デ， ：良が， 

蠣●貫 膚灰色 t:Z-(1.111 
• ．ヽ 
• ・●シ●ワのがc多■し• - u. ~w内胃の●序で

IM-• 印 lZ9 1疇 II ●6 
・凹轟に糸丸切瓢¢ ., 
• 玉 と R ばヽ暉,tデ．

． ． ． tz- ( • l 

肛如I 四 I!!, 1: ■; I 鴫8

・曰lll11N610上に所層砂が付●● ． ， 仄日色 立ー［飢l
•凸llUl1贔'の●* t, つ剛書翫によ 1) ●●と 'l'fi~~ - ●●
と平ff-t ・

臼•紐 立 1411 18 ●6 •日画の霧t!U●剛い ． 1()0シ ワ●もと少悶なじい．
.... 門面とのへ， I) IJ • ••o ・ ＊り讀冑り．

・鴫玉●•二と辺丸瓦こヽ雇のfl}l1嗣転ナ"'・
. ., う状圧●育•>.

• f'i面薗．． のは鴫布の繊^目と零ナテ．
． ． ． 30-(.) 

• I!! iJ. .,M ●い．シワが・:tない．
• II f)IJ細●とIllじ．

“゚`
32; 1%1 12 ●7 •l'!I漏ヽ:"丸"'璽響育可り覆． 

•11 • ]j● t. ~ 即E-t-ゲ．
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丸瓦•平瓦2/

9 恥—,_ -犀 さ 畜目d 形霞及び成影技法の特● 胎土 焼成 色胃 ●膏
•凸畢國全と体ヽ： 8も贔bの• #,a左tへものつ叩叩9●日攣tにllよっり． ●●のほぼm受 ~ : を

潰息胃 灰白色 29-{疇灰〕
を して
...... 嶋凹凸幽の専目と叩●の．．で... 良．

紐—紐 緊 !IS 22 ●9 •-臀り /l)． j/Jに ． 曼•さ tt6●に付いた と患hれるワ 9拭圧農

●9 • r-!l轟1:u,t,切鴫"IJ. 

...... ,..,, 土剛をn鋼慢饂． 凸聞€叩＇不霞方血の1",,,仕上げ、 ． 
ばみ出した帖 ヽこ fi•l 幽11"・ 
•鴫縁の一辺に ワ 9状圧膚育り．

． 貫灰色 !9-(●釈l

169-605 立1 m お :t. ・贔切目欄U不不剛定， ・布 方冑11>-tれこょrJIJとA.ど肩されている．

• 鴫．嗣縁をへ,亭,行1I)叩. . ． ． 29-I• l 
・ 凸聞€●●1.: 會．閥じ方飼』こ-t,,,仕上If.11み出し
、心't'帖のt—を辺鯛織にに折 l)由i1111貫f育る．

統‘“ 330 219 26 :to ・ シワ状 I), 

・凹iiに糸切・渭り．

・ 凹凸面にU布目 ． ナデの上1こりが«•. ． 鼻 駅色 22-(鯛］

·• · 鱒を•叩そへう胴ヽ）．
•凸·纏面 .. -t 1'の曇｀ 凹凸園Ci)/\~tへうでAり ．

70・ 飢）？ m 238 25 慶6 ・ の辺にワラ吠圧QI').
鵬7 • l!!I凸薗に贔の書賓り ．

• l!!lliに1:ナぞの上にUがl'I●● ． ． ． Zー (•J

l:'D-匹 直19 公 zz 

·•· 胃•tへ9肩"·
•凸面璽を●iiiに平印色 胃じ方冑に十デ仕上,,.

纏6 ・鼻切 胴．
... の一辺にワう状圧蠣有"•e • 凸圃の●●と鴫鑢の一辺とl!lliの・縁をへ9で●取り．

•l!'J凸●．に11轟目 ・＋デ糧砂が付●● ． 生 11 鳳灰e Z2- I• l 
• II. 鑢をへ9剛り し．凸iiiを叩..ナデ仕上げ量．鴫
..をナデ仕上 fヽ.

”•姻 加 Z!ili %11 :; ・ロ面1()蠣不11織畢）と凸li;l)f!辺€へ9で逼軍り．
• 糸切 ． 

• II竃.tll向●をへ9剛 I)し ..  の1:1 ぼ中央€墓点1こ叩＇．不・ 須●● 鴫灰色 ロー I•l 
のナデ仕上,r.

• •· U11ナデtt上If•

!10-610 直 ™ ” =~ •凸“糸II田纏ヽのこ不一11辺糧囀量．に●ワ渭うり．
． ・ 状有"・

• 鴫●仕●をへう剛IJし...の古，，，I)・"iRに●状に叩含． ． 夏● ・灰色 ZZ-(灰
ナデ 上げ

•印員ヽこ U,t,W膚fll'l.
171・ ヽ11 32'1 Z捻 ” 出

•凹Illの一鑢·~ナ，，，f/噴る．

•UclJ一辺1こワ 9状""·

．．．．を帖へ土9馴りし ●●の右角から左に●訳』:-.is. ． 
1よみ出I,t: を●●にfr1Jllll•fナ デ仕上•f .

遍e賣 ． !D-(11) 

• 凹“に糸切#{fj"

171・6l2 29<1 188 ね •a ●●●の一辺1:,,.,． 状膚41"•> .
鵬II
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丸・平瓦C3I

g眉 ’一仝 長 さ霰目d 形懇及び成形技法の特徴 馳土燒成 色胃 •膏

• 凹凸面全体は作目．■ナ凸デ£瓢のft上を叩1l) ; りがN9. 妙含位み．を
生11l1t 鳳灰色 SJ-{菖床〕

•鴫． 舅縁辺をへ9剛り 會.-t .,.tu:., イ`
•凸繭l!ll と凹國の罐 している． 良．

171-613 3,!I 2~J 23 :~I •凹iiに糸切震賓り．
•鴫1111.l一辺に?,状圧霞胃,,. 

• "・1.1:J: • 織をへ,111りし． 疇●の右角から左に●状にllllt. ． 瓦胃 ． 30-(膚）
➔-ヂ If,

• 凹1111こu. 糸IJI膚有IJ.

71-614 匹 Z33 ” ■8 
•蝙ll2辺1こワ9血墓1こ塵欄にI). 

●5 
• 凹iiiのl! lf中央 よる '><1印を付0る．

鬼瓦
鬼瓦

9屑 形態及び成形技法の特 徴 1胎土 焼成 色舅 ● 膏

• .II覺鰻鵡縁面仔裏のかか一ら郡貴面fJ'!l!IIに(>鰻,,;. 閉？ 須息貫 疇灰e CII) 
• ． ll'lt't, て\•わいなへ9削I).

・ .ら5●2..面S—1·でI/JIJh,:31.5-..
良．

ti7-S95 

•肩悶,O鴫縁ff0に鴫” ー戴が預●璽・
． ． 灰臼色 鰊自文然書論にが

・ 轟面にてい』aぃ“へ9創り．
• u. その1●十デ{lJ.lff.編ず． かかる．

67・!96 
• . 106.S-. (.) 
. .:,■ 薗1でt1>!Jh1130.S..

• •aai左下底量を預す駿Ii ,
• •iiか-~-iiiにかけて．ていbいなへう刷.,. 

． ． 灰色 r. J 

67-597 

・下置鄭か纏う●、M.S.. 
•輝文 iiifでの厚み1133-,

• 噸目在・●墓と患われる鯵分から●縁［こか1パ ー謳覺る菫片． ． ． 鴫灰色 r. J 
• . 66-.. 
・騒文から翼面までの厚み38.S...

67-S98 

•鵡皐下●底文艦のか右蠣り下艦1'1をl'.l'f"鑢片．
． 

＇ 全体JIこ
• . 48. 5-. 自然論が
・ 裏面までtl),,~ベ加ユ ，， かヽる．

61・599 
(•l 
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焼き台
燒き台I)

9屑口径 謂高 底径 形 霰 の 特 徴 成形技法 の 祷徴 胎土 燒成 色Ill 鑽零

・体饒納111'i彎載に立ら上I)_鴫Mli丸 •内外II, ョコナデ．
窃 ．を
樋息● ●●色

内自外然面輪にが
くめる． ・艦鱗．糸QJI).
・駐鱗U富台気鰊に立ら上る． かかる．

73-635 (6. 7) 3. 6 fl0.2) I.Ill 

・体麟U直立買疇に立らj:I)_口輪鵬で • ． ． ●灰色 C•l 
外厩反帳する
． ．平塵．． 

13・6高 (16.0) S. 75 113.Z) 

・体鬱U量立気鰊に立ら上9 口●曇で ・ロ●..鄭鵬から●平行鬱叩はヨコナ ・
争
内ij．灰 外iiilこ自

外反する． デ は 色が鰻 然輪がか

•• 体内る!II．憾外.Illナ.'Y平fJ:行..I:叩ヽf.&. 
、● かる．

73-637 (ll, Si cs. i) 灰色 C• l 

． ・内外iii.ョコナデ． ． ． ●灰色 [.) 

73•6鴎 (13.8) (7.9) 

． • ． ． 
内!書灰
然外輪面1こ自
がか•• かる．

”畑 {13,0) (8. •S) f!l llll 

． ． ． .. 疇灰色 [ •)

13-640 (IJ.6) (7. 55) 

． ・ロ●鬱から●鬱は内外と ． ． 灰e [• l 
もヨコナデ．

73、41115,0) (10. 7) •体内鱗lll外ill.平行叩~-
• . :Iコナデ．

ヽ ・ロ●藝から・量は内外と ． ． ． 
然外輪園がに目か

しヨコナデ．
・体上鬱外ii.慶位のナデ仕 かる．

73—匹 IIU) (8.95¥ (9_~\ •内げ面．．帖土紐の響念上,, C• l 

・有り．

． • l'tfl.11. ヨコナデ． ． . 灰白色 ． 
[. J 

73•643 (15. S) (7.25) 
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燒き台21

＇悶
口径 n~ j11u 彫 鱈 の 特 徴 成彫技法 の 持霞 馳土 燒成 色舅 ● 彎

• 体asu●立気麟1こ立ら上，， 口疇鬱U •n●鄭かヽ-·•"'内外と 匹そ 遍鬱貫 灰色 ~iii、:n
亭囚幽を糟ら．上下につ9み出す． しヨコ ナ •r. 含む． 鑢●がか

•は闇内9薗. 1'デ仕上げ． かる．

73・6≪ (18 ~l 16 81 Ull 

I 
・ 体，，，ui>i•ttat:に立ら1:り．口縁●で ・ロ●蓼から●鯵Iヽ・"外 ・ ． 鴫仄色 (• l 
外/5tTる. ともヨコナデ．

• ii●外●●●位のナデ仕

'13・6'5 II~01 lfi i! - •偉上嶋げ内．面-~ ゲItt •f. 

•停ロ籐•1.:, 直＂庫 1こ立ら1、.,_...,., に • CJ●“から●●ll内外と ． ． ●灰e内外に
に饒＜． もヨコナぞ． ●然輪が

かか6,

”‘“ 
1 ll Sl I' ）ヽ

(.) 

． • LI鐵畠から●畢は内外と . ． ． 外●にg
もヨコt1'. 鳥●がか

•111圃． 帖土lltr1>●會 .1:•f か~-

73-!>ti I 12. ~I (6.Jl 
・冑り． C• l 

• lil:U. ~-ti鰊に立ら上り 口●●で ・ロ●鬱から●●CJf'I外と ． ． 鴫灰色 (• ) 
外litT6, しヨつナデ．

• 偉饂内外．ョコナ1'.

73也 (18.41 8. s (16, ll ・底鑑．鼻切り．

ヽ ． . 生●" 員灰色 (.) 

73-6'9 cu. ）ヽ 7.6 11S.Oi 

・心Ui(立気鴫に立ら.l:<,. • C. 重内外蘊． ョコ-r1',
• 五 ．果0り．

． 皇●● u~ 内外面に
11!1然●が

'3~511 !I0.4J I ID. S) 

かか6,
(•) 

. "●U呵賢靡に立ら1:-6. •偉瓢内外圃 ナ，，． .. ． 灰色 外轟にg
・体鑢内外．．帖土磁しり● 息がか
●上•f01). か＆．

;HM (,. ヽi II~. A! 
(.) 

. ． ． ． ． (・) 

73·6~Z ＂．心 ）(U.O) 
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燒e台31

9号口g 塁高 底径 彫 璽 の 糟 置 虞 影檀法の持● 胎 土 饒戚色・ ● 彎

•体●U内彎気疇に立らJ:ヽ． • 偽.,.,心 ・ヨコナデ．
•lfS. 鼻VJI), 紗倉種(I,e 遍甕賣 内｀． 直 i:n

駅色 鱈 がか
外｀． か"・

7!・6'53 -It.II fi.01 賢e (• ) 

・体●ば重ユ＂鰊 に立ら上る． •偉記■. -t" f'ftJ::t1. 
•曇偉饂-t1"外tl:J:●●1尋f.行~·●一

． ． 灰e l• J 

73-.&4 (6.Zl [ZUI 

• 愴●U内して立ら上6, •修曇内●● ナデlttげ．
•体畠外璽． ●伶のへ9鋼

． ． ． 外藝に●
露釦か

I). か~.

TJ-6SS (6. 7l 1111. ~) 
(•J 

． 

•・・ 体に停鴫囀畠麟畢外内"IIIi・貼.土.平ナ111r,〒の仕111W上1ttげ,t．1f ． 
． ●灰e(.) 

73・656 17. 9) 119. ~I 

． 
・・体停鵬鬱内外薗●、●ナ●.,,位仕の上へIf,.11 • 

． ． (.) 

I). 

73・157 16. 2¥ <16.0) 

• 体●↓U鼠立気彎に立ら上る ． •偉●内外■．ヨコナデ．
•艦鑑． 糸切I) .

． ． ． C• l 

7J-t511 
一
(7." {17,0) 

・は●U内る彎．＇鰊 に立ら上"・n.. で ． ． ． ． IJI●J 
外反す

1,~n (Z0.01 I. 7 (IZ. 6) 

． ． 會 ． ． 外●に自
鑢●がか
”る．

74・674 UO. ~l &1 11,. Zl 
(• l 

• 体鼻U内饂して立ら上IJ . ロ縁駆で外 ・ロ●鵬から●蓼iiヨコナ ． ． 灰e ． 
反~6. デ． (• ) 

•停偉塵鬱M麓外．ill ill贔. ョコナi',
14・675 116.0> Jl. 0 lt-1.41 ・＂ ．平/'i,.iA.

• rJ. 
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燒s台(4)

＂ 
口径 闘高 底径 形 • の 帽 ． 成影技法の特• 訥土 熾成 色● ● 膏

・体鼻“直立気鰊に立ら上-6. ・停●内外圃．ョコ~1'.
窃．を
..胃 灰色 c• 鱒）

で匂 112. cl 6. 3 (10.9) 

•体•u内●して立ら上り . Cl●墓で外 ． . 嶋’ ●灰eC• l 
反する．

74• 95 (13. 着） ＆ヽ 116.2) 

•体外反蓼u■立賛鴫に立ら上り 口纏饂で • •停塵．鬱内．外泉央慟切に．q 璽コナデ． ． ． U!l 内董に●
1"6, 霞論が，，，

•緯●中 穿．孔臀り． かる．

16・7lS ＂嶋.a) (1. I) (I着.81 
C•) 

·体●は内~·．量騎に立ら上り．口．．で •艦緯籐内外•• ヨコナデ． ． . ． [.) 
外夏す • 鯵．皐QJI),

7'--116 (14.,) {6.51 llヽ．畠l

•悼纏は饂立して立らJ:.I). ロ．．で外、 •四内外■．ョコナデ． ． 
置言る．

生,,貫色 (•) 

11・738 (12. 8) , .. o (13.2) 

． ． ． 璽●● 灰e (• l 

77・73!1 (ll. り (G.5) (JU) 

・停"'・立して立らJ:し． ． ． ． ●灰e
内．鱈外lli1tJこf 
かか..

11・761 (Iヽ.7) 6. 3 115.01 
(•) 

•偉鬱llbl,て立ら上り．口●纏で外 •体●内外Ii, ョコナ.... ． ． 灰e 外Iiに畠
反1"6. ・厩．糸切り． 露論がか

78・7Q tiヽ.I) II.I (19.Z) 

か..
C•l 

． ． ． ． ． 内自外●Iこ
鷺論が

7'-7M (Iヽ．着） g J 11.S 

かかる．
(• ) 
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遭き台:ti

g贋口径 器高 底怪 形 鱈 の
.., 
鑽 成彫技法の持織 飴土 燒 成 色 調 鑽青

・心IJl't●して立らJ:r).tl●●で＇ ・体平島内外轟． ョコ1'1'. 砂含lt t 屠庫貫 鴫灰色 ［表撼）
反・ヽる． . . *切り． (J. 

78-71111 19 6J fi_O 1• .o 

． • 体m外面． ヨコナヤ． ． . ． I• l 
• 鼈... ~ 央切にり．
•停鵬中 豪亨孔讀が育

78-i70 110 &i 7 0 f 13.41 ヽ

士錘 • その他
囀tli・その應11

9百畏さ II ff I 形 懲 0) 特 戴 成形技法の特徴 胎土 燻成 ~•I• 考
•中心畢に孔をあ'"' . ●状． •鱒伏のものに鮎上€ ● 9 つ ir 窃:遍皐● 灰色 JO-(灰も．

17?•~1S Sり II. 9 

• 外●●旱行叩IJ.
・外●剛さ饉、".,で '><,印．
•内匹•• ナデ仕上11.

ヽ ． ． ． ． 叩ー(.J 

l'r.!・&16 ft 1 II. 7 

. ． ． ． ． 30-(.) 

172-617 S 8 II. 3 I 

． ．．状のものに閉土を鬱きつ11 鼻し ． . 22-(.) 
る．

• ~•- -t ダ仕J:.•f.
72・fi18 10.S !5.ll • 内面＊・・ナデ仕上,,. 

． ． ． ． ． (Ill 

U-tlY 10. 8 ,.6 

． ＂状のものに貼土€●e つ ., ． ・ 鴫灰色 外鯰•にがか日6 
•外藝．平暉e量デ．仕上ナデftt11. かる．

In-~ ⑳ 1%.2 

｀゚
• 内置頁疇．ナ tf. z:z-I•) 
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土鰻 •その應2)

9屠長さ 胴径 形 鬱 の 囀 ． 成影棺法の糟● 納 士 鑽虞 色● ● 考

.... 心鵬に孔そあ1:1.●状． ．．｀のものに鵬土を..つ” 砂を 夏● 知 (II) 

・,6心 ．ナデtt上.,.
含(J.

72-6%1 9.2 s.' 
・内禰臼.t-ダ仕上1J.

． 鼻 ． 置●● 灰B~ 外鰊繭●ヽがこ胄か

か6.

tn•m T.; s. s <

． • 鶴状のもの1こ帖土を●9 つけ ． 生 II 鳳灰e(al 
<,. 
・外...,. デ仕上げ．

n-tz:1 5 2 2 l 

． . "状のしのに鮎土そ 9會つけ ． ． ●●e I●I 
る

• 外．轟．ナダ仕上げ．

12·6%• S.6 z. ?S 

• .tllに●孔青IJ. •麟Ii. ロ負影 こヽナデ仕上1f. • 嘱●胃 ●灰色 ZZ-(灰

”・に5t7.nl t.J 

•麟下胃/j 円彰"f． ・＋デ仕上,1. ． ． ． C.J 
・ €言ふく ら.... .

~• 2' Iヽ.0) 3.Z 

． ． ． ． ． C.J 

tt• JO ｛着．ヽ） l. T 

下駄
下駄

9暑 長 さ 蝙 嘉 さ 形 璽 の 特 覆 材胃 木霰り． 膏
•I 8U員円彫． 販U コーOO
・穴は2●あI) I • • ••s●で切り出．し．・W欠●•J. 

l"Z-'33 ⑳ .s 8 l %0 ・匿u欠●●
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例 言

1. ~ 書ば、兵庫県明姫幹線遵設事務所から事秦委託を受け、兵庫県教育委只会が調査主

体とたり実施した明石市魚住町中尾字向ィ原字中原、国道250号線パイバス明饂幹線道

予定地内に所在した、古窓跡6基の発掘調在報告書（図阪編）である。

2. 図版のうち、遺構実瀾図に関するものは縮尺不統一であるが、遭物実瀾図1よ、特殊遺

物 ・冗を除いて％に統一してある。

3. 遺物写真は、おおむね以"fの縮尺で統一してある。

小 皿 ½ 壺 ½ 

坑 ½ 凡 ¾ 

鉢 -~ 特殊遺物 怜

甕 ％・サ 俯臓写真 ½ 

4- 遺惰実瀾図のうち姪終で投示してある部分は地山 （灰灰色シルト）であり、冒璽で

表ホしてある部分はみ色鰻化層、仁ヨで喪示してある部分は灰層をあらわす。

5. 遺構実漏図で用いてある界高は、明鋲幹線道の工事用 B.M.からの海抜絶対高 (T.

p .)である，，

6. 遺構央瀾図等の方位は、 磁北である。



図 版 目 次

轡順図販1 鯛査区鍼空写真

讐●園賑2 38• 匹憲全景

図版 I 魚住古窯鱚群分布図

図販 2 織住古嘉腱群等高縁図

図阪 3 遺鯛全体図 (Ji6: 前）

図阪 4 遺構全体図 （調査後）

図版 5 遺構実渕図 (38号・29号）

図版 6 遣構実瀾図 (33号）

図版 7 遺構実測図 (32号）

図版 8 遺構実濶図 (22号）

図版 9 遣構実測図 （血）

図版 10 遣物実麗図 (38号）

図版 11 遺物実潤図 (38ij-) 

図版 12 遺物実測図 (29号）

図版 13 遺物実測図 (.29号）

図版 14 遺物実澗図 (29号）

図版 15 遺物実測図 (29号）

図版 16 遺物実濶図 (29号）

図版 17 遺物実測図 (.29号）

図版 18 遺物実測図 (29号）

図版 19 遺物実渕図 (33号）

図版 20 遺物実欄図 (32号）

図版 21 遺物実瀾図 (22l-j) ． 
図版 22 遺物支瀾図 (22号）

図版 23 遺物実瀾図 (22号）

図版公遺物実瀾図 (22け）

図阪 25 遺物実瀾図 (22号）

図版 26 遣物実襴閃 (22号）

図版 27 遺物実瀾図 (22号）



図阪 28 遺物実瀾図 （訟号）

図駈 29 遭物実瀾図 (22号）

図翫 30 遺物実瀾図 (22号）

図阪 31 遣物実瀾図 (22号）

図阪 32 遭物実瀾図 (2が号）

図版 33 遺物実瀾図 (22号）

図阪 34 遺物実欄図 (22号）

図版 35 遺物実瀾図 (22号）

図版 36 遺物実測図 (22号）

図版 37 遺物実瀾図 (22号）

図版 38 遺物実測図 (22号）

図版 39 遣物実測図 (22号）

図阪 40 遺物実測図 (30号）

図阪 -ii 遭物実詞図 (30号）

図阪 ,12 遺物実測図 (30号）

図阪 -13 遺物実訓図 (30号）

閃版 ,!.j 遣物実iJIIJ図 (30号）

図版 45 遺物実測図 (30号）

図r.i 4ti 遺物実測図 (30号）

因辰 、17 遺物実潤図 (30号）

図版 •18 遺物実測図 (30号）

oo版 49 遺物実瀾図 (30号）

図I°.!< 50 遺物実澱図 (30号）

図版 :ii 遺物実測図 (30号）

図阪 52 遺物実襴図 (00号）

凶版 53 遺物実瀾図 (30号）

図版 54 遺物実瀾図 (30号）

図版 55 遺物実瀾図 (30号）

図版 56 遺物実瀾図 (30号）

図版 .57 遺物実測図 (30号）

図版 58 遺物実襴図 (30号）

図版 59 遺物実濶図 (30号）



図版 60 遺物実欄図 (30号）

図版 61 遺物実瀾図 (30号）

図版 62 遺物実欄図 (30号）

図版 63 遺物実瀾図 （初）

図版 64 遺物実測図 ⑬0号）

図版 65 遺物実測図 （死1)

図版 66 遺物実瀾図 （瓦2)

図版 67 遺物実測図 （瓦3)

図版 68遣物実測図 （瓦約

図版 69 遺物実測図 ('Jf. 5) 

図版 70 遺物実測図 （瓦6)

図版 71 遺物実瀾図 （瓦7)

図版 72 遺物実測図 (±錘 • その他）

図版 73 遺物実瀾図 （焼き台）

図版 74 遺物実欄図 (1 号 ・ 2 ~)

閃版 7fi 遺物実瀾図 (3号 ・4号.5号：＇

図版 76 .ii物実瀾図 (6号 ・7号.8号）

図版 77 遺物実瀾図 (10号・11号）

図版 78 遺物実瀾図 (12号 ・ 13号 ・ 1 4 ~} ・ 15号：）

図版 79 遺物実欄図 (17号 ・ 18号 ・ 19号 ・ 2~)

図版 80 遺物実調図 (21st・23け・24サ・切号 I 391:}) 

凶版 81 翼査区遠景 （上） 調在区（皿池から：）

（下） 閥Ji.前西側斜面 (東から）

図版 82 調査区遠景 （上） 肩忙前 寛傭斜面 （西から）

（下）調布後四傭斜面濱から）

図版 83 遺構写真 （上） 38号 ・29号窯全景 収りから）

（下） 29号黙近景 （西から）

図版以遺構写真 CJ::) 32号寮全景 (J(から）

（下） 33号窯全景 （東から．）

図版 85 遺綱写真 （上） 22号燕全景 （東から）

（下） 22号憲全景 （東：から）

図版邸遺構写真（上） 30号憲全景 （東から）



（下） 30号需近景 0I(から）
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